


安全に関するご注意 
ケガや事故防止のため、以下のことを必ずお守りください。 

据付、運転、保守、点検の前に、必ずこのマニュアルをお読みいただき、 

正しくご使用下さい。 

機器の知識、安全の情報、その他注意事項のすべてを習熟してからご使用下さい。 

このマニュアルでは、安全注意事項のレベルを「警告」と「注意」に区分しています。 

取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険の状態を生じる 

ことが想定される場合 

 

●人身事故や重大な拡大損害に発展することが予測される用途にご使用の場合は、二重安全機構等の 

安全対策を組み込んでください。 

●燃焼性ガスの雰囲気では使用しないでください。 

爆発の原因となります。 

●リチウム電池を火中に投棄しないでください。 

破裂のおそれがあります。 

 

取扱いを誤った場合に、使用者が重傷を負うかまたは物的損害のみが発生する 

危険の状態が生じることが想定される場合 

 

●異常発熱や発煙を防止するため、本製品の保証特性・性能の数値に対し余裕をもたせて 

使用してください。 

●非常停止、インターロック回路は外部回路で構成してください。 

●電線やコネクタは確実に接続してください。 

接続不充分な場合は異常発熱や発煙のおそれがあります。 

●定格、環境等の仕様範囲外では使用しないでください。 

異常発熱、発煙の原因となります。 

●分解、改造はしないでください。 

感電、発煙の原因となります。 

●通電中は端子に触らないでください。感電のおそれがあります。 

●電源を入れた状態では施工（接続・取り外しなど）しないでください。 

感電のおそれがあります。 
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1.1 ボードコントローラ BX の特長と機能 
特長として、 
・小規模設備制御や機器組み込みに適したボード型コントローラ 
・ＵＳＢ通信ポートでパソコンに直結 
・プログラムコピーに対処する高次元のセキュリティ性を確保 
・アナログ制御に対応 
・オプションとして、 
 －高速カウンタ、パルス出力による位置決め制御機能などの機能ボード 
 －熱電対、測温抵抗体などの温度センサを最大４点接続可能 
 －アナログ出力、リレー出力機能により、モータ可変速制御やＡＣ系機器の駆動などにも対応 
 －充実した通信ボード。機能拡張により最大１１ﾁｬﾝﾈﾙの多ﾁｬﾝﾈﾙ通信が可能です。 
 －リアルタイムクロック機能の追加 などをご用意。 
 

 小規模設備制御や機器組み込みに適したボード型コントローラとして余裕の基本性能 
１．３２ｋステップのプログラム容量 
２．０．３２μｓの命令処理速度 
３． 大２０８点のＩ／Ｏ制御 
 を搭載した基本性能を有します。 
 

 コントロールボードには、単相８ｃｈ、２相４ｃｈの高速カウンタ機能を標準装備 
 

 充実した機能拡張 
 オプションとして多彩な拡張ボード（１０タイプの機能ボード、６種類の通信ボード）をご用意 

・ 機能ボード：ＤＣ８点入力タイプ、トランジスタ８点ＮＰＮ出力タイプ、温度（熱電対、測温抵抗体、アナロ 
グ）２ｃｈ入力タイプ、アナログ２ｃｈ入力タイプ、高速カウンタ入力＋パルス出力タイプ、 
アナログ２ｃｈ出力タイプ、アナログ２ｃｈ入力タイプ、リレー出力・リレー出力（高容量）タイプ、 
リアルタイムクロック付きマスタメモリタイプ（３２ｋステップのプログラムをコピー、保存可能）、 
ＲＳ２３２Ｃ ４ｃｈタイプ 

・通信ボード：ＲＳ２３２Ｃ ２ｃｈタイプ、ＲＳ４８５／ＲＳ４２２切替 １ｃｈタイプ、 
         ＲＳ２３２Ｃ＋ＲＳ４８５ 各１ｃｈタイプ、Ethernet＋RS232C 各 1ch タイプ、 
         Ethernet＋RS485 各１ｃｈタイプ、RS485 各２ｃｈタイプ 

 ＵＳＢ通信ポートでパソコン直結 
パソコンとはＵＳＢケーブルにて直接接続可能です。 
ＵＳＢ⇔ＲＳ２３２Ｃ変換アダプタ／ケーブルが不要となります。 
（従来のツールポート（ＲＳ２３２Ｃ）も装備しています） 

 

 

 

 

 

 ツールポート（ＲＳ２３２Ｃ）も準備しています 

 

 プログラムコピーに対処する高次元のセキュリティ性を確保 
アップロード禁止機能では、ボードコントローラ BX 本体のプログラムのアップロード（読出し）を禁止し 
不正コピーを防止します。 
（マスタメモリボードへのプログラム転送も不可能とします（アップロード禁止設定時）） 

プログラム保護は、３つのセキュリティから
選べます。 
・４桁パスワード 
・８桁パスワード 
・アップロード禁止（不可） 
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 アナログ入力ポート４ｃｈを標準装備 
本体にアナログ入力ポートを標準で４ｃｈ装備。外部電圧入力、外部ボリューム接続、外部サーミスタ接続が
可能なアナログ入力として活用いただけます。 
 

 通信機能が充実 
本体に標準装備のツールポート（ＲＳ２３２Ｃ）を利用して、表示パネルやコンピュータと通信できます。また、
追加オプションとしてＲＳ２３２Ｃ、ＲＳ４８５および Ethernet インターフェイスを持った通信・機能ボードをご
用意。ボードコントローラＢＸに通信ボードのＲＳ２３２Ｃ ２チャンネルタイプを装着すると、２台のＲＳ２３２Ｃ
機器と、更にシリアルデータボードを組み合わせることで 大１１チャンネルとの通信接続が可能となります。
また、１：Ｎ通信（ 大９９台）やＰＣ（ＰＬＣ）リンク（ 大１６台）にも対応するなど、充実した通信機能も装備
しています。 
 

 ボードコントローラＢＸ１台で２台の 
ＲＳ２３２Ｃ機器を制御 

  ＲＳ２３２Ｃ ２チャンネルタイプ使用時 
 

 最大９９局の１：Ｎ通信が可能 
ＲＳ４８５／ＲＳ４２２ １チャンネルタイプ使用時 
ＲＳ４８５ １チャンネル、ＲＳ２３２C １チャンネル
混載タイプ使用時 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 Ｍｏｄｂｕｓ ＲＴＵに対応 
マスタ局／スレーブ局として使用できます（Ｆ１４５，Ｆ１４６命令）。 
温調器、インバータ、海外ＰＬＣなどと簡単に通信できます。 大９９局と通信可能です。 
 

 BX 

 

 

 

 

 

 

BX 

 ＭＥＷＴＯＣＯＬ通信 
マスタ局／スレーブ局として使用できます（Ｆ１４５、Ｆ１４６命令）。 
ボードコントローラ BX、画像処理装置、温調器、メッセージランナ、エコパワーメータなどと簡単に通信でき
ます。 

大９９局と通信可能です。 
 
 BX 

 

BX 
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 高速カウンタ、パルス出力による位置決め制御に対応 
ボードコントローラＢＸ は、パルス入出力ボードを使用することにより、高速カウンタ、パルス出力機能を使
用できます。パルス出力は 大１００ｋＨｚまでの周波数に対応しますので、ステッピングモータはもちろん、
サーボモータを使った位置決め制御にも対応します。 

 

高速カウンタによる計測に対応  パルス出力による位置決め制御に対応 

 

 

 
加算入力モード、減算入力モード、２相入力モード、 

個別入力モード、方向判別モードに対応。 

 CW/CCW、パルス/サイン出力に対応。 

注）組み合わせにより、変わります。 

注）組み合わせにより、変わります。 

 
ＰＷＭ出力機能によるヒーター制御に対応 
専用命令を使って、任意のデューティ比のパルス出力を取り出せます。 

 
 

  

   

 熱電対、測温抵抗体などの温度センサを最大４点接続可能 
ボードコントローラＢＸは、温度入力ボードを使用することにより、熱電対、測温抵抗体、アナログ（電圧・電
流）入力が可能となります。専用命令によりＰＩＤ温度制御が簡単にできます。 
 
 ＢＸ 

 ヒータ 

 
 
 
 
 
 

 アナログ出力機能によりモータ可変速制御などにも対応 
ボードコントローラＢＸは、アナログ出力ボードを使用することにより、インバータなどのアナログ駆動機器を
制御できます。３種類の出力レンジ（０－１０Ｖ，０－５Ｖ，０－２０ｍＡ）に対応し、 大４点出力が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 リアルタイムクロック機能を追加可能 
別売りのマスタメモリボード（ＡＢＸＭＲＴＣ）と、バックアップ電池（品番：ＡＦＣ８８０１）を取りつけるとリアルタ
イムクロック機能が使用可能になります。 

 

ＳＳＲ 

熱電対 

アナログ駆動機器へ出力 
ＢＸ 

ＶorＩ 

ｔ 
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1.2 ボードの種類 
1.2.1 コントロールボード 

Ｃ32Ｔ 
 

仕様 
品番 

Ｉ／Ｏ 
点数 電源 入力 出力 接続 

ＡＢＸＣ３２Ｔ １６／１６ ２４ Ｖ ＤＣ 
２４ Ｖ ＤＣ 
（コモン極性＋、－共通）

トランジスタ 
（ＮＰＮ） 

ＭＩＬ 
コネクタ 

注）コントロールボードには、電源ケーブルが付属しています。 
 
 

1.2.2 増設Ｉ／Ｏボード 

 
 

E40T 
 

仕様 
品番 

Ｉ／Ｏ 
点数 電源 入力 出力 接続 

ＡＢＸＥ４０Ｔ ２４／１６ ２４ Ｖ ＤＣ  
２４ Ｖ ＤＣ 
（コモン極性＋、－共通）

トランジスタ 
（ＮＰＮ） 

ＭＩＬ 
コネクタ 

注）増設Ｉ／Ｏボードには、電源ケーブル，スペーサ（Ｍ３），８ｃｍ増設ケーブルが付属しています。 
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1.2.3 拡張ボード（通信ボード／機能ボード） 
拡張ボードには、通信ボードと機能ボードの２シリーズがあります。 

 名 称 仕様 品番 

通信ボード ＲＳ２３２Ｃ ３線式 ２チャンネル ＡＢＸＣＯＭ２ 通信ボード 

通信ボード ＲＳ４８５／ＲＳ４２２（絶縁） １チャンネル ＡＢＸＣＯＭ３ 

 

通信ボード ＲＳ４８５（絶縁） １チャンネル 
ＲＳ２３２Ｃ ３線式 １チャンネル ＡＢＸＣＯＭ４ 

通信ボード ＲＳ４８５（絶縁） 2 チャンネル ＡＢＸＣＯＭ６ 

 

 
 

通信ボード Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
ＲＳ２３２Ｃ ３線式 １チャンネル ＡＢＸＣＯＭ５Ａ 

 

  
通信ボード Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 

ＲＳ４８５（絶縁） １チャンネル ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ 

アナログ入力ボード アナログ入力（非絶縁） 
２チャンネル ＡＢＸＡＤ０２ 

機能ボード 

アナログ出力ボード アナログ出力（絶縁） ２チャンネル ＡＢＸＤＡ０２ 

温度入力ボード 

電圧入力／電流入力 
／熱電対入力／測温抵抗体入力 

2 チャンネル 
（チャンネル間絶縁） 

ABXAD2M 

 

 

入力ボード ８点 ＤＣ入力 ＡＢＸＩＮ０８ 

出力ボード ８点 トランジスタ出力（ＮＰＮ） ＡＢＸＴＲ０８ 
 

リレー出力ボード ４点 リレー出力 ＡＢＸＲＹ０４ 

リレー出力ボード（高容量タイプ） ２点 リレー出力 ＡＢＸＲＹ０２ 

パルス入出力ボード 高速カウンタ ２ｃｈ ＋ パルス出力 １ｃｈ ＡＢＸＰＬＳ1 

 

 

リアルタイムクロック付き 
マスタメモリボード マスタメモリ ＋ リアルタイムクロック ＡＢＸＭＲＴＣ 

 

 
  
シリアルデータボード 

ＲＳ２３２Ｃ ３線式 ４チャンネル ＡＢＸＳＤ０１  
 

注）拡張ボードにはスペーサ（Ｍ２．６），ネジ（Ｍ２．６）が付属しています。 
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1.2.4 関連部品 
 品名 品番 内容 

 バックアップ電池 データレジスタなどのバックアップや、 
リアルタイムクロック機能使用時に必要 ＡＦＣ８８０１ 

８ｃｍ ＡＢＸＥＣ０８ 

３０ｃｍ ＡＢＸＥＣ３０ BX増設ケーブル 注１）

８０ｃｍ ＡＢＸＥＣ８０  

ＦＰΣ用 電源ケーブル ケーブル長 １ｍ（フェライト付） ＡＦＰＧ８０５ 
 

注１）増設ケーブルの総延長は１６０ｃｍ以内でご使用ください。 
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1.3 ボードの組み合わせの制限 
1.3.1 増設Ｉ／Ｏボードの場合の制限 

        
…

 
   

   
増設Ｉ／Ｏボード コントロールボード 増設Ｉ／Ｏボード 

 
 
                                     合計４台まで接続可能 
 
 

 制御Ｉ／Ｏ点数 
コントロールボードの種類 コントロールボード単体 Ｅ４０Ｔ増設Ｉ／Ｏボード４台を 

でのＩ／Ｏ点数 増設時のＩ／Ｏ点数 
Ｃ３２Ｔコントロールボード ３２点 大１９２点 

 

 ご注意： 
・ボードコントローラＢＸは、増設Ｉ／Ｏボード：ＡＢＸＥ４０Ｔを４台まで増設できます。 
・ 増設ケーブルの総延長は１６０ｃｍ以内でご使用ください。 
 
  

      
    

 
 

コントロールボード     増設Ｉ／Ｏボード      増設Ｉ／Ｏボード     増設Ｉ／Ｏボード    増設Ｉ／Ｏボード 
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1.3.2 拡張ボードの場合の制限 
拡張ボードはコントロールボードの拡張スロット０，１と通信コネクタに装着します。 

 
 
 
 
 
 
 通信コネクタ 拡張スロット０ 

 （通信ﾎﾞｰﾄﾞ接続用ｺﾈｸﾀ） （機能ﾎﾞｰﾄﾞ接続用ｺﾈｸﾀ） 

ＥＸＰ．１  ＣＯＭ．  ＥＸＰ．０  

 
 
 
 

拡張スロット１ 
（機能ﾎﾞｰﾄﾞ接続用ｺﾈｸﾀ） 

 

 例：機能ボードを拡張スロット１に取りつける場合 
   

コントロールボードの制限 Ｃ３２T 
拡張ボードの種類 拡張スロット 0 拡張スロット 1 通信コネクタ 

通信ボード × × ○ ＡＢＸＣＯＭ２ 
通信ボード × × ○ ＡＢＸＣＯＭ３ 
通信ボード × × ○ ＡＢＸＣＯＭ４ 
通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５A × × ○ 通信ボード 

通信ボード × × ○ ＡＢＸＣＯＭ５B 
× × ○ 通信ボード ＡＢＸＣＯＭ６ 

アナログ入力ボード ＡＢＸＡＤ０２ ○ ○ × 
アナログ出力ボード ○ × ＡＢＸＤＡ０２ 注 5） ○注 5）

温度入力ボード ○ ○ × ＡＢＸＡＤ２Ｍ 
入力ボード ＡＢＸＩＮ０８ ○ ○ × 
出力ボード ＡＢＸＴＲ０８ ○ ○ × 

ＡＢＸＲＹ０４ ○ ○ × 機能ボード 
リレー出力ボード 

ＡＢＸＲＹ０２ ○ ○ × 
パルス入出力ボード ＡＢＸＰＬＳ１ ○ ○ × 
マスタメモリボード ＡＢＸＭＴＲＣ ○ ○ × 注１） 注１）

○ ○ × シリアルデータボード ＡＢＸＳＤ０１  

 ご注意： 
１． マスタメモリボードＡＢＸＭＲＴＣは、１台のみ装着できます。２台装着すると、Ｅ２６（ユーザＲＯＭ異常）

が発生します。 
２． 機能ボードをコントロールボードに１台装着する場合は、拡張スロット０，１のどちらでも装着できます。 
３． 通信コネクタには通信ボード以外装着しないでください。 
４． 拡張スロット０，１には機能ボード以外装着しないでください。 
５． アナログ出力ボードＡＢＸＤＡ０２を使用する場合、許容瞬時停電時間が７ｍｓ（２４Ｖ ＤＣ使用時）から

５ｍｓ（２４Ｖ ＤＣ使用時）となります。 
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1.4 プログラミングツール 
1.4.1 プログラミングに必要なツール 

 １．ツールソフト 
ボードコントローラＢＸでは、当社製Ｗｉｎｄｏｗｓ版ソフト • 

• 
• 

1.4.2 

「ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２」や「ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏ Ｖｅｒ．５」 
を使用します。 
従来のＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．１ｘ、ＤＯＳ版のＮＰＳＴ－Ｇ
Ｒ、ＦＰプログラマは使用できませんのでご注意ください。

２．パソコン接続用ケーブル 
ＤＯＳ／Ｖ機用ケーブルをご用意しています。 
市販ＵＳＢケーブルで接続が出来ます。 

 

ソフト使用環境および適合ケーブル 

 標準ラダーツールソフト ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２ 
ソフトの種類 ハードディスク 

必要ＯＳ 品番注６）

容量 
日本語 

ＡＦＰＳ１０１２２ 
ツールキット ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２ 

日本語メニュー 
バージョンアップ版 ＡＦＰＳ１０１２０Ｒ Windows®９８ 

フルタイプ ＡＦＰＳ１０５２０ Windows®ＭＥ 

スモールタイプ ＡＦＰＳ１１５２０ ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２ WindowsＮＴ® 

英語メニュー 
バージョンアップ版 ＡＦＰＳ１０５２０Ｒ   ４０ＭＢ以上   （Ｖｅｒ．４．０以上）

フルタイプ ＡＦＰＳ１０８２０ 
Windows®２０００ 

ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２ 
中国語メニュー バージョンアップ版 ＡＦＰＳ１０８２０Ｒ 

Windows®ＸＰ 

Windows Ｖｉｓｔａ® 
ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２ 

ＡＦＰＳ１０９２０ フルタイプ 
韓国語メニュー 
注１）日本語ツールキットには、ＤＯＳ/Ｖ機接続用ケーブル＜品番：ＡＦＣ８５０３＞が同梱されています。 
注２）バージョンアップ版はＶｅｒ１．１がインストールされていないとインストールできません。 
注３）Ｖｅｒ２．０からＶｅｒ２．１以降の 新版へのバージョンアップは当社ホームページにて無償でバージョン

アップが出来ます。 新版をご使用ください。 
注４）スモールタイプは、ＦＰ－ｅ、ＦＰ∑、ＦＰ０、ＢＸの各シリーズでのみ使用できます。 
注５）ＯＳに Windows９５をご使用の場合は、ＵＳＢケーブルでの接続はできません。 

 ＩＥＣ６１１３１－３準拠プログラミングツールソフト ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏ Ｖｅｒ．６ 
ハードディスク

ソフトの種類 必要ＯＳ 品番注４）

容量 

ＦＰＷＩＮ ＰｒｏＶｅｒ．６ 
ＡＦＰＳ５０１６０ 

日本語メニュー Windows®２０００ 

Windows®ＸＰ １００ＭＢ以上 

Windows Ｖｉｓｔａ® ＦＰＷＩＮ ＰｒｏＶｅｒ．６ 
ＡＦＰＳ５０５６０ 

英語メニュー 

注１）Ｖｅｒ．６にはスモールタイプとバージョンアップ版はございません。 
注２）Ｖｅｒ６．０からＶｅｒ６．１以降の 新版へのバージョンアップは当社ホームページにて無償でバージョン

アップが出来ます。 新版をご使用ください。 
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 パソコンの種類と適合ケーブル 
 

 パソコン（ＲＳ２３２Ｃ） ⇔ コントロールボード（ＲＳ２３２Ｃ）の場合 
 
Ｄ－Ｓｕｂコネクタケーブル 

パソコンの種類 
ボードコントローラ側

パソコン側コネクタ 仕様 品番 
コネクタ 

ミニＤＩＮ丸５ピン Ｌタイプ（３ｍ） ＡＦＣ８５０３ 
ＤＯＳ／Ｖ機 Ｄ－ｓｕｂ ９ピン 

ミニＤＩＮ丸５ピン ストレートタイプ（３ｍ） ＡＦＣ８５０３Ｓ 

注１）シリアルポートの無いパソコンをパソコン接続ケーブルで接続する場合には、ＵＳＢ／ＲＳ２３２Ｃ変換
ケーブルが必要です。 

 
 

 パソコン（ＵＳＢ） ⇔ コントロールボード（ＵＳＢ）の場合 
 
市販のケーブルを使用してください。 

ケーブル種類 長さ 

大５ｍ ＵＳＢ２．０（または１．１） ＡＢタイプ 
 

 参 照：＜６章 ツールポートとＵＳＢポート＞ 
 

 機種選択 
ツールソフトでボードコントローラＢＸを使う場合、機種選択は『ＦＰ‐Ｘ Ｃ３０Ｒ／Ｃ６０Ｒ ３２ｋ』を
選択してご使用下さい。  
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２章 
コントロールボードの 

仕様と機能 
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2.1 各部の名称と機能 
2.1.1 各部の名称と機能 

■ ボードコントローラＢＸ Ｃ３２Ｔコントロールボード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤アナログ入力ポート ⑤アナログ入力ポート

 
①状態表示ＬＥＤ 
ボードコントローラＢＸの運転／停止、エラー／アラームなどの動作状態を表示します。 

 ＬＥＤ ＬＥＤの状態と動作状態 
点灯： ＲＵＮモード － プログラム実行中 

 ＲＵＮ 緑
点滅：

ＲＵＮモードでの強制入出力実行中。 
（ＲＵＮ、ＰＲＯＧ．ＬＥＤが交互に点滅） 

点灯：
 

ＰＲＯＧ．モード － 運転停止中 
ＰＲＯＧ．モードでの強制入出力実行中。 

 ＰＲＯＧ． 緑

点滅：
ＲＵＮモードでの強制入出力実行中。 
（ＲＵＮ、ＰＲＯＧ．ＬＥＤが交互に点滅） 

点滅： 自己診断でエラーを検出（ＥＲＲＯＲ） 

 ＥＲＲＯＲ／ＡＬＡＲＭ 赤 点灯：
 

ハードウェアの異常、またはプログラムによる 
演算渋滞が発生し、ウォッチドグタイマが動作中 
（ＡＬＡＲＭ） 

 
②入出力表示ＬＥＤ 
入出力のＯＮ／ＯＦＦ状態を表示します。 

⑤アナログ入力切替スイッチ

Ｖ０  Ｖ１  Ｖ２  

③ＲＵＮ／ＰＲＯＧ．切替スイッチ 

 

⑫増設Ｉ／Ｏボード接続用コネクタ 

Ｖ３  

ＯＵＴ 
ＡＮＡＬＯＧ 

①状態表示ＬＥＤ 

ＢＡＴ 

ＤＩＰＳＷ 

ＴＯＯＬ（ＲＳ２３２Ｃ） 

ＣＯＭ．  ＥＸＰ．０  ＥＸＰ．１  
②入力ＬＥＤ 

②出力ＬＥＤ 
⑩通信コネクタ 

（通信ﾎﾞｰﾄﾞ接続用ｺﾈｸﾀ） 

④ＵＳＢポート 

⑥ツール（ＲＳ２３２Ｃ）ポート 
⑨出力コネクタ ⑧入力コネクタ ⑦電源コネクタ 

⑭ＤＩＰスイッチ 

⑪拡張スロット０ 

（機能ﾎﾞｰﾄﾞ接続用ｺﾈｸﾀ） 

⑪拡張スロット１ 

（機能ﾎﾞｰﾄﾞ接続用ｺﾈｸﾀ） 

⑬メモリバックアップ用 

  電池ホルダー 
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③ＲＵＮ／ＰＲＯＧ．切替スイッチ 
ボードコントローラＢＸの運転モードを切り替えるスイッチです。 

スイッチ 動作モード 
ＲＵＮ  （位置・左） ＲＵＮモード ：プログラムを実行し、運転を開始します。 
ＰＲＯＧ．（位置・右） ＰＲＯＧ．モード ：運転は停止中です。 

・プログラミングツールからリモート操作により運転／停止の切り替えを行うこともできます。 
・プログラミングツールから運転／停止の切り替えを行うと、ＲＵＮ／ＰＲＯＧ．切替スイッチの設定と 
 実際の動作が異なる場合があります。実際の動作モードは状態表示ＬＥＤで確認してください。 
・電源を再投入するとＲＵＮ／ＰＲＯＧ．切替スイッチで設定したモードで動きます。 

 
④ＵＳＢポート（Ｂタイプ） 

  

プログラミングツールを接続するコネクタです。 
市販のＵＳＢケーブル（ＡＢタイプ）が使用できます。 
 
・ ＵＳＢ使用時の通信速度は１１５．２ｋｂｐｓ（固定）になります。 
・ ２チャンネルタイプ通信ボードのＣＯＭ２ポートとの切替式になりま
す。ＣＯＭ２ポート使用時、ＵＳＢポートは使用できません。 

 

 参 照：＜６章 ツールポートとＵＳＢポート＞ 
 ＜７．１．６ ＵＳＢポートに関して＞ 
 
 
⑤アナログ入力ポート・アナログ入力切替スイッチ 
本コネクタより電圧、外部ボリューム、サーミスタを入力することにより、特殊データレジスタＤＴ９００４０～ＤＴ
９００４３の値がＫ０～Ｋ１０００の範囲で変化します。Ｃ32Ｔは４点を装備しています。 
 

 参 照：＜１１．４ アナログ入力＞ 
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⑥ツール（ＲＳ２３２Ｃ）ポート 
プログラミングツールを接続するコネクタです。 
コントローラ本体のツールポートには、市販ミニＤＩＮコネクタ５ピンを使用しています。 

ピンＮｏ． 名 称 略 称 信号の方向 
１  信号用接地 ＳＧ － 
２  送信データ ＳＤ ボード → 外部機器 
３  受信データ ＲＤ ボード ← 外部機器 
４  （未使用） － － 

 ５  ＋５ Ｖ ＋５ Ｖ ボード → 外部機器 
 
工場出荷時の設定は以下の通りです。変更はシステムレジスタ「ツールポート設定」にて行ってください。 
通信速度 ９６００ｂｐｓ 
データ長 ８ｂｉｔ  
パリティチェック 奇数 
ストップビット １ｂｉｔ 
注）ツールポートのボードＮｏ．（局番）はシステムレジスタ「ツールポート設定」で設定してください。 
 
 
⑦電源コネクタ 
制御電源用のコネクタです。 
 
⑧入力コネクタ 
入力配線用コネクタです。 
 
⑨出力コネクタ 
出力配線用コネクタです。 

 参 照：＜５．６ ＭＩＬコネクタの配線＞ 
 
 
⑩通信コネクタ（拡張ボード接続用コネクタ） 
通信ボード接続用のコネクタです。 
⑪拡張スロット０，１（拡張ボード接続用コネクタ） 
機能ボード接続用のコネクタです。 
 

 参 照：＜５．３ 拡張ボードの取り付け方法＞ 
 
 
⑫増設Ｉ／Ｏボード接続用コネクタ 
専用の増設ケーブルを差し込みます。 
 

 参 照：＜５．２ 増設Ｉ／Ｏボードでの増設方法＞ 
 
 
⑬メモリバックアップ用電池ホルダ 
別売りのバックアップ電池を使用する時に、このホルダーに装着します。 
バックアップ電池により、リアルタイムクロックやデータレジスタのバックアップを行います。 
 

 参 照： ＜５．１０ バックアップ電池の取り付けと設定＞ 
    ＜１１．２．１ リアルタイムクロック機能＞ 
 

⑭ディップスイッチ 
 テスト入力やラダープログラムでの機種切替等に活用できます。 
 ディップスイッチ入力で、８点（Ｘ１０～Ｘ１７）装備しています。 
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2.2 電源仕様 
2.2.1 ＤＣ電源 

項 目 仕 様 
定格電圧 ２４Ｖ ＤＣ 
電圧変動範囲 ２１．６ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 
突入電流 ２０ Ａ 以下 （２４Ｖ ＤＣ、２５℃時） 
許容瞬時停電時間 ７ ｍｓ 注１）  （２４Ｖ ＤＣ使用時） 
内蔵電源部 保証寿命 ２０，０００時間 （ａｔ ５５℃） 
ヒューズ 内蔵 （取替不可） 
絶縁方式 非絶縁 
コネクタ 専用電源ケーブルにて供給 

注１）アナログ出力ボードを使用される場合は、許容瞬時停電時間は５ｍｓ（２４Ｖ ＤＣ使用時）となります。 
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2.3 入力仕様 
2.3.1 入力仕様 

 入力仕様 
項 目 仕 様 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 
定格入力電圧 ２４Ｖ ＤＣ 
使用電圧範囲 ２１．６Ｖ ＤＣ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 

定格入力電流 約４．７ｍＡ （コントロールボード Ｘ０～Ｘ７） 
約４．３ｍＡ （コントロールボード Ｘ８以降） 

コモン方式  １６点／コモン 
（入力電源の極性は＋／－いずれでも可能） 

小ＯＮ電圧／ 小ＯＮ電流 １９．２Ｖ ＤＣ／３ｍＡ 
大ＯＦＦ電圧／ 大ＯＦＦ電流  ２．４Ｖ ＤＣ／１ｍＡ 

入力インピーダンス 約５．１ｋΩ （コントロールボードＸ０～Ｘ７） 
約５．６ｋΩ （コントロールボードＸ８以降） 

ＯＦＦ→ＯＮ 

コントロールボード Ｘ０～Ｘ７ 
０．６ｍｓ以下：通常入力時 
５０μｓ以下：高速カウンタ、パルスキャッチ、割り込み入力設定時注） 
コントロールボード Ｘ８以降 
０．６ｍｓ以下   

応答時間 

ＯＮ→ＯＦＦ 同上 
動作表示 ＬＥＤ表示 
入力端子 ＭＩＬ３０ピン 

注）定格入力電圧２４Ｖ ＤＣ、２５ ℃での仕様です。 
 
 回路図 

入力表示ＬＥＤ

 
 
Ｘ０～Ｘ７ ：Ｒ１＝５．１ｋΩ Ｒ２＝３ｋΩ 
Ｘ８～ ：Ｒ１＝５．６ｋΩ Ｒ２＝１ｋΩ 
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2.3.2 ディップスイッチ入力 
ボードコントローラＢＸには、本体に入力用のディップスイッチがあります。 
 

 
 

 

  

 
 

                           ON OFF 

 
 

■ 本スイッチを操作することにより外部入力リレー（Ｘ１０～Ｘ１７）をＯＮ／ＯＦＦする 
  ことができます。 
 
■使用方法 
 ディップスイッチをＯＮにすると外部入力リレーがＯＮします。ＯＦＦにすると外部入力リレーがＯＦＦします。 

 
■入力割付け 
 ディップスイッチの１～８は×１０～１７に割付けされています。 

 
 
 

 
8 
 
7 
 
6 
 
5 
 
4 
 
3 
 
2 
 
1 

 
X17 
 
X16 
 
X15 
 
X14 
 
X13 
 
X12 
 
X11 
 
X10 

  
           

（工場出荷時はＯＦＦ側に設定されています）
 

外部入力ＯＮ           外部入力ＯＦＦ 

                          

 ご注意： 
･ ディップスイッチ入力はＲＵＮモード時外部入力リレーＸに反映されます。 
･ ディップスイッチを操作する際、感電・やけど・静電気による破壊のおそれがありますので、他電子部品 
  に触れないようにして下さい。 
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2.4 出力仕様 
2.4.1 出力仕様 

 出力仕様 
項 目 仕 様 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

出力形式 オープンコレクタ （ＮＰＮ） 

定格負荷電圧 ５ ～ ２４Ｖ ＤＣ 

負荷電圧許容範囲 ４．７５～２６．４ Ｖ ＤＣ 

大負荷電流 ０．8Ａ （ 大５Ａ／コモン） 

大突入電流 １．５Ａ 

コモン方式 １６点／コモン 

ＯＦＦ時漏洩電流 １μＡ 以下 

ＯＮ時 大電圧降下 １．５Ｖ ＤＣ以下 

ＯＦＦ→ＯＮ １ｍｓ以下 応答時間 
（ａｔ２５℃） ＯＮ→ＯＦＦ １ｍｓ以下 

電圧 ２１．６ ～ ２６．４ Ｖ ＤＣ 外部供給電源 
（＋、－端子） 電流 １５０ｍＡ以下 
サージキラー ツェナーダイオード 

動作表示 ＬＥＤ表示 

出力端子 ＭＩＬ３４ピン 

 回路図 
［ＮＰＮ出力］ 
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2.5 端子配列図 
2.5.1 端子配列図 

 Ｃ３２T コントロールボード 
 
 
 
 
 
 
 
［出力 Ｙ０～ＹＦ］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（コネクタ正面図）

 ここがポイント： 

同一コネクタ内の＋、－は、ボード内部で接続されていますが、外部でも接続してください。 
ＮＣ端子には何も接続しないでください。 
 
［入力 Ｘ０～ＸＦ］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ここがポイント： 

同一コネクタ内の各ＣＯＭ端子は、ボード内部で接続されています。 
ＮＣ端子には何も接続しないでください。 
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３章 
増設I／Oボードの仕様 
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3.1 増設の仕方 
１．増設ケーブルを介して、増設Ｉ／Ｏボードを増設します。 
２．コントロールボードのボード取付部に拡張ボードを増設します。 
 

3.1.1 増設ケーブルでの増設について 
ボードコントローラＢＸでは、専用の増設ケーブルを介して、増設Ｉ／Ｏボードが使用できます。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

…… 

 
 
 

    
  

 
 
            
 

  

 
 
 
 
 
 

合計４台まで接続可能 
 

コントロールボード               増設Ｉ／Ｏボード                  増設Ｉ／Ｏボード 
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3.2 増設Ｉ／Oボード 
3.2.1 各部の名称と機能 

 ボードコントローラＢＸ Ｅ４０Ｔ増設Ｉ／Ｏボード 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①入出力表示ＬＥＤ 
入出力のＯＮ／ＯＦＦ状態を表示します。 
②電源コネクタ 
制御電源用コネクタです。 
③入力コネクタ 
入力配線用コネクタです。 
④出力コネクタ 
出力配線用コネクタです。 

 参 照：＜５．６ＭＩＬコネクタの配線＞ 
 
⑤増設Ｉ／Ｏボード接続用コネクタ 
専用の増設ケーブルにてコントロールボード、増設Ｉ／Ｏボードと接続します。 
⑥終端局設定スイッチ 

後部の増設Ｉ／Ｏボードは全スイッチをＯＮにします。 
⑦電源ＬＥＤ 
電源のＯＮ／ＯＦＦ状態を表示します。 

②電源コネクタ 

⑦電源ＬＥＤ 

⑤増設Ｉ／Ｏボード接続用コネクタ（出力側）

①入力ＬＥＤ

⑥終端局設定スイッチ

ＰＯＷＥＲ  ＯＵＴ  ＩＮ  ＴＥＲＭＩＮＡＬ  

①出力ＬＥＤ 

⑤増設Ｉ／Ｏボード接続用コネクタ（入力側） 

③入力コネクタ④出力コネクタ
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3.2.2 電源仕様 

 ＤＣ電源 
仕 様 

項 目 
Ｅ４０Ｔ 

定格電圧 ２４Ｖ ＤＣ 
電圧変動範囲 ２１．６ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 
突入電流 ２０ Ａ 以下 （２４Ｖ ＤＣ ２５℃時） 
許容瞬時停電時間 ７ ｍｓ  注１） （２４Ｖ ＤＣ使用時） 
内蔵電源部 保証寿命 ２０，０００時間 （ａｔ ５５℃） 
ヒューズ 内蔵 （取替不可） 
絶縁方式 非絶縁 
コネクタ 専用電源ケーブルにて供給 

注１）アナログ出力ボードを使用される場合は、許容瞬時停電時間は５ｍｓ（２４Ｖ ＤＣ使用時）となります。 
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3.2.3 入出力仕様 

 入力仕様 
項 目 仕 様 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 
定格入力電圧 ２４Ｖ ＤＣ 
使用電圧範囲 ２１．６Ｖ ＤＣ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 
定格入力電流 約４．３ｍＡ 

コモン方式 ２４点／コモン 
（入力電源の極性は＋／－いずれでも可能） 

小ＯＮ電圧／ 小ＯＮ電流 １９．２Ｖ ＤＣ／３ｍＡ 
大ＯＦＦ電圧／ 大ＯＦＦ電流 ２．４Ｖ ＤＣ／１ｍＡ 

入力インピーダンス 約５．６ｋΩ 
ＯＦＦ→ＯＮ ０．６ｍｓ以下  

応答時間 
ＯＮ→ＯＦＦ ０．６ｍｓ以下  

動作表示 ＬＥＤ表示 
入力端子 ＭＩＬ４０ピン 

 
 回路図 

  Ｘ０～：Ｒ１＝５．６ｋΩ Ｒ２＝１ｋΩ

入力表示 LED 

 
 
 トランジスタ出力仕様（ＮＰＮ） 

項 目 仕 様 
絶縁方式 フォトカプラ絶縁 
出力形式 オープンコレクタ（ＮＰＮ） 
定格負荷電圧 ５ ～ ２４Ｖ ＤＣ  
負荷電圧許容範囲 ４．７５～２６．４Ｖ ＤＣ 

大負荷電流 ０．８Ａ（ 大５Ａ／コモン） 
大突入電流 １．５Ａ 

コモン方式 １６点／コモン 
ＯＦＦ時漏洩電流 １μＡ 以下 
ＯＮ時 大電圧降下 １．５Ｖ ＤＣ以下 

ＯＦＦ→ＯＮ １ｍｓ以下 
応答時間 

ＯＮ→ＯＦＦ １ｍｓ以下 
電圧 ２１．６ ～ ２６．４ Ｖ ＤＣ 

外部供給電源（＋、－端子） 
電流 １２０mA 以下 

サージキラー ツェナーダイオード 
動作表示 ＬＥＤ表示 
出力端子 ＭＩＬ３４ピン 

 
 回路図 
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3.2.4 端子配列図 

 Ｅ４０Ｔ増設Ｉ／Ｏコントロールボード 
 
 
 
 
 
 
 
［出力 Ｙ０～ＹＦ］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（コネクタ正面図）

 ここがポイント： 

同一コネクタ内の＋、－は、ボード内部で接続されていますが、外部でも接続してください。 
ＮＣ端子には何も接続しないでください。 
 
［入力 Ｘ０～Ｘ１７］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ここがポイント： 

同一コネクタ内の各ＣＯＭ端子は、ボード内部で接続されています。 
ＮＣ端子には何も接続しないでください。 
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４章 
Ｉ／Ｏの割り付け 
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4.1 Ｉ／Ｏの割り付け 
                                 増設Ｉ／Ｏボード 

コントロールボード 
X0～X9F 
Y0～Y9F 

 

増設１台目 
X300～X39F 
Y300～Y39F 

増設２台目 
X400～X49F 
Y400～Y49F 

増設３台目 
X500～X59F 
Y500～Y59F 

増設４台目 
X600～X69F 
Y600～Y69F 
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通信コネクタ 拡張 

スロット 0 
X100～X19F 
Y100～Y19F 

拡張 
スロット 1 
X200～X29F 
Y200～Y29F 

   

 
 入力 出力 

コントロールボード Ｘ０～Ｘ９Ｆ  （ＷＸ０～ＷＸ９） Ｙ０～Ｙ９Ｆ  （ＷＹ０～ＷＹ９） 
拡張スロット０（ボード取付部） Ｘ１００～Ｘ１９Ｆ（ＷＸ１０～ＷＸ１９） Ｙ１００～Ｙ１９Ｆ（ＷＹ１０～ＷＹ１９）

拡張スロット 1（ボード取付部） Ｘ２００～Ｘ２９Ｆ（ＷＸ２０～ＷＸ２９） Ｙ２００～Ｙ２９Ｆ（ＷＹ２０～ＷＹ２９）

増設 １台目 Ｘ３００～Ｘ３９Ｆ（ＷＸ３０～ＷＸ３９） Ｙ３００～Ｙ３９Ｆ（ＷＹ３０～ＷＹ３９）

増設 ２台目 Ｘ４００～Ｘ４９Ｆ（ＷＸ４０～ＷＸ４９） Ｙ４００～Ｙ４９Ｆ（ＷＹ４０～ＷＹ４９）

増設 ３台目 Ｘ５００～Ｘ５９Ｆ（ＷＸ５０～ＷＸ５９） Ｙ５００～Ｙ５９Ｆ（ＷＹ５０～ＷＹ５９）

増設 ４台目 Ｘ６００～Ｘ６９Ｆ（ＷＸ６０～ＷＸ６９） Ｙ６００～Ｙ６９Ｆ（ＷＹ６０～ＷＹ６９）

注）実際に使用できるＩ／Ｏ番号の範囲は各ボードによって異なります。 
 

 Ｉ／Ｏ番号について 
 

 Ｘ・Ｙ番号の指定の仕方 
ボードコントローラ BX では、入力と出力で同番号を使います。 

 
 入出力リレーの番号の数え方 

入出力リレーＸ・Ｙは、以下のように１０進数と１６進数の組み合わせで表現します。 

 

 スロットＮｏ．について 
スロットＮｏ．とは拡張ボードにてプログラム作成のときに使用する、ボードの装着位置を示すＮｏ．です。 



4.2 コントロールボードのＩ／Ｏ割り付け 
4.2.1 コントロールボードのＩ／Ｏ割り付けは固定です。 

 
 Ｉ／Ｏ番号 
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コントロールボード名称 割付点数 Ｉ／Ｏ番号 
入力（１６点） Ｘ０～ＸＦ 

Ｃ３２Ｔコントロールボード 
出力（１６点） Ｙ０～ＹＦ 

 

4.2.2  ディップスイッチ入力のＩ／Ｏ割り付けは固定です。 
 

 
 
8 
 
7 
 
6 
 
5 
 
4 
 
3 
 
2 
 
1 

 
X17 
 
X16 
 
X15 
 
X14 
 
X13 
 
X12 
 
X11 
 
X10 
 
 

4.3 増設Ｉ／ＯボードのＩ／Ｏ割り付け 
増設Ｉ／Ｏボードはコントロールボードに増設します。 
 

■Ｉ ／Ｏ番号 
増設４台目に

装着の場合

増設１台目に

装着の場合

増設２台目に

装着の場合

増設３台目に

装着の場合 
増設ボードの名称 割付点数 Ｉ／Ｏ番号 Ｉ／Ｏ番号 Ｉ／Ｏ番号 Ｉ／Ｏ番号 

入力（２４点） Ｘ３００～Ｘ３１７ Ｘ４００～Ｘ４１７ Ｘ５００～Ｘ５１７ Ｘ６００～Ｘ６１７
Ｅ40Ｔ増設Ｉ／Ｏボード 

出力（１６点） Ｙ３００～Ｙ３０Ｆ Ｙ４００～Ｙ４０Ｆ Ｙ５００～Ｙ５０Ｆ Ｙ６００～Ｙ６０Ｆ

 



4.4 拡張ボードのＩ／Ｏ割り付け 
拡張ボードは、コントロールボードの拡張スロット０、拡張スロット１、通信コネクタに装着します。 
 

 Ｉ／Ｏ番号 
Ｉ／Ｏ番号 

コントロールボードの種類 
拡張スロット１ 拡張スロット０ 通信コネクタ

通信ボード ＡＢＸＣＯＭ２   ― 
通信ボード ＡＢＸＣＯＭ３   ― 
通信ボード ＡＢＸＣＯＭ４   ― 
通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ    
通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ    

通信ボード 

通信ボード ＡＢＸＣＯＭ６    

アナログ入力ボード 注２） ＡＢＸＡＤ０２ ＣＨ０ ＷＸ１０
ＣＨ１ ＷＸ１１

ＣＨ０ ＷＸ２０ 
ＣＨ１ ＷＸ２１  

アナログ出力ボード ＡＢＸＤＡ０２ ＣＨ０ ＷＹ１０
ＣＨ１ ＷＹ１１

ＣＨ０ ＷＹ２０ 
ＣＨ１ ＷＹ２１  

温度入力ボード ＡＢＸＡＤ２Ｍ ＣＨ０ ＷＸ１０
ＣＨ１ ＷＸ１１

ＣＨ０ ＷＸ２０ 
ＣＨ１ ＷＸ２１  

入力ボード ＡＢＸＩＮ０８ Ｘ１００～ Ｘ２００～  
出力ボード ＡＢＸＴＲ０８ Ｙ１００～ Ｙ２００～  
パルス入出力ボード 
 

ＡＢＸＰＬＳ１ 
 

Ｘ１００～ 
Ｙ１００～ 

Ｘ２００～ 
Ｙ２００～  

リレー出力ボード ＡＢＸＲＹ０４ Ｙ１００～ Ｙ２００～  
リレー出力ボード 
（高容量タイプ） ＡＢＸＲＹ０２ Ｙ１００～ Ｙ２００～  

マスタメモリボード ＡＢＸＭＲＴＣ ― ―  

機能ボード 

シリアルデータボード ＡＢＸＳＤ０１ Ｘ１００～ Ｘ２００～  
注１）通信ボード、マスタメモリボードにはＩ／Ｏはありません。 
注２）デジタル換算値はＫ０～４０００になります。分解能が１２ｂｉｔですので最上位の４ｂｉｔは常時０となりま

す。 
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５章 
設置と配線 
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5.1 設置 
各ボードの故障、誤動作発生要因をなくす為、下記内容を充分理解してご使用ください。 
 

5.1.1 設置環境と取り付けスペース 

 次のような場所での設置は避けてください。 
・周囲温度が０℃～５５℃の範囲を超える場所。 
・周囲湿度が１０％～９５％ＲＨ（ａｔ２５℃ 結露なきこと）の範囲を超える場所。 
・急激な温度変化で結露するおそれのある場所。 
・腐食性ガス、可燃性ガスの雰囲気中。 
・塵埃、鉄粉、塩分の多い場所。 
・ベンジン、シンナー、アルコールなどの有機溶剤や、アンモニアおよびカセイソーダ等の強アルカリ物質 

が付着するおそれのある場所やその雰囲気中。 
・振動や衝撃の激しい場所。 
・直接日光のあたる場所。 
・ 水、油、薬品などのかかる可能性のある場所。 
・ 本ボードコントローラ BX はプリント基板露出タイプにつき配線屑など導電物の付着がないよう特に注意 
 してください。 

 
 ノイズに対する配慮について 

・高圧線、高圧機器、動力線、動力機器のほか、大きな開閉サージを発生する機器からは、できるだけ分 
離して設置してください。 

・アマチュア無線などの送信部のある機器からは、できるだけ離してください。 
・万一の電源ラインノイズ対策として「絶縁トランス」や「ノイズフィルター」を介して給電されることをおすすめ 

します。 
・増設ケーブル（ＡＢＸＥＣ０８、ＥＣ３０、ＥＣ８０）をご使用の場合は、ノイズが発生する機器、配線からはできる

だけ離してください。 
 

 放熱に対する配慮について 
取付方向は放熱のためにツールポートが下側になる向きとしてください。 

 

・ヒータ、トランス、大容量の抵抗など発熱量の大きな機器の上に取り付けないでください。 

 

 

 

 
 
・下図のような向きの取り付けは避けてください。 
 

 
 

 

   

 

天 
 

 
 

 

地
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 静電気について 
・ 本ボードコントローラ BX を取り扱う場合やｽｲｯﾁ設定・ツール接続を行う場合、事前にアースされた金属等
に触れて静電気を放電した後、取り扱うようにしてください。また、プリント基板端面をもち電子部品等を素手
で触らないようにしてください。 

  ・乾燥した場合では、過大な静電気が発生する恐れがありますのでとくにご注意ください。 
 

 取り付けスペースについて 
・放熱やボードの交換のために、ボードの周辺のダクト、他の機器とは５０ｍｍ以上離して設置してください。 
 
 
 

50mm 以上 

 

50mm 以上 

 
 
 
・盤のとびらなどコントローラ本体の前面に機器を設置する場合、放射ノイズや発熱の影響を避けるため、そ

れらの機器とは１００ｍｍ以上の距離を取ってください。 

 
・ツールの接続や配線のため、コントロールボード表面から１００ｍｍ以上の距離を取ってください。 
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5.1.2 取り付け方法 
･放熱に対する配慮として取り付けの向きは下図の向きにしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ネジによる取り付け 
Ｍ３サイズのネジを使って取り付けてください。 
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･ボードコントローラＢＸを下図のような設置にしないで下さい。 

天 
 

 
 

 

地 

天地逆の取付 水平となる取付 垂直となる取付 

 参 照：取付寸法について＜１５．１．３ 取付寸法図＞ 

 



 

5.2 増設Ｉ／Ｏボードの増設方法 
増設Ｉ／Ｏボードは専用の増設ケーブルにて、コントロールボードに４台まで増設することができます。 
 
注１）増設ケーブル（ＡＢＸＥＣ０８）は増設Ｉ／Ｏボードに同梱されています。 
注２）増設ケーブル（ＡＢＸＥＣ３０、ＡＢＸＥＣ８０）は別売です。 
注３）増設ケーブルの総延長は１６０ｃｍ以内でご使用ください。 
 

5.2.1 増設Ｉ／Ｏボードの取り付け 
コントロールボードのスペーサとネジをドライバーで取り外し、増設Ｉ／Ｏボードに付属のスペーサを使用し 
下図の通り組み付けます。Ｍ３スペーサ及びネジは各ボード６ヶ所ずつ平均に締めて付けて下さい。 
ネジの締め付けトルクは０．５～０．６Ｎ・ｍとし確実に締め付けて下さい。 

5.2.2 増設Ｉ／Ｏボードとの増設方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｍ３ネジ 

（コントロールボードに取り付けしてあったネジを取り外し使用） 

Ｍ３スペーサ（１０ｍｍ） 

（コントロールボードに取り付けしてあったスペーサを取り外し使用） 

Ｍ３スペーサ

（１４ｍｍ） 
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1．コントロールボードの増設コネクタ部と増設Ｉ／Ｏボードの増設コネクタ部（ＩＮ表示側）に

増設ケーブルを装着します。 
 
 
 
 
 
 
 
注）増設ケーブルは増設コネクタに嵌合し確実にロックをおこなってください。 

Ｍ３スペーサ

（１４ｍｍ） 

Ｍ３スペーサ

（１４ｍｍ） 

Ｍ３スペーサ

（１４ｍｍ） 

ボードの種類 付属部品 
Ｃ３２Ｔ 
コントロールボード

電源ケーブル 
Ｍ３ネジ 
Ｍ３スペーサ（10ｍｍ） 

１本
６本
６本

Ｅ４０Ｔ 
増設Ｉ／Ｏボード 

電源ケーブル 
増設Ｉ／Ｏケーブル（８ｃｍ） 
（ＡＢＸＥＣ０８） 
Ｍ３スペーサ（１４ｍｍ） 

１本
１本
 
６本

                             注）コントロールボードのネジ、スペーサは本体に組み付け 
                               ています。 

＜増設コネクタ部＞ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ  増設Ｉ／Ｏﾎﾞｰﾄﾞ 

Ｏ Ｕ Ｔ Ｏ Ｕ Ｔ Ｉ Ｎ 



 

２.増設Ｉ／Ｏボードを複数枚増設される場合は、下図の通り増設ケーブルを配線してくださ

い。 
＜増設Ｉ／Ｏボードを複数ご使用時の配線＞ 

 
 
 
 
 
 
＜マウント増設時＞ 

 
 

３．終端局設定スイッチを設定します。最後部の増設Ｉ／Ｏボードは全スイッチをＯＮにしま

 
 
 
 
 
 
 
 
 

増設 I/O ボードｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ
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す。 
終端局設定スイッチ 

１枚目 ２枚目 ３枚目 ４枚目 

IN OUT IN OUT IN OUT IN OUT 

増設ケーブル 

＜終端局設定スイッチ＞ 

ＯＮ方向 



5.3 拡張ボードの取り付け方法 
拡張ボードは、付属のスペーサとネジを使用して、コントロールボードに固定します。 

 ご注意： 
耐振動性の観点から、実使用においては必ずネジ止めにて固定してください。 
バックアップ電池（オプション）は拡張ボードの取り付け前に装着してください。 
必ず電源をＯＦＦした状態で装着してください。コントロールボードの電源をＯＮした状態で装着すると故障の
原因となります。 
 

5.3.1 拡張ボードの取り付け 

 ご注意： 
通信ボードはコントロールボードの通信コネクタ(拡張ボード接続用コネクタ)以外には装着しないで下さい。 
機能ボードはコントロールボードの拡張スロット０，１（拡張ボード接続用コネクタ）以外には装着しないで下さ

い。 

 コントロールボードへの取り付け 
拡張ボードの裏面のコネクタと、コントロールボードの拡張ボード接続用コネクタを接続し、拡張ボードに 
付属のスペーサとネジを使用し、下図の通り組み付けます。 

＜盤などに取り付けられている場合＞ 
 
        １．本体の Ｍ３ネジ（６ケ所）を取り外す 

    ２． Ｍ２．６ｽﾍﾟｰｻを本体の裏側から Ｍ２．６ 

     ネジで拡張ﾎﾞｰﾄﾞ取付穴に固定する（３ケ所） 

        ３． Ｍ３ネジ（６ケ所）で再度本体を取り付ける 

        ４． 拡張ボードを拡張スロットに装着する 

        ５． Ｍ２．６ネジで拡張ボードを固定する（３ケ所） 

       
  注１）拡張ボードを取り外される場合は、上記と 

      逆の手順で行ってください 
        注２）本体の拡張ボード取付穴には①，②，③の表示 
           がありますので、取り付け時の目印としてください 
           ・通信コネクタ → ①の表示の取付穴（３ヶ所） 
           ・拡張スロット０ → ②の表示の取付穴（３ヶ所） 
       ・拡張スロット１ → ③の表示の取付穴（３ヶ所）
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ボードの種類 付属部品 
拡張ボード 
 

Ｍ２．６ネジ 
Ｍ２．６スペーサ（１２ｍｍ） 

６本
３本

ネジの締め付けトルクは０．３～０．４Ｎ・ｍとし、確実に締め付けてください。 
 

5.3.2 取り付け時の注意事項 
拡張ボードの電子部品およびコネクタには手を触れないようにしてください。 
静電気により、ＩＣ等が破壊する恐れがあります。 

  Ｍ２．６ネジ 

Ｍ２．６スペーサ

（１２ｍｍ） 

Ｍ２．６ネジ ｅ 

 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ｄ 
ｂ 

Ｍ３ネジ 

拡張ボード 
ａ 

ｃ 

ａ 

ｄ 

ｅ 



5.4 電源について 
5.4.1 コントロールボードの電源 

 電源の配線 
付属の専用電源ケーブルを使って供給して下さい。 

 
供給する電源電圧は電源の許容範囲であることを確認して下さい。 
定格入力電圧２４ＶＤＣ 許容電圧変動範囲２１．６～２６．４ＶＤＣ 

 

 

 電源系統の分離 
ボードコントローラＢＸと出力機器及び動力機器への配線は別系統の配線としてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ﾎﾞｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ

 ご注意：増設機器の電源 
コントロールボードの電源と同一系統からとり、電源のＯＮ／ＯＦＦは同時に行うようにしてください。 
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ノイズの影響を避けるために 
ノイズの少ない電源を使用するようにしてください。電源線に重畳するノイズに対しては、十分なノイズ耐量 
がありますが、絶縁トランスを介することにより、さらにノイズを減衰させることをお勧めします。 
また、ノイズの影響を小さくするために、電源ケーブルはツイスト（より線加工）してください。 

増設 I/O

ボード ボード



 接地について 
耐ノイズ性向上のために接地処理を施してください。 
 

 接地は専用接地で 
・電線は２ｍｍ

２
以上のものを使用し、接地抵抗１００Ω以下のＤ種（第３種）接地としてください。 

・接地点はできるだけボードコントローラ BX の近くとし、接地線の距離を短くしてください。 
・接地を他の機器と共用すると逆効果となる場合がありますので、必ず専用接地としてください。 
 

 
 
プラス接地の場合は機能アース端子を接地しないでください 
電源の＋端子を接地してご使用になる場合は、ボートコントローラＢＸの機能アース端子を 
接地しないでご使用ください。 
パソコンの機種によってはＲＳ２３２ＣポートのＳＧ端子とコネクタの外郭が接続されているもの 
があります。また、ボートコントローラＢＸのツールポート外郭と機能アース端子は接続されてい 
ます。そのため、パソコンを接続することによりボードコントローラ BX のＧＮＤ端子と機能アース 
端子が接続されます。特にプラス接地でご使用の場合はＧＮＤ端子には－２４Ｖの電圧が印加 
された状態ですので、その状態でＧＮＤ端子と機能アース端子が接続されますと、短絡状態に 
なり破壊につながります。 

 

 

 

 

ﾎﾞｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ 
ＢＸ

ﾎﾞｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ
ＢＸ
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5.5 入出力の配線 
入力コネクタには定格入力電圧を超える電圧を印加しないでください。 
 

5.5.1 入力側の配線について 

 光電センサ・近接センサとの接続 
リレー出力タイプ  ＮＰＮオープンコレクタ出力タイプ 
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電圧出力タイプ  ２線式出力タイプ 
   

 
 ＬＥＤ付リードスイッチ使用時の注意点 

  
ＬＥＤ付リードスイッチなど、入力接点に直列Ｌ
ＥＤが入っている場合でも、ボードコントローラ
ＢＸの入力端子にはＯＮ電圧以上の電圧がか
かるようにしてください。特に、直列に複数のス
イッチを接続する場合はご注意ください。 

 
 ２線式センサ使用時の注意点 

 

 
 
 
 

 
２線式の光電センサや近接センサを使用した

場合は、漏れ電流の影響でボードコントローラ

ＢＸへの入力がＯＦＦにならない場合、左図の

ようにブリーダ抵抗を接続してください。 
左図の計算式は、入力インピーダンスが５．６

ｋΩの場合です。入力インピーダンスは、入力

端子番号により異なります。 
            

 ＬＥＤ付リミットスイッチ使用時の注意点 
ＬＥＤ付リミットスイッチを使用した場合、漏れ電

流の影響でボードコントローラＢＸへの入力が

ＯＦＦにならない場合、左図のようにブリーダ抵

抗を接続してください。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 



 

5.5.2 出力側の配線について 
出力コネクタには 大開閉能力を超える負荷を接続しないでください。 
 

 誘導負荷の保護回路について 
・誘導負荷の場合は、負荷と並列に保護回路を設けてください。 
・特にリレー出力ボードでＤＣ誘導負荷を開閉する場合は、保護回路の有無が寿命に大きく影響しますので

必ず負荷の両端にダイオードを設けてください。 
 
 ＡＣ負荷の場合（リレー出力ボード） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＤＣ負荷の場合 

 
 容量性負荷使用時の注意点 

ラッシュ電流の大きな負荷を接続する場合は、その影響を小さくするため、下図のように保護回路を設けてく
ださい。 

 

5.5.3 入出力配線共通の注意事項 

BX BX 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

BX 

 
 
 
 
 
 

 入力／出力／動力線はそれぞれ離して 
・入力線、出力線の配線は電流容量を考慮して、電線の径の選定をしてください。 
・入力配線と出力配線、またそれらと動力線は、できるだけ離して配線してください。同一ダクトに通したり、バ

インドしないでください。 
・入出力配線と動力線、高圧線は１００ｍｍ以上離してください。 
・上記仕様外の配線あるいは誤配線を行うと故障、誤動作の原因となります。 

 
 その他 

・配線はボードコントローラ BX への電源供給をＯＦＦしてから実施してください。 
・コントロールボードと増設Ｉ／Ｏボード、各種拡張ボードの接続も電源ＯＦＦ状態で実施してください。 

電源ＯＮの状態で行うと故障、誤動作の原因となります。 
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5.6 ＭＩＬコネクタの配線 
 ＭＩＬコネクタの配線 
 適合コネクタ／適合電線／専用工具 

コネクタ／電線は下記に適合するものを使用してください。また、結線には専用の工具が必要です。 
品番はオムロン㈱社製の下記形式のものをご使用ください。 
 

 バラ線コネクタ対応表 
ソケット ソケット 

ボードの種類 入出力 極数 セミカバー 
(AWG#24 用) (AWG#28,#26 用) 

出力側 ３４Ｐ 形 XG5M-3432-N 形 XG5M-3435-N 形 XG5S-1701 
Ｃ３２Ｔコントロールボード 

入力側 ３０Ｐ 形 XG5M-3032-N 形 XG5M-3035-N 形 XG5S-1501 

出力側 ３４Ｐ 形 XG5M-3432-N 形 XG5M-3435-N 形 XG5S-1701 
Ｅ４０Ｔ増設Ｉ／Ｏボード 

入力側 ４０Ｐ 形 XG5M-4032-N 形 XG5M-4035-N 形 XG5S-2001 

ＡＤ０２アナログ入力ボード 入力側

ＩＮ０８入力ボード 入力側

ＴＲ０８出力ボード 出力側

入力側
ＰＬＳ１パルス入出力ボード 

出力側

１０Ｐ 形 XG5M-1032-N 形 XG5M-1035-N 形 XG5S-0501 

注１）コンタクトはソケットに装着されています。予備コンタクトがご必要な場合は、形 XG5W-0031-N 
(AWG#24 用)、形 XG5W-0034-N(AWG#28,#26 用)をご使用ください。 
 

 適合電線（より線） 
AWG# 公称断面積 被覆外形 定格電流

２４ ０．２ｍｍ2 φ１．５～φ１．１ ３Ａ 
２６ ０．１４ｍｍ2 ２Ａ 
２８ ０．０８ｍｍ2 φ１．３～φ１．１

１Ａ 
 

ソケット       電線        結線完了         セミカバー       使用形態  
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           ＋       →             ＋             → 
 
 
 

 専用簡易圧接工具 ■ コンタクト引抜工具 
メーカー 形 XG5 用工具  メーカー 形 XG5 用工具 

オムロン㈱社製 形 XY2B-7006  オムロン㈱社製 形 XY2E-0001 

 
   簡易圧接工具        コンタクト引抜工具 

 
 
 
 
注）機能、操作の詳細については商品に同梱 注）誤配線をした場合のハウジングからコンタクトを外 

されている取扱説明書をご参照ください。 すときに用います。下記ご参照ください。 
 
 【コンタクト交換の方法】 
 誤圧接をした場合にコンタクトを引き抜く場合は、コンタクト引抜 
 工具を必ずお使いください。 
 （1）カバーをはずしてください。 
 （2）ハウジングのランス穴に工具のランスおさえ部を挿入し 
 ランスをハウジング内側におさえてください。 
 （3）ランスをおさえた状態でコンタクトを引き抜いてください。 
 （4）新しい予備端子を挿入してください。 
 

  



 
 フラットケーブルコネクタ対応表 

セット形式 注１） ソケット ストレインリリーフ 
ボードの種類 入出力 極数 

(ｵｰﾌﾟﾝｴﾝﾄﾞｶﾊﾞｰ付) (ｽﾄﾚｰﾝﾘﾘｰﾌ付） (形 XG4M 専用) 

出力側 ３４Ｐ 形 XG4M-3430-T 形 XG4M-3430 形 XG4T-3404 
Ｃ３２Ｔコントロールボード 

入力側 ３０Ｐ 形 XG4M-3030-T 形 XG4M-3030 形 XG4T-3004 

出力側 ３４Ｐ 形 XG4M-3430-T 形 XG4M-3430 形 XG4T-3404 
Ｅ４０Ｔ増設Ｉ／Ｏボード 

入力側 ４０Ｐ 形 XG4M-4030-T 形 XG4M-4030 形 XG4T-4004 

ＡＤ０２アナログ入力ボード 入力側

ＩＮ０８入力ボード 入力側

ＴＲ０８出力ボード 出力側

入力側
ＰＬＳ１パルス入出力ボード 

出力側

１０Ｐ 形 XG4M-1030-T 形 XG4M-1030 形 XG4T-1004 

注１） オープンエンドカバー付きです。 
注２） 品番はオムロン㈱社製の品番です。 
 
●適合電線（より線） 

AWG# ケーブル構造 定格電流 

２８ 1.27ｍｍピッチ フラットケーブル（7 本より線） １Ａ 

注）コモン電流が定格電流を越える場合には、コモンへの接続本数を定格内となるようにして下さい。 
（例 ５Ａ／コモンの場合、コモンに５本以上接続する） 
 

セット形式                 ソケット       
 （ソケット+ストレインリリーフ）    （オープンエンドカバー付）      ストレインリリーフ 
 
 
 
 
 
 
 

 適合コネクタ付きケーブル 
品番は当社製の下記形式のものをご選定ください。 
 

5-13 

コネクタ付フラットケーブル 
ボードの種類 極数 入出力

１ｍ ２ｍ 
出力側 ３４Ｐ ＡＦＢ８５３１ ＡＦＢ８５３2 

Ｃ３２Ｔコントロールボード 
入力側 ３０Ｐ ＡＦＢ８５２１ ＡＦＢ８５２2 

出力側 ３４Ｐ ＡＦＢ８５３１ ＡＦＢ８５３2 
Ｅ４０Ｔ増設Ｉ／Ｏボード 

入力側 ４０Ｐ ＡＦＢ８５４１ ＡＦＢ８５４2 

ＡＤ０２アナログ入力ボード 入力側

ＩＮ０８入力ボード 入力側

ＴＲ０８出力ボード 出力側

ＰＬＳ１パルス入出力ボード 入力側

１０Ｐ 相当品なし 相当品なし 

注）品番は当社製の品番です。 
 
     片側コネクタ付フラットケーブル 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  



5.7 通信ボードの配線 
  

 モレックスコネクタタイプ通信ボードの配線 

■ 適合コネクタ／適合電線 
 
 コネクタ／電線は下記の物を使用してください。 
 また、結線には専用の工具が必要です。 

●適合コネクタ（ご注文品番：AFP0801） 

メーカー 型番（日本モレックス社モデル番号） 

ハウジング 51067-0900 2 個 日本モレックス 

㈱社製 コンタクト 50217-8100 20 個 

 

■専用圧接工具（ご注文品番：AFP0805） 

●適合電線（より線） 

■ 端子台ソケットタイプ通信ボードの配線 

ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂをご使用の場合は＜５．８端子台ソケットの配線＞を参照してください。 
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5.7.1 伝送ケーブルの選定について 
通信ボードを使用したシステムでは、伝送ケーブルとして下記のものを使用してください。 
 

 適合電線(より線)  
導体 絶縁体 

分類 断面図 
サイズ 抵抗値 

（ａｔ ２０℃）
材質 厚み 

ケーブル
適合ケーブル例 

直径 

０．５ ｍｍ２

（ＡＷＧ２０）

最大 
３３．４Ω／ｋｍ

ポリエチレン
最大 

０．５ｍｍ
約７．８ｍｍ 

日立電線㈱ 
ＫＰＥＶ－Ｓ０．５ ｍｍ２ 

×１Ｐ 
Ｂｅｌｄｅｎ社 ９２０７ 

シールド付 
ツイスト 

ペア  

ＶＣＴＦ 

 
 

 
 
 

０．５ｍｍ２

（ＡＷＧ２０）

最大 
３７．８Ω／ｋｍ

ポリ塩化

ビニル 
最大 

０．６ｍｍ
約６．２ｍｍ 

ＶＣＴＦ－０．５ ｍｍ２

×２Ｃ（ＪＩＳ） 

シールド付 
多芯 

ケーブル 

 

 
 

０．３ｍｍ２

（ＡＷＧ２２）

以上 

最大 
５８．８Ω／ｋｍ

塩化 
ビニル 

最大 
０．３ｍｍ

約６．６ｍｍ 
オーナンバ㈱ 

ＯＮＢ－Ｄ６×０．３ｍｍ２

 

 

 ご注意： 
・ツイストペアケーブルは、シールドタイプをご使用ください。 
・伝送ケーブルは、１種類のみ使用してください。２種類以上を混在して使用しないでください。 
・ノイズ環境の悪いところでは、ツイストペアケーブルの使用をおすすめします。 
・ＲＳ４８５の伝送路は、渡り配線とし、シールドケーブル使用時は、片側接地としてください。 
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5.8 端子台ソケットの配線 
 
 
端子台はネジ締めタイプを使用しています。電線は下記の適合電線を使用してください。 
 

 

 

 

 

 

 
 付属端子台ソケット 

端子台ソケットにはフェニックス・コンタクト㈱社製を使用しています。 
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フェニックス社モデル番号 
メーカ 

型番 製品番号 
フェニックス・ 
コンタクト㈱ ＭＣ１，５／９－ＳＴ－３，５ １８０４３４ 

 
 

 適合電線（より線） 
サイズ 公称断面積 

ＡＷＧ＃２８～１６ ０．０８ｍｍ２～１．２５ｍｍ２

 
 適合棒端子 

棒端子を使用される場合、フェニックス・コンタクト㈱社製の下記形式のものをご選定ください。 
フェニックス社型番 

メーカ 断面積 サイズ 
絶縁スリーブ付き 絶縁スリーブなし 

０．２５ｍｍ２ ＡＷＧ＃２４ ＡＩ ０，２５―６ ― 
０．３４ｍｍ２ ＡＷＧ＃２２ ＡＩ ０，３４―６ Ａ ０，３４－６ 
０．５０ｍｍ２ ＡＷＧ＃２０ ＡＩ ０，５―６ Ａ ０，５―６ 
０．７５ｍｍ２ ＡＷＧ＃１８ ＡＩ ０，７５―６ ― 
１．００ｍｍ２ ＡＷＧ＃１８ ＡＩ １―６ ― 

フェニックス・ 
コンタクト㈱ 

０．５ｍｍ２×２ ＡＷＧ＃２０×２本用 ＡＩ ＴＷＩＮ２×０，５―８ ― 
 

 棒端子専用圧接工具 
フェニックス社モデル番号 

メーカ 
型番 製品番号 

フェニックス・ 
コンタクト㈱ ＣＲＩＭＰＦＯＸ ＵＤ ６ １２０４４３６ 

 

 端子台の締め付けは専用工具で 
端子の締め付けには、フェニックス・コンタクト㈱社製ドライバー（フェニックス社製造番号：１２０５０３７）、 
刃幅０．４×２．５（型番ＳＺＳ ０，４×２，５）をご使用ください。 
締め付けトルクは０．２２Ｎ・ｍ～０．２５Ｎ・ｍとしてください。 

フェニックス社モデル番号 
メーカ 

型番 製品番号 当社ご注文品番 

フェニックス・ 
コンタクト㈱ ＳＺＳ ０，４×２，５ １２０５０３７ ＡＦＰ０８０６ 

 

■付属端子台／適合電線 



 配線方法 
 
①電線の被覆をはがしてください。 
 

 

 
②電線を端子台に突き当たるまで挿入し、ネジを時計方向に締め、固定して下さい。 
（締め付けトルク ０．２２～０．２５Ｎ・ｍ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 配線時のご注意 
以下の点を守り、断線しないようご注意ください。 
・被覆をはがす時、芯線を傷つけないようにしてください。 
・芯線はよらずに結線してください。 
・芯線は半田上げせずに結線してください。振動により切断する場合があります。 
・結線後はケーブルにストレスをかけないでください。 
・端子の構造上、反時計回りで電線が締まる場合は接続不良です。一度電線を抜き、端子穴を確認して 
 再度配線してください。 
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5.9 スプリング式接続ソケット 
 付属端子台／適合電線 

端子台はスプリング式接続タイプを使用しています。電線は下記の適合電線を使用してください。 

   
 

 付属端子台ソケット 
端子台ソケットにはフェニックス・コンタクト㈱社製を使用しています。 

フェニックス社モデル番号 
ボードの種類 ピン数 

型番 製品番号 
ＳＤ０１シリアルデータボード １２ ピン ＦＫ－ＭＣ０，５／１２－ＳＴ－２，５ １８８１４２２ 

 
 適合電線（より線） 

サイズ 公称断面積 
ＡＷＧ＃２８～２０ ０．１４ｍｍ２～０．５ｍｍ２

 
 適合絶縁スリーブなし棒端子 

棒端子を使用される場合、フェニックス・コンタクト㈱社製下記形式のものをご選定ください。 
メーカ 断面積 サイズ フェニック社型番 

０．３４ｍｍ２ ＡＷＧ＃２２ Ａ ０，３４―７ 
フェニックス・コンタクト㈱ 

０．５０ｍｍ２ ＡＷＧ＃２０ Ａ  ０，５―６  
 

 棒端子専用圧接工具 
フェニック社モデル番号 

メーカ 
型番 製品番号 

フェニックス・コンタクト㈱ ＣＲＩＭＰＦＯＸ ＵＤ ６－４ １２０５２４４ 
 

 端子台の締め付けは専用工具で 
電線の挿入には、フェニックス・コンタクト㈱社製ドライバー（フェニックス社製造番号：１２０５２０２）、 
刃幅０．４×２．０（型番ＳＺＳ ０．４×２．０）を使用ください。 
 

フェニック社モデル番号 
メーカ 

型番 製品番号 
フェニックス・コンタクト㈱ ＳＺＳ０．４×２．０ １２０５２０２ 

 

 参 照：シリアルデータボードの伝送ケーブルについて＜５．７．１伝送ケーブルの選定について＞ 
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 配線方法 
 
①電線の被覆をはがしてください。 
 

 

 
②端子台の橙色のスイッチをマイナスドライバ等で押してください。 
 

   
 
③押したまま、電線を突き当たるまで挿入してください。 
 

   
 

④押したスイッチを離してください 

   

 
 配線時のご注意 

以下の点を守り、断線しないようご注意ください。 
・被覆をはがす時、芯線を傷つけないようにしてください。 
・芯線はよらずに結線してください。 
・芯線は半田上げせずに結線してください。半田上げすると振動により切断する場合があります。 
・結線後はケーブルにストレスをかけないでください。 
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5.10 バックアップ電池の取り付けと設定 
オプションのバックアップ電池を取り付けると、データレジスタなどのバックアップの他に 
リアルタイムクロック機能（マスタメモリボードＡＢＸＭＲＴＣ装着時）が使用できるようになります。 
 
電池 (オプション) 

名 称 品番 

バックアップ電池 ＡＦＣ８８０１ 
 
･電池は、コントロールボード内のバッテリーホルダーに装着します。極性を間違わないように取付けして下さ
い。 
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5.10.1 取り付け方法 
１． 電池を取り付ける場合 

電源をＯＦＦにした状態で、バックアップ用電池ホルダーの舌片部に電池側面を差し込みそのままホル

ダー本体の中に電池の＋面を上向きに矢印の方向へ水平に挿入して下さい。 
注）ホルダーに電池を挿入する際には、電池の極性を必ず確認して挿入して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 電池を交換する場合 
①絶縁したマイナスドライバーをホルダー本体底面と電池との間に差し込み、電池を上に持ち上

げて電池ストッパーの上に一旦載せます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
②矢印の方向に電池を後方から押し出し、取り外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③＋極を上にして、新しい電池を取り付けます。 

注１）５分以上通電をおこない電源をＯＦＦにした後、２分以内に新しい電池と交換して下さい。 
注２）作業中基板や内部部品を傷つけないようご注意下さい。 

5-21 



5.10.2 システムレジスタの設定 

 電池異常報知の設定 
システムレジスタの初期設定では［電池異常報知しない］になっています。電池使用時はコントロールボードの
システムレジスタＮｏ．４の設定を［電池異常報知する］にしてください。 
 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックス 

ＦＰＷＩＮ ＧＲでの設定手順 
①メニュー操作で［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣ

システムレジスタ設定］を選択し、［異常時

運転］タブをクリックしてください。 
 
②システムレジスタＮｏ．４［電池異常報知す

る］のチェックボックスをＯＮしてください。 
 

 
 保持エリアの設定 

データレジスタなどのバックアップ機能を使用するためには、システムレジスタＮｏ．６～Ｎｏ．１４の設定が必要
です。 
 
保持エリアの設定は、ＦＰＷＩＮ ＧＲのメニュー操作で［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定］を選
択し、［保持／非保持］タブをクリックしてください。 

 ご注意： 

・システムレジスタＮｏ．６～１４の設定は、バックアップ電池を装着している場合にのみ有効になります。 
・電池を装着しない場合は、初期値のままご使用ください。設定を変更すると保持／非保持の動作が 

不定となります。 
・設定をしていないと、電池切れに気付かず、データが不定になるおそれがあります。 
 
 

5.10.3 バックアップ電池の交換時期について 
電池の交換は、システムレジスタＮｏ．４の【電池異常報知する】を設定しておくと 
時期を報知します。 
 
①電池の電圧が低下すると特殊内部リレーＲ９００５とＲ９００６がＯＮ。 
②ＥＲＲＯＲ／ＡＬＡＲＭ ＬＥＤが点滅。 
 
この状態になってから約１週間は有効ですが、 
発見が遅れることもありますので、速やかに電池の交換を行ってください。 
 
注）電池の交換は、５分以上通電をおこない電源をＯＦＦにした後、２分以内に新しい電池と交換してくださ
い。 

 

 ここがポイント：電池の未装着時について 
        ・システムレジスタＮｏ．４の設定にかかわらず、Ｒ９００５とＲ９００６は常時ＯＮしています。 
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5.10.4 バックアップ電池の寿命 
定期的に交換する必要があります。以下を交換時期の参考にしてください。 
 

 電池寿命：マスタメモリボード（ＡＢＸＭＲＴＣ）装着時 
内容 コントロール 

ボード 電池寿命 実使用値 
Ｃ３２Ｔ ２．０年以上 ７年（２５℃） 

注１）電池寿命は完全無通電の場合の値です。 
注２）実使用値は使用条件により寿命が短くなる可能性がありますのでご注意ください。 

 
 

 電池寿命：マスタメモリボード（ＡＢＸＭＲＴＣ）未装着時 
内容 コントロール 

ボード 電池寿命 実使用値 
Ｃ３２Ｔ ２．４年以上 １０年（２５℃） 

注１）電池寿命は完全無通電の場合の値です。 
注２）実使用値は使用条件により寿命が短くなる可能性がありますのでご注意ください。 
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5.11 安全対策について 
5.11.1 安全対策について 

 システム設計上の注意 
ボードコントローラ BX を使用したシステムでは、次のような要因により誤作動を起こすことがあります。 
 
・ボードコントローラ BX の電源と入出力機器・動力機器の立ち上がり、立ち下がりのずれ。 
・瞬時停電による応答時間のずれ。 
・ボードコントローラ BX 本体、外部電源、他の機器の異常。 
 
このような誤作動がシステム全体の異常や事故につながらないよう、次のような安全対策を施してください。 
 

 インターロック回路はボードコントローラ BX の外部に 
モータの正転・逆転など相反する動作を制御する場合は、ボードコントローラ BX の外部にインターロック回路
を設けてください。 
 

 非常停止回路もボードコントローラ BX の外部に 
出力機器の電源を切る回路はボードコントローラ BX の外部に設けてください。 
 

 ボードコントローラ BX の起動は他の機器より遅らせて（電源シーケンス） 
ボードコントローラ BX の起動は、入出力機器、動力機器が立ち上がってから行ってください。 
【方法】 
・ボードコントローラ BX の電源を立ち上げてから、ＰＲＯＧ．モードからＲＵＮモードに切り替える。 
・タイマ回路を設けてボードコントローラ BX の起動を遅らせる。 
注）ボードコントローラ BX を停止する場合も、ボードコントローラ BX の運転が停止してから入出力機器が 

ＯＦＦになるようにしてください。 
 

 接地は確実に 
インバータなどスイッチングにより高電圧を発生する機器に隣接してコントローラを接地する場合は、共通接
地を避け、Ｄ種（第３種）以上の専用接地を施してください。 
 

5.11.2 瞬時停電について 

 瞬時停電の動作 
瞬間停電時間が７ｍｓ（アナログ出力ボードご使用時は５ms）未満の場合、コントロールボードは動作を継続し
ます。７ｍｓ以上の場合は、ボードの組み合せ、電源電圧などの条件により、その動作が変わります。 
（電源リセットと同じ動作をすることがあります） 
増設Ｉ／Ｏボードをご使用の場合、瞬停時間によっては、どれかのボードのみが瞬停状態になり、Ｉ／Ｏ照合
エラーが発生する場合があります。この場合は再度電源切入を行ってください。 
 

5.11.3 出力部の保護について 

 出力の保護について 
モーターのロック電流、電磁機器のコイルショート等で定格制御容量以上の電流が流れる場合は、外部にヒ
ューズなどの保護素子を取り付けてください。トランジスタ出力部の外部供給電源内部には保護素子を内属
していませんので外部にヒューズなどの保護素子を取付けてください 
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６章 
ツールポートとＵＳＢポート 
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6.1 ツールポートとＵＳＢポート 
 
USB ポート 
 
 
 
ツールポート(RS232C) 
 
 
 
 
 
 

 

 
 ツールポート（ＲＳ２３２Ｃ） 
プログラミングツールを接続するコネクタです。 
コントロールボード本体のツールポートには、市販ミニＤＩＮコネクタ５ピンを使用しています。 

ピンＮｏ． 名 称 略 称 信号の方向 
１  信号用接地 ＳＧ － 
２  送信データ ＳＤ ユニット → 外部機器 
３  受信データ ＲＤ ユニット ← 外部機器 
４  （未使用） － － 

 ５  ＋５ Ｖ ＋５ Ｖ ユニット → 外部機器 
 
工場出荷時の設定は以下の通りです。 
通信速度 ９６００ｂｐｓ 
データ長 ８ｂｉｔ  
パリティチェック 奇数 
ストップビット １ｂｉｔ 
 
 
 
 
 ＵＳＢコネクタ 

  
 コネクタは市販のＢタイプ 

プログラミングツールを接続するコネクタです。 
市販のＵＳＢケーブル（ＡＢタイプ）が使用できます。 
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6.2 ツールポートの機能 
6.2.1 ツールポート 

ボードコントローラＢＸのツールポートで実現できる通信機能には、以下の２種類があります。 
 
 コンピュータリンク 
・ コンピュータリンクは、ボードコントローラＢＸに接続したコンピュータが送信権を持ち、ボードコントローラＢ
Ｘに命令（コマンドメッセージ）を出し、ボードコントローラＢＸがその命令に従って応答（レスポンスメッセー
ジ）することによって通信を行います。 

・ コンピュータとボードコントローラＢＸ間のデータの交換は、当社専用プロトコル「ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯ
Ｍ」を使用します。 

 なお、通信方法には１：１と１：Ｎがあり、１：Ｎ接続するネットワークをＣ－ＮＥＴと呼びます。 
 大９９台のボードコントローラＢＸと１台のパソコンを接続する事が可能です。 
・ コンピュータからのコマンドに対し、ボードコントローラＢＸは自動的にレスポンスを返しますので、ボードコ
ントローラＢＸ側には通信に関するプログラムは不要です。 
 

 

 

 参 照：基本動作について＜７．３ 通信機能１ コンピュータリンク＞ 
 

 汎用シリアル通信 
・汎用シリアル通信は、ツールポートに接続した画像処理装置やバーコードリーダなどの外部機器とデー 
 タの送受信ができます。 
・ データの読み出しや書き込みはボードコントローラＢＸのラダープログラムで行います。外部機器とのデー
タの送受信はデータレジスタを介して行います。 

・ ＲＵＮモードでのみ有効です。ＰＲＯＧモードでは自動的にコンピュータリンクモードになり、ツール類を接
続することができます。 

 

 ご注意： 
・ ＰＲＯＧモードに切り替える前の受信データはデータレジスタに残ります。ＲＵＮモードに切り替え直後にＦ
１５９（ＭＴＲＮ）命令を実行し、クリアしてください。 

 

 参 照：基本動作について＜７．４ 通信機能２ 汎用シリアル通信＞ 

6-3 



6.2.2 ツールポートの設定 

 コンピュータリンク時の通信環境の設定 
 

 通信速度、伝送フォーマットの設定 
ツールポートの通信速度や伝送フォーマットの設定は、プログラミングツールのＦＰＷＩＮ ＧＲで行います。
メニューバーの［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定］を選択し、［ツールポート設定］タブをクリッ
クしてください。 
 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックス 

 

 
ｏ．４１０ ユニットＮｏ．(局番) Ｎ

１
 

～９９まで設定することが可能です。 

ツールポートの動作モードを選択します。 

 
Ｎｏ．４１２ 通信モード 

 ボタンをクリックし、表示されるプルダウンメニューの中から「コンピュータリンク」を選択してください。 

 

端コード-------------設定不可 

 
Ｎｏ．４１３ 伝送フォーマットの設定 

データ長 ----------８ビット 
数

-----
パリティチェック------有り・奇  

 ストップビット----------１ビット
端コード-------------設定不可 終

始

伝送フォーマットは初期設定では右のようになってい
ます。 
ツールポートに接続する外部機器にあわせて伝送フ
ォーマットを変更する場合は、それぞれの項目につ
いて設定してください
更できませ

（終端コードと始端コードは変
  ん）。 

 
Ｎｏ．４１５ 通信速度の設定 
通信速度は、初期設定で「９６００ｂｐｓ」になっています。ツールポートに接続する外部機器にあわせて通信
速度を変更してください。 

 ボタンをクリックし、表示されるプルダウンメニューの「２４００ｂｐｓ、４８００ｂｐｓ、９６００ｂｐｓ、 
１９２００ｂｐｓ、３８４００ｂｐｓ、５７６００ｂｐｓ、１１５２００ｂｐｓ」の中から選択してください。 
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 汎用シリアル通信時の通信環境の設定 
ツールポートは、初期設定ではコンピュータリンクモードになっています。通信時は、下記の項目について
システムレジスタを設定してください。 
ツールポートの通信速度や伝送フォーマットの設定は、プログラミングツールのＦＰＷＩＮ ＧＲで行います。
メニューバーの［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定］を選択し、［ツールポート設定］タブをクリッ
クしてください。 
 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックス 

 
 
Ｎｏ．４１２ 通信モード 
ツールポートの動作モードを選択します。 

 ボタンをクリックし、表示されるプルダウンメニューの中から「汎用通信」を選択してください。 

 
Ｎｏ．４１３ 伝送フォーマットの設定 

 データ長---------------８ビット 
パリティチェック------有り・奇数 
ストップビット----------１ビット 
終端コード-------------ＣＲ 
始端コード-------------ＳＴＸ無し 

伝送フォーマットは初期設定では右のようになってい
ます。 
ツールポートに接続する外部機器にあわせて伝送フ
ォーマットを変更する場合は、それぞれの項目につ
いて設定してください。 

  
 
Ｎｏ．４１５ 通信速度の設定 
通信速度は、初期設定で「９６００ｂｐｓ」になっています。ツールポートに接続する外部機器にあわせて通信
速度を変更してください。 

 ボタンをクリックし、表示されるプルダウンメニューの「２４００ｂｐｓ、４８００ｂｐｓ、９６００ｂｐｓ、 
１９２００ｂｐｓ、３８４００ｂｐｓ、５７６００ｂｐｓ、１１５２００ｂｐｓ」の中から選択してください。 
 
Ｎｏ．４２０ 汎用通信時 受信バッファ先頭番号 
Ｎｏ．４２１ 汎用通信時 受信バッファ容量 
汎用シリアル通信時は「受信バッファの設定」が必要です。 
受信バッファとして使用するデータレジスタのエリアの変更は、システムレジスタＮｏ．４２０に先頭番号を、Ｎ
ｏ．４２１に容量（ワード数）を設定してください。受信バッファは以下のようになります。 
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6.3 ＵＳＢポート 
6.3.1 ＵＳＢポートの機能 

ボードコントローラＢＸのＵＳＢポートで実現できる通信機能には、以下の１種類があります。 
 

 ご注意：ＵＳＢポートは、コンピュータリンク以外の設定をしないでください。 
 
 コンピュータリンク 
・ コンピュータリンクは、ボードコントローラＢＸに接続したコンピュータが送信権を持ち、ボードコントローラＢ
Ｘに命令（コマンドメッセージ）を出し、ボードコントローラＢＸがその命令に従って応答（レスポンスメッセー
ジ）することによって通信を行います。 

・ コンピュータとボードコントローラＢＸ間のデータの交換は、当社専用プロトコル「ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯ
Ｍ」を使用します。 
なお、通信方法には１：１と１：Ｎがあり、１：Ｎ接続するネットワークをＣ－ＮＥＴと呼びます。 

大９９台のボードコントローラＢＸと１台のパソコンを接続する事が可能です。 
・ コンピュータからのコマンドに対し、ボードコントローラＢＸは自動的にレスポンスを返しますので、ボードコ
ントローラＢＸ側には通信に関するプログラムは不要です。 
 

 

 参 照：基本動作について＜７．３ 通信機能１ コンピュータリンク＞ 
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6.3.2 ＵＳＢポートの設定 

 コンピュータリンク時の通信環境の設定 
 

 通信速度、伝送フォーマットの設定 
ＵＳＢポートの通信の設定は、プログラミングツールのＦＰＷＩＮ ＧＲで行います。メニューバーの［オプショ
ン（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定］を選択し、［ＣＯＭ２ポート設定］タブをクリックしてください。 
 

 ここがポイント！：初期値にて、ポート選択は「内蔵ＵＳＢ」になっていますので、変更していない限り、 
                設定は不要です。 

 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックス 

 
 
 
Ｎｏ．４１１ ユニットＮｏ．(局番) 
１～９９まで設定することが可能です。 
 
Ｎｏ．４１２ 通信モード 
ＵＳＢ（ＣＯＭ２）ポートの動作モードを選択します。 

 ボタンをクリックし、表示されるプルダウンメニューの中から「コンピュータリンク」を選択してください。 

ポート選択は「内蔵ＵＳＢ」を選択してください。 
 
Ｎｏ．４１４ （ＣＯＭ２ポート用） 伝送フォーマットの設定 

 データ長---------------８ビット 
パリティチェック------有り・奇数 
ストップビット----------１ビット 
終端コード-------------ＣＲ（固定） 
始端コード-------------ＳＴＸ無し（固定） 

伝送フォーマットは初期設定では右のようになってい
ます。 
ＵＳＢ（ＣＯＭ２）ポートに接続する外部機器にあわせ
て伝送フォーマットを変更する場合は、それぞれの
項目について設定してください。 

  
 
Ｎｏ．４１５ 通信速度の設定 
通信速度は１１５２００ｂｐｓ固定です。 
 
 

 制限事項 
ＵＳＢ（ＣＯＭ２）ポートはＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭの全コマンドに対応しています。 
制限はありません。 
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6.3.3 ＵＳＢ接続について  

Ｃ３２Ｔコントロールボードには、ＵＳＢコネクタを装備しており、ＵＳＢケーブルでパソコンと接続することでＦ
ＰＷＩＮ ＧＲ等のソフトウエアと通信することが可能です。 
 
ＵＳＢを仮想のシリアルポートとして通信する方式ですので、ＵＳＢで接続されたボードコントローラＢＸは、
パソコンからはＣＯＭポートを介して接続しているように認識されます。 
（ＵＳＢ＝シリアルポートとなることにご注意ください） 
 
 
 
 接続に必要なもの 
 パソコンについて 
ボードコントローラＢＸをＵＳＢで接続するためには、下記ＯＳのパソコンが必要です。 
 
 Ｗｉｎｄｏｗｓ９８ Ｓｅｃｏｎｄ Ｅｄｉｔｉｏｎ 
 ＷｉｎｄｏｗｓＭｅ 
 Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００ 
 ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ 

 

 ご注意： Ｗｉｎｄｏｗｓ９５をご使用の場合はＵＳＢケーブルでの接続はできません。 
 
 
 
 
 
 プログラミングツールについて 
下記プログラミングツールが必要です。 
 
   ＦＰＷＩＮ ＧＲ：Ｖｅｒ．２．５０以上   
 
 
ＵＳＢドライバについて 
ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ２．５０以上にはＵＳＢドライバが入っていますが、別途インストールする場合は 
下記２点が必要です。ＵＳＢドライバはＦＰ－Ｘ用ＵＳＢドライバをご使用ください。 
 
  ＵＳＢドライバ本体 
  ＵＳＢ－ＣＯＭ変換ドライバ 

   参 照：当社ＨＰ（ＰＬＣ総合専門サイト） 

http://www3.panasonic.biz/ac/j/fasys/plc/index.jsp 

  ＵＳＢドライバはＦＰ－Ｘ用ＵＳＢドライバをご使用ください。 
 
 
 
 
 
 ＵＳＢケーブルについて 
市販のケーブルをご用意ください。 
 
  ＵＳＢ２．０（または１．１）用ケーブル （ＡＢタイプ） 最大５ｍ   
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6.3.4 ＵＳＢ接続手順 

 初めての接続のみに必要な手順です。２回目以降の接続では不要です。 
 
ただし、ＵＳＢ接続とツールポート接続を切り替えて使用する際には通信設定を 
変更する必要があります。 
 

 

6.3.5 ＦＰＷＩＮ ＧＲのインストール 
ボードコントローラＢＸとパソコンを接続する前に、ＦＰＷＩＮ ＧＲ のインストールを行ってください。 
 

 ご注意：ＦＰＷＩＮ ＧＲのインストール前およびインストール中には、ボードコントローラＢＸとパソコンを 
      ＵＳＢケーブルで接続しないでください。 
      接続した場合、ＵＳＢドライバが正常にインストールされません。 

       参 照：＜６．３．９ ＵＳＢドライバの再インストール＞ 
 
 

 参 照：ＦＰＷＩＮ ＧＲのインストールについて＜ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２導入ガイド ＡＲＣＴ１Ｆ３３２＞ 
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6.3.6 ＵＳＢドライバのインストール 
ＵＳＢの認識には下記の２つのＵＳＢドライバをインストールする必要があります。 
・ＵＳＢドライバ本体 
・ＵＳＢ－ＣＯＭ変換ドライバ 
 
インストールの手順は、ご使用になるパソコンのＯＳにより異なります。 
 

 ご注意： 
 ＵＳＢコネクタが複数あるパソコンでは、ＵＳＢコネクタの場所を変えると、再度２つのドライバの 
 インストールを要求する場合がありますので再度インストールしてください。 
 
 Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰ の場合 
 
１．ボードコントローラＢＸの電源を投入し、ボードコントローラＢＸとパソコンをＵＳＢケーブルで接続しま
す。 

 

 
２．接続後、パソコンが自動的にＵＳＢドライバ本体を認識します。次のメッセージが表示されます 
  ので、「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ」をクリックしてください。 

  
注）ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ ＳＰ１では、この画面は表示しません。 

 
３．次のメッセージが表示されますので、「ソフトウエアを自動的にインストールする」を選択し、 
  「次へ」をクリックしてください。 
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４．ＵＳＢドライバのインストールが開始されます。 
インストールの途中でＷｉｎｄｏｗｓのロゴテストの警告が出ますが、「続行」をクリックしてインストールを継
続してください。 

 

 
５．次のメッセージが表示され、ＵＳＢドライバ本体のインストールが完了します。「完了」をクリックしてくだ 
さい。 

 

 
６．その後、パソコンが自動的にＵＳＢ－ＣＯＭ変換ドライバを認識します。次のメッセージが表示されます
ので、「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ」をクリックしてください。 

 
注）ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ ＳＰ１では、この画面は表示しません。 

 

７．次のメッセージが表示されますので、「ソフトウエアを自動的にインストールする」を選択し、「次へ」をク

リックしてください。 
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８．ＵＳＢドライバのインストールが開始されます。 
インストールの途中でＷｉｎｄｏｗｓのロゴテストの警告が出ますが、「続行」をクリックしてインストールを継

続してください。 

 
 
９．次のメッセージが表示され、ＵＳＢ－ＣＯＭ変換ドライバのインストールが完了します。「完了」をクリック
してください。 

 
 

 

以上でＵＳＢドライバのインストールは完了です。 
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 Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００／Ｍｅの場合 
パソコンがＵＳＢドライバを認識した後、自動でインストールを開始します。特にインストールの操作を行う必
要はありません。 
インストール時のメッセージは表示されませんので、ご注意ください。 
 
 
 
 
 Ｗｉｎｄｏｗｓ９８ＳＥの場合 
１．接続後、パソコンが自動的にＵＳＢドライバ本体を認識します。次のメッセージが表示されますので、
「次へ」をクリックしてください 

 
 
２．次のメッセージが表示されますので、「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する」を選択し、 
「次へ」をクリックしてください。 

 
 
３．「検索場所の指定」のみをチェックし、「検索場所の指定」に下記のフォルダ名を入力してください。 
「C:¥Program Files¥Panasonic MEW Control¥FP-X USB」 
他のチェックははずしてください。その後「次へ」をクリックします。 
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４．次のメッセージが表示されますので、「次へ」をクリックしてください 

 

 
５．次のメッセージが表示され、ＵＳＢドライバのインストールが完了します。「完了」をクリックしてくださ
い。 

 

 
以上でＵＳＢドライバのインストールは完了です。 
 
（Ｗｉｎｄｏｗｓ９８ＳＥではＵＳＢ－ＣＯＭ変換ドライバのインストールは必要ありません） 
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6.3.7 ＣＯＭポートの確認 
ボードコントローラＢＸに接続されたＵＳＢは、パソコンからはＣＯＭポートとして認識されます。ＵＳＢがどの
ＣＯＭポートに割り当てられるかは、お客様のパソコン環境によって異なります。そのため、割り当てられた
ＣＯＭポート番号を確認する必要があります。 
 
 
 デバイスマネージャの表示手順 
 デバイスマネージャの表示 
ボードコントローラＢＸとパソコンをＵＳＢケーブルで接続した状態でデバイスマネージャを表示します。 
デバイスマネージャの表示方法はご使用になるパソコンのＯＳにより異なります。 
 
ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合 
「マイコンピュータ」→「システムの情報を表示する」→「ハードウェア」タブ→「デバイスマネージャ」を 
クリックします。 
 
Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００の場合 
「マイコンピュータ」→「コントロールパネル」→「システム」→「ハードウェア」タブ→「デバイスマネージャ 
タブ」をクリックし、「表示」→「デバイス種類」を選択します。 
 
Ｗｉｎｄｏｗｓ９８ＳＥ／Ｍｅの場合 
「マイコンピュータ」→「コントロールパネル」→「システム」→「デバイスマネージャ」タブをクリックし、 
「種類別に表示」を選択します。 
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 ＣＯＭポート確認手順 
１．「デバイスマネージャ」を表示します。 

 
 

 参 照：＜６．３．７ ＣＯＭポートの確認＞ 
 
２．「ポート（ＣＯＭとＬＰＴ）」をダブルクリックしてください。ＣＯＭポートの割付一覧が表示されますので、 
  ＣＯＭポート番号を確認してください。 
 
  「ＣＰ２１０ｘ ＵＳＢ ｔｏ ＵＡＲＴ Ｂｒｉｄｇｅ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ （ＣＯＭ ｎ）」となっているものが 
  割り当てられたＣＯＭポートになります。 
 
下の画面ではＣＯＭ９に割り当てられています。 

 

 ここがポイント！：ＣＯＭポート番号はＦＰＷＩＮ ＧＲ等との接続時に必要です。 
 

 ご注意：「その他のデバイス」または「不明なデバイス」に 
          「？  ＣＰ２１０ｘ ＵＳＢ ｔｏ ＵＡＲＴ Ｂｒｉｄｇｅ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ 」と表示が出た場合は、 
          インストールに失敗しています。 
          ＵＳＢドライバの再インストールを行ってください。 

           参 照：＜６．３．９ ＵＳＢドライバの再インストール＞ 
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6.3.8 ＦＰＷＩＮ ＧＲとの通信 
１．ＦＰＷＩＮ ＧＲを起動します。 
 
２．ＦＰＷＩＮ ＧＲが起動するとダウンロード選択ウインドウが起動します。 
  ここでは「キャンセル」を選択してください。 

 
 
３．「オプション」メニューから「通信設定」を選択します。 

 
 
４．通信設定を下表のように行ってください。設定完了後は、ＵＳＢでの通信が可能になります。 

 
 

ネットワークタイプ Ｃ－ＮＥＴ（ＲＳ２３２Ｃ） 
ポートＮｏ． ＵＳＢに割り当てられたＣＯＭポートＮｏ． 
ボーレート １１５２００ｂｐｓを設定してください 

（ＵＳＢ接続時には１１５２００ｂｐｓで通信します） 
データ長 ８ｂｉｔ 
ストップビット １ ｂｉｔ 
パリティ 奇数 
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6.3.9 ＵＳＢドライバの再インストール 
インストールの手順を間違えたり、インストールを途中でキャンセルした場合はＵＳＢドライバの再インストー
ルを行う必要があります。 
また、ＵＳＢ接続の動作がうまくいかない場合も、ドライバの再インストールを行ってください。 
 
 
 ＵＳＢドライバの状態確認 
１．「デバイスマネージャ」を表示します。 
 

   参 照：＜６．３．７ ＣＯＭポートの確認＞ 

 

２．「その他のデバイス」または「不明なデバイス」に 
「？ ＣＰ２１０Ｘ ＵＳＢ ｔｏ ＵＡＲＴ Ｂｒｉｄｇｅ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ」と表示されていれば、 
ＵＳＢドライバのインストールに失敗しています。 

 

 

 

 ＵＳＢドライバの再インストール 
「？ ＣＰ２１０Ｘ ＵＳＢ ｔｏ ＵＡＲＴ Ｂｒｉｄｇｅ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ」を右クリックし、「削除」を選択して 
ドライバを削除します。 
 
その後、ＵＳＢケーブルを挿しなおすとＵＳＢドライバのインストール画面が表示されますので、 
再度インストールを実行してください 
 

 参 照：＜６．３．６ ＵＳＢドライバのインストール＞ 
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6.3.10 ＵＳＢ通信の制限事項 
 
ＵＳＢ通信では以下の制限事項があります。 
 
 ・ボードコントローラＢＸ をＵＳＢで接続するためには ＵＳＢを搭載していて、ＵＳＢに対応しているＯＳ 
  （Ｗｉｎｄｏｗｓ９８ＳＥ／Ｍｅ／２０００／ＸＰ）のパソコンが必要です。 
 
 
・ ＵＳＢに接続したボードコントローラＢＸは、パソコンからはＣＯＭポートを介して接続しているように認 
 識されます。 
 
 
 ・ＵＳＢに割り当てられたＣＯＭポートのＣＯＭポート番号は自分で変更しない限り固定となります。 
 
 
 ・ＵＳＢ使用時の通信速度は１１５２００ｂｐｓとなります。 
 
 
 ・ＵＳＢ接続を行う際には、システムレジスタのＣＯＭ２ポート設定のポート選択を「内蔵ＵＳＢ」に設定 
  してください。 
 
 
 ・ＵＳＢポートはＣＯＭ２ポートに割り付けられており、使用時は、通信カセットの機能が下記のように 
  制限されます。（通信ボードのＣＯＭ２ポート使用時は、ＵＳＢポートを使用することができません。） 
  初期設定では、ＵＳＢポートが有効になっています（システムレジスタ初期化時も同様です）。 

 ＵＳＢポート未使用時 ＵＳＢポート使用時 

ＡＢＸＣＯＭ２ ＲＳ２３２Ｃ ３線式 ２チャンネル ＲＳ２３２Ｃ ３線式 １チャンネル 
（２チャンネル目 使用不可） 

ＡＢＸＣＯＭ３ 制限無し ＲＳ４８５／ＲＳ４２２ １チャンネル 

ＡＢＸＣＯＭ４ ＲＳ４８５ １チャンネル 
ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル 

ＲＳ４８５ １チャンネル 
（ＲＳ２３２Ｃ 使用不可） 

ＡＢＸＣＯＭ５A Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
ＲＳ２３２Ｃ ３線式 １チャンネル 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
（ＲＳ２３２Ｃ 使用不可） 

ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
ＲＳ４８５ １チャンネル 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
（ＲＳ４８５Ｃ 使用不可） 

ＡＢＸＣＯＭ６ ＲＳ４８５ ２チャンネル ＲＳ４８５ １チャンネル 

 
 
・ 一台のパソコンに複数台のボードコントローラＢＸをＵＳＢで接続した場合、同時に通信を行うことはで 
 きません。最初に接続されたボードコントローラＢＸのみが有効となり、他のボードコントローラＢＸは通 
 信ができません。 
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７章 
通信ボード 
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7.1 機能と種類 
7.1.1 通信ボードの概要 

 
 通信ボード（オプション） 
USB ポート 
 
 
 
 
ツールポート（RS232C） 
 

 
ABXCOM2(RS232C 3 線式 ２チャンネル) 
ABXCOM3(RS485/RS485/RS422 1 チャンネル) 
ABXCOM4(RS485 1 チャンネル 
         RS232C 3 線式 1 チャンネル) 
ABXCOM5A(Ethernet、   

RS232C ３線式 1 チャンネル) 
ABXCOM5B(Ethernet、RS485 1 チャンネル) 
ABXCOM6(RS485 ２チャンネル) 
 

  
 
 

 ご注意：ＵＳＢポートと通信ボードの組み合わせには制限があります。 

       参 照：＜７．１．６ ＵＳＢポートに関して＞ 
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7.1.2 通信ボードの機能 
ボードコントローラＢＸの通信ボードで実現できる通信機能には、以下の４種類があります。 
 
 コンピュータリンク 
・ コンピュータとボードコントローラＢＸ、ボードコントローラＢＸと外部機器を接続して通信する機能をコンピ
ュータリンク機能と呼びます。コンピュータリンクでの通信は、当社専用プロトコルのＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯ
Ｍを使用します。ＦＰＷＩＮ－ＧＲなどのツールソフトとボードコントローラＢＸの間の通信も、ＭＥＷＴＯＣＯ
Ｌ－ＣＯＭを使用して実施しています。 

・ コンピュータリンクには、ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ機能とＭＥＷＴＯＣＯＬスレーブ機能があります。コマンドを
発行する側をマスタ、コマンドを受け取って処理を実行しレスポンスを返信する側をスレーブといいます。 

 

 ご注意： 
本機能を使用するには通信ポートのシステムレジスタをコンピュータリンクに設定しておく必要があります。 
ボードコントローラＢＸは、マスタ／スレーブの両方の機能がありますが、ＴＯＯＬポートはマスタ機能があり
ません。 
 
 ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ機能 
・ コンピュータリンクのマスタ側の通信（コマンド発行側）をする機能です。ボードコントローラＢＸの命令Ｆ１４
５（ＳＥＮＤ）かＦ１４６（ＲＥＣＶ）命令でおこないます。レスポンスの処理をラダーで記述する必要が無く、汎
用通信機能よりもプログラムが簡単になります。 
 

コンピュータリンク機能を備えている当社製機器とＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭで１：１又は１：Ｎで通信ができま
す。 
【当社製機器（例）】：ＰＬＣ・画像処理装置・温調器・メッセージランナ・エコパワーメータなどＭＥＷＴＯＣＯ
Ｌマスタ機能は、３２ｋタイプのＣＯＭ１ポート・ＣＯＭ２ポートのいずれかでのみ通信できます。スレーブ局と
して使用する場合は、Ｆ１４５（ＳＥＮＤ）・Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命令を実行しないでください。 
 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＭＥＷＴＯＣＯＬスレーブ機能 
・ コンピュータリンクからのコマンドを受信して処理を実行し、結果を返信する機能です。この機能を使用す
るために特別なラダープログラムは必要ありません（システムレジスタで通信条件の設定をしてください）。
マスタとなるコンピュータまたはボードコントローラＢＸと１：１あるいは１：Ｎで接続して通信することができま
す。 

・ コンピュータ側のプログラムは、ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭに従って、ＢＡＳＩＣ言語やＣ言語で作成ください。
ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭには、動作を監視・制御するためのコマンドが用意されています。 
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 汎用シリアル通信 
・汎用シリアル通信は、ＣＯＭポートに接続した画像処理装置やバーコードリーダなどの外部機器とデータ
の送受信ができます。 
・データの読み出しや書き込みはボードコントローラＢＸのラダープログラムで行います。外部機器とのデー
タの送受信はデータレジスタを介して行います。 

 ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 
ボードコントローラＢＸはＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０に対応したＰＣ（ＰＬＣ）リンク（ 大１６台）をツイストペアケーブル
で結ぶリンクシステムをサポートします。 
・ 専用の内部リレー「リンクリレー（Ｌ）」とデータレジスタ「リンクレジスタ（ＬＤ）」を使用し、ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 
 で接続されたボードコントローラ間でデータを共有します。 
・ リンクリレーの場合、１台のボードコントローラＢＸのリンクリレー接点をＯＮにすると、ネットワーク上に存在
するその他のボードコントローラＢＸの同じリンクリレーがＯＮします。 

・ リンクレジスタでは、１台のボードコントローラＢＸのリンクレジスタの内容を書き換えると、ネットワーク上に
存在するその他のボードコントローラＢＸの同じリンクレジスタが書き換えた値に変更されます。 

・ ＰＣ（ＰＬＣ）リンクでは、１台のボードコントローラＢＸのリンクリレー・リンクレジスタの状態がネットワーク上の
その他のボードコントローラＢＸに反映されますので、「生産目標値」や「品種コード」など、ネットワーク内
で統一が必要なデータの一元化や、同じタイミングで起動させるプロセスの制御が簡単に実現します。 

 

 
 各ボードのＣＯＭ１ポートのみＰＣ（ＰＬＣ）リンクに使用できます。 
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 ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ通信 
 機能の概要 
・ ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵプロトコルを使用して、ボードコントローラＢＸと他の機器（例：当社製ＦＰ－ｅ、表示器Ｇ
Ｔシリーズ、ＫＴ温調器含む）間で通信できます。 

・マスタ局がスレーブ局に命令（コマンドメッセージ）を出し、スレーブ局がその命令に従って応答（レスポ 
 ンスメッセージ）することによって会話を行います。 
・マスタ機能とスレーブ機能を備えており、 大９９台の機器間で通信が可能です。 
・通信ボードで使用できます。 

 

 ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ通信とは 
・ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ通信は、マスタ局とスレーブ局間で通信を行い、マスタ局がスレーブ局のデータを 
 読み書きする機能です。 
・ ＭＯＤＢＵＳプロトコルには、ＡＳＣＩＩモードとＲＴＵ（バイナリ）モードがありますが、ボードコントローラＢＸで 
 はＲＴＵ（バイナリ）モードのみサポートしています。 

 

 マスタ機能 
 Ｆ１４５（ＳＥＮＤ）命令、Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命令を使用して、各スレーブに対してデータの書込み、データの 
 読み出しが可能です。 
 各スレーブ局個別のアクセスと一斉同報のグローバル転送が可能です。 
 
 

 

 スレーブ機能 
マスタ局からのコマンドメッセージを受信すると、その内容に応じたレスポンスメッセージを自動的に 
返します。 
スレーブ局として使用する場合は、Ｆ１４５（ＳＥＮＤ）命令、Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命令を実行しないでください。 
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7.1.3 通信ボードの種類 
 名 称 仕様 Ｉ／Ｏ番号 品番 

 

COM2 通信ボード ＲＳ２３２Ｃ  
３線式 ２チャンネル ― ＡＢＸＣＯＭ２ 

 

COM3 通信ボード ＲＳ４８５／ＲＳ４２２ （絶縁） 
１チャンネル ― ＡＢＸＣＯＭ３ 

 

COM4 通信ボード 
・ＲＳ４８５ （絶縁） １チャンネル
・ＲＳ２３２Ｃ  
 ３線式 １チャンネル 

― ＡＢＸＣＯＭ４ 

 

COM５Ａ通信ボード 
・Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
・ＲＳ２３２Ｃ 
 ３線式 １チャンネル 

― ＡＢＸＣＯＭ５Ａ 

 

COM５Ｂ通信ボード ・Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
・ＲＳ４８５（絶縁） １チャンネル

― ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ 
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COM６通信ボード ・ＲＳ４８５ ２チャンネル ― ＡＢＸＣＯＭ６ 

 
 

 参 照：コネクタ、電線について ＜５章 設置と配線＞ 

 
 
 
 
 
 ＲＳ２３２Ｃ ２チャンネルタイプ （品番：ＡＢＸＣＯＭ２） 
非絶縁３線式ＲＳ２３２Ｃポートを２チャンネル装備した通信ボードです。 
 
 ＬＥＤ表示／端子配列 

ピン名称 名 称 信号の方向 ポート 
Ｓ１  送信データ１ ＢＸ→ 外部機器 
Ｒ１  受信データ１ ＢＸ← 外部機器 ＣＯＭ１ポート

Ｓ２  送信データ２ ＢＸ→ 外部機器 
Ｒ２  受信データ２ ＢＸ← 外部機器 ＣＯＭ２ポート

ＳＧ  信号用接地 － － 

 

 

    

 
 
 

 １：１通信 １：Ｎ通信  
コンピュータリンク ○ －  
汎用シリアル通信 ○ －  
ＰＣ（PLC）リンク ○ 注） 注）局数は２台になります。（ＣＯＭ１ポートのみ使用可能） 
ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ ○ －  

1 2 3 4 5 6 7 8 9

NC S1 R1 S1 R1 S2 R2 SG SG
*（8）（9）SG(2)(4)S1(3)(5)R1は
　内部で接続されています。

端子配列 
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 ＲＳ４８５／ＲＳ４２２ １チャンネルタイプ （品番：ＡＢＸＣＯＭ３） 
絶縁式の２線式ＲＳ４８５ポート／４線式ＲＳ４２２ポートを１チャンネル装備した通信ボードです。 
 
 ＬＥＤ表示／端子配列 

名 称 ピン
名称 ＲＳ４８５ ＲＳ４２２ 

信号の
方向 ポート

Ｓ＋ 伝送路(＋) 送信データ（＋） － 

Ｓ－ 伝送路(－) 送信データ（－） － 
Ｒ＋ － 受信データ（＋） － 
Ｒ－ － 受信データ（－） － 
 － － － 

ＣＯＭ１
ポート 

 
 

 

 
ボード表面スイッチ 

ＳＷ１ ＲＳ４８５ ＲＳ４２２ 
１ 
２ 
３ 

ＯＮ ＯＦＦ 

 
 

４ 終端局時ＯＮ 
        通信の状態に応じて、ボード表面のスイッチを 
        切り替えてください。 

 １：１通信 １：Ｎ通信  
コンピュータリンク － ○  
汎用シリアル通信 － ○  
ＰＣ（PLC）リンク ○  
ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ － ○  
 
注）本ボード使用時は、ストップビットの設定に関わらずＳＴＯＰ２で送信します。 
  受信に関しては、ＳＴＯＰビットの設定に関わらず、１または２で受信可能です。 
 
 ＲＳ４８５ １チャンネル、ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプ （品番：ＡＢＸＣＯＭ４） 
絶縁式の２線式ＲＳ４８５ポートを１チャンネルと非絶縁３線式ＲＳ２３２Ｃポートを１チャンネル装備した通信ボードです。 
 
 ＬＥＤ表示／端子配列 

ピン
名称

名 称 信号の方向 ポート 

＋ 伝送路(＋) － 
－ 伝送路(－) － 

ＲＳ４８５ 
（ＣＯＭ１ポート）

ＳＤ 送信データ ＢＸ→外部機器 
ＲＤ 受信データ ＢＸ←外部機器 
ＳＧ 信号用接地 － 

ＲＳ２３２Ｃ 
（ＣＯＭ２ポート）

    
ボード表面スイッチ ＳＷ２ ＲＳ４８５ 

  
   

 １ 終端局時ＯＮ 
  

 

 

 

 

通信の状態に応じて、ボード表面
のスイッチを切り替えてください。 

 １：１通信 １：Ｎ通信  
 ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ４８５  
コンピュータリンク ○ ○  
汎用シリアル通信 ○ ○  
ＰＣ（PLC）リンク ○ 注） 注）ＲＳ４８５のみ使用可能（ＣＯＭ１ポート） 
ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ ○ ○  

1 2 3 4 5 6 7 8 9

NC S+ S- S+. S-. R+. R-. *1 *1
・はRS４２２時

（３）（５）S-、（２）（４）S+は内部で接続されています。

（８）（９）*１には接続しないでください。

端子配列 

1 2 3 4 5 6 7 8 9

NC + - + - SD RD SG SG
*（2）（4）+,(3)(5)-,(8)(9)SGは
　内部で接続されています。

端子配列 
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 Ｅｔｈｅｒｎｅｔ、ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプ （品番：ＡＢＸＣＯＭ５Ａ） 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔのインターフェイスと非絶縁３線式ＲＳ２３２Ｃポートを１チャンネル装備した通信ボードです。 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信は、１００Ｍｂｐｓまたは１０Ｍｂｐｓの通信を行いますが、ＡＢＸＣＯＭ５ＡとＢＸ本体間はＢＸ本体のシステム
レジスタの設定に従い 大１１５２００ｂｐｓの通信になります。 
 
 ＬＥＤ表示／端子配列 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本スイッチは、通信が異常になった時など、通信設定を工場出荷時に戻す場合に使用します。 
本体電源がＯＦＦの状態でＳＷ１をＯＮにし、再度電源をＯＮして通電すると初期化を実行します。 
初期化後は本体電源をＯＦＦしてスイッチをＯＦＦに戻してください。 

 

LED 表示 
SD RD

LINK/ACT  SPD  ERR. 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ ＲＳ２３２Ｃ

端子配列（端子台ソケット）

1          4 

NC   SD  RD  SG

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ用ＬＥＤ 

ＬＩＮＫ／ＡＣＴ
点灯：コネクション成立 
点滅：通信中 

ＳＰＤ 点灯：１００Ｍｂｐｓ 
点滅：１０Ｍｂｐｓ 

ＥＲＲ． 注） 点灯：エラー発生 
点滅：初期化スイッチＯＮ 

注）電源投入後、Ｅｔｈｅｒｎｅｔの初期化に約５秒 
かかります。その間、ＥＲＲ．ＬＥＤが点灯し 
ますが、異常ではありません。 

端子配列（ＲＳ２３２Ｃ） 

ピン名称 名 称 信号の方向 ポート

ＳＤ  送信データ ＢＸ→ 外部機器 
ＲＤ  受信データ ＢＸ← 外部機器 
ＳＧ  信号用接地 － 
ＮＣ ＮＣ （未使用） 

ＣＯＭ２
ポート 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信初期化設定スイッチ（ＳＷ１） 

ＳＷ１ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 

 通信設定初期化時ＯＮ 

 通常通信時ＯＦＦ 
（工場出荷時） 

 

N 
O 

N 
O 
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 Ｅｔｈｅｒｎｅｔ、ＲＳ４８５ １チャンネル混載タイプ （品番：ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ） 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔのインターフェイスと絶縁２線式ＲＳ４８５ポートを１チャンネル装備した通信ボードです。 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信は、１００Ｍｂｐｓまたは１０Ｍｂｐｓの通信を行いますが、ＡＢＸＣＯＭ５ＢとＢＸ本体間はＢＸ本体のシステム
レジスタの設定に従い 大１１５２００ｂｐｓの通信になります。 
 
 ＬＥＤ表示／端子配列 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本スイッチは、通信が異常になった時など、通信設定を工場出荷時に戻す場合に使用します。 
本体電源がＯＦＦの状態でＳＷ１をＯＮにし、再度電源をＯＮして通電すると初期化を実行します。 
初期化後は本体電源をＯＦＦしてスイッチをＯＦＦに戻してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LED 表示 
SD RD

LINK/ACT  SPD  ERR. 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ ＲＳ４８５

端子配列（端子台ソケット）

1          4 

+      -  +     - 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ用ＬＥＤ 

ＬＩＮＫ／ＡＣＴ
点灯：コネクション成立 
点滅：通信中 

ＳＰＤ 点灯：１００Ｍｂｐｓ 
点滅：１０Ｍｂｐｓ 

ＥＲＲ． 注） 点灯：エラー発生 
点滅：初期化スイッチＯＮ 

注）電源投入後、Ｅｔｈｅｒｎｅｔの初期化に約５秒 
かかります。その間、ＥＲＲ．ＬＥＤが点灯し 
ますが、異常ではありません。 

端子配列（ＲＳ４８５） 

ピン名称 名 称 信号の方向 ポート

＋ 伝送路（＋） － 
－ 伝送路（－） － 
＋ 伝送路（＋） － 
－ 伝送路（－） － 

ＣＯＭ２
ポート 

・Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信初期化設定スイッチ（ＳＷ１） 

ＳＷ１ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
  通信設定初期化時ＯＮ 

  
通常通信時ＯＦＦ 
（工場出荷時） 

・ＣＯＭ２ポート通信速度設定スイッチ（ＳＷ２１３） 

ＳＷ２１２ COM2 ポート通信速度 
 

 

 
 

１１５２００ｂｐｓ 

 
 

１９２００ｂｐｓ 

 
 

９６００ｂｐｓ 
（工場出荷時） 

注１）ＣＯＭ２ポートの通信速度設定は、システムレジスタ 
とスイッチの両方の設定が必要です。 
ステムレジスタとスイッチの通信速度設定が異なっ 
ていても通信できる場合がありますが、耐ノイズ性等
の観点から必ずシステムレジスタとスイッチの通信速
度設定を一致させてご使用ください。 

注２）必要に応じてＳＹＳ１命令によりＢＸ側・相手局側の
応答時間を調整してください。 

・終端局設定スイッチ（ＳＷ２１２） 

ＳＷ２１２ ＲＳ４８５ 
  終端局時ＯＮ 

  
ＯＦＦ 

（工場出荷時） 
通信の状態に応じて、スイッチを切り替えて
ください。 
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 ＲＳ４８５ ２チャンネルタイプ （品番：ＡＢＸＣＯＭ６） 
絶縁式の２線式ＲＳ４８５ポートを２チャンネル（チャンネル間絶縁）装備した通信ボードです。 
ＲＳ４８５ポートで、１：Ｎのコンピュータリンク、汎用シリアル通信、ＰＣ（ＰＬＣ）リンク、ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵに対応します。 
 
 ＬＥＤ表示／端子配列 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注 1）ＣＯＭ１ポートは、ストップビットの設定にかかわらず、ＳＴＯＰ２で送信します。 
  受信に関しては、ストップビットの設定にかかわらず、ＳＴＯＰ１または２で受信可能です。 
 
 

LED 表示 

端子配列（端子台ソケット）

・終端局設定スイッチ（ＳＷ１，ＳＷ２） 

ＳＷ１，２ ＲＳ４８５ 
  終端局時ＯＮ 

  
ＯＦＦ 

（工場出荷時） 
通信の状態に応じて、スイッチを切り替えて
ください。 

・ＣＯＭ２ポート通信速度設定スイッチ（ＳＷ２１３） 

ＳＷ２１２ COM2 ポート通信速度 
 

 

 
 

１１５２００ｂｐｓ 

 
 

１９２００ｂｐｓ 

 
 

９６００ｂｐｓ 
（工場出荷時） 

注１）通信速度の設定は、ＣＯＭ１ポートはシステムレジス 
タの設定のみですが、ＳＯＭ２ポートはスイッチとレジ 
スタの両方の設定が必要です。 
システムレジスタとスイッチの通信速度設定が異なって
いても通信できる場合がありますが、耐ノイズ性等の観
点から必ずシステムレジスタとスイッチの通信速度設定
を一致させてご使用ください。 

注２）必要に応じてＳＹＳ１命令によりＢＸ側・相手局側の応
答時間を調整してください。 

RS485 

SD1 RD1  SD2  RD2

COM1 COM2

COM1 

1 2 3 4 5 6 7 8 9

NC + - + - + - + -

(２) (４)+，(３) (５)－，(６) (８)+，(７) (９)－は 
内部で接続されています。 

COM2

端子配列（ＲＳ４８５） 

ピン名称 名 称 信号の方向 ポート 
＋(COM1) 伝送路（＋） － 
－(COM1) 伝送路（－） － 

ＲＳ４８５ 
(COM1 ポート)

＋(COM2) 伝送路（＋） － 
－(COM2) 伝送路（－） － 

ＲＳ４８５ 
(COM2 ポート)
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7.1.4 接続例 
 
 ＡＢＸＣＯＭ２：ＲＳ２３２Ｃ ３線式 ２チャンネル 

 
 
 ＡＢＸＣＯＭ３：ＲＳ４８５／ＲＳ４２２ １チャンネル 
 ＲＳ４８５時 

 
 ＲＳ４２２時 

 

注）ＲＳ４２２の信号名称には複数の呼び名があります。各機器の説明書をご確認ください。 
 
 ＡＢＸＣＯＭ４：ＲＳ４８５ １チャンネル、ＲＳ２３２Ｃ ３線式 １チャンネル 

 
 

 ＣＯＭ４ 
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 ＡＢＸＣＯＭ５Ａ：Ｅｔｈｅｒｎｅｔ、ＲＳ２３２Ｃ ３線式 １チャンネル 
 

 

 

 

 

 ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ：Ｅｔｈｅｒｎｅｔ、ＲＳ４８５ １チャンネル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＡＢＸＣＯＭ６：ＲＳ４８５ ２チャンネル 
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7.1.5 ポートの名称と主な用途 
ポート種類 

ポート名称 
ＵＳＢ使用 ＵＳＢ未使用

通信機能 

ツールポート 本体標準装備 
（ミニＤＩＮコネクタ５ピン） 

コンピュータリンク 
汎用シリアル通信 

ＣＯＭ１ポート 通信ボード 注） 

コンピュータリンク 
汎用シリアル通信 
ＰＣ（PLC）リンク 
ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ 

ＣＯＭ２ポート 本体標準装備 
ＵＳＢポート 

通信ボード 
コンピュータリンク 
汎用シリアル通信 
ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ 

注）ＵＳＢポート使用時の通信ボードには使用制限があります（次項）。 
 
 
 

7.1.6 ＵＳＢポートに関して 
ＵＳＢポートはＣＯＭ２ポートに割り付けられており、ＵＳＢポート使用時は、通信ボードの機能が下記のよう
に制限されます。（通信ボードのＣＯＭ２ポート使用時は、ＵＳＢポートを使用することができません。） 
・初期設定では、ＵＳＢポートが有効になっています（システムレジスタ初期化時も同様です）。 
 ＵＳＢポート未使用 ＵＳＢポート使用 

ＡＢＸＣＯＭ２ ＲＳ２３２Ｃ ３線式 ２チャンネル ＲＳ２３２Ｃ ３線式 １チャンネル 
（２チャンネル目 使用不可） 

ＡＢＸＣＯＭ３ 制限無し ＲＳ４８５／ＲＳ４２２ １チャンネル 

ＡＢＸＣＯＭ４ ＲＳ４８５ １チャンネル 
ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル 

ＲＳ４８５ １チャンネル 
（ＲＳ２３２Ｃ 使用不可） 

ＡＢＸＣＯＭ５Ａ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
ＲＳ２３２Ｃ ３線式 １チャンネル 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
（ＲＳ２３２Ｃ 使用不可） 

ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
ＲＳ４８５ １チャンネル 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
（ＲＳ４８５ 使用不可） 

ＡＢＸＣＯＭ６ ＲＳ４８５ ２チャンネル ＲＳ４８５ １チャンネル 
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7.2 通信仕様 
 通信ポート（ＲＳ２３２Ｃ，ＲＳ４２２，ＲＳ４８５） 

コンピュータリンク 注１） 汎用シリアル通信 注１） ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ 注１） 
 

１：１通信 １：Ｎ通信 １：１通信 １：Ｎ通信

ＰＣ （PLC）
リンク １：１通信 １：Ｎ通信

インター 
フェイス ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ４２２ ＲＳ４８５ ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ４２２ ＲＳ４８５ 

ＲＳ２３２Ｃ
ＲＳ４２２ 
ＲＳ４８５ 

ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ４２２ ＲＳ４８５ 

対象商品 
品番 

ABXCOM2 
ABXCOM4 
ABXCOM5A 

ABXCOM3

ABXCOM3 
ABXCOM4 
ABXCOM5B 
ABXCOM6 

ABXCOM2
ABXCOM4
ABXCOM5A

ABXCOM3

ABXCOM3
ABXCOM4
ABXCOM5B
ABXCOM6

ABXCOM2
ABXCOM3
ABXCOM4
ABXCOM6

ABXCOM2 
ABXCOM4 
ABXCOM5A 

ABXCOM3 

ABXCOM3
ABXCOM4
ABXCOM5B
ABXCOM6

通信方式 半二重方式 
二線式 
半二重 
方式 

半二重方式 
二線式 
半二重 
方式 

トークンバス
方式 

（フローティン
グマスタ） 

半二重方式 
二線式 
半二重 
方式 

注１）十分なノイズ耐量はありますが、再送処理をおこなうユーザープログラムを作成される事をおすすめします。 
   (過大なノイズによる通信異常や、相手機器が一時的に受信できない場合などの通信信頼性向上の為ソフト 

ウェアにてリトライ処理を行ってください。) 
 
 通信ポート（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ） 

項 目 コンピュータリンク 汎用シリアル通信 ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 

インターフェイス ＩＥＥＥ８０２．３ｕ， １０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ 

コネクション数 
大１コネクション（クライアント） 

大３コネクション（サーバ） 
大１コネクション － 

通信モード クライアント、サーバ クライアント、サーバ － 
対象商品品番 ＡＢＸＣＯＭ５Ａ・ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ 

 
 通信仕様１ インターフェイス：ＲＳ２３２Ｃ，ＲＳ４２２，ＲＳ４８５ 

項 目 仕様 
インターフェイス ＲＳ２３２Ｃ（非絶縁） ＲＳ４２２（絶縁）注１） ＲＳ４８５（絶縁） 注１，２） 
通信形態 １：１通信 １：Ｎ通信 
通信方式 半二重方式 二線式半二重方式 
同期方式 調歩同期方式 
伝送路 多芯シールド線 シールド付ツイストペア 

ケーブルまたはＶＣＴＦ 
伝送距離 １５ｍ 大１２００ｍ 注 1) 大１２００ｍ 注１，２） 
通信速度 注３） 
（システムレジスタにて設定）注８) 

３００、６００、１２００、２４００、４８００、９６００、１９２００、３８４００、５７６００， 
１１５２００ ｂｐｓ 

コンピュータリンク ＡＳＣＩＩ、ＪＩＳ７、ＪＩＳ８ 
汎用シリアル通信 ＡＳＣＩＩ、ＪＩＳ７、ＪＩＳ８、バイナリ 伝送コード 
ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ バイナリ 

データ長 ７ｂｉｔ ／ ８ｂｉｔ 
パリティ 無し ／有り （奇数／偶数） 
ストップビット １ｂｉｔ ／ ２ｂｉｔ 
始端コード ＳＴＸ有り ／ＳＴＸ無し 

伝送フォーマット 
（システムレジスタ
にて設定） 注４） 

終端コード ＣＲ ／ ＣＲ＋ＬＦ ／ 無し ／ ＥＴＸ 

接続局数 注５）注６）注７） ２局 
大９９局 
（当社製Ｃ－ＮＥＴアダプタ 

接続時は 大３２局） 
注１）ＲＳ４８５／ＲＳ４２２インターフェイスを持つ市販機器と接続する場合は、実機による確認をお願いします。 
   また、局数、伝送距離、通信速度は、接続する機器により変わることがあります。 
注２）伝送距離、通信速度、局数はそれぞれの値により下記グラフの範囲内としてください。 
         ＲＳ４８５ 伝送距離制限 
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  ２４００ｂｐｓ～３８４００ｂｐｓの伝送速度の場合、 大９９局、 大伝送距離１２００ ｍ、まで設定できます。 
注３）ＲＳ４８５インターフェイスにて当社製Ｃ－ＮＥＴアダプタ接続時は９６００ｂｐｓ／１９２００ｂｐｓのみとなります。 
注４）始端コードと終端コードは汎用シリアル通信時のみ使用できます。 
注５）パソコン側のＲＳ４８５変換器としては、㈱ラインアイ社製ＳＩ－３５を推奨いたします。ＳＩ－３５使用時は上記グラフ

の範囲内で使用できます。また、必要に応じてＳＹＳ１命令によりＢＸ側の応答時間を調整してください。 
注６）ユニットＮｏ．（局番）はシステムレジスタにて設定してください。 
注７）ＣＯＭ３、ＣＯＭ４、ＣＯＭ５B、ＣＯＭ６のＲＳ４８５／ＲＳ４２２の終端局は、通信ボード内ディップスイッチで設定し
ます。 
   ＲＳ２３２Ｃポートには終端抵抗はありません。 
注８）３００、６００、１２００ｂｐｓについては、ＳＹＳ１命令でのみ設定できます 
注９）ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ、ＡＢＸＣＯＭ６のＣＯＭ２ポートについては、９６００，１９２００，１１５２００ｂｐｓのみ設定できます。 
   また、設定にはシステムレジスタと通信速度設定スイッチの両方の設定が必要です。 
 
 
 通信仕様２ インターフェイス：Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 

項 目 仕様 

インターフェイス ＩＥＥＥ８０２．３ｕ， １０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ－ＴＸ 
コネクタ形状：RJ４５ 

伝送速度 １００Ｍｂｐｓ／１０Ｍｂｐｓ 
伝送方法 ベースバンド 伝送仕様 

大セグメント長 １００ｍ 注１）注２） 
通信ケーブル ＵＰＴ（カテゴリ５） 注２） 
プロトコル ＴＣＰ／ＩＰ， ＵＤＰ／ＩＰ， ＩＣＭＰ， ＡＲＰ 
機能 オートネゴシエーション機能 

ＭＤＩ／ＭＤＩ－Ｘ オートクロスオーバー機能 
対象商品品番 ＡＢＸＣＯＭ５Ａ・ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ 

注１）ＨＵＢとモジュール間の長さ。 
注２）ＵＴＰケーブルはカテゴリ５ケーブルをご使用ください。規格上は１０ＢＡＳＥ－Ｔではカテゴリ３以上で通信可能 

ですが通信性能の高いカテゴリ５ケーブルをご使用ください。また、ＵＴＰケーブルは規格上、 大１００ｍまで 
延長できますがＦＡの環境下では耐ノイズ性を考慮して１０ｍ以下でのご使用を推奨します。 

注３）１００ＢＡＳＥ－ＴＸ、１０ＢＡＳＥ－Ｔのハブ（ＨＵＢ）の設置、ケーブルの敷設などの施工については、専門の工 
事業者にご相談ください。誤った施工を行った場合、ネットワーク全体に重大な影響を与える事故を引き起こす 
恐れがありますので特にご注意ください。 
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7.2.1 ＲＳ４８５ポート使用時の注意 

 ＡＢＸＣＯＭ３、ＡＢＸＣＯＭ４、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ、ＡＢＸＣＯＭ６ 
ボードコントローラＢＸには、コマンドを受け取ってから、レスポンスを返送するまでの時間を変更できる 
ＳＹＳ１命令が用意されています。 
ＲＳ４８５通信にて（株）ラインアイ社製（型番ＳＩ－３５）使用時は、必要に応じてこの命令を使って応答時間 
を調整してください。 
 
ＳＹＳ１命令： 設定した数字 ［ｎ］スキャンタイム分、応答を遅らせる命令です。 

  
【 例 】 

 
 
Ｒ０がＯＮするとＣＯＭ１ポート（ＲＳ４８５ポート）の応答を２スキャン遅らせます。 
スキャンタイムが５００μｓ時は１ｍｓ遅れることになります。 

 参 照：<当社製 FＰシリーズ命令語マニュアル（総合編） ＡＲＣＴ１Ｆ３５３＞ 
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7.3 通信機能１ コンピュータリンク 
7.3.1 コンピュータリンクについて 

 機能の概要 

 

 
 コンピュータリンク 
・ コンピュータとボードコントローラＢＸ、ボードコントローラＢＸと外部機器を接続して通信する機能をコンピ
ュータリンク機能と呼びます。コンピュータリンクでの通信は、当社専用プロトコルのＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯ
Ｍを使用します。ＦＰＷＩＮ－ＧＲなどのツールソフトとボードコントローラＢＸの間の通信も、ＭＥＷＴＯＣＯ
Ｌ－ＣＯＭを使用して実施しています。 

・ コンピュータリンクには、ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ機能とＭＥＷＴＯＣＯＬスレーブ機能があります。コマンドを
発行する側をマスタ、コマンドを受け取って処理を実行しレスポンスを返信する側をスレーブといいます。 

 

 ご注意： 
本機能を使用するには通信ポートのシステムレジスタをコンピュータリンクに設定しておく必要があります。 
ボードコントローラＢＸには、マスタ／スレーブの両方の機能がありますが、ＴＯＯＬポートはマスタ機能があ
りません。 
 
 ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ機能 
・ コンピュータリンクのマスタ側の通信（コマンド発行側）をする機能です。ボードコントローラＢＸの命令Ｆ１４
５（ＳＥＮＤ）かＦ１４６（ＲＥＣＶ）命令でおこないます。レスポンスの処理をラダーで記述する必要が無く、汎
用通信機能よりもプログラムが簡単になります。 
 

コンピュータリンク機能を備えている当社製機器とＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭで１：１又は１：Ｎで通信ができま
す。 
【当社製機器（例）】：ＰＬＣ・画像処理装置・温調器・メッセージランナ・エコパワーメータなど 
ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ機能は、３２ｋタイプのＣＯＭ１ポート・ＣＯＭ２ポートのいずれかでのみ通信できます。
スレーブ局として使用する場合は、Ｆ１４５（ＳＥＮＤ）・Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命令を実行しないでください。 
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 ＭＥＷＴＯＣＯＬスレーブ機能 
・ コンピュータリンクからのコマンドを受信して処理を実行し、結果を返信する機能です。この機能を使用す
るために特別なラダープログラムは必要ありません（システムレジスタで通信条件の設定をしてください）。
マスタとなるコンピュータまたはボードコントローラＢＸと１：１あるいは１：Ｎで接続して通信することができま
す。 

･コンピュータ側のプログラムは、ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭに従って、ＢＡＳＩＣ言語やＣ言語で作成ください。 
ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭには、ボードコントローラＢＸの動作を監視・制御するためのコマンドが用意されて
います。 

 
 コンピュータリンク（ＭＥＷＴＯＣＯＬスレーブ）使用時の動作説明 
 
 コマンドとレスポンス 
・ボードコントローラＢＸに対する命令を「コマンド」といいます。コンピュータからボードコントローラＢＸに対し

て発行してください。 
・ボードコントローラＢＸからコンピュータに返送するメッセージを「レスポンス」といいます。ボードコントロー

ラＢＸはコマンドを受け取ると、シーケンスプログラムには関係なく自動的にコマンドを処理し、レスポンス
を返します。コンピュータ側では、送られてきたレスポンスによってコマンドの実行結果を確認できます。 

 
 ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭの見取り図 
・ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭの通信手順に従い、会話形式で通信します。 
・アスキーコード送りです。 
・ 初の送信権はコンピュータ側にあります。 
・送信権は、メッセージを送信する毎にコンピュータとボードコントローラＢＸの間を移行します。 
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 コマンドとレスポンスの形式 
 
 コマンドメッセージ 
命令に必要な項目をテキスト部分で記述し、ユニットＮｏ．（局番）を指定して送信してください。 

 
 
①始端コード 
メッセージの先頭に「％」（アスキーコード：Ｈ２５）または「＜」（アスキーコード：Ｈ３Ｃ）を必ず記述してくださ
い。 
 
②ユニットＮｏ．（局番） 
コマンドを送信したい相手先ボードコントローラＢＸのユニットＮｏ．（局番）を記述してください。１：１の通信
時には「０１」（アスキーコード、Ｈ３０３１）を指定します。ボードコントローラＢＸのユニットＮｏ．（局番）はシス
テムレジスタで設定します。 
 
③テキスト 
内容は命令の種類によって異なります。各命令で決められている様式に従って大文字で記述してくださ
い。 

 
 
④チェックコード 
水平パリティを用いた誤り検出を行うためのＢＣＣ（ブロックチェックコード）です。始端コードからテキスト
終文字までの文字を対象にして作成してください。 
ＢＣＣは、始端コードから順に次の文字との排他的論理和をとっていき、 終結果をアスキーコードに置き
換えた物です。通常は計算プログラムなどを組んで自動で作成します。 
ＢＣＣの代わりに「＊＊」（アスキーコード：Ｈ２Ａ２Ａ）を入れると、ＢＣＣを省略できます。 
 
⑤終端コード 
メッセージの終端に「ＣＲ」（アスキーコード：Ｈ０Ｄ）を必ず記述してください。 
 

 ご注意：書き込み時 
・メッセージ中のテキスト部分の記述方法は、命令の種類によって異なります。 
・書き込む文字数が多い場合は数回に分割してコマンドを送ったり、読み出した値の文字数が多い場合は
数回に分割されてレスポンスが送られます。 

 ここがポイント！ 
・ボードコントローラＢＸでは始端コードとして通常の「％」と 大２０４８文字を単一フレームで送受信できる

「＜」の両方をサポートしています。 
ヘッダの種類 １フレームで送信できる文字数 

％ 大１１８文字 
＜ 大２０４８文字 
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 レスポンスメッセージ 
前記のコマンドを受けたボードコントローラＢＸが処理結果をコンピュータに送信します。 

 
 
①始端コード 
メッセージの先頭は「％」（アスキーコード：Ｈ２５）または「＜」（アスキーコード：Ｈ３Ｃ）です。 
レスポンスの先頭には、コマンドの始端コードと同じものが返ってきます。 
 
②ユニットＮｏ．（局番） 
コマンドを処理したボードコントローラＢＸのユニットＮｏ．（局番）です。 
 
③テキスト 
内容は命令の種類によって異なります。正常に処理されていなかった場合はエラーコードが格納されます
ので、異常内容を確認できます。 

 
 

④チェックコード 
水平パリティを用いた誤り検出を行うためのＢＣＣ（ブロックチェックコード）です。ＢＣＣは、始端コードから
順に次の文字との排他的論理和をとっていき、 終結果をアスキーコードに置き換えた物です。 
 
⑤終端コード 
メッセージの終端は「ＣＲ」（ＡＳＣＩＩコード：Ｈ０Ｄ）です。 

 

 ご注意：読み出し時 
・レスポンスが送られてこない場合は、伝送フォーマットが違っているか、コマンドがボードコントローラＢＸに
届いていないか、ボードコントローラＢＸが動作していません。 
 コンピュータとボードコントローラＢＸの通信速度、データ長、パリティなど通信仕様が一致しているか確認
を行ってください。 
 
・「＄」のかわりに「！」が格納されているレスポンスが送られてきた場合は、コマンドが正しく処理されてい 
 ません。レスポンスに通信エラーコードが格納されていますので、異常内容を確認してください。 
 
・コマンドとそれに対するレスポンスは、 
 右図のようにユニットＮｏ．（局番）とコマン
 ド名が同じになりますので、どのコマンドに
 対するレスポンスか識別できます。 
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 使用できるコマンドの種類 
命令の種類 コード 内容説明 

接点エリアリード 

ＲＣ 
（ＲＣＳ） 
（ＲＣＰ） 
（ＲＣＣ） 

接点のＯＮ／ＯＦＦ状態を読み出す。 
・一点のみ指定する。 
・複数の接点を指定する。 
・ワード単位で範囲を指定する。 

接点エリアライト 

ＷＣ 
（ＷＣＳ） 
（ＷＣＰ） 
（ＷＣＣ） 

接点をＯＮまたはＯＦＦする。 
・一点のみ指定する。 
・複数の接点を指定する。 
・ワード単位で範囲を指定する。 

データエリアリード ＲＤ データエリアの内容を読み出す。 
データエリアライト ＷＤ データエリアにデータを書き込む。 
タイマ／カウンタ 
設定値エリアリード ＲＳ タイマ／カウンタの設定値を読み出す。 

タイマ／カウンタ 
設定値エリアライト ＷＳ タイマ／カウンタの設定値を書き込む。 

タイマ／カウンタ 
経過値エリアリード ＲＫ タイマ／カウンタの経過値を読み出す。 

タイマ／カウンタ 
経過値エリアライト ＷＫ タイマ／カウンタの経過値を書き込む。 

モニタ接点登録・ 
登録リセット ＭＣ モニタする接点を登録する。 

モニタデータ登録・ 
登録リセット ＭＤ モニタするデータを登録する。 

モニタ実行 ＭＧ ＭＣ、ＭＤで登録した接点やデータをモニタする。 
接点エリアのプリセット 
（フィルコマンド） ＳＣ 指定した範囲のエリアを１６点分のＯＮ／ＯＦＦパターンで 

うめる。 
データエリアのプリセット 
（フィルコマンド） ＳＤ  指定した範囲のデータエリアに同じ内容を書き込む。 

システムレジスタリード ＲＲ システムレジスタ内容を読み出す。 
システムレジスタライト ＷＲ システムレジスタ内容を設定する。 

ＰＣステータスリード ＲＴ ボードコントローラの仕様、エラー発生時のエラーコードなど
を読み出す。 

リモートコントロール ＲＭ ボードコントローラの動作モードを切り換える。 
（ＲＵＮモード⇔ＰＲＯＧ．モード） 

アボート（中止） ＡＢ 複数フレームレスポンスの受信を途中で打ち切る。 

 参 照：＜当社製ＭＥＷＴＯＣＯＬ通信手順＞ 
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 コンピュータリンク時の通信環境の設定 
 

 通信速度、伝送フォーマットの設定 
ＣＯＭポートの通信速度や伝送フォーマットの設定は、プログラミングツールのＦＰＷＩＮ ＧＲで行います。
メニューバーの［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定］を選択し、［ＣＯＭポート設定］タブをクリッ
クしてください。ＣＯＭポートの設定にはＣＯＭ１ポート用とＣＯＭ２ポート用タブがあります。 

 ご注意： 
・ ＣＯＭ２ポートの初期値は「内蔵ＵＳＢ」になっていますので、「通信ボード」を選択してください。 
・ ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタをご使用時も「コンピュータリンク」の設定をしてください。 
 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックス 

 
 
 
Ｎｏ．４１０（ＣＯＭ１ポート用）、Ｎｏ．４１１（ＣＯＭ２ポート用） ユニットＮｏ．(局番) 
１～９９まで設定することが可能です。 
 
 
Ｎｏ．４１２ 通信モード 
ＣＯＭポートの動作モードを選択します。 

 ボタンをクリックし、表示されるプルダウンメニューの中から「コンピュータリンク」を選択してください。 

 
Ｎｏ．４１３ （ＣＯＭ１ポート用）、Ｎｏ．４１４ （ＣＯＭ２ポート用） 伝送フォーマットの設定 

 データ長---------------８ビット 
パリティチェック------有り・奇数 
ストップビット----------１ビット 
終端コード-------------ＣＲ 
始端コード-------------ＳＴＸ無し 

伝送フォーマットは初期設定では右のようになってい
ます。 
ＣＯＭポートに接続する外部機器にあわせて伝送フ
ォーマットを変更する場合は、それぞれの項目につ
いて設定してください。 

  
 
Ｎｏ．４１５ 通信速度の設定 
各ポートの通信速度は、初期設定で「９６００ｂｐｓ」になっています。ＣＯＭポートに接続する外部機器にあ
わせて通信速度を変更してください。 

 ボタンをクリックし、表示されるプルダウンメニューの「２４００ｂｐｓ、４８００ｂｐｓ、９６００ｂｐｓ、 
１９２００ｂｐｓ、３８４００ｂｐｓ、５７６００ｂｐｓ、１１５２００ｂｐｓ」の中から選択してください。 
 

 制限事項 
通信ボードのＣＯＭポートはＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭの全コマンドに対応しています。制限はありません。 
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7.3.2 １：１通信での接続 （コンピュータリンク） 

 システムレジスタの設定 
 
ＣＯＭ１ポートを使用する場合の設定 （ＡＢＸＣＯＭ２、ＡＢＸＣＯＭ３、ＡＢＸＣＯＭ４） 

番号 名称 設定値 
Ｎｏ．４１０ ＣＯＭ１ポート ユニットＮｏ． １ 
Ｎｏ．４１２ 注） ＣＯＭ１ポート 通信モード コンピュータリンク 
Ｎｏ．４１３ ＣＯＭ１ポート 伝送フォーマット データ長--------------７ビット／８ビット 

パリティチェック------無し／奇数／偶数 
ストップビット----------１ビット／２ビット 
終端コード------------ＣＲ固定 
始端コード-------------ＳＴＸ無し固定 

Ｎｏ．４１５ 注） ＣＯＭ１ポート 通信速度 ２４００ｂｐｓ ～ １１５２００ｂｐｓ 
 
 

ＣＯＭ２ポートを使用する場合の設定 （ＡＢＸＣＯＭ２、ＡＢＸＣＯＭ４） 
番号 名称 設定値 

Ｎｏ．４１１ ＣＯＭ２ポート ユニットＮｏ． １ 
Ｎｏ．４１２ 注） ＣＯＭ２ポート 通信モード コンピュータリンク 
Ｎｏ．４１４ ＣＯＭ２ポート 伝送フォーマット データ長-----------------７ビット／８ビット 

パリティチェック---------無し／奇数／偶数 
ストップビット-------------１ビット／２ビット 
終端コード---------------ＣＲ固定 
始端コード----------------ＳＴＸ無し固定 

Ｎｏ．４１５ 注） ＣＯＭ２ポート 通信速度 ２４００ｂｐｓ ～ １１５２００ｂｐｓ 
伝送フォーマットと通信速度については、接続するコンピュータに合わせて設定してください。 
注）同じシステムレジスタＮｏ．の異なるビット位置で設定していますので、ポート１、ポート２で 

異なる設定が可能です。 
ＳＹＳ１命令を使用すると、３００、６００、１２００ｂｐｓの通信速度も設定できます。 
但し、システムレジスタ設定値は変更されません。 

 
 
 コンピュータリンクのプログラム 
・コンピュータリンクを行う場合は、コンピュータ側でコマンドメッセージを送信し、レスポンスメッセージを受

信するプログラムを作成してください。ボードコントローラＢＸ側には、通信に関するプログラムは必要あり
ません。 

 （システムレジスタで伝送フォーマットのみ設定してください） 
・コンピュータ側のプログラムは、ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭに従って、ＢＡＳＩＣ言語やＣ言語で作成してくだ

さい。ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭには、ボードコントローラＢＸの動作を監視・制御するためのコマンドが用
意されています。 
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 コンピュータとの接続例 ＜１：１通信＞ 
 概要 
ボードコントローラＢＸとコンピュータをＲＳ２３２Ｃケーブルで１：１接続。コンピュータ側からの命令（コマン
ド）に対してボードコントローラＢＸが応答（レスポンス）を返すことで通信を行います。 

 
 

＜ＡＢＸＣＯＭ２を使用する場合＞ ＲＳ２３２Ｃ ２チャンネルタイプ 

 

 
＜ＡＢＸＣＯＭ３（ＲＳ４２２設定）を使用する場合＞  ＲＳ４８５／ＲＳ４２２ １チャンネル  

 
 

＜ＡＢＸＣＯＭ４を使用する場合＞  ＲＳ４８５ １チャンネル  
 ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプ 
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＜ＡＢＸＣＯＭ５Ａを使用する場合＞  Ｅｔｈｅｒｎｅｔ、ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプ  

 
 

 

■外部機器との接続例＜当社製表示器（ＧＴシリーズ）との１：１通信＞ 
 概要 
ボードコントローラＢＸと表示器をＲＳ２３２Ｃケーブルで１：１接続。表示器側からの命令（コマンド）に対して
ボードコントローラＢＸが応答（レスポンス）を返すことで通信を行います。 
通信に関するプログラムは必要なく、お互いの通信に関する設定だけで表示器を使ったオペレーションが
実現します。 
注）表示器（ＧＴ０１）は、ツールポートでの接続をおすすめします。 
 

 
 
 

＜ＡＢＸＣＯＭ２を使用する場合＞ ＲＳ２３２Ｃ ２チャンネルタイプ 

 
＜ＡＢＸＣＯＭ３（ＲＳ４２２設定）を使用する場合＞  ＲＳ４８５／ＲＳ４２２ １チャンネル  

 

 
 
 
 
 



7-27 

 
＜ＡＢＸＣＯＭ４を使用する場合＞  ＲＳ４８５ １チャンネル、 
                                ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプ 

 
 
＜ＡＢＸＣＯＭ５Ａを使用する場合＞  Ｅｔｈｅｒｎｅｔ、ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプ 
 

 
 

 参 照：＜当社製ＧＴシリーズ 導入マニュアル ＡＲＣＴ１Ｆ３９８＞ 
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7.3.3 １：Ｎ通信での接続 （コンピュータリンク） 
 概要 
コンピュータは市販ＲＳ２３２Ｃ－ＲＳ４８５変換器を介して接続し、それぞれのボードコントローラＢＸをＲＳ
４８５ケーブルで渡り配線します。 
コンピュータ側からユニットＮｏ．（局番）を指定して命令（コマンド）を送り、そのユニットＮｏ．（局番）のボ
ードコントローラＢＸがコンピュータに応答（レスポンス）を返すことで通信を行います。 

 

 
 
 
注）市販変換器としては、㈱ラインアイ社製ＳＩ－３５を推奨致します。 
 
 システムレジスタの設定 

 
ＣＯＭ１ポートの設定 

番号 名称 設定値 
Ｎｏ．４１０ ＣＯＭ１ポート ユニットＮｏ．   １～９９ 任意のユニットＮｏ．（局番）を設定 

（弊社Ｃ－ＮＥＴアダプタ使用時は、 
 大局数は３２局になります） 

Ｎｏ．４１２ ＣＯＭ１ポート 通信モード コンピュータリンク 
Ｎｏ．４１３ ＣＯＭ１ポート 伝送フォーマット データ長 ７ビット／８ビット 

パリティチェック 無し／奇数／偶数 
ストップビット １ビット／２ビット 
終端コード ＣＲ固定 
始端コード ＳＴＸ無し固定 

Ｎｏ．４１５ ＣＯＭ１ポート 通信速度 注３） ２４００ｂｐｓ ～ １１５２００ｂｐｓ 
注１）伝送フォーマットと通信速度については、接続するコンピュータに合わせて設定してください。 
注２）ＡＢＸＣＯＭ３、ＡＢＸＣＯＭ４の終端局は、通信ボード内ディップスイッチで設定します。 
注３）ＳＹＳ１命令を使用すると、３００、６００、１２００ｂｐｓの通信速度も設定できます。但し、システムレジスタ

設定値は変更されません。 
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 ユニットＮｏ．（局番）の設定 
各通信ポートの「ユニットＮｏ．（局番）」は、システムレジスタの初期設定で「１」になっています。 
１：１通信の場合は変更の必要がありませんが、Ｃ－ＮＥＴのように伝送路に複数のボードコントローラＢＸを
接続する１：Ｎ通信時は、通信相手を識別するための「ユニットＮｏ．（局番）」の設定が必要です。 
設定はシステムレジスタでおこないます。 
 

 
 

 システムレジスタによる設定 
ユニットＮｏ．（局番）を１～９９まで設定可能です。 
 
ＦＰＷＩＮ ＧＲでのユニットＮｏ．（局番）の設定は、 
メニューバーの［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定］を選択し、 
［ＣＯＭポート設定］タブをクリックしてください。ＣＯＭポートの設定にはＣＯＭ１ポート用とＣＯＭ２ポート用
タブがあります。 
 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックス 

 

 
Ｎｏ．４１０ （ＣＯＭ１ポート用）、Ｎｏ．４１１ （ＣＯＭ２ポート用） ユニットＮｏ．（局番）の設定 

ボタンをクリックし、表示されるプルダウンメニューの １～９９ の中からユニットＮｏ．（局番）を選択してく
ださい。 
注）当社製Ｃ－ＮＥＴアダプタ使用時に指定できる 大ユニットＮｏ．（局番）は３２です。 
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 外部機器との接続 
 ＡＢＸＣＯＭ３（ＲＳ４８５設定時） 
接続図 

 
 １：Ｎ通信では、各ＲＳ４８５機器をツイストペアケーブルで渡り配線します。＋、－端子は片方のみ 
 ご使用ください。 
 

 
 ＡＢＸＣＯＭ４ 
接続図 

 
 
ＡＢＸＣＯＭ４を使用する場合は（＋）端子、（－）端子へそれぞれ２本ずつケーブルを接続する必要があり
ます。 
使用ケーブルは推奨の０．５～０．７５ｍｍ２で、２本とも同断面積の同一線材をご使用ください。 
 
 ＡＢＸＣＯＭ６ 
接続図 

 

 
ＡＢＸＣＯＭ６を使用する場合は（＋）端子、（－）端子へそれぞれ２本ずつケーブルを接続する必要があり 
ます。 
使用ケーブルは推奨の０．５ｍｍ２で、２本とも同断面積の同一線材をご使用ください。 
 
 
 
 
 

ＢＸ側 
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 終端局の設定 
終端局の設定はボード内のディップスイッチにて行います。 

 

 
 

 参 照：スイッチについて＜７．１．３ 通信ボードの種類 ■ＡＢＸＣＯＭ３／ＣＯＭ４＞ 
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7.3.4 ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ（サンプルプログラム） 
ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ機能を使用する場合は、Ｆ１４５（ＳＥＮＤ）データ送信またはＦ１４６（ＲＥＣＶ）データ
受信命令を使用します。 
 
 
 サンプルプログラム 

 

 

 参 照： Ｆ１４５（ＳＥＮＤ）、Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命令について ＜当社ＦＰシリーズ命令語マニュアル  

総合編 ＡＲＣＴ１Ｆ３５３＞ 
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 フローチャート図  

 

 
上記プログラムは、動作①～③を繰り返し実行します。 
①書き込みデータ（ＤＴ５０、５１）と読み出し（ＤＴ６０、６１）が一致していたら、書き込みデータを更新 
  します。 
②ＣＯＭ１ポートから局番１のユニット内部のデータＤＴ０、ＤＴ１に対して自局のデータＤＴ５０、ＤＴ５１を 
  書き込みます。 
③ＣＯＭ１ポートから局番１のユニット内部のデータＤＴ０、ＤＴ１を自局のデータＤＴ６０、ＤＴ６１に読み出し 
  ます。 
 
注）ＣＯＭ２ポートの場合は、ＣＯＭ１ポート→ＣＯＭ２ポートに読み替えてください。 
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7.4 通信機能２ 汎用シリアル通信 
7.4.1 汎用シリアル通信について 

 概要 
・ＣＯＭポートを使用し、画像処理装置やバーコードリーダなどの外部機器とデータの送受信ができます。 
・ ＣＯＭポートに接続した外部機器からのデータの読み出しや書き込みはボードコントローラＢＸのデータレ 
 ジスタを介してボードコントローラＢＸのプログラムで行います。 
 

 
 
 

 動作について 
汎用シリアル通信機能を使った外部機器とのデータのやり取りには、以下の「データ送信」と「データ受信」
があります。それぞれの動作では、応用命令のＦ１５９（ＭＴＲＮ）命令や受信完了フラグを使用し、外部機
器とのデータのやり取りを行います。 

 
データ送信 
送信したいデータを「送信バッファ」として使用
するデータレジスタ（ＤＴ）に格納し、Ｆ１５９（Ｍ
ＴＲＮ）命令を実行するとデータがＣＯＭポート
から出力されます。 

 データ受信 
ＣＯＭポートから受信されたデータは、システムレジス
タで指定した「受信バッファ」に格納され、「受信完了
フラグ」がＯＮします。「受信完了フラグ」がＯＦＦの場
合は常時受信が可能です。 

   

 
・送信されるデータには、システムレジスタで指
 定した終端コードが自動的に付加されます。
・送信できる 大容量は２０４８バイトです。 

  
・データ受信時は、Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令で「受信 
 完了フラグ」を制御します。 
・格納されるデータに終端コードは含まれません。 
・受信できる 大容量は、 大４０９６バイトです。 
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 汎用シリアル通信時の通信環境の設定 
ＣＯＭポートは、初期設定ではコンピュータリンクモードになっています。通信時は、下記の項目について
システムレジスタを設定してください。 
ＣＯＭポートの通信速度や伝送フォーマットの設定は、プログラミングツールのＦＰＷＩＮ ＧＲで行います。
メニューバーの［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定］を選択し、［ＣＯＭポート設定］タブをクリッ
クしてください。ＣＯＭポートの設定にはＣＯＭ１ポート用とＣＯＭ２ポート用タブがあります。 

 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックス 

 
 

Ｎｏ．４１２ 通信モード 
ＣＯＭポートの動作モードを選択します。 

ボタンをクリックし、表示されるプルダウンメニューの中から「汎用通信」を選択してください。 
 

Ｎｏ．４１３ （ＣＯＭ１ポート用）、Ｎｏ．４１４ （ＣＯＭ２ポート用） 伝送フォーマットの設定 
 データ長-----------------８ビット 

パリティチェック---------有り・奇数 
ストップビット-------------１ビット 
終端コード---------------ＣＲ 
始端コード---------------ＳＴＸ無し 

伝送フォーマットは初期設定では右のようになっ
ています。 
ＣＯＭポートに接続する外部機器にあわせて伝
送フォーマットを変更する場合は、それぞれの項
目について設定してください。 

  
 

Ｎｏ．４１５ 通信速度の設定 
各ポートの通信速度は、初期設定で「９６００ ｂｐｓ」になっています。ＣＯＭポートに接続する外部機器にあ
わせて通信速度を変更してください。 

ボタンをクリックし、表示されるプルダウンメニューの「２４００ｂｐｓ、４８００ｂｐｓ、 
９６００ｂｐｓ、１９２００ｂｐｓ、３８４００ｂｐｓ、５７６００ｂｐｓ、１１５２００ｂｐｓ」の中から選択してください。 

 
Ｎｏ．４１６ （ＣＯＭ１ポート用）、Ｎｏ．４１８ （ＣＯＭ２ポート用） 受信バッファ先頭番号 
Ｎｏ．４１７ （ＣＯＭ１ポート用）、Ｎｏ．４１９ （ＣＯＭ２ポート用） 受信バッファ容量 
汎用シリアル通信時は「受信バッファの設定」が必要です。 
受信バッファとして使用するデータレジスタのエリアの変更は、システムレジスタＮｏ．４１６（ＣＯＭ２ポートは
Ｎｏ．４１８）に先頭番号を、Ｎｏ．４１７（ＣＯＭ２ポートはＮｏ．４１９）に容量（ワード数）を設定してください。受
信バッファは以下のようになります。 
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7.4.2 外部機器との通信の概要 

 汎用シリアル通信のプログラム概要 
ＣＯＭポートを使用したデータの送受信は、応用命令のＦ１５９（ＭＴＲＮ）命令で実行します。 
 
ボードコントローラＢＸではＦ１４４（ＴＲＮＳ）命令は使用できませんのでご注意ください。 

 
 Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令 
指定したＣＯＭポートを介して、外部機器との間でデータを送受信します。 

 

Ｓ に指定可能なデバイス 送信バッファとして指定できるのは、データレジスタ（ＤＴ）のみ。 
ｎ に指定可能なデバイス ＷＸ、ＷＹ、ＷＲ、ＷＬ、ＳＶ、ＥＶ、ＤＴ、ＬＤ、Ｉ （Ｉ０～ＩＤ）、Ｋ、Ｈです。 
Ｄ に指定可能なデバイス Ｋ定数のみ （Ｋ１およびＫ２のみ）。 

 
 

データの送信 
［Ｓ］で指定したエリアを先頭とするデータテーブルに格納されているデータを［ｎ］バイト分、［Ｄ］で指定し
たＣＯＭポートから外部機器に送信します。 
始端コード、終端コードを自動的に付加して送信することができます。送信バイト数は 大２０４８バイトです。 
上記のプログラムを実行すると、ＤＴ１００を先頭とする送信バッファに格納されているＤＴ１０１～ＤＴ１０４の
８バイト分のデータをＣＯＭ１ポートより送信します。 
 
データの受信 
受信完了フラグがＯＦＦのとき受信可能状態となり、受信されたデータは、システムレジスタで指定した受信
バッファに格納されます。外部機器からのデータの受信が完了（終端コードを受信）すると受信完了フラグ
（Ｒ９０３８またはＲ９０４８）がＯＮになり、それ以後のデータ受信を禁止します。次のデータを受信するには、
Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令を実行して受信完了フラグ（Ｒ９０３８またはＲ９０４８）をＯＦＦにし、受信バイト数を０クリ
アする必要があります。送信データなしで受信のみ繰り返す場合は、送信バイト数を０バイト（ｎにＫ０をセッ
ト）にして、Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令を実行してください。 
 

 参 照：＜当社 ＦＰシリーズ命令語マニュアル総合編 ＡＲＣＴ１Ｆ３５３＞ 
 

 バイナリ通信 
汎用シリアル通信では、始端コード設定「ＳＴＸ無し」、終端コード設定「無し」を選択することでバイナリ通
信が可能です。 
データの送信：指定されたバイト分のデータを送信します。 
データの受信：受信バイト数を確認して処理してください。この時、受信完了フラグは動作しません。 
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 データ送信の概要 
外部機器との通信は、データレジスタを介して行います。 
 
  送信したいデータを「送信バッファ」として使

用するデータレジスタ（ＤＴ）に格納し、Ｆ１５
９（ＭＴＲＮ）命令を実行するとデータがＣＯ
Ｍポートから出力されます。 
 
 

 
 送信用データテーブル(送信バッファ) 
 

 
 

 データ送信のサンプルプログラム 
“ＡＢＣＤＥＦＧＨ （Ｈｅｘ）”の文字列をＣＯＭ１ポートを介して外部機器に送信するプログラムです。 

 
解説：上記のプログラムは、以下のような順序で動作します。 
１）「ＡＢＣＤＥＦＧＨ」をＡＳＣＩＩコード変換しデータレジスタに格納する。 
２） １）のデータをＦ１５９（ＭＴＲＮ）命令でＣＯＭ１ポートから送信する。 

 
解説図 
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 データテーブル解説 
［Ｓ］で指定されたデータレジスタを先頭に送信用データテーブルとして使用します。 

 

 
・送信するデータは［Ｓ］で指定された送信データ格納エリアに、Ｆ０（ＭＶ）命令やＦ９５（ＡＳＣ）命令などを
使用して書き込んでください。 

 
 送信時の解説 
送信完了フラグＲ９０３９（Ｒ９０４９）がＯＮでＦ１５９（ＭＴＲＮ）命令の実行条件がＯＮのとき、次のように動作
します。 
（１） ［ｎ］が［Ｓ］にプリセットされます。また、受信完了フラグＲ９０３８（Ｒ９０４８）をＯＦＦとし、受信データ 
    数を０クリアします。 
（２） テーブルの［Ｓ＋１］の下位バイトから順にセットされているデータが送信されます。 
    ・送信中は送信完了フラグＲ９０３９（Ｒ９０４９）がＯＦＦになります。 
    ・システムレジスタＮｏ．４１３（Ｎｏ．４１４）で始端コードＳＴＸ有りに設定した場合、自動的にデータの 
     頭に始端コードが付加されます。 
    ・システムレジスタＮｏ．４１３（Ｎｏ．４１４）で指定した終端コードがデータの末尾に自動的に付加されま 
      す。 

 
 

（３） 指定した量のデータがすべて送信されると［Ｓ］の値が０になり、送信完了フラグＲ９０３９（Ｒ９０４９）が 
    ＯＮします。 

 
送信時に終端コードを付加しない場合、下記のいずれかの方法で指定してください。 
・送信するバイト数を負の値で指定してください。 
・送受信共に終端コードを付加しない場合、システムレジスタＮｏ．４１３、Ｎｏ．４１４で終端コード「無し」に 
 設定してください。 
 【 例 】８バイトのデータを終端コードを付けずに送信する場合のプログラム 

   
 

 ここがポイント！ 
・終端コード設定時は自動的に付加されますので、送信データに終端コードを含めないでください。 
・システムレジスタＮｏ．４１３または４１４で始端コードを「有」に指定した場合は、始端コードは自動的に 
 付加されますので、送信データに始端コードを含めないでください。 
・ 大送信バイト数［ｎ］は２０４８バイトです。 
・（  ）内に表記している接点番号はＣＯＭ２ポート用の接点です。 
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 データの受信の概要 
  ＣＯＭポートから受信されたデータは、システムレ

ジスタで指定した「受信バッファ」に格納され、
「受信完了フラグ」がＯＮします。 
「受信完了フラグ」がＯＦＦの場合、常時受信が可
能です。 
 

 受信用データテーブル（受信バッファ） 
上記のプログラムを実行した時のデータテーブルの状態です。 

・ＤＴ２００～ＤＴ２０４ を受信バッファとし 

 ます。システムレジスタの設定は次の通 

 りです。 

Ｎｏ．４１６：Ｋ２００ 

Ｎｏ．４１７：Ｋ５ 

 

 
 データ受信のサンプルプログラム 
ＣＯＭポート１を介して受信バッファに受信した１０バイトのデータをＤＴ０に読み出します。 

 
解説：上記のプログラムは、以下のような順序で動作します。 
１）外部機器からのデータを受信バッファに格納します。 
２）「受信完了Ｒ９０３８（Ｒ９０４８）」接点がＯＮする。 
３）受信バッファから受信したデータをデータレジスタのＤＴ０を先頭としたエリアに転送する。 
４）空データによるＦ１５９（ＭＴＲＮ）命令を実行し、受信バッファの書き込みポイントのリセットや「受信完了 
  Ｒ９０３８（Ｒ９０４８）」接点をＯＦＦし、次のデータ受信準備を行う。 
  （受信バッファ内のデータはクリアしません） 

 ご注意： 
受信完了フラグＲ９０３８（Ｒ９０４８）はスキャン途中でも変化しますのでご注意ください。 
例：入力条件として受信完了フラグを複数回使用する場合、同スキャン内で異なる状態が存在する可能 
   性があります。対策としてプログラム先頭で内部リレーに置き換えてください 
解説図 
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 データテーブル解説 
ＣＯＭポートに接続した外部機器から送られてくるデータは、受信バッファとして設定されているデータレジ
スタに格納されます。 

 
 ・受信バッファはデータレジスタを使用しま

す。指定は、システムレジスタＮｏ．４１６～４
１９で行います。 
・受信バッファの先頭アドレスには受信したデ
ータのバイト数が格納されます。初期値は０で
す。 
・受信したデータは、受信データ格納エリア
に下位バイトから順に格納されます。 

 
 

 受信時の解説 
受信完了フラグＲ９０３８（Ｒ９０４８）がＯＦＦの時、外部機器からデータが送られてくると次のように動作しま
す（ＲＵＮ後、第１スキャンではＲ９０３８（Ｒ９０４８）はＯＦＦになっています）。 
（１）受信バッファの２ワード目のエリアの、下位バイトから順に送られてくるデータが格納されます。 
   始端および終端コードは格納されません。 

 
（２）終端コードを受信すると、受信完了フラグＲ９０３８（Ｒ９０４８）がＯＮになります。これ以降、次のデータ 
   の受信は禁止されます。終端コード設定「無し」時は、受信完了フラグがＯＮしませんので、受信バイト 
   数を確認し、受信完了を判断してください。 
（３）Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令が実行されると受信完了フラグＲ９０３８（Ｒ９０４８）がＯＦＦになり（終端コード設定 
   「無し」時を除く）、受信バイト数がクリアされ、次のデータが受信バッファの下位バイトから順に格納され 
   ます。 

 
 

 「データを繰り返し受信する場合は以下の手順①～⑤を参考にしてください。 
①データを受信 
②受信完了（Ｒ９０３８・Ｒ９０４８：ＯＮ 、受信禁止） 
③受信したデータを処理 
④Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令を実行（Ｒ９０３８・Ｒ９０４８：ＯＦＦ 、受信可能） 
⑤次のデータを受信 

 
 

 受信準備について 
 ・外部機器からのデータの受信が完了すると受信

完了フラグＲ９０３８（Ｒ９０４８）がＯＮ になって、そ
れ以後のデータの受信を禁止します。 
・次のデータを受信するには、Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命
令を実行して、受信完了フラグＲ９０３８（Ｒ９０４８）
をＯＦＦにしてください。 

 

 ここがポイント！（  ）内に表記している接点番号はＣＯＭ２ポート用の接点です。 
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 ボードコントローラＢＸで送受信するデータについて 
ボードコントローラＢＸの送信バッファや受信バッファにアクセスする時には以下の４点にご注意ください。 

 
・伝送フォーマットの設定で「始端コード有り」を選択している時は、送信データの先頭に自動的にＳＴＸ（Ｈ

０２）が付加されて送信されます。 
・受信時はＳＴＸが付いていないデータを受信バッファに格納し、終端コードを受信した時点で、受信完了

フラグがＯＮします。終端コード設定「無し」選択時は、受信完了フラグは動作しません。 
ただし、データの途中にＳＴＸが入ってきた場合は、受信バイト数が０クリアされ受信バッファの先頭から
再度データを格納します。始端コード設定「ＳＴＸ無し」選択時は、途中でＳＴＸを受信してもクリアされる
ことはありません。 

・送信データの終端には、終端コードが自動的に付加されます。 
・受信バッファに格納されるデータには終端コードは付きません。 

 
 送信時 
送信バッファに書き込んだデータをそのまま送信します。 

 
【 例 】 外部機器に＂１２３４５＂というデータをＡＳＣＩＩコードで送る場合 
１．Ｆ９５（ＡＳＣ）命令を使って送信したいデータをＡＳＣＩＩコード変換してください。 

 
 

２．送信バッファをＤＴ１００としている場合は、その次のＤＴ１０１から２バイトずつデータレジスタの下位、上
位バイトの順に格納します。 

 
 
 

 受信時 
読み出される受信エリアのデータは、アスキーコードです。 
 
【 例 】ＲＳ２３２Ｃ機器から ＂１２３４５ ＣＲ＂ というデータが送られてきた場合 
 
・受信バッファをＤＴ２００としている場合は、受信したデータはＤＴ２０１から順に下位、上位バイトの順に 
 格納されます。 
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 シリアル通信時のフラグ動作解説 
 始端コード「ＳＴＸ無し」、終端コード「CR」に設定した場合 
受信時：各フラグ（受信完了フラグ、送信完了フラグ）とＦ１５９（ＭＴＲＮ）命令の関係 

 
 
・汎用シリアル通信は半二重方式でご使用ください。 
・受信完了フラグＲ９０３８（Ｒ９０４８）ＯＮ時は受信を禁止しています。 
・Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令が実行されると受信バイト数をクリアし、受信バッファのアドレス（書き込みポイン 
 タ）を先頭に戻します。 
・Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令を実行すると、エラーフラグＲ９０３７（Ｒ９０４７）、受信完了フラグＲ９０３８（Ｒ９０４８）、 
 送信完了フラグＲ９０３９（Ｒ９０４９）がＯＦＦになります。 
・ＭＴＲＮ命令実行中は二重に送信できません。送信完了フラグＲ９０３９（Ｒ９０４９）をご確認ください。 
・エラーフラグＲ９０３７（Ｒ９０４７）がＯＮしても受信は継続します。受信を再開する場合はＦ１５９（ＭＴＲＮ） 
 命令を実行し、エラーフラグをＯＦＦにしてください。 
 

 ご注意： 
受信完了フラグＲ９０３８（Ｒ９０４８）はスキャン途中でも変化しますのでご注意ください。 
例：入力条件として受信完了フラグを複数回使用する場合、同スキャン内で異なる状態が存在する可能性
があります。対策としてプログラム先頭で内部リレーに置き換えてください。 
 

 ここがポイント！ 
（  ）内に表記している接点番号はＣＯＭ２ポート用の接点です。 
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 始端コード「ＳＴＸ」、終端コード「ＥＴＸ」に設定した場合 
受信時：各フラグ（受信完了フラグ、送信完了フラグ）とＦ１５９（ＭＴＲＮ）命令の関係 

 
・データは順次、受信バッファに格納されていきますが、始端コードを受信した時点で受信バイト数を 
 クリアし、受信バッファのアドレス（書き込みポインタ）を先頭に戻します。 
・受信完了フラグＲ９０３８（Ｒ９０４８）ＯＮ時は受信を禁止しています。 
・Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令が実行されると受信バイト数をクリアし、受信バッファのアドレス（書き込みポインタ） 
 を先頭に戻します。 
・始端コードが２つある場合、後の始端コード以降のデータが上書きされ、受信バッファ内に格納されま 
 す。 
・Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令により受信完了フラグＲ９０３８（Ｒ９０４８）がＯＦＦされますので、終端コードの受信と 
 同時にＦ１５９（ＭＴＲＮ）命令を実行すると受信完了フラグは検出されません。 

 
送信時：各フラグ（受信完了フラグ、送信完了フラグ）とＦ１５９（ＭＴＲＮ）命令の関係 

 
・送信データに自動的に始端コード（ＳＴＸ）、終端コード（ＥＴＸ）を付加して外部へ送信します。 
・Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令を実行すると、送信完了フラグＲ９０３９（Ｒ９０４９）がＯＦＦになります。 
・Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令実行中は二重に送信はできません。送信完了フラグＲ９０３９（Ｒ９０４９）をご確認 
 ください。 

 ここがポイント！：（  ）内に表記している接点番号はＣＯＭ２ポート用の接点です。
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 ＣＯＭポート通信モードの切り替え 
Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令を実行して［汎用シリアル通信モード］と［コンピュータリンクモード］を切り替えできま
す。 
ｎ （送信バイト数）に「Ｈ８０００」を指定して実行してください。 

 
●汎用シリアル通信→コンピュータリンクへ切替 

   
 
●コンピュータリンク→汎用シリアル通信へ切替 

   

Ｒ９０３２またはＲ９０４２：ＣＯＭポート通信モードフラグ 「汎用シリアル通信モード」選択時ＯＮになります 
 
 

 ご注意：電源を投入した時は、システムレジスタＮｏ．４１２で選択した通信モードで動作します。 
          ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵモードへの切り替えはできません。 

 



7-45 

 

7.4.3 １：１通信での接続 （汎用シリアル通信） 

 システムレジスタの設定 
 

ＣＯＭ１ポートを使用する場合の設定 （ＡＢＸＣＯＭ２、ＡＢＸＣＯＭ３、ＡＢＸＣＯＭ５Ａ） 
番号 名称 設定値 

Ｎｏ．４１２ ＣＯＭ１ポート 通信モード 汎用通信 
Ｎｏ．４１３ ＣＯＭ１ポート 伝送フォーマット データ長--------------７ビット／８ビット 

パリティチェック------無し／奇数／偶数 
ストップビット----------１ビット／２ビット 
終端コード------------ＣＲ／ＣＲ＋ＬＦ／無し／ＥＴＸ 
始端コード------------ＳＴＸ無し／ＳＴＸ有り 

Ｎｏ．４１５ ＣＯＭ１ポート 通信速度 注１） ２４００ｂｐｓ ～ １１５２００ｂｐｓ 
Ｎｏ．４１６ ＣＯＭ１ポート 受信バッファ 

先頭アドレス 
ＤＴ０ ～ＤＴ３２７６４ (初期値 ＤＴ０)  

Ｎｏ．４１７ ＣＯＭ１ポート 受信バッファ容量 ０ワード～２０４８ワード （初期値 ２０４８ワード） 
 
 

ＣＯＭ２ポートを使用する場合の設定 （ＡＢＸＣＯＭ２、ＡＢＸＣＯＭ４、ＡＢＸＣＯＭ５Ａ） 
番号 名称 設定値 

Ｎｏ．４１２ ＣＯＭ２ポート 通信モード 汎用通信 
Ｎｏ．４１４ ＣＯＭ２ポート 伝送フォーマット データ長--------------７ビット／８ビット 

パリティチェック------無し／奇数／偶数 
ストップビット----------１ビット／２ビット 
終端コード------------ＣＲ／ＣＲ＋ＬＦ／無し／ＥＴＸ
始端コード------------ＳＴＸ無し／ＳＴＸ有り 

Ｎｏ．４１５ ＣＯＭ２ポート 通信速度 注１） ２４００ｂｐｓ ～ １１５２００ｂｐｓ 
Ｎｏ．４１８ ＣＯＭ２ポート 受信バッファ 

先頭アドレス 
ＤＴ０ ～ＤＴ３２７６４ (初期値 ＤＴ２０４８)  

Ｎｏ．４１９ ＣＯＭ２ポート 受信バッファ容量 ０ワード～２０４８ワード （初期値 ２０４８ワード） 
 

注１）ＳＹＳ１命令を使用すると、３００、６００、１２００ｂｐｓの通信速度も設定できます。 
   但し、その場合、システムレジスタ設定値は変更されません。 

 



7-46 

 
 外部機器との接続例＜当社製マイクロイメージチェッカとの１：１通信＞ 
 概要 
ボードコントローラＢＸと当社製マイクロイメージチェッカ Ａ２００／Ａ１００をＲＳ２３２Ｃケーブルで接続し、検
査の結果をボードコントローラＢＸのデータレジスタに格納します。 

 
 
・ボードコントローラＢＸ側から検査のスタートコマンド＂％ Ｓ CR＂ を送信すると、レスポンスとしてマイク
ロイメージチェッカから検査結果が送られてきます。 

 
マイクロイメージチェッカ側の伝送フォーマット設定例 
マイクロイメージチェッカの通信モードや伝送フォーマットの設定は、メインメニューから 
［５．環境］→［５．通信設定］を選択し、下記の項目を設定してください。 

番号 名称 設定値 
Ｎｏ．５１ 通信モード 標準モード 
Ｎｏ．５２ シリアル設定 通信速度------------９６００ｂｐｓ 

ビット長--------------８ビット 
ストップビット--------１ビット 
パリティチェック-----有り・奇数 
フロー制御-----------なし 

Ｎｏ．５３ シリアル出力設定 出力桁数--------------５桁 
無効桁の処理--------０で置換 
撮り込み完了出力----なし 
検査完了出力---------なし 
数値演算--------------出力 
判定出力--------------出力 

 

 ここがポイント！ 
・無効桁の処理を「削除」に設定すると出力データがゼロサプレス処理され、出力形式も変更 
 されます。必ず「０で置換」に設定してください。 
・外部へデータを出力する場合は数値演算する必要がありますので、数値演算は「出力」に 
 設定してください。 
・上記の設定では、マイクロイメージチェッカから以下のような内容のデータが出力されます。 
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 マイクロイメージチェッカ（Ａ２００／Ａ１００）との接続例 

 
＜ＡＢＸＣＯＭ２を使用する場合＞ ＲＳ２３２Ｃ ２チャンネルタイプ 

 
 
 

＜ＡＢＸＣＯＭ４を使用する場合＞ ＲＳ４８５ １チャンネル、 
 ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプ 

 

 
＜ＡＢＸＣＯＭ５Ａを使用する場合＞ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ、ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプ 
 

 
 

 

BX 側（９Ｐｉｎコネクタ） 

BX 側（９Ｐｉｎコネクタ） 
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 通信の手順 
ここではＣＯＭ１ポートにマイクロイメージチェッカを接続した場合を例として解説しています。 

  
 サンプルプログラム 
ここではＣＯＭ１ポートにマイクロイメージチェッカを接続した場合を例として解説しています。 

  
 各バッファの状態 
サンプルプログラム実行した場合の送信・受信の各バッファの状態は以下のようになります。 
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 外部機器との接続例＜当社製ＦＰシリーズＰＬＣとの１：１通信＞ 
 概要 
ボードコントローラＢＸと当社製ＦＰシリーズＰＬＣをＲＳ２３２Ｃで接続し、通信プロトコルであるＭＥＷＴＯＣＯ
Ｌ－ＣＯＭで通信を行います。 

 ご注意：簡単に通信できるコンピュータリンクのＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ機能をおすすめします。 

 
 
・ ボードコントローラＢＸ側からデータエリアの読み出しコマンド＂％０１＃ＲＤＤ０００００ ００００１＊＊ C

R＂ 
 を送信すると、レスポンスとして接続したＰＬＣのデータレジスタの値が送られてきます。例えば、ＰＬＣのＤ 
 Ｔ０に「Ｋ１００」、ＤＴ１に「Ｋ２００」が格納されている場合、コマンドのレスポンスとして＂％０１＄ＲＤ６４００ 
 Ｃ８００６Ｆ C

R＂が送られてきます。異常の場合は、＂％０１！○○＊＊ C
R＂が返されます（○○はエラ 

 ーコード）。 
・ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭには、データエリアの読み出しや書き込みコマンド以外にも、接点エリアの読み 
 出し・書き込みなど、各種コマンドが用意されています。 

 
 ＦＰシリーズＰＬＣ（ＦＰ０側）のシステムレジスタの設定 
ＣＯＭポートは、初期設定では「使用しない」になっています。汎用シリアル通信の１：１通信を行うには以
下のようにシステムレジスタを設定してください。 
ＦＰシリーズＰＬＣ（ＦＰ０側）の伝送フォーマット設定例 

番号 名称 設定値 
Ｎｏ．４１２ ＣＯＭポート 通信モード コンピュータリンク 
Ｎｏ．４１３ ＣＯＭポート 伝送フォーマット データ長 ８ビット 

パリティチェック 有り・奇数 
ストップビット １ビット 
終端コード ＣＲ 
始端コード ＳＴＸ無し 
 
注）通信するＢＸと同じ設定にして 
  ください。 

Ｎｏ．４１４ ＣＯＭポート 通信速度 １９２００ｂｐｓ 
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＜ＡＢＸＣＯＭ２を使用する場合＞ ＲＳ２３２Ｃ ２チャンネルタイプ 
・ＦＰ０ ＣＯＭポートとの接続 

 
 
 
 
 

＜ＡＢＸＣＯＭ４を使用する場合＞ ＲＳ４８５ １チャンネル、  
 ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプを使用する場合 
・ＦＰ０ ＣＯＭポートとの接続 

 

 
 

＜ＡＢＸＣＯＭ５Ａを使用する場合＞ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ、  
 ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプを使用する場合 
・ＦＰ０ ＣＯＭポートとの接続 
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 通信の手順 

ここではＣＯＭ１ポートに当社製ＦＰシリーズＰＬＣを接続し、相手側ＰＬＣのＤＴ０に「Ｋ１００」、ＤＴ１に「Ｋ
２００」が格納されている場合を例として解説しています。 
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 サンプルプログラム 
 ここではＣＯＭ１ポートに当社製ＦＰシリーズＰＬＣを接続した場合を例として解説しています。 

 

 各バッファの状態 
サンプルプログラムを実行した場合の送信・受信の各バッファの状態は以下のようになります。 

 

 



7-53 

 ここがポイント！ 
 

 レスポンスの内容 
相手側のＰＬＣのＤＴ０に Ｋ１００、ＤＴ１に Ｋ２００ が格納されている場合、上記のプログラムを実行する
と ＂％０１＄ＲＤ６４００Ｃ８００６Ｆ C

R＂ がレスポンスとして相手側ＰＬＣから送られてきます。 
なお、受信したデータは以下のようにデータレジスタに格納されます。 

 

 
 
 
 

 相手側ＰＬＣのデータレジスタ値の抽出 
上記のプログラムでは、ＤＴ１に格納されている文字列 ＂＄１＂ を比較命令で検出し、正常なレスポンス
として判断した場合のみ、相手側ＰＬＣからのレスポンス内のデータ部分をＦ７２（ＡＨＥＸ）１６進アスキー 
→ ＨＥＸ変換命令で１６進データに変換してＤＴ５０、ＤＴ５１に格納します。 

 

 
 

異常の場合は、レスポンスとして ＂％０１！○○□□ C
R＂ が返されます。 

（○○の部分にはエラーコード、□□にはＢＣＣが入ります） 
 

 ご注意：簡単に通信できるコンピュータリンクのＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ機能をおすすめします。 
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 ＤＴ５０，５１の値を相手ＰＬＣのＤＴ０，１に書き込みます。 
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7.4.4 １：Ｎ通信での接続 （汎用シリアル通信） 

 概要 
ボードコントローラＢＸとユニットＮｏ．（局番）を持つ外部機器とをＲＳ４８５ケーブルで渡り配線します。接続
した機器に合わせたプロトコルを使用し、Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令を使ってデータの送受信を行います。 

 

 

 参 照：＜７．２．１ ＲＳ４８５ポート使用時の注意＞ 
 

 システムレジスタの設定 
・ＣＯＭ１ポートは、初期設定ではコンピュータリンクモードになっています。 
ＣＯＭ１ポートを使用する場合の設定（ＡＢＸＣＯＭ３、ＡＢＸＣＯＭ４、ＡＢＸＣＯＭ６） 

番号 名称 設定値 
Ｎｏ．４１２ ＣＯＭ１ポート 通信モード 汎用通信 
Ｎｏ．４１３ ＣＯＭ１ポート 伝送フォーマット データ長---------------７ビット／８ビット 

パリティチェック-------無し／奇数／偶数 
ストップビット-----------１ビット／２ビット 
終端コード-------------ＣＲ／ＣＲ＋ＬＦ／無し／EＴＸ
始端コード--------------ＳＴＸ無し／ＳＴＸ有り 

Ｎｏ．４１５ ＣＯＭ１ポート 通信速度 注３） ２４００ｂｐｓ ～ １１５２００ｂｐｓ 
Ｎｏ．４１６ ＣＯＭ１ポート 受信バッファ 

先頭アドレス 
ＤＴ０ ～ ＤＴ３２７６４ (初期値 ＤＴ０) 

Ｎｏ．４１７ ＣＯＭ１ポート 受信バッファ容量 ０ワード～２０４８ワード 
注１）伝送フォーマットと通信速度については、接続する機器に合わせて設定してください。 
注２）ＡＢＸＣＯＭ３、ＡＢＸＣＯＭ４、ＡＢＸＣＯＭ６の終端局は、通信ボード内ディップスイッチで設定し 

ます。 
注３）ＳＹＳ１命令を使用すると、３００、６００、１２００ｂｐｓの通信速度も設定できます。 
   但し、その場合、システムレジスタは変更されません。 

 
ＣＯＭ２ポートを使用する場合の設定（ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ、ＡＢＸＣＯＭ６） 

番号 名称 設定値 
Ｎｏ．４１２ ＣＯＭ２ポート 通信モード 汎用通信 
Ｎｏ．４１４ ＣＯＭ２ポート 伝送フォーマット データ長---------------７ビット／８ビット 

パリティチェック-------無し／奇数／偶数 
ストップビット-----------１ビット／２ビット 
終端コード-------------ＣＲ／ＣＲ＋ＬＦ／無し／EＴＸ
始端コード--------------ＳＴＸ無し／ＳＴＸ有り 

Ｎｏ．４１５ ＣＯＭ２ポート 通信速度 ２４００ｂｐｓ ～ １１５２００ｂｐｓ 
Ｎｏ．４１８ ＣＯＭ２ポート 受信バッファ 

先頭アドレス 
ＤＴ０ ～ ＤＴ３２７６４ (初期値 ＤＴ２０４８) 

Ｎｏ．４１９ ＣＯＭ２ポート 受信バッファ容量 ０ワード～２０４８ワード (初期値 ２０４８ワード) 
注１）ＳＹＳ１命令を使用すると、３００、６００、１２００ｂｐｓの通信速度も設定できます。 
   但し、その場合、システムレジスタ設定値は変更されません。 
注２）ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ、ＡＢＸＣＯＭ６のＣＯＭ２ポートの設定値は、９６００ｂｐｓ、１９２００ｂｐｓ、１１５２００ｂｐｓの
みです。また、ボード表面スイッチとシステムレジスタの両方を同じ通信速度に設定してください。 
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7.5 通信機能３ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク機能 
7.5.1 ＰＣ（ＰＬＣ）リンクについて 

 概要 
・ボードコントローラＢＸ間をツイストペアケーブルで結ぶリンクシステムです。 
・「リンクリレー（Ｌ）」と「リンクレジスタ（ＬＤ）」を使用し、ボードコントローラＢＸ間でデータを共有します。 
・ ＰＣ（ＰＬＣ）リンクでは、１台のボードコントローラＢＸのリンクリレー・リンクレジスタの状態がネットワーク上の
その他のボードコントローラＢＸに自動的に反映されます。 

・ 初期設定ではＰＣ（ＰＬＣ）リンクを使用できる状態ではありませんので、システムレジスタ「ＣＯＭ１ポート設
定」通信モードＮｏ．４１２で「ＰＣリンク」に変更してください。 

・ 各ボードコントローラＢＸのユニットＮｏ．（局番）やリンクエリアの割り付けは、局番設定スイッチやシステム
レジスタで設定します。 

・ＣＯＭ１ポートのみ対応しています。 

 
 ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの動作について 
リンクリレー １台のボードコントローラＢＸのリンクリレー接点をＯＮにすると、ネットワーク上に存在する 
            その他のボードコントローラＢＸの同じリンクリレーがＯＮします。 
リンクレジスタ １台のボードコントローラＢＸのリンクレジスタの内容を書き換えると、ネットワーク上に存在 
            するその他のボードコントローラＢＸの同じリンクレジスタが書き換えた値に変更されます。 
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7.5.2 通信環境の設定 

 通信モードの設定 
ＣＯＭ１ポートは、初期設定ではコンピュータリンクモードになっています。 
通信モードの設定は、プログラミングツールのＦＰＷＩＮ ＧＲで行います。メニューバーの［オプション（Ｏ）］
→［ＰＬＣシステムレジスタ設定］を選択し、［ＣＯＭ１ポート設定］タブをクリックしてください（ＰＣ（ＰＬＣ）リンク
は、ＣＯＭ１ポートでのみ使用できます）。 

 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックス 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎｏ．４１２ 通信モード 
ＣＯＭ１ポートの通信モードを選択します。 

ボタンをクリックし、表示されるプルダウンメニューの中から「ＰＣリンク」を選択してください。 
 
 

 ここがポイント！ 
・ＰＣ（ＰＬＣ）リンク時、伝送フォーマットおよび通信速度は、以下のように固定になります。 
 

番号 名称 設定値 
Ｎｏ．４１３ ＣＯＭ１ポート 伝送フォーマット データ長---------------８ビット 

パリティチェック-------奇数 
ストップビット-----------１ビット 
終端コード-------------ＣＲ 
始端コード--------------ＳＴＸ無し 

Ｎｏ．４１５ ＣＯＭ１ポート 通信速度 １１５２００ｂｐｓ 
注１）ＡＢＸＣＯＭ３、ＡＢＸＣＯＭ４の終端局は、通信ボード内ディップスイッチで設定します。 
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 ユニットＮｏ．（局番）の設定 
ＣＯＭポートの「ユニットＮｏ．（局番）」は、システムレジスタの初期設定で「１」になっています。 
伝送路に複数のボードコントローラを接続するＰＣ（ＰＬＣ）リンクでは、それぞれのボードコントローラＢＸを
識別するための「ユニットＮｏ．（局番）」の設定が必要です。 
 
設定は、ＳＹＳ１命令とシステムレジスタのいずれかで行います。 
 
注１）ユニットＮｏ．（局番）設定の優先順位は、 
   ＳＹＳ１命令 ＞ システムレジスタの順となります。 
注２）１番から順に切れ目のないように連続的に設定してください。 
   空き番号があると、伝送時間が相対的に長くなります。 
注３）１６台より少ない台数でリンクする場合、 
   システムレジスタＮｏ．４７ の初期設定値「１６」を 大ユニットＮｏ．に変更することで 
   伝送時間を短縮できます。 

 
 

 
 

ユニットＮｏ．（局番）は、ネットワーク上でボードコントローラＢＸを識別するための固有の番号です。ひとつ
のネットワークで番号が重ならないように設定してください。 
 

 

 ご注意：ＲＳ２３２Ｃ／ＲＳ４２２でのＰＣ（ＰＬＣ）リンクは局数２台になります。 
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 システムレジスタによる設定 
 
ＦＰＷＩＮ ＧＲでのユニットＮｏ．（局番）の設定は、 
メニューバーの［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定］を選択し、 
［ＣＯＭ１ポート設定］タブをクリックしてください。 
 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックス 

 
Ｎｏ．４１０ （ＣＯＭ１ポート用） ユニットＮｏ．（局番）の設定 

ボタンをクリックし、表示されるプルダウンメニューの １～１６ の中からユニットＮｏ．（局番）を選択してく
ださい。 
注１）１番から順に切れ目のないように連続的に設定してください。 
    空き番号があると、伝送時間が相対的に長くなります。 
注２）１６台より少ない台数でリンクする場合、システムレジスタＮｏ．４７ の初期設定値「１６」を 
    大ユニットＮｏ．に変更することで伝送時間を短縮できます。 
 
 
 
 ＳＹＳ１命令による設定 

 

 参 照：＜当社製ＦＰシリーズ命令語マニュアル(総合編) ＡＲＣＴ１Ｆ３５３＞ 
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 リンクリレー、リンクレジスタの割り付け 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクで使用されるリンクリレー／リンクレジスタは、コントロールボードＢＸのリンクエリアに割り付
けられます。リンクエリアの割り付けは、コントロールボードＢＸのシステムレジスタを設定することにより行わ
れます。 
 
システムレジスタ表 

番号 名称 初期値 設定値 
４０ 通信に使用するリンクリレーの範囲指定 ０ ０～６４ワード 
４１ 通信に使用するリンクレジスタの範囲指定 ０ ０～１２８ワード

４２ リンクリレー送信開始Ｎｏ．（先頭ワードＮｏ．） ０ ０～６３ 
４３ リンクリレー送信サイズ ０ ０～６４ワード 
４４ リンクレジスタ送信開始Ｎｏ．（先頭Ｎｏ．） ０ ０～１２７ 
４５ リンクレジスタ送信サイズ ０ ０～１２８ワード

４６ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク切替フラグ 標準 標準：前半 
逆転：後半 

Ｐ
Ｃ
（Ｐ
Ｌ
Ｃ
） 

リ
ン
ク
０
用 ４７ ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 大局番の設定 １６ １～１６   注） 

４６ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク切替フラグ 標準 標準：前半 
逆転：後半 

５０ 通信に使用するリンクリレーの範囲指定 ０ ０～６４ワード 
５１ 通信に使用するリンクレジスタの範囲指定 ０ ０～１２８ワード

５２ リンクリレー送信開始Ｎｏ．（先頭ワードＮｏ．） ６４ ６４～１２７ 
５３ リンクリレー送信サイズ ０ ０～６４ワード 
５４ リンクレジスタ送信開始Ｎｏ．（先頭Ｎｏ．） １２８ １２８～２５５ 
５５ リンクレジスタ送信サイズ ０ ０～１２８ワード

Ｐ
Ｃ
（Ｐ
Ｌ
Ｃ
） 

リ
ン
ク
１
用 ５７ ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 大局番の設定 １６ １～１６   注） 

注）ＰＣ（ＰＬＣ）リンクする全ボードコントローラＢＸにリンク内 大局番は同じ値を設定してください。 
 
 
リンクエリア構成 
 

 
 
・ リンクエリアにはリンクリレー／リンクレジスタ用があり、ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０用、ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１用の領域
に分かれ、それぞれのユニットで使用します。 

・ ＰＣ（ＰＬＣ）０リンク用、ＰＣ（ＰＬＣ）１リンク用のそれぞれ領域で、リンクリレー 大１０２４点（６４ワード）、リン
クレジスタ１２８ワードが使用可能です。 
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【割り付け例】 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク機能の領域は、送信エリアと受信エリアに分けて使用します。 
リンクリレーやリンクレジスタは、送信エリアから他のボードコントローラＢＸの受信エリアへ伝送されます。 
受信する側では送信側と同じ番号のリンクリレー、リンクレジスタが受信エリアであることが必要です。 
 
 ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０用の場合 
リンクリレー割り付け 

 
 
システムレジスタ 

各ボードコントローラ設定値 
番号 名称 

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ 
Ｎｏ．４０ リンクリレー使用範囲 ６４ ６４ ６４ ６４ 
Ｎｏ．４２ リンクリレー送信開始ワードＮｏ． ０ ２０ ４０ ０ 
Ｎｏ．４３ リンクリレー送信サイズ ２０ ２０ ２４ ０ 
注）Ｎｏ．４０（リンクリレー使用範囲）は全ユニット同じ範囲に設定してください。 

 
リンクレジスタ割り付け 

 
 
システムレジスタ 

各ボードコントローラ設定値 
番号 名称 

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ 
Ｎｏ．４１ リンクレジスタ使用範囲 １２８ １２８ １２８ １２８ 
Ｎｏ．４４ リンクレジスタ送信開始Ｎｏ． ０ ４０ ８０ ０ 
Ｎｏ．４５ リンクレジスタ送信サイズ ４０ ４０ ４８ ０ 
注）Ｎｏ．４１（リンクレジスタ使用範囲）は全ユニット同じ範囲に設定してください。 
 
上記のようにリンクエリアを割り付けた場合、Ｎｏ．１の送信エリアはＮｏ．２、Ｎｏ．３、Ｎｏ．４の受信エリアに
送信可能です。また、Ｎｏ．１の受信エリアはＮｏ．２、Ｎｏ．３の送信エリアからの受信が可能です。 
Ｎｏ．４は受信エリアのみの割り付けなので、Ｎｏ．１、Ｎｏ．２、Ｎｏ．３からのデータを受信できますが、他局
への送信はできません。 
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 ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１用の場合 
 
リンクリレー割り付け 

 
 
システムレジスタ 

各コントロールユニット設定値 
番号 名称 

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ 
Ｎｏ．５０ リンクリレー使用範囲 ６４ ６４ ６４ ６４ 
Ｎｏ．５２ リンクリレー送信開始ワードＮｏ． ６４ ８４ １０４ ６４ 
Ｎｏ．５３ リンクリレー送信サイズ ２０ ２０ ２４ ０ 
注）Ｎｏ．５０（リンクリレー使用範囲）は全ユニット同じ範囲に設定してください。 

 
リンクレジスタ割り付け 

 
 
システムレジスタ 

各コントロールユニット設定値 
番号 名称 

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ 
Ｎｏ．５１ リンクレジスタ使用範囲 １２８ １２８ １２８ １２８ 
Ｎｏ．５４ リンクレジスタ送信開始Ｎｏ． １２８ １２８ ２０８ １２８ 
Ｎｏ．５５ リンクレジスタ送信サイズ ４０ ４０ ４８ ０ 
注）Ｎｏ．５１（リンクレジスタ使用範囲）は全ユニット同じ範囲に設定してください。 
 
上記のようにリンクエリアを割り付けた場合、Ｎｏ．１の送信エリアはＮｏ．２、Ｎｏ．３、Ｎｏ．４の受信エリアに
送信可能です。また、Ｎｏ．１の受信エリアはＮｏ．２、Ｎｏ．３の送信エリアからの受信が可能です。 
Ｎｏ．４は受信エリアのみの割り付けなので、Ｎｏ．１、Ｎｏ．２、Ｎｏ．３からのデータを受信できますが、他局
への送信はできません。 
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 リンクエリアの一部のみを使用する場合 
リンクエリアはＰＣ（ＰＬＣ）リンク用に用意され、リンクリレー１０２４点（６４ワード）、リンクレジスタ１２８ワードが
使用可能ですが、必ずしも全領域を確保する必要はありません。 
領域確保しない部分は以下のように内部リレー／内部レジスタとして使用できます。 

 
リンクリレー割り付け 

 番号 名称 Ｎｏ．１ 
 Ｎｏ．４０ リンクリレー使用範囲 ５０ 
 Ｎｏ．４２ リンクリレー送信開始ワードＮｏ． ２０ 
 Ｎｏ．４３ リンクリレー送信サイズ ２０ 

 

 上記設定の場合、ＷＬ５０～６３の１４ワード（２２４点）が
内部リレーとして使用可能です。 

 
リンクレジスタ割り付け 

 番号 名称 Ｎｏ．１ 
 Ｎｏ．４１ リンクレジスタ使用範囲 １００ 
 Ｎｏ．４４ リンクレジスタ送信開始 No. ４０ 
 Ｎｏ．４５ リンクレジスタ送信サイズ ４０ 

 

 上記設定の場合、ＬＤ１００～１２７の２８ワードが内部レ
ジスタとして使用可能です。 
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 ご注意：リンクエリア割り付け時のご注意 
リンクエリアの割り付けに間違いがあると、エラーが発生して通信できません。 

 
 

 送信エリアの重複は避けてください 
送信エリアから他のボードコントローラＢＸの受信エリアへ伝送する時、受信側で同じ番号のリンクリレー、リ
ンクレジスタが受信エリアにあることが必要です。 
下記の例では、Ｎｏ．２とＮｏ．３のリンクリレー間で重複しているエリアがあるため、エラーが発生して通信不
可になります。 

 
リンクリレー割り付け 

 
 
 
システムレジスタ 

各ボードコントローラの設定値 
番号 名称 

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ 
Ｎｏ．４０ リンクリレー使用範囲 ６４ ６４ ６４ 
Ｎｏ．４２ リンクリレー送信開始ワードＮｏ． ０ ２０ ３０ 
Ｎｏ．４３ リンクリレー送信サイズ ２０ ２０ ３４ 

 
 

 不可能な割り付け 
以下のような割り付けは、リンクリレー／リンクレジスタ共にできません。 

 
同一のボードコントローラＢＸで送信エリアを分割した割り付け 

 

 
 

送受信エリアを複数に分割した割り付け 
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 ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 大ユニットＮｏ．(局番)の設定 
システムレジスタＮｏ．４７（ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１用はシステムレジスタＮｏ．５７）で、 大ユニットＮｏ．(局番)の
設定ができます。 

 
【 設定例 】 

リンク台数 設定内容 

２台でリンクする場合 
１台目：ユニットＮｏ．１を設定 
２台目：ユニットＮｏ．２を設定 
それぞれの 大ユニットＮｏ．は「２」を設定する。 

４台でリンクする場合 

１台目：ユニットＮｏ．１を設定 
２台目：ユニットＮｏ．２を設定 
３台目：ユニットＮｏ．３を設定 
４台目：ユニットＮｏ．４を設定 
それぞれの 大ユニットＮｏ．は「４」を設定する。 

Ｎ台でリンクする場合 Ｎ台目：ユニットＮｏ．Ｎを設定 
それぞれの 大ユニットＮｏ．は「Ｎ」を設定する。 

 

 ご注意： 
・ユニットＮｏ．は、１番から順に切れ目のないように連続的に設定してください。空き番号があると、伝送時 
 間が相対的に長くなります。 
・ １６台より少ない台数でリンクする場合、システムレジスタＮｏ．４７（ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１用はシステムレジスタ 
 Ｎｏ．５７）に 大ユニットＮｏ．を設定することで伝送時間を短縮できます。 
・リンクする全ボードコントローラＢＸの 大ユニットＮｏ．については、すべて同じ値を設定してください。 
・１６台より少ない台数でリンクし 大ユニットＮｏ．を設定しない場合（デフォルト＝１６）、あるいは 大ユニ 
 ットＮｏ．を設定しているがユニットＮｏ．（局番）設定が連続でない場合、あるいは連続でユニットＮｏ．（局 
 番）設定しているが電源が入っていない局がある場合は、ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの応答時間（リンクの伝送サイ 
 クル）が長くなります。 

 

 参 照：＜７．５．５ ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの応答時間＞ 
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7.5.3 ＰＣ（ＰＬＣ）リンク時のモニタについて 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク時は、以下の接点でリンクの動作状況をモニタできます。 
 
 伝送保証リレー  
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０用：Ｒ９０６０～Ｒ９０６Ｆ（ユニットＮｏ．（局番）１～１６に対応） 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１用：Ｒ９０８０～Ｒ９０８Ｆ（ユニットＮｏ．（局番）１～１６に対応） 
各ボードコントローラＢＸで、別の局の送信データを使用する場合は、対象局の伝送保証リレーがＯＮして
いることを確認して使用するようにしてください。 

リレー番号 Ｒ９０６０ Ｒ９０６１ Ｒ９０６２ Ｒ９０６３ Ｒ９０６４ Ｒ９０６５ Ｒ９０６６ Ｒ９０６７ Ｒ９０６８ Ｒ９０６９ Ｒ９０６ＡＲ９０６Ｂ Ｒ９０６Ｃ Ｒ９０６Ｄ Ｒ９０６Ｅ Ｒ９０６Ｆ

対応局番 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

ＯＮ／ＯＦＦ 
条件 

 ＯＮ ：ＰＣ（ボードコントローラ）リンクが正常時 
 ＯＦＦ：停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき 

 
 
 動作モードリレー  
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０用：Ｒ９０７０～Ｒ９０７Ｆ（ユニットＮｏ．（局番）１～１６に対応） 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１用：Ｒ９０９０～Ｒ９０９Ｆ（ユニットＮｏ．（局番）１～１６に対応） 
各ボードコントローラＢＸで、他局のボードコントローラＢＸの動作モード（ＲＵＮ／ＰＲＯＧ．）を知ることがで
きます。 
 

リレー番号 Ｒ９０７０ Ｒ９０７１ Ｒ９０７２ Ｒ９０７３ Ｒ９０７４ Ｒ９０７５ Ｒ９０７６ Ｒ９０７７ Ｒ９０７８ Ｒ９０７９ Ｒ９０７ＡＲ９０７Ｂ Ｒ９０７Ｃ Ｒ９０７Ｄ Ｒ９０７Ｅ Ｒ９０７Ｆ

対応局番 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

ＯＮ／ＯＦＦ 
条件 

 ＯＮ ：ユニットがＲＵＮモードのとき 
 ＯＦＦ：ユニットがＰＲＯＧ．モードのとき 

 
 
 ＰＣ（ＰＬＣ）リンク伝送異常リレー Ｒ９０５０（リンク１） 
伝送中に異常を検知した場合にＯＮになります。 
 

リレー番号 Ｒ９０５０ 

対応局番 １ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

ＯＮ／ＯＦＦ条件 

 ＯＮ ：ＰＣ（ＰＬＣ）リンクにて伝送異常が発生した場合および 

           ＰＣ（ＰＬＣ）リンクエリアの設定に異常があるとき 

 ＯＦＦ：伝送異常がないとき 

 

 

 ここがポイント！： ＰＣ（ＰＬＣ）リンク状態モニタ 
ＦＰＷＩＮ ＧＲのステータスモニター画面で、ＰＣ（ＰＬＣ）リンクスイッチを押下げると、伝送サイクル 
時間や、異常発生回数などのＰＣ（ＰＬＣ）リンクの状態がモニタできます。 
 

 

 ご注意：プログラミングツールから、リンクしている他のボードコントローラＢＸに対してのリモートプログ 
          ラミングはできません。 
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7.5.4 ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの接続例 

 ３台のＰＬＣでリンクを行う場合 
リンクリレーを利用し、ユニットＮｏ．１のボードコントローラＢＸのＸ１がＯＮするとユニットＮｏ．２のボードコン
トローラＢＸのＹ０をＯＮ。 
ユニットＮｏ．１のボードコントローラＢＸのＸ２がＯＮするとユニットＮｏ．３のボードコントローラＢＸのＹ０をＯ
Ｎさせます。 

 

 

 
 システムレジスタの設定 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク時、伝送フォーマットおよび通信速度は、以下のように固定になります。 

番号 名称 設定値 
Ｎｏ．４１３ ＣＯＭ１ポート 伝送フォーマット データ長---------------８ビット 

パリティチェック-------奇数 
ストップビット-----------１ビット 
終端コード-------------ＣＲ 
始端コード-------------ＳＴＸ無し 

Ｎｏ．４１５ ＣＯＭ１ポート 通信速度 １１５２００ｂｐｓ 
 
 

ユニットＮｏ．（局番）、通信モードの設定 
ユニットＮｏ．１の設定 

番号 名称 設定値 
Ｎｏ．４１０ ＣＯＭ１ポート ユニットＮｏ．  １ 
Ｎｏ．４１２ ＣＯＭ１ポート 通信モード ＰＣリンク 

 
ユニットＮｏ．２の設定 

番号 名称 設定値 
Ｎｏ．４１０ ＣＯＭ１ポート ユニットＮｏ．  ２ 
Ｎｏ．４１２ ＣＯＭ１ポート 通信モード ＰＣリンク 

 
ユニットＮｏ．３の設定 

番号 名称 設定値 
Ｎｏ．４１０ ＣＯＭ１ポート ユニットＮｏ．  ３ 
Ｎｏ．４１２ ＣＯＭ１ポート 通信モード ＰＣリンク 

 

 ここがポイント！：ＰＣ（ＰＬＣ）リンクで接続する各ボードコントローラＢＸのユニットＮｏ．（局番）は 
                重ならないように連続で設定してください。 
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 リンクエリアの割り付け 
リンクリレー割り付け 

 
 
システムレジスタ 

各ボードコントローラ設定値 
番号 名称 

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ 
Ｎｏ．４０ リンクリレーのリンク使用範囲 ６４ ６４ ６４ 

Ｎｏ．４２ リンクリレーの送信開始Ｎｏ． ０ ２０ ４０ 

Ｎｏ．４３ リンクリレーの送信サイズ ２０ ２０ ２４ 

 
リンクレジスタ割り付け 

 
 
システムレジスタ 

各ボードコントローラ設定値 
番号 名称 

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ 
Ｎｏ．４１ リンクレジスタのリンク使用範囲 １２８ １２８ １２８ 
Ｎｏ．４４ リンクレジスタの送信開始Ｎｏ． ０ ４０ ８０ 
Ｎｏ．４５ リンクレジスタの送信サイズ ４０ ４０ ４８ 

 
 大ユニットＮｏ．(局番)の設定 

番号 名称 設定値 
Ｎｏ．４７ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 大ユニットＮｏ．(局番)の設定 ３ 

 
 

 終端局の設定 
終端局の設定はボード内のディップスイッチにて行います。 

 

 
 

 参 照：スイッチについて＜７．１．３ 通信ボードの種類 ■ＡＢＸＣＯＭ３／ＣＯＭ４＞ 

 



7-69 

 

 サンプルプログラム 
 

 ユニットＮｏ．１のボードコントローラＢＸのプログラム 
Ｘ１が入力されるとリンクリレーのＬ０をＯＮ、Ｘ２が入力されるとリンクリレーのＬ１をＯＮします。 

 
 
 

 ユニットＮｏ．２のボードコントローラＢＸのプログラム 
リンクリレーのＬ０のＯＮにより、Ｙ０を出力します。 

 
 
 

 ユニットＮｏ．３のボードコントローラＢＸのプログラム 
リンクリレーのＬ１のＯＮにより、Ｙ０を出力します。 

 

･局番 No．2 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ運転開始 

･局番 No．3 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ運転開始 
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7.5.5 ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの応答時間 
１伝送サイクル時間（Ｔ）の 大値は、下記の計算式で算出できます。 

 
 
計算式のそれぞれの項目は以下のように算出します。 
 
①Ｔｓ （１局あたりの伝送時間） 
Ｔｓ＝スキャンタイム＋Ｔｐｃ （ＰＣ（ＰＬＣ）リンク送信時間） 
 
Ｔｐｃ＝Ｔｔｘ （１バイトあたりの送信時間）×Ｐｃｍ （ＰＣ（ＰＬＣ）リンク送信バイトサイズ） 
    Ｔｔｘ＝１／（伝送速度ｋｂｐｓ×１０００）×１１ｍｓ …１１５．２ｋｂｐｓ時 約０．０９６ｍｓ 
    Ｐｃｍ＝２３＋（リレーワード数＋レジスタワード数）×４ （アスキーコードなので４倍） 
 
②Ｔｌｔ （リンクテーブル送信時間） 
Ｔｌｔ＝Ｔｔｘ （１バイトあたりの送信時間）×Ｌｔｍ （リンクテーブル送信サイズ） 
 
    Ｔｔｘ＝１／（伝送速度ｋｂｐｓ×１０００）×１１ｍｓ …１１５．２ｋｂｐｓ時 約０．０９６ｍｓ 
    Ｌｔｍ＝１３＋２×ｎ （ｎ＝加入局数） 
 
③Ｔｓｏ （親局スキャンタイム） 
プログラミングツールでご確認ください。 
 
④Ｔｌｋ （リンク加入処理時間） …未加入局がない場合は Ｔｌｋ＝０ 
Ｔｌｋ＝Ｔｌｃ （リンク加入コマンド送信時間）＋Ｔｗｔ （加入待ち時間） 
           ＋Ｔｌｓ （リンク異常停止コマンド送信時間）＋Ｔｓｏ （親局スキャンタイム） 
 
    Ｔｌｃ＝１０×Ｔｔｘ （１バイトあたりの送信時間） 
    Ｔｔｘ＝１／（伝送速度ｋｂｐｓ×１０００）×１１ｍｓ …１１５．２ｋｂｐｓ時 約０．０９６ｍｓ 
    Ｔｗｔ＝初期値４００ｍｓ （ＳＹＳレジ命令で変更可能） 
    Ｔｌｓ＝７×Ｔｔｘ （１バイトあたりの送信時間） 
    Ｔｔｘ＝１／（伝送速度ｋｂｐｓ×１０００）×１１ｍｓ …１１５．２ｋｂｐｓ時 約０．０９６ｍｓ 
    Ｔｓｏ＝親局スキャンタイム 
 
＜算出例１＞ 
１６台リンク未加入局なしで、 大ユニットＮｏ．＝１６、リレー／レジスタ均等配分、各ボードコントローラＢＸスキャンタイム１ｍｓの場合 
Ｔｔｘ＝０．０９６  各Ｐｃｍ＝２３＋（４＋８）×４＝７１バイト 
Ｔｐｃ＝Ｔｔｘ×Ｐｃｍ＝０．０９６×７１≒６．８２ｍｓ 
各Ｔｓ＝１＋６．８２＝７．８２ｍｓ  Ｔｌｔ＝０．０９６×（１３＋２×１６）＝４．３２ｍｓ 
 
上記の条件により、１伝送サイクル時間（Ｔ）の 大値は、 
   Ｔ 大＝７．８２×１６＋４．３２＋１＝１３０．４４ｍｓ 
となります。 
 
＜算出例２＞ 
１６台リンク未加入局なしで、 大ユニットＮｏ．＝１６、リレー／レジスタ均等配分、各ボードコントローラＢＸスキャンタイム５ｍｓの場合 
Ｔｔｘ＝０．０９６  各Ｐｃｍ＝２３＋（４＋８）×４＝７１バイト 
Ｔｐｃ＝Ｔｔｘ×Ｐｃｍ＝０．０９６×７１≒６．８２ｍｓ 
各Ｔｓ＝５＋６．８２＝１１．８２ｍｓ  Ｔｌｔ＝０．０９６×（１３＋２×１６）＝４．３２ｍｓ 
 
上記の条件により、１伝送サイクル時間（Ｔ）の 大値は、 
   Ｔ 大＝１１．８２×１６＋４．３２＋５＝１９８．４４ｍｓ 
となります。 
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＜算出例３＞ 
１６台リンク未加入局１台あり、 大ユニットＮｏ．＝１６、リレー／レジスタ均等配分、各ボードコントローラスＢＸスキャンタイム５ｍｓ

の場合 
Ｔｔｘ＝０．０９６  各Ｔｓ＝５＋６．８２＝１１．８２ｍｓ   
Ｔｌｔ＝０．０９６×（１３＋２×１５）≒４．１３ｍｓ 
Ｔｌｋ＝０．９６＋４００＋０．６７＋５≒４０７ｍｓ 
注：加入待ち時間デフォルト値＝４００ｍｓ 
 
上記の条件により、１伝送サイクル時間（Ｔ）の 大値は、 
Ｔ 大＝１１．８２×１５＋４．１３＋５＋４０７＝５９３．４３ｍｓ 
となります。 
 
＜算出例４＞ 
８台リンク未加入局なし、 大ユニットＮｏ．＝８、リレー／レジスタ均等配分、各ボードコントローラＢＸスキャンタイム５ｍｓの場合 
Ｔｔｘ＝０．０９６  各Ｐｃｍ＝２３＋（８＋１６）×４＝１１９バイト 
Ｔｐｃ＝Ｔｔｘ×Ｐｃｍ＝０．０９６×１１９≒１１．４３ｍｓ 
各Ｔｓ＝５＋１１．４３＝１６．４３ｍｓ  Ｔｌｔ＝０．０９６×（１３＋２×８）≒２．７９ｍｓ 
 
上記の条件により、１伝送サイクル時間（Ｔ）の 大値は、 
Ｔ 大＝１６．４３×８＋２．７９＋５＝１３９．２３ｍｓ 
となります。 
 
＜算出例５＞ 
２台リンク未加入局なし、 大ユニットＮｏ．＝２、リレー／レジスタ均等配分、各ボードコントローラＢＸスキャンタイム５ ｍｓの場合 
Ｔｔｘ＝０．０９６  各Ｐｃｍ＝２３＋（３２＋６４）×４＝４０７バイト 
Ｔｐｃ＝Ｔｔｘ×Ｐｃｍ＝０．０９６×４０７≒３９．０７２ｍｓ 
各Ｔｓ＝５＋３９．０７２＝４４．０７２ｍｓ  Ｔｌｔ＝０．０９６×（１３＋２×２）≒１．６３２ｍｓ 
 
上記の条件により、１伝送サイクル時間（Ｔ）の 大値は、 
Ｔ 大＝４４．０７２×２＋１．６３２＋５＝９４．７７６ｍｓ 
となります。 
 
＜算出例６＞ 
２台リンク未加入局なし、 大ユニットＮｏ．＝２、リレー３２点／レジスタ２Ｗ均等配分、各ボードコントローラＢＸスキャンタイム１

ｍｓの場合 
Ｔｔｘ＝０．０９６  各Ｐｃｍ＝２３＋（１＋１）×４＝３１バイト 
Ｔｐｃ＝Ｔｔｘ×Ｐｃｍ＝０．０９６×３１≒２．９７６ｍｓ 
各Ｔｓ＝１＋２．９７６＝３．９７６ｍｓ  Ｔｌｔ＝０．０９６×（１３＋２×２）≒１．６３２ｍｓ 
 
上記の条件により、１伝送サイクル時間（Ｔ）の 大値は、 
Ｔ 大＝３．９７６×２＋１．６３２＋１＝１０．５８４ ｍｓ 
となります。 
 
 

 ご注意： 
・上記説明中の未加入局とは、１番局から 大ユニットＮｏ．までの間の接続されていない局かあるいは 
 接続されているが、電源の入っていない局を意味します。 
・算出例２と３を比較すると、１台未加入局がありますと伝送サイクル時間が大きくなりその結果ＰＣ（ＰＬＣ） 
 リンク応答時間が長くなります。 
・未加入局があっても伝送サイクル時間を短くすることがＳＹＳ１命令で可能です。 
 
 未加入局がある場合の伝送サイクル時間短縮方法 
未加入局があるとＴｌｋ時間（リンク加入処理時間）が大きくなり、それが伝送サイクル時間を長くする要因と
なります。 
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ＳＹＳ１命令を使って上記のＴｗｔを短く設定すれば、伝送サイクルが長くなるのをできるだけ押さえることが
できます。 

 
＜ＳＹＳ１命令の設定例＞ 
 
（ＳＹＳ１， Ｍ ＰＣＬＫ１Ｔ０，１００）  
機能説明：ＰＣ（ＰＬＣ）リンクのリンク加入時待ち時間の変更（デフォルト値＝４００ｍｓ） 
      上記では、１００ｍｓに設定されます。 
キーワード：第１キーワードの指定      ：ＰＣＬＫ１Ｔ０ 
       第２キーワードの指定可能範囲：１０～４００（１０ｍｓ～４００ｍｓ） 
       注）Ｍの後にスペースを入れて右詰１２文字にしてください。 
         第２キーワードが２桁の場合はスペースを２個、３桁の場合は１個入れてください。 
 

 ご注意：ＰＣ（ＰＬＣ）リンクが不安定になることがありますので、未加入局がある場合に 
      特に支障のない場合は、設定を変更しないでください。 
・上記の命令は、プログラム先頭でＲ９０１４の立ち上がりで実行するようにし、リンクする全てのボードコント

ローラＢＸに同じ値を設定してください。 
・リンクする各ボードコントローラＢＸ中の 大スキャン時間の２倍程度以上を設定するようにしてください。 
・短い値を設定した場合は、電源が入っていてもリンクに加入できないボードコントローラＢＸが出る可能性

があります。 
ただし、 小設定可能時間は１０ｍｓです。 

 
 
 伝送保証リレーの異常検知時間 
ある局のボードコントローラＢＸの電源が落ちた場合に、他局でそのボードコントローラＢＸの伝送保証リレ
ーが落ちるまでデフォルトで６．４秒かかります。この時間は、ＳＹＳ１命令で短縮することができます。 
 
＜ＳＹＳ１命令の設定例＞ 
 
（ＳＹＳ１， Ｍ ＰＣＬＫ１Ｔ１，１００）  
機能説明：ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの伝送保障リレーＯＦＦ時間の変更（デフォルト値＝６４００ｍｓ） 
上記では、１００ｍｓに設定されます。 
キーワード：第１キーワードの指定      ：ＰＣＬＫ１Ｔ１ 
       第２キーワードの指定可能範囲：１００～６４００（１００ｍｓ～６４００ｍｓ） 
       注）Ｍの後にスペースを入れて右詰１２文字にしてください。 
       第２キーワードが３桁の場合はスペースを２個、４桁の場合はスペース無しです。 

 ご注意：ＰＣ（ＰＬＣ）リンクが不安定になることがありますので、伝送保証リレーの検知時間 
      が特に支障のない場合は設定を変更しないでください。 
・ 上記の命令は、プログラム先頭でＲ９０１４の立ち上がりで実行するようにし、リンクする全てのボードコント
ローラＢＸに同じ値を設定してください。 

・全ボードコントローラＢＸをリンクした場合の 大伝送サイクル時間の２倍程度以上を設定するようにしてく
ださい。 

・短い値を設定した場合は、伝送保証リレーが誤動作する可能性があります。ただし、 小設定可能時間
は１００ｍｓです。 
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7.6 通信機能４ ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ通信 
7.6.1 ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ通信について 

 機能の概要 
・ ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵプロトコルを使用して、ボードコントローラＢＸと他の機器間で通信できます。 
・マスタ局がスレーブ局に命令（コマンドメッセージ）を出し、スレーブ局がその命令に従って応答（レスポ 
 ンスメッセージ）することによって会話を行います。 
・マスタ機能とスレーブ機能を備えており、 大９９台の機器間で通信が可能です。 
・通信ボードで使用できます。 

 

 ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ通信とは 
・ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ通信は、マスタ局とスレーブ局間で通信を行い、マスタ局がスレーブ局のデータを 
 読み書きする機能です。 
・ ＭＯＤＢＵＳプロトコルには、ＡＳＣＩＩモードとＲＴＵ（バイナリ）モードがありますが、ボードコントローラＢＸ 
 ではＲＴＵ（バイナリ）モードのみサポートしています。 

 

 マスタ機能 
 Ｆ１４５（ＳＥＮＤ）命令、Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命令を使用して、各スレーブに対してデータの書込み、データの 
 読み出しが可能です。 
 各スレーブ局個別のアクセスと一斉同報のグローバル転送が可能です。 

 
 スレーブ機能 
マスタ局からのコマンドメッセージを受信すると、その内容に応じたレスポンスメッセージを自動的に 
返します。 
スレーブ局として使用する場合は、Ｆ１４５（ＳＥＮＤ）命令、Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命令を実行しないでください。 
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 ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵコマンドメッセージフレーム 
ＳＴＡＲＴ ＡＤＤＲＥＳＳ ＦＵＮＣＴＩＯＮ ＤＡＴＡ ＣＲＣ ＣＨＥＣＫ ＥＮＤ 

３．５文字時間 ８ビット ８ビット ｎ＊８ビット １６ビット ３．５文字時間

 
 
ＡＤＤＲＥＳＳ（局番） ８ビット 、０～９９（１０進）  
 注１）０＝ブロードキャストアドレス 
 注２）スレーブ局番は１～９９（１０進） 
 注３）ＭＯＤＢＵＳでは０～２４７（１０進） 
ＦＵＮＣＴＩＯＮ ８ビット 
ＤＡＴＡ コマンドにより異なります。 
ＣＲＣ １６ビット 
ＥＮＤ ３．５文字時間（通信速度により異なります。受信判定時間を参照してください） 
 
 
 正常時の応答 
１点書き込み系コマンドとループバックテストの場合、コマンドと同じメッセージを返信します。 
多点書き込み系コマンドの場合、コマンドメッセージの一部（先頭から６バイト）を返信します。 
 
 
 異常時の応答 
 
コマンド中に処理不能パラメータを発見した場合、（伝送異常除く） 
 

スレーブアドレス（局番） 
ファンクションコード＋８０Ｈ 
エラーコード 
ＣＲＣ 

１，２，３のいずれか 

 
 

エラーコード内容 
１．ファンクションコード異常 
２．デバイス番号異常（範囲外） 
３．デバイス個数異常（範囲外） 

 
 
 
 受信完了判定時間 
メッセージは 終データ受信完了後、以下の時間以上の空き時間が発生した場合に受信完了します。 
 

通信速度 受信完了判定時間 
２４００ 約１３．３ ｍｓ 
４８００ 約６．７ ｍｓ 
９６００ 約３．３ ｍｓ 
１９２００ 約１．７ ｍｓ 
３８４００ 約０．８ ｍｓ 
５７６００ 約０．６ ｍｓ 
１１５２００ 約０．３ ｍｓ 

 
注）受信完了判定時間は約３２ｂｉｔ分の時間になっています。 
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 対応するコマンド表 
マスター時の 
実行命令 コード（１０進） 名前（ＭＯＤＢＵＳオリジナル） ボードコントローラＢＸでの名前 備考 

（参照番号）
Ｆ１４６（ＲＥＣＶ） ０１ コイル状態読み出し Ｙ・Ｒコイル読み出し ０Ｘ 
Ｆ１４６（ＲＥＣＶ） ０２ 入力状態読み出し Ｘ接点読み出し １Ｘ 
Ｆ１４６（ＲＥＣＶ） ０３ 保持レジスタの読み出し ＤＴ読み出し ４Ｘ 
Ｆ１４６（ＲＥＣＶ） ０４ 入力レジスタの読み出し ＷＬ・ＬＤ読み出し ３Ｘ 
Ｆ１４５（ＳＥＮＤ） ０５ コイル単点強制 Ｙ・Ｒの単点書き込み ０Ｘ 
Ｆ１４５（ＳＥＮＤ） ０６ レジスタ単点プリセット ＤＴ１ワード書き込み ４Ｘ 
発行不可 ０８ 診断 ループバックテスト  
Ｆ１４５（ＳＥＮＤ） １５ 複数点コイル強制 Ｙ・Ｒ複数点書き込み ０Ｘ 
Ｆ１４５（ＳＥＮＤ） １６ 複数点レジスタプリセット ＤＴ複数ワード書き込み ４Ｘ 
非サポート ２０ 一般参照読み出し ＦＬ読み出し ６Ｘ 
非サポート ２０ 一般参照書き込み ＦＬ書き込み ６Ｘ 
発行不可 ２２ マスク書き込み４Ｘレジスター ＤＴマスク書き込み ４Ｘ 
発行不可 ２３ 読出／書込４Ｘレジスター ＤＴ読み出し／書き込み ４Ｘ 

注： 上表の網掛け部分は、ボードコントローラＢＸでは、対応しない 
 
 ＭＯＤＢＵＳの参照番号とボードコンロトローラＢＸのデバイス番号の対比表 

ＭＯＤＢＵＳ参照番号 ＢＵＳ上のデータ（１６進） ボードコントローラＢＸ  
デバイス番号  

０００００１－００１７６０ ００００－０６ＤＦ Ｙ０－Ｙ１０９Ｆ 
コイル 

００２０４９－００６１４４ ０８００－１７ＦＦ Ｒ０－Ｒ２５５Ｆ 
入力 １００００１－１０１７６０ ００００－０６ＤＦ Ｘ０－Ｘ１０９Ｆ 

保持レジスタ ４００００１－４３２７６５ ００００－７ＦＦＣ ＤＴ０－ＤＴ３２７６４ 
３００００１－３００１２８ ００００－００７Ｆ ＷＬ０－ＷＬ１２７ 

入力レジスタ 
３０２００１－３０２２５６ ０７Ｄ０－０８ＣＦ ＬＤ０－ＬＤ２５５ 

 
 ＦＰＷＩＮ ＧＲによる設定 
１．メニューの[オンライン（Ｌ）]→[オンライン編集（Ｎ）]か、ＣＴＲＬと Ｆ２ キーを同時に押して、画面を【オンラインモニ 
  タ】に切り替えてください。 
２．メニューの[オプション（Ｏ）]→[ＰＬＣシステムレジスタ設定]を選択、［ＣＯＭポート設定］タブをクリックしてください。 
  ＣＯＭ１用とＣＯＭ２用があります。 
 
ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ設定画面ダイアログボックス 

  
 ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ通信機能の詳細は別途仕様説明書がございます。 

 参 照：＜ＦＰ－Ｘ ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ仕様説明＞ 
      当社ＨＰ（ＰＬＣ総合専門サイト）よりダウンロードできます。 

             http://panasonic-denko.co.jp/ac 
 Ｆ１４５（ＳＥＮＤ）Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命令について 

 参 照：＜当社製ＦＰシリーズ命令語マニュアル（総合編） ＡＲＣＴ１Ｆ３５３＞ 
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 ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵマスタ（サンプルプログラム） 
ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵマスタ機能を使用する場合は、Ｆ１４５（ＳＥＮＤ）データ送信またはＦ１４６（ＲＥＣＶ）デー
タ受信命令を使用します。 
 
 
 サンプルプログラム 

 

 

 参 照： Ｆ１４５（ＳＥＮＤ）、Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命令について ＜当社製ＦＰシリーズ命令語マニュアル 
 ＡＲＣＴ１Ｆ３５３＞ 
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 フローチャート図  

 

 
上記プログラムは、動作①～③を繰り返し実行します。 
①書き込みデータ（ＤＴ５０、５１）と読み出し（ＤＴ６０、６１）が一致していたら、書き込みデータを更新 
  します。 
②ＣＯＭ１ポートから局番１のユニット内部のデータＤＴ０、ＤＴ１に対して自局のデータＤＴ５０、ＤＴ５１を 
  書き込みます。 
③ＣＯＭ１ポートから局番１のユニット内部のデータＤＴ０、ＤＴ１を自局のデータＤＴ６０、ＤＴ６１に読み出し 
  ます。 
 
注）ＣＯＭ２ポートの場合は、ＣＯＭ１ポート→ＣＯＭ２ポートに読み替えてください。 
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7.7 Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信について（ＡＢＸＣＯＭ5Ａ、ＡＢＸＣＯＭ5Ｂ） 
7.7.1 ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂについて 

 機能の概要 
ＡＢＸＣＯＭ５Ａ 
通信ボードＡＢＸＣＯＭ５Ａは、ＣＯＭ１ポートにＥｔｈｅｒｎｅｔのインターフェイスを持ち、ＣＯＭ２ポートに３線
式のＲＳ２３２Ｃのインターフェイスを持っています。 
ＣＯＭ１ポートのＥｔｈｅｒｎｅｔでコンピュータリンク、汎用シリアル通信に対応し、 
CＯＭ２ポートのＲＳ２３２Ｃ又は、ＲＳ４８５でコンピュータリンク、汎用シリアル通信、ＭＯＤＯＢＵＳ ＲＴＵに
対応します。 
 
ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ 
通信ボードＡＢＸＣＯＭ５Ｂは、ＣＯＭ１ポートにＥｔｈｅｒｎｅｔのインターフェイスを持ち、ＣＯＭ２ポートにＲＳ４
８５（絶縁）のインターフェイスを持っています。 
ＣＯＭ１ポートのＥｔｈｅｒｎｅｔでコンピュータリンク、汎用シリアル通信に対応し、 
CＯＭ２ポートのＲＳ２３２Ｃ又は、ＲＳ４８５でコンピュータリンク、汎用シリアル通信、ＭＯＤＯＢＵＳ ＲＴＵに
対応します。 
 
ＣＯＭ２ポートは、他のＡＢＸＣＯＭ２などと同様の使用方法になり、本体ＵＳＢ通信との選択となります。 
ＣＯＭ１ポートのＥｔｈｅｒｎｅｔインターフェイスは、他機器との接続は、Ｅｔｈｅｒｎｅｔですが、ＢＸ本体とＡＢＸＣＯ
Ｍ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５ＢはＲＳ２３２Ｃで通信をし、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ⇔ＲＳ２３２Ｃの変換機として機能します。 
＜Ｅｔｈｅｒｎｅｔ＞の機能 
ＴＣＰ／ＩＰ、ＵＤＰ／ＩＰの２つのプロトコルに対応し、ネットワーク上のコンピュータなどと幅広く通信できま
す。 
ＵＤＰ／ＩＰ通信でブロードキャスト送信が可能です。さらに、ブロードキャスト送信を使って、ＢＸ本体のＰＣ
（ＰＬＣ）リンク機能が使用できます。 
複数の相手に対してユニットＮｏ．（局番）別（ 大９９台）に送信可能です（コンピュータリンク選択時）。 
ＩＰを自動取得できます。（ＤＨＣＰ機能）。 
ネットワーク情報通知、確認機能にて、自ＩＰアドレス等をＢＸ本体で確認できます。 
 
 

7.7.2 ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの機能 

       ＡＢＸＣＯＭ５Ａ 

ポート（名称） 通信機能 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
（ＣＯＭ１ポート）注１） 

・コンピュータリンク（ 大１コネクション（クライアント）） 
            （ 大３コネクション（サーバ）） 
・ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 
・汎用シリアル通信（ 大１コネクション） 

ＲＳ２３２Ｃ 
（ＣＯＭ２ポート） 

・コンピュータリンク 
・汎用シリアル通信 
・ＭＯＤＯＢＵＳ ＲＴＵ（１：１） 

 
       ＡＢＸＣＯＭ５B 

ポート（名称） 通信機能 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
（ＣＯＭ１ポート）注１） 

・コンピュータリンク（ 大１コネクション（クライアント）） 
            （ 大３コネクション（サーバ）） 
・ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 
・汎用シリアル通信（ 大１コネクション） 

ＲＳ４８５ 
（ＣＯＭ２ポート） 

・コンピュータリンク（１：Ｎ） 
・汎用シリアル通信（１：Ｎ） 
・ＭＯＤＯＢＵＳ ＲＴＵ（１：Ｎ） 

 
注１）Ｅｔｈｅｒｎｅｔを介して、ＢＸ本体のＰＣ（ＰＬＣ）リンク機能が使用できます。 
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7.7.3 通信モード一覧 

 Ｖｅｒ１．００ 
ＴＣＰ通信設定 

通信モード選択 通信機能 Ｖｅｒ１．００ 
クライアント接続 ○ 

コンピュータリンク 
サーバ接続 ○ 
クライアント接続 ○ 

汎用通信 
サーバ接続 ○ 

 
ＵＤＰ通信設定 

通信モード選択 動作モード選択 送信方法 Ｖｅｒ１．００ 
ブロードキャスト ○ 

クライアント接続 
ユニキャスト ○ 
ブロードキャスト ○ コンピュータリンク 

サーバ接続 
ユニキャスト ○ 
ブロードキャスト ○ 

汎用通信 選択不可 
ユニキャスト ○ 

 
オプション設定 

通信モード選択 Ｖｅｒ１．００ 
レスポンスタイムアウト ○ 
終端コード ○ 
終端なし判定時間 ○ 
ネットワーク情報通知 ○ 
ネットワーク情報確認 ○ 
コネクション情報確認 ○ 
ユニットＮｏ．対応ＩＰアドレス ○ 

 
 

7.7.4 通信ツールソフトウェア Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤ（Ｖｅｒ．１．６０
以降） 

ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＥｔｈｅｒｎｅｔ通信の設定には通信ツールソフトウェア「Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ Ｗ
Ｄ」が必要です。 
ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂを設定される際にはまず、Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤをインストールしてくださ
い。 
 
Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤは当社Ｗｅｂサイトから無償でダウンロードできます。 
http://panasonic-denko.co.jp/ac （会員登録必要 無料） 
設定内容はＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ内に保存されます。 
 
ＩＰアドレス設定 

項目 内容 初期値 

ＩＰアドレスを自動
で取得する注１） 

「ＩＰアドレスを自動で取得する」を選択した場合、ＤＨＣＰサ
ーバからＩＰアドレスを取得します。「次のＩＰアドレスを使用
する」を選択した場合、ＩＰアドレスを手動設定します。 

次のＩＰアドレスを使
用する 

ユニット名 通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂのユニット名を
設定できます。 

ＢＸ＿ＥＴ 

ＩＰアドレス注１） 
通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＩＰアドレス 
０．０．０．０と２５５．２５５．２５５．２５５以外のＩＰアドレスを設
定してください。 

１９２．１６８．１．５ 

ネットマスク 通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂのネットマスク ２５５．２５５．２５５．０

ゲートウェイ 通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂのゲートウェイ １９２．１６８．１．１ 
注１）エラー時はＥＲＲＯＲ ＬＥＤが点灯します。 
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通信設定 
 項目 内容 初期値 

通信プロトコ
ル選択 

ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの通信プロトコル 
ＴＣＰまたはＵＤＰを選択します。 

ＴＣＰ 

動作モード 
選択 

ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの接続動作モード 
クライアント接続またはサーバ接続を選択します。 

サーバ接続 

通信速度 
注３） 
（ＣＯＭ１） 

ＢＸ本体ＣＯＭ１ポートとの通信速度 
ＢＸ本体ＣＯＭ１ポートの通信速度にあわせて通信
速度を変更してください。 
９６００ｂｐｓまたは１１５２００ｂｐｓを選択します。 

９６００ｂｐｓ 

通信モード 
選択 

ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの通信モード 
コンピュータリンクまたま汎用シリアル通信を選択し
ます。 

コンピュータリンク 

共通設定 

送信方法 
通信プロトコルでＵＤＰを選択時に有功です。 
相手にデータを送信する形式 
ＵＮＩＣＡＳＴまたはＢＲＯＡＤＣＡＳＴを選択します。 

ＵＮＩＣＡＳＴ 

待ち受け 
ポートＮｏ． 

ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂがオープンしてい
るポート番号 
設定範囲１０２５～３２７６７ 

9094 

サーバ設定 
注１） 無通信 

コネクション 
切断時間 

相手機器とコネクション確立した状態で相手機器と
当設定時間（秒）の間、通信がない場合コネクショ
ンを切断します。 
設定範囲０～１８００ｓ ０設定の場合、切断しませ
ん。 

0 

接続ＩＰ 
アドレス 

相手機器のＩＰアドレス 
０．０．０．０と２５５．２５５．２５５．２５５以外のＩＰアド
レスを設定してください。 

１９２．１６８．１．１００

接続先 
ポートＮｏ． 

相手機器の接続元ポートＮｏ． 
設定範囲１０２５～３２７６７ 

9094 

接続元 
ポートＮｏ． 

相手機器の接続元ポートＮｏ． 
設定範囲０，１０２５～３２７６７ 
設定範囲０の場合は任意 

0 

無通信 
コネクション 
切断時間 

相手機器とコネクション確立した状態で相手機器と
当設定時間（秒）の間、通信がない場合コネクショ
ンを切断します。 
設定範囲０～１８００ｓ ０設定の場合、切断しませ
ん。 

0 

クライアント 
設定 注２） 

接続リトライ 
間隔 

相手機器との接続に失敗した場合 
設定範囲０～１８００ｓ 

15 

注１）動作モードでサーバ接続選択時に設定 
注２）動作モードでクライアント接続選択時に設定 
注３）ＢＸ本体とＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ間はシリアル通信となるため、通信速度を合わせる必要 

があります。 
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オプション設定 
項目 内容 初期値 

レスポンスタイムアウト 
（コンピュータリンク時のみ） 

レスポンスの待ち時間等を設定します。 ５０００ｍｓ 

終端コード 

ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５ＢがＢＸ本体から受
信するメッセージ（データ）の終端を確認するコード
です。 
ＣＲ、ＣＲ＋ＬＦまたはＮＯＮＥの選択が可能です。
メッセージの終端（CR、ＣＲ＋ＬＦ）を受信するまで
受信を継続します。ＮＯＮＥの場合は終端コードを
確認しません。 

ＣＲ 

終端なし判定時間 

終端コードの待ち時間等を設定します。 
後に受信したメッセージ（データ）後、終端なし

判定時間（ｍｓ）内に次のメッセージ（データ）を受
信しなければ終端なしと判定しＡＢＸＣＯＭ５Ａ、Ａ
ＢＸＣＯＭ５Ｂは以下の動作を行います。 
（終端コード：ＣＲ，ＣＲ＋ＬＦを設定時） 
受信したメッセージ（データ）は破棄されます。ＴＣ
Ｐの場合はコネクションを切断します。 
（終端コード：ＮＯＮＥを設定時） 
メッセージ（データ）接続先へ送信します。 

２０ｍｓ 

情報エリア 
先頭番号 

ネットワーク情報、コネクション情報で使用するＤＴ
のエリアを設定します。 
設定範囲３０００～１２０００ 

１００００ 

ネットワーク 
情報通知 

電源投入時、ネットワーク情報をＢＸに通知します。 無効 

ネットワーク 
情報確認 

コンピュータリンク、クライアント使用時、ネットワー
ク情報を確認できます。 

無効 

ネットワーク 
情報 

ネットワーク 
情報確認 

コンピュータリンク、サーバ使用時、コネクション情
報をＬＡＮ側から確認できます。 

無効 

送信先ユニ
ットＮｏ．とＩＰ
アドレスを指
定する 

ユニットＮｏ．に対応したＩＰアドレス宛にコマンドを
送信します。 

無効 

ユニット 
Ｎｏ． 

局番を選択します。 
局番は１～９９まで選択可能です。 

無効 

ＩＰアドレス ＩＰアドレスを設定します。 １９２．１６８．１．１００

ユニット 
Ｎｏ．対応 
ＩＰアドレス 

ユ ニ ッ ト
No.EE 

局番を EE に設定するがどうかを選択します。 未使用 

 

 参 照： Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤ操作マニュアル＜Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤ ヘルプ→ユーザーズマニュアル＞ 
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7.7.5 通信機能１コンピュータリンク（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ） 
コンピュータリンクでＥｔｈｅｒｎｅｔ通信を行う場合の追記説明です。 
 

 参 照： ＜７．３．１ コンピュータリンクについて＞ 
 

 
 
・Ｅｔｈｅｒｎｅｔを使用してコンピュータリンクでコンピュータとＰＬＣ間で通信を行います。 
・ＦＰＷＩＮ ＧＲ等のプログラミングツールを使用して、ＬＡＮ回線経由のリモートプログラミング／モニタが
可能です。 

 
 

 

 コンピュータリンク（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）の動作説明 
・コンピュータからＢＸに対してコネクションを確立してください。 
・この場合、接続するコンピュータを「クライアント」、接続されるＢＸを「サーバ」といいます。コネクションを確
立後、ＴＣＰ／ＩＰによる通信をおこないます。設定した待ち受けポートで 大３コネクションまで通信が可
能です。 

 

 
 

サーバ 
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 コンピュータリンク（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）時の通信環境の設定 
BＸ本体と、通信ボードＡＢＸＣＯＭ５Ａ又はＡＢＸＣＯＭ５Ｂの２つの設定が必要です。 
・ＢＸ 本体の通信環境の設定 
・通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＥｔｈｅｒｎｅｔ通信環境の設定 
 
 
 
 ＢＸ本体の通信環境の設定 
ＣＯＭ１ポートの通信速度や伝送フォーマットの設定は、プログラミングツールのＦＰＷＩＮ ＧＲで行います。
メニューバーの［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定］を選択し、［ＣＯＭ１ポート設定］タブを 
クリックしてください。 
 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイヤログボックス 

 

 
ＣＯＭ１ポートの設定（ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ） 
Ｎｏ． 設定項目 設定値 
Ｎｏ．４１０ ユニットＮｏ．（局番） １～９９ 
Ｎｏ．４１２ 通信モード  コンピュータリンク 

データ長 ８ｂｉｔ 
パリティチェック 奇数 
ストップビット １ビット 
終端コード ＣＲ固定 

Ｎｏ．４１３ 伝送フォーマット 

始端コード ＳＴＸ無し固定 
Ｎｏ．４１５ 通信速度  １１５２００ｂｐｓ／９６００ｂｐｓ 注１） 
注１）通信速度は、ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ通信設定の通信速度（ＣＯＭ１ポート）にあわせてくだ 

さい。 
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 通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＥｔｈｅｒｎｅｔ通信環境の設定 
ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＥｔｈｅｒｎｅｔ通信環境の設定はＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤで行います。 
 

 参 照：＜７．７．３ 通信ツールソフトウェア Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤ＞ 
 
Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤを立ち上げます。 
ＡＢＸＣＯＭ５を検索してください。(ユニット名の初期値は’BX_ET’) 
検索結果より通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５を選択し、コンピュータとコネクションするため、 
ＩＰアドレスを設定します。 
その後、再検索を行い通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５を選択してメニュー［編集（Ｅ）］の中の 
［通信設定（Ｆ）］を選択するか右クリックを押して［通信設定］を選択してください。 
 

 
 
通信設定ダイヤログボックス 
 

 
 

 ご注意： 
コンピュータリンク（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）では通信プロトコルで TCP を選択した場合、 大３コネクションまで可能で
すが、プログラミングツールのＦＰＷＩＮ ＧＲでコネクション時（本体登録モニタコマンド、マルチフレーム使
用時）は、２つ以上接続できません。また、通信プロトコルで UDP を選択した場合、コネクションに制限は
ありませんが、プログラミングツールのＦＰＷＩＮ ＧＲは UDP 通信に対応していないためご使用できませ
ん。 
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7.7.6 １：１通信での接続（コンピュータリンク（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）） 

 概要 
ＢＸとコンピュータをＵＴＰケーブル（ＣＡＴ５）で１：１接続。コンピュータ側からの命令（コマンド）に対してＰＬ
Ｃが応答（レスポンス）を返すことで通信を行います。 
 

 

 

 １：１通信設定（コンピュータリンク（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）） 
ＢＸとコンピュータがコンピュータリンク（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）で１：１通信するための通信設定です。 
 

 
 
 
 ＰＬＣシステムレジスタの設定 （ＦＰＷＩＮ ＧＲにて設定） 
 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイヤログボックス 

 

 

Ｎｏ． 設定項目 初期値 
Ｎｏ．４１０ ユニットＮｏ．（局番） １ 
Ｎｏ．４１２ 通信モード  コンピュータリンク 

データ長 ８ｂｉｔ 
パリティチェック 奇数 
ストップビット １ビット 
終端コード ＣＲ 

Ｎｏ．４１３ 伝送フォーマット 

始端コード ＳＴＸなし 
Ｎｏ．４１５ 通信速度  １１５２００ｂｐｓ／９６００ｂｐｓ  
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 通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの設定 （Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤにて設定） 
ＩＰアドレス設定 

設定項目 初期値 
ＩＰアドレス取得 手動 

ユニット名 ＢＸ＿ＥＴ 
ＩＰアドレス １９２．１６８．１．５ 
ネットマスク ２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ １９２．１６８．１．１ 
 

 
 

通信設定 
設定項目 初期値 

通信プロトコル TCP 

動作モード サーバ接続 

通信速度（COM1 ポート） １１５２００ｂｐｓ／９６００ｂｐｓ注 1) 

通信モード コンピュータリンク 

待ち受けポートＮｏ． ９０９４ 

無通信コネクション切断時間 ０ 

注１）通信速度は、ＢＸ本体のＣＯＭ１ポートの通信速度に
あわせてください。 
 

 
 
 コンピュータ側の設定 
ＩＰアドレス設定 

設定項目 初期値 
ＩＰアドレス １９２．１６８．１．１００ 注） 
ネットマスク ２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ １９２．１６８．１．１ 

 

注）コンピュータ側のＩＰアドレス設定は例です。 
ご使用になられるネットワーク環境にあわせてコンピュー
タのＩＰアドレス、通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５のＩＰアドレス
の設定を行ってください。 
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7.7.7 １：Ｎ通信での接続（コンピュータリンク（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）） 

 概要 
コンピュータはＥｈｅｒｎｅｔを介して、それぞれのＰＬＣに接続できます。コンピュータ側から接続先ＩＰアドレス
を指定して命令（コマンド）を送り、そのＩＰアドレスのＰＬＣがコンピュータに応答を返すことで通信を行いま
す。 
このときＰＬＣ側のユニットＮｏ．（局番）が重複しても問題ありません。 
 

 

 

 

 １：Ｎ通信設定（コンピュータリンク（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）） 
BＸシステムレジスタおよび通信ボード ＡBＸＣＯＭ５A，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの設定は１：１通信での接続（コン
ピュータリンク（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ））と同様です。 
ただしＢＸのＩＰアドレスは他のＢＸと重複しないように設定してください。 
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7.7.8 ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ通信設定 
MEWTOCOL マスタとしてご使用される場合は、ＡＢＸＣＯＭ５の設定をコンピュータリンク、クライアント接
続に設定してください。またブロードキャストによる一斉送信やオプション設定のユニット No.対応 IP アドレ
スを指定することで、それぞれのＰＬＣと通信ができます。 
さらにオプション設定のユニットＮｏ．対応ＩＰアドレスとユニットＮｏ．‘ＥＥ’を指定することで当社製Ｄａｔａ 
Logger Light の内部レジスタを読み書きすることができます。 

 
ＴＣＰでＭＥＷＴＯＣＯＬマスタの設定 

設定項目 設定値 
通信プロトコル ＴＣＰ 
動作モード クライアント接続 
通信速度（ＣＯＭ１） １５２００ｂｐｓ／９６００ｂｐｓ

注） 
通信モード コンピュータリンク 
接続先ＩＰアドレス 接続先のＩＰアドレス 
接続先ポートＮｏ １０２５～３２７６７ 
接続元ポートＮｏ． ０，１０２５～３２７６７ 
無通信コネクション切断時間 ０～１８００秒 
接続リトライ間隔 ０～１８００秒 
注１）通信速度は、ＢＸ本体のＣＯＭ１ポートの通信速度
にあわせてください。 
 

 
 

 ご注意： 
コネクションが未確立の時にデータを送信したい場合でも、ＡＢＸＣＯＭ５からコネクションの確立を行いデ
ータは送信されます。 
 
ＴＣＰでは、接続に時間を要します。ＡＢＸＣＯＭ５の接続タイムアウト時間はレスポンスタイムアウト値と同じ
です。レスポンスタイムアウトの値よりＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令のタイムアウト時間を大きくして接続タイムアウト
を判定してください。 
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ＵＤＰでＭＥＷＴＯＣＯＬマスタの設定 
設定項目 設定値 

通信プロトコル ＵＤＰ 
動作モード クライアント接続 
通信速度（ＣＯＭ１） １５２００ｂｐｓ／９６００ｂｐｓ 注１）

通信モード コンピュータリンク 
送信方法 ＵＮＩＣＡＳＴ／ＢＲＯＡＤＣＡ

ＳＴ 注２） 
接続先ＩＰアドレス 接続先のＩＰアドレス 
接続先ポートＮｏ １０２５～３２７６７ 
接続元ポートＮｏ． ０，１０２５～３２７６７ 

 

注１）通信速度は、ＢＸ本体のＣＯＭ１ポートの 
通信速度にあわせてください。 

注２）ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ選択時は、送信先ＩＰアドレスの 
設定は不要です。 

 
 
 
 
 
 

 

 ご注意： 
ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂは電源投入後、Ｅｔｈｅｒｎｅｔの初期化に約５秒かかります。 
それまでデータの送受信はできません。Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信をする場合、電源投入後５秒経過した後に通信を
開始するようプログラムが必要です。 
 
一般的にルータではブロードキャストパケットを転送しないためルータを越える通信はできません。 
ブロードキャストはネットワーク上の全ての機器に対して処理の負荷がかかります。他の機器に対して影響
を与えないことをご確認の上ご使用ください。 
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7.7.9 ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）（サンプルプログラム） 
 

 概要 
ＢＸではＦ１４５命令とＦ１４６命令を使用し、ＭＥＷＴＯＣＯＬ通信が可能です。サンプルプログラムでは、Ｆ１
４５・Ｆ１４６命令を使用し、２台の子局に対し４つのＭＥＷＴＯＣＯＬコマンドを順に実行しています。 
 
 

 
 
 説明 
Ｒ１００ ・・・ 子局１のＤＴ１０００～１０ワード分のデータを自機のＤＴ１００～へ格納します。 
Ｒ１０１ ・・・ 自機のＤＴ１００～１０ワード分のデータを子局１のＤＴ１０１０～へ書込みます。 
Ｒ１０２ ・・・ 子局２のＤＴ１０００～１０ワード分のデータを自機のＤＴ１２０～へ格納します。 
Ｒ１０３ ・・・ 自機のＤＴ１３０～１０ワード分のデータを子局２のＤＴ１０１０～へ書込みます。 
 
 
各局のシステムレジスタに対して本体ツールソフト（FPWIN GR 等）で設定してください。 

      システムレジスタ設定 

自局 
Ｎｏ．４１２ ・・・ コンピュータリンクモード 
Ｎｏ．４１５ ・・・ １１５２００ｂｐｓ 
Ｎｏ．４１３ ・・・ ８ビット・奇数・１ビット 

子局１ 

Ｎｏ．４１０ ・・・ ユニットＮｏ．１ 
Ｎｏ．４１２ ・・・ コンピュータリンクモード 
Ｎｏ．４１５ ・・・ １１５２００ｂｐｓ 
Ｎｏ．４１３ ・・・ ８ビット・奇数・１ビット 

子局２ 

Ｎｏ．４１０ ・・・ ユニットＮｏ．２ 
Ｎｏ．４１２ ・・・ コンピュータリンクモード 
Ｎｏ．４１５ ・・・ １１５２００ｂｐｓ 
Ｎｏ．４１３ ・・・ ８ビット・奇数・１ビット 

 
 



7-91 

①ＴＣＰでＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ機能を使用する場合 
各局に対して Configurator WD で以下の設定をしてください。 

 ＩＰアドレス設定 通信設定 オプション設定 

自局 

ＩＰアドレス： 
 １９２．１６８．１．５ 
ネットマスク： 
 ２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ： 
 １９２．１６８．１．１ 

通信プロトコル： ＴＣＰ 
動作モード： クライアント接続 
通信速度： １１５２００ｂｐｓ 
通信モード： コンピュータリンク 
接続先ＩＰアドレス： 
 １９２．１６８．１．１１ 
接続先ポートＮｏ．： ９０９４ 
接続元ポートＮｏ．： ０ 
無通信コネクション切断時間： ０ 
接続リトライ間隔： １５ 

送信先ユニットＮｏ．とＩＰアドレ
スを指定する： 有効 
 
ユニットＮｏ．対応ＩＰアドレス：

Ｎｏ．１：１９２．１６８．１．１１
Ｎｏ．２：１９２．１６８．１．１２

子局１ 

ＩＰアドレス： 
 １９２．１６８．１．１１ 
ネットマスク： 
 ２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ： 
 １９２．１６８．１．１ 

通信プロトコル： ＴＣＰ 
動作モード： サーバ接続 
通信速度： １１５２００ｂｐｓ 
通信モード： コンピュータリンク 
接続元ポートＮｏ．： ９０９４ 
無通信コネクション切断時間： ０ 

不要 

子局２ 

ＩＰアドレス： 
 １９２．１６８．１．１２ 
ネットマスク： 
 ２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ： 
 １９２．１６８．１．１ 

通信プロトコル： ＴＣＰ 
動作モード： サーバ接続 
通信速度： １１５２００ｂｐｓ 
通信モード： コンピュータリンク 
接続元ポートＮｏ．： ９０９４ 
無通信コネクション切断時間： ０ 

不要 

 
②ＵＤＰ，ユニキャスト通信でＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ機能を使用する場合 
各局に対してＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤで以下の設定をしてください。 

 ＩＰアドレス設定 通信設定 オプション設定 

自局 

ＩＰアドレス： 
 １９２．１６８．１．５ 
ネットマスク： 
 ２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ： 
 １９２．１６８．１．１ 

通信プロトコル： ＵＤＰ 
動作モード： クライアント接続 
通信速度： １１５２００ｂｐｓ 
通信モード： コンピュータリンク 
送信方法：ＵＮＩＣＡＳＴ 
接続先ＩＰアドレス： 
 １９２．１６８．１．１１ 
接続先ポートＮｏ．： ９０９４ 
接続元ポートＮｏ．： ０ 

送信先ユニットＮｏ．とＩＰアドレ
スを指定する： 有効 
 
ユニットＮｏ．対応ＩＰアドレス：

Ｎｏ．１：１９２．１６８．１．１１
Ｎｏ．２：１９２．１６８．１．１２

子局１ 

ＩＰアドレス： 
 １９２．１６８．１．１１ 
ネットマスク： 
 ２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ： 
 １９２．１６８．１．１ 

通信プロトコル： ＵＤＰ 
動作モード： サーバ接続 
通信速度： １１５２００ｂｐｓ 
通信モード： コンピュータリンク 
送信方法：ＵＮＩＣＡＳＴ 
接続元ポートＮｏ．： ９０９４ 

不要 

子局２ 

ＩＰアドレス： 
 １９２．１６８．１．１２ 
ネットマスク： 
 ２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ： 
 １９２．１６８．１．１ 

通信プロトコル： ＵＤＰ 
動作モード： サーバ接続 
通信速度： １１５２００ｂｐｓ 
通信モード： コンピュータリンク 
送信方法：ＵＮＩＣＡＳＴ 
接続元ポートＮｏ．： ９０９４ 

不要 
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③ＵＤＰ，ブロードキャスト通信でＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ機能を使用する場合 
各局に対してＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤで以下の設定をしてください。 

 ＩＰアドレス設定 通信設定 オプション設定 

自局 

ＩＰアドレス： 
 １９２．１６８．１．５ 
ネットマスク： 
 ２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ： 
 １９２．１６８．１．１ 

通信プロトコル： ＵＤＰ 
動作モード： クライアント接続 
通信速度： １１５２００ｂｐｓ 
通信モード： コンピュータリンク 
送信方法： ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ 
接続先ＩＰアドレス： 
 １９２．１６８．１．１１ 
接続先ポートＮｏ．： ９０９４ 
接続元ポートＮｏ．： ０ 

不要 

子局１ 

ＩＰアドレス： 
 １９２．１６８．１．１１ 
ネットマスク： 
 ２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ： 
 １９２．１６８．１．１ 

通信プロトコル： ＵＤＰ 
動作モード： サーバ接続 
通信速度： １１５２００ｂｐｓ 
通信モード： コンピュータリンク 
送信方法：ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ 
接続元ポートＮｏ．： ９０９４ 

不要 

子局２ 

ＩＰアドレス： 
 １９２．１６８．１．１２ 
ネットマスク： 
 ２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ： 
 １９２．１６８．１．１ 

通信プロトコル： ＵＤＰ 
動作モード： サーバ接続 
通信速度： １１５２００ｂｐｓ 
通信モード： コンピュータリンク 
送信方法：ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ 
接続元ポートＮｏ．： ９０９４ 

不要 
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  自局サンプルプログラム 

   

 

 

 参 照： Ｆ１４５（ＳＥＮＤ）、Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命令について ＜命令語マニュアル ＡＲＣＴ１Ｆ３５３＞ 
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7.7.10 ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）（Data Logger Lightと
の通信） 

 

 概要 
ＢＸではＦ１４５命令とＦ１４６命令を使用し、当社 Ｄａｔａ Ｌｇｇｅｒ Ｌｉｇｈｔ （以下 DLL） の内部レジスタを、
ＭＥＷＴＯＣＯＬ通信にて読み出し及び書き込みすることができます。 

 
 

 
 
 
 ユニット No.１に設定された IP ｱﾄﾞﾚｽ （192.168.1.11）の DLL（子局１）のデータレジスタＤＴ

１００、１０１を読み出す方法 
 
ABXCOM５A/B では送信先局番「０１」を‘ＥＥ’に自動変換し、ＭＥＷＴＯＣＯＬコマンド「％ＥＥＲＤＤ００１０
０００１０１＊＊Ｃｒ」を IP ｱﾄﾞﾚｽ:（192.168.1.11）のＤＬＬに送信され、ＤＬＬのデータレジスタを読み出すこと
ができます。 
 
①Ｃonfigurater ＷＤにて設定を行う ABXCOM5A/B を検索し選択する。右クリックで通信設定の〔オプ 

ション設定〕を開く。 
 
②ユニット対応 IP ｱﾄﾞﾚｽ［送信先ユニットＮｏ．と IP ｱﾄﾞﾚｽを指定する］にチェックを入れる。 
 
③送信先であるユニットＮｏ．１にチェックを入れて IP ｱﾄﾞﾚｽをダブルクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

③ ② 
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④送信先の指定 IP ｱﾄﾞﾚｽを入力し、［ユニット No. EE 使用］にチェックを入れてＯＫをクリックしてくだ 
さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ユニットＮｏ．１の［IP ｱﾄﾞﾚｽ］と［ユニット No. EE］が「使用」と正しく設定されていることを確認してくだ 

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ボードコントローラＢＸよりＭＥＷＴＯＣＯＬマスタＦ１４６命令を用いて送信する 
 
 

 サンプルプログラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通信ポート COM1、相手局番 01、処理

ワード数を 2 ワード DT10、11 にセット

読み込み先のデータレジスタ DT50 及

び DT51 をクリア（任意）

局番 1 のユニット内データレジスタ

DT100、1010 の値を自局のデータレジ

スタ DT50、51 に読み込む 

④ 

⑤ 
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7.7.11 通信機能２ 汎用シリアル通信（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ） 
汎用シリアル通信でＥｔｈｅｒｎｅｔ通信を行う場合の追記説明です。 

 

 参 照：＜７．４ 通信機能２ 汎用シリアル通信＞ 
 
 機能の概要 
・Ｅｔｈｅｒｎｅｔを使用して外部機器とデータの送受信ができます。 
・Ｅｔｈｅｒｎｅｔに接続した外部機器からのデータの読み出しや書き込みはＢＸのデータレジスタを使用し、ＢＸ
にプログラムが必要となります。 

 

 
 

 

 汎用シリアル通信（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）の動作説明 
・汎用シリアル通信（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）を使った外部機器とコネクションを確立します。コネクション数は１です。 
・接続方法はクライアント接続、サーバ接続どちらか一つを選択します。 
・クライアント接続の場合、ＢＸ電源投入後、ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂはあらかじめ設定された接続
先ＩＰアドレスに対してコネクションを確立します。 

・ 外部機器とのデータのやり取りには、「データ送信」と「データ受信」があります。 
 

ＢＸ 



7-97 

 汎用シリアル通信（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）を使用するための設定 
ＢＸ本体と、通信ボードＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの２つの設定が必要です。 
・ＢＸ 本体の通信環境の設定 
・通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＥｔｈｅｒｎｅｔ通信環境の設定 

 

 ＢＸ本体の通信環境の設定 
ＣＯＭ１ポートの通信速度や伝送フォーマットの設定は、プログラミングツールのＦＰＷＩＮ ＧＲで行います。
メニューバーの［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定］を選択し、［ＣＯＭ１ポート設定］タブをクリ
ックしてください。 
 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイヤログボックス 

 
 

ＣＯＭ１ポートの設定（ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ） 
Ｎｏ． 設定項目 設定値 
Ｎｏ．４１０ ユニットＮｏ．（局番） １～９９ 
Ｎｏ．４１２ 通信モード  汎用シリアル通信 

データ長 ８ｂｉｔ 
パリティチェック 奇数 
ストップビット １ビット 
終端コード ＣＲ、ＣＲ＋ＬＦ、なし 

Ｎｏ．４１３ 伝送フォーマット 

始端コード ＳＴＸなし、ＳＴＸあり 
Ｎｏ．４１５ 通信速度  １１５２００ｂｐｓ／９６００ｂｐｓ 注１） 
注１）通信速度は、ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ通信設定の通信速度（ＣＯＭ１ポート）にあわせてくださ
い。 
 
 通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＥｔｈｅｒｎｅｔ通信環境の設定 
ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＥｔｈｅｒｎｅｔ通信環境の設定はＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤで行います。 
 

 参 照：＜７．７．３ 通信ツールソフトウェア Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤ＞ 
 
Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤを立ち上げます。 
ＡＢＸＣＯＭ５を検索してください。 
検索結果より通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５を選択し、コンピュータとコネクションするため、ＩＰアドレスを設定し
ます。 
その後、再検索を行い通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５を選択してメニュー［編集（Ｅ）］の中の［通信設定（Ｆ）］を
選択するか右クリックを押して［通信設定］を選択してください。 
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【通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５がＴＣＰクライアント接続する場合】 
通信設定ダイヤログボックス           ＡＢＸＣＯＭ５の設定 

設定項目 設定値 
通信プロトコル TCP 

動作モード クライアント接続 

通信速度（ＣＯＭ１） １１５２００ｂｐｓ／９６００ｂｐｓ 注） 

通信モード 汎用通信 

接続先ＩＰアドレス 接続先のＩＰアドレス 

接続先ポートＮｏ． １０２５～３２７６７ 

接続元ポートＮｏ． ０，１０２５～３２７６７ 

無通信コネクション 

切断時間 
０～１８００ｓ 

接続リトライ間隔 ０～１８００ｓ 

注１）通信速度は、ＢＸ本体のＣＯＭ１ポートの通信速度に
あわせてください。 
 

 
 
 
【通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５がＴＣＰサーバ接続の場合】 
通信設定ダイヤログボックス           ＡＢＸＣＯＭ５の設定 

設定項目 設定値 
通信プロトコル ＴＣＰ 

動作モード サーバ接続 

通信速度（ＣＯＭ１） １１５２００ｂｐｓ／９６００ｂｐｓ 注） 

通信モード 汎用通信 

接続先ポートＮｏ． １０２５～３２７６７ 

無通信コネクション 

切断時間 
０～１８００ｓ 

 

注１）通信速度は、ＢＸ本体のＣＯＭ１ポートの通信速度
にあわせてください。 
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【通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５がＵＤＰ接続の場合】 
通信設定ダイヤログボックス           ＡＢＸＣＯＭ５の設定 

設定項目 設定値 

通信プロトコル UDP 
通信速度（ＣＯＭ１） １１５２００ｂｐｓ／９６００ｂｐｓ 注１） 
通信モード 汎用通信 
送信方法 UNICAST／BROADCAST 注２）

接続先ＩＰアドレス 接続先のＩＰアドレス 
接続先ポートＮｏ． 0，１０２５～３２７６７ 
接続元ポートＮｏ． ０，１０２５～３２７６７ 
注１）通信速度は、ＢＸ本体のＣＯＭ１ポートの通信速度
にあわせてください。 
注２）送信方法にＢＲＯＡＤＣＡＳＴを選択時は、接続先ＩＰ
アドレスの設定は不要です。 

 
 

 ご注意： 
ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂは電源投入後、Ｅｔｈｅｒｎｅｔの初期化に約５秒かかります。 
それまでデータの送受信はできません。Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信をする場合、電源投入後５秒経過した後に通信を
開始するようプログラムが必要です。 
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7.7.12 ＰＣ（ＰＬＣ）リンク通信（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ） 

 概要 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔを介してＢＸ本体のＰＣ（ＰＬＣ）リンク機能でデータを共有することができます。 
使用方法、設定方法はＲＳ４８５でのＰＣ（ＰＬＣ）リンクの場合と同様です。  

 参 照：＜７．５ 通信機能３ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク機能＞ 
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 ＰＣ（ＰＬＣ）リンク通信設定 
ＢＸ本体でＰＣ（ＰＬＣ）リンク機能を選択した場合は、通信速度が自動的に１１５２００ｂｐｓとなりますので、 
ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＣＯＭ１ポート通信設定も１１５２００ｂｐｓに設定してください。 
 

 通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＥｔｈｅｒｎｅｔ通信環境設定 
ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＥｔｈｅｒｎｅｔ通信環境の設定はＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤで行います。  

 参 照：＜７．７．３ 通信ツールソフトウェア （Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｒ ＷＤ）＞ 
 
通信ダイアログボックス 

設定項目 設定値 
通信プロトコル ＵＤＰ 
通信速度 １１５２００ｂｐｓ 
通信モード 汎用通信 
送信方法 ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ 
接続先ポートＮｏ． １０２５～３２７６７ 
接続元ポートＮｏ． ０、１０２５～３２７６７ 

 

 
注１）ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの対象となるＡＢＸＣＯＭ５ 

の接続先ポートＮｏ．、接続元ポートＮｏ．は同
じにしてください。 

 
 ＢＸ本体の通信環境の設定 

ＣＯＭ１ポートの通信速度や伝送フォーマットの設定は、プログラミングツールＦＰＷＩＮ ＧＲで行います。 
メニューバーの[オプション（O）] → [ＰＬＣシステムレジスタ設定]を選択し、[ＣＯＭ１ポート]のタブをクリッ
クしてください。 
 
ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックス 

 
 

Ｎｏ． 設定項目 初期値 
Ｎｏ．４１０ ユニットＮｏ．（局番） １ 
Ｎｏ．４１２ 通信モード ＰＣリンク 

 
ＢＸ本体のユニットＮｏ．は重ならないように設定してください。 
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7.7.13 応用的な使い方（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ） 

 ＢＸ 本体でネットワーク情報を確認する方法 
オプション設定でＢＸ本体からＡＢＸＣＯＭ５に設定されたネットワーク情報（自ＩＰアドレス、接続先 
ＩＰアドレス、接続先ポートＮｏ．、バージョン）を確認できます。ＬＡＮ側からＡＢＸＣＯＭ５のコネクション情報
（接続相手ＩＰアドレス、自ＩＰアドレス、バージョン）を確認できます。 
   
【オプション設定のダイアログ】 

 
 
①ネットワーク情報通知：ＡＢＸＣＯＭ５からＢＸ本体にネットワーク情報を通知します。 
（ＢＸ本体のデータレジスタにＡＢＸＣＯＭ５がネットワーク情報を書き込みます） 
②ネットワーク情報確認：ＢＸ本体からＡＢＸＣＯＭ５のネットワーク情報を確認できます。 
         （ＢＸ本体からＡＢＸＣＯＭ５内部の仮想データレジスタを読み出します） 
③コネクション情報確認：ＬＡＮ側の相手機器からＡＢＸＣＯＭ５のコネクション情報を確認できます。 
    （ＬＡＮ側の相手機器からＡＢＸＣＯＭ５内部の仮想データレジスタを読み出します） 

 
 

 ネットワーク情報通知エリア 
ネットワーク情報通知、ネットワーク情報確認、コネクション情報確認で使用するエリアを設定します。 
ネットワーク情報通知エリアにＤＴ１００００（初期値）を設定した場合、以下のエリアを使用します。 
 
ネットワーク情報通知およびネットワーク情報確認のエリア 

レジスタ番号 内容（上位バイト） 内容（下位バイト） 

ＤＴ１００００ エラーコード注１） 自ＩＰアドレス（１ｓｔ） 
ＤＴ１０００１ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 自ＩＰアドレス（２ｎｄ） 
ＤＴ１０００２ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 自ＩＰアドレス（３ｒｄ） 
ＤＴ１０００３ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 自ＩＰアドレス（４ｔｈ） 
ＤＴ１０００４ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 接続先ＩＰアドレス（１ｓｔ） 
ＤＴ１０００５ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 接続先ＩＰアドレス（２ｎｄ） 
ＤＴ１０００６ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 接続先ＩＰアドレス（３ｒｄ） 
ＤＴ１０００７ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 接続先ＩＰアドレス（４ｔｈ） 
ＤＴ１０００８ 接続先ポートＮｏ． 
ＤＴ１０００９ ＡＢＸＣＯＭ５バージョン 
説明 

・自ＩＰが１９２．１６８．１．５の場合、ＤＴ１００００にはＨ００Ｃ０ （Ｋ１９２）、ＤＴ１０００１には 
Ｈ００Ａ８（ （Ｋ１６８）が通知または、確認できます。 

・接続先ポートＮｏ．が９０９４の場合、ＤＴ１０００８にはＨ２３８６ （Ｋ９０９４）が通知または確認 
できます。 

・ＡＢＸＣＯＭ５バージョンは１．１０の場合Ｈ１１００が通知または、確認できます。 
注）接続先ＩＰアドレスおよび接続先ポートＮｏ．はコンピュータリンク、クライアント設定時のみ通知 

または、確認できます。 
注１）エラーコード：０：正常、１：ＤＨＣＰ取得エラー、２：ＩＰアドレス重複エラー 
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コネクション情報確認のエリア 

レジスタ番号 内容(上位バイト) 内容(下位バイト) 

ＤＴ１００１０ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 接続相手ＩＰアドレス（１ｓｔ） 

ＤＴ１００１１ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 接続相手ＩＰアドレス（２ｎｄ） 

ＤＴ１００１２ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 接続相手ＩＰアドレス（３ｒｄ） 

ＤＴ１００１３ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 接続相手ＩＰアドレス（４ｔｈ） 

ＤＴ１００１４ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 自ＩＰアドレス（１ｓｔ） 

ＤＴ１００１５ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 自ＩＰアドレス（２ｎｄ） 

ＤＴ１００１６ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 自ＩＰアドレス（３ｒｄ） 

ＤＴ１００１７ ０ｘ００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 自ＩＰアドレス（４ｔｈ） 

ＤＴ１００１８ ０ｘ００００ （ｒｅｓｅｒｖｅ） 

ＤＴ１００１９ ＡＢＸＣＯＭ５バージョン 

 
 
 ネットワーク情報通知 
ネットワーク情報通知を有効にするとＡＢＸＣＯＭ５はＥｔｈｅｒｎｅｔの初期化完了後にネットワーク情報をＢＸ
の本体に通知します。（Ｅｔｈｅｒｎｅｔの初期化は電源投入後、または設定変更後の再起動後に行れます）。
通知はＭＥＷＴＯＣＯＬにて情報エリア先頭番号から１０ワードのデータエリアライトコマンド（“ＷＤ”）で通知
されます（メモリエリアは”ＤＴ”、 ユニットＮｏ．は”ＥＥ”固定）。この通知でＥｔｈｅｒｎｅｔの初期化完了をラダ
ープログラムで判断し通信を開始する使い方が可能です。 
 汎用通信でご使用の場合は、ネットワーク情報通知のデータエリアライトコマンド受信し、レスポンスタイム
アウト時間後、通信を開始してください。 
 

 
 
 
【サンプルプログラム】 （ネットワーク情報通知エリアにＤＴ１００００を設定） 
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 ネットワーク情報確認 
コンピュータリンクかつクライアント使用時、ネットワーク情報確認を有効にするとネットワーク情報を BＸの
本体から確認できます。確認エリア範囲に対してＭＥＷＴＯＣＯＬデータエリアリードコマンド（”ＲＤ”）で読
出すことで確認できます（メモリエリアはＤＴ固定、ユニットＮｏ．は任意）。ネットワーク情報確認が有効の場
合、ＡＸＣＯＭ５Ａ，ＡＸＣＯＭ５ＢはユニットＮｏ．を問わず確認エリア範囲に対するＭＥＷＴＯＣＯＬデータ
エリアリードコマンドに対して応答を返します。 
 

 
 
【サンプルプログラム】  （ネットワーク情報通知エリアにＤＴ１００００を設定） 

 
 
 
 コネクション情報確認 
コンピュータリンクかつサーバ使用時、コネクション情報確認を有効にするとＬＡＮ側からコネクション情報
を確認できます。確認エリア範囲に対してＬＡＮ側からＭＥＷＴＯＣＯＬデータエリアリードコマンド（”ＲＤ”）
で読出すことで確認できます（メモリエリアはＤＴ固定）。コネクション情報確認が有効の場合、ＡBＸＣＯＭ５
Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５ＢはユニットＮｏ．を問わず確認エリア範囲に対するＭＥＷＴＯＣＯＬデータエリアリードコマ
ンドに対して応答を返します。 
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 ユニットＮｏ．別にコマンドメッセージを送信する方法 

 

 
 ユニットＮｏ．対応ＩＰアドレス 
送信先ＩＰアドレスとユニットＮｏ．を指定するを有効にすると、ユニットＮｏ．に対応したＩＰアドレス宛にコマン
ドを送信できます。 

   
設定可能条件 
・クライアント、コンピュータリンク選択 
・ＵＤＰ、汎用通信選択 
・ブロードキャスト選択時（ＩＰアドレスが優先されユニキャストで送信） 
 
設定方法 

 
 
①［オプション設定］で「送信先ユニットＮｏ．とＩＰアドレスを指定する」にチェックを入れてください。 
②設定したい送信先ユニットＮｏ．にチェックを入れてＩＰアドレスをダブルクリックしてください。 
（ユニットＮｏ．１～９９） 
③ユニットＮｏ．に対応した送信先ＩＰアドレスを設定してください。 
 
注）ＴＣＰにてユニットＮｏ．に対応したＩＰに接続する場合、既存のコネクションを切断してから新規にコネク
ション接続を行います。 
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7.7.14 接続例（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ） 

 ＦＰ２ ＥＴ－ＬＡＮユニットと接続 
 
 概要 
ＦＰ２ ＥＴ－ＬＡＮユニットを使って 大８台のＢＸと同時にコネクションを確立、コンピュータリンクによる送
受信を行います。 
 
【接続例】 

 

 
 ＦＰ２ ＥＴ－ＬＡＮユニットの設定 
 

  
  

 
 
 
 
 
 
 

 

 参 照： 
ＦＰ２ ＥＴ－ＬＡＮユニット設定方法について 
＜ＦＰ２ ＥＴ－ＬＡＮユニット マニュアル＞ 
＜ＦＰ２ ＥＴ－ＬＡＮユニット マニュアル（追補版）＞ 

   

設定項目 設定値 
通信方式 ＴＣＰ／ＩＰ 

オープン方式 Ａｃｔｉｖｅオープン 

コネクション使用用途 汎用通信（透過通信） 

自ノードポート番号 任意 

相手ノードＩＰアドレス 接続先ＢＸのＩＰアドレス 

相手ノードポート番号 ９０９４ （変更可） 
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 ＢＸの設定 
１）ＢＸ システムレジスタ設定 
Ｎｏ．４１２ ・・・ コンピュータリンクモード 

 

２）ＡＢＸＣＯＭ５Ａ、ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの設定 
設定項目 設定値 

通信プロトコル ＴＣＰ 

動作モード サーバ接続 
通信モード コンピュータリンク 

待ち受けポート ９０９４ （変更可） 

無通信コネクション切断時間 ０ 

 
通信方式はＵＤＰ／ＩＰでも通信可能です。 
この場合、ＦＰ２ ＥＴ－ＬＡＮの通信方式をＵＤＰ／ＩＰに変更してください。 
ＡBＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの通信プロトコルをＵＤＰに送信方法はＵＮＩＣＡＳＴを設定してください。 
 

 ご注意：  
ＦＰ２ ＥＴ－ＬＡＮユニットＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ機能は、ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭを使用できません。ＢＸと
コンピュータリンクで通信する場合、ＦＰ２ ＥＴ－ＬＡＮユニット側はＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭデータフォー
マットを透過通信を使って通信してください。この場合、ＥＴ－ＬＡＮユニットの専用ヘッダは不要です。 
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 ＧＶシリーズとＥｔｈｅｒｎｅｔで接続する場合 
 概要 

ＢＸとＧＶシリーズをＥｔｈｅｒｎｅｔで接続。ＧＶからの命令（コマンド）に対してＢＸが応答（レスポンス）を返すこ
とで通信を行います。通信に関するプログラムは必要なく、お互いの通信に関する設定だけで表示器を使
ったオペレーションが実現します。 
 
【接続例】 

 
   
 ＧＶの設定 

ＧＶのＥｔｈｅｒｎｅｔの設定は、ＧＶ作画編集ソフトＧＶＷＩＮで行います。 
新規作成時のＰＬＣ選択または、メニューバーの［システム設定］より［ＰＬＣタイプ設定］にて［ＦＰシリーズ 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ ＴＣＰ／ＩＰ］を選択してください。  

 
 
メニューバーの［システム設定］より［本体設定］を選択し、［ＩＰアドレス設定］タブをクリックしてＧＶのＩＰアド
レスを設定してください。 

 



7-109 

メニューバーの［システム設定］より［通信パラメータ選択］にて［ＦＰシリーズＥｔｈｅｒｎｅｔ ＴＣＰ／ＩＰ］を選択
し、 ［詳細設定］ タブをクリックして接続形式を１：ｎを選択し、自局番を設定してください。 

 
 
メニューバーの［システム設定］ より［通信パラメータ選択］にて［ネットワークテーブル設定］→［Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
ｅｔ］を選択してネットワーク編集画面を開いてください。ネットワークテーブルのＮｏ．はＦＰ－ＸのユニットＮ
ｏ．に対応しています。 

 
  

接続先であるＢＸのユニットＮｏ．に対応したＩＰアドレス、ポート番号を設定してください。 

 

  

 参 照： 
ＧＶの詳しい設定について 
＜ＧＶ４２ ／ ＧＶ５２ ／ ＧＶ６２ Ｔｅｒｍｉｎａｌ ＧＶＷＩＮ追加仕様マニュアル＞ 
＜ＧＶシリーズ通信ユニット マニュアル Ｅｔｈｅｒｎｅｔ＞ 



7-110 

  
 ＢＸの設定 

１）ＢＸシステムレジスタ設定 
 Ｎｏ．４１２ ・・・ コンピュータリンクモード 
 
２）ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの設定 

設定項目 設定値 
通信プロトコル ＴＣＰ 

動作モード サーバ接続 

通信モード コンピュータリンク 

待ち受けポート ９０９４ （変更可） 

無通信コネクション切断時間 ０ 

 
通信方式がＵＤＰ／ＩＰでもコンピュータリンク通信可能です。 
この場合、ＧＶの［ＰＬＣタイプ設定］を［ＦＰシリーズＥｔｈｅｒｎｅｔ ＵＤＰ／ＩＰ］に変更してください。 
また、ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの通信プロトコルをＵＤＰに送信方法はＵＮＩＣＡＳＴを設定してくださ
い。 
 

 ご注意：  
ＧＶとのＥｔｈｒｎｅｔ接続にはコンピュータリンクを使用し、ＧＶがマスタでＢＸがスレーブです。ＢＸがマスタで
のご使用はできません。ＧＶおよびＢＸで局番とユニットＮｏ．が重複しないようにしてください。 
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7.7.15 初期化方法 

 概要 
・ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＥｔｈｅｒｎｅｔ通信環境の設定を初期化することができます。 

 

 初期化の手順 

 
①ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの表面のスイッチ（ＳＷ１）をＯＮにします。 
②BＸ本体にＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂを装着し、電源を投入します。 
③ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５ＢのＥＲＲ．のＬＥＤが０．５秒周期で点滅をします。（初期化完了） 
④BＸ本体の電源を切り、ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂを取り外します。 
⑤ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの表面スイッチをＯＦＦにします。 
⑥BＸ本体にＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂを装着し、電源を投入します。 

 
注）ＡＢＸＣＯＭ５Ａ，ＡＢＸＣＯＭ５Ｂの表面のスイッチがＯＮの状態では、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信設定（ＩＰアドレス

含む）の変更ができませんので必ず、初期化後はＯＦＦにしてください。 
 
 初期化時の設定 
ＩＰアドレス設定 

設定項目 初期値 
IP アドレス取得 手動 
ユニット名 ＢＸ＿ＥＴ 
ＩＰアドレス １９２．１６８．１．５ 
ネットマスク ２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ １９２．１６８．１．１ 

 
 

 

通信設定 
設定項目 初期値 

通信プロトコル ＴＣＰ 

動作モード サーバ接続 

通信速度（COM1 ポート） ９６００ｂｐｓ 

通信モード コンピュータリンク 

待ち受けポートＮｏ． ９０９４ 

無通信コネクション切断時間 ０ 

 
 

 

 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信初期化設定スイッチ（ＳＷ１） 
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８章 
機能ボード 
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8.1 機能ボードの増設について 
ボードコントローラＢＸには、２通りの増設方法があります。 
１．増設ケーブルを介して、増設Ｉ／Ｏボードを増設します。 
２．コントロールボードのボード取付部に拡張ボードを増設します。 
 
ボードコントローラＢＸでは、拡張ボード（機能ボード、通信ボード）をコントロールボードに装着できます。 
 

C32T コントロールボード 

 
 

 

 

 

 

通信ボードを１台、機能ボードを２台増設可能 

8.2 機能ボード 
 名 称 仕様 Ｉ／Ｏ番号 品番 

 

アナログ入力ボード アナログ入力（非絶縁） 
２チャンネル 

ＣＨ０ 
 
ＣＨ１ 
 

ＷＸ１０ 
ＷＸ２０ 
ＷＸ１１ 
ＷＸ２１ 

ＡＢＸＡＤ０２ 

 

アナログ出力ボード 
アナログ出力（絶縁） 
２チャンネル 
（チャンネル間絶縁） 

ＣＨ０ 
 
ＣＨ１ 
 

ＷＹ１０ 
ＷＹ２０ 
ＷＹ１１ 
ＷＹ２１ 

ＡＢＸＤＡ０２ 

 

温度入力ボード 

電圧入力／電流入力 
／熱電対入力 
／測温抵抗体入力 
2チャンネル 
（チャンネル間絶縁） 

ＣＨ０ 
 
ＣＨ１ 
 

ＷＸ１０ 
ＷＸ２０ 
ＷＸ１１ 
ＷＸ２１ 

ＡＢＸＡＤ２Ｍ 

 

入力ボード ８点 ＤＣ入力 Ｘ１００～ 
Ｘ２００～ ＡＢＸＩＮ０８ 

 

出力ボード ８点  
トランジスタ出力（ＮＰＮ） 

Ｙ１００～ 
Ｙ２００～ ＡＢＸＴＲ０８ 
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 名 称 仕様 Ｉ／Ｏ番号 品番 

 

パルス入出力ボード 
                    注２） 

高速カウンタ ２チャンネル 
＋パルス出力 １チャンネル

Ｘ１００～ 
Ｙ１００～ 
Ｘ２００～ 
Ｙ２００～ 

ＡＢＸＰＬＳ１ 

 

リレー出力ボード 

リレー出力 ４点 
（２点／コモン） 
２A ２５０VAC 
２A ３０VDC 

Ｙ１００～ 
Ｙ２００～ 

ＡＢＸＲＹ０４ 

 

リレー出力ボード 
（高容量タイプ） 

リレー出力 ２点 
（１点／コモン） 
５A ２５０VAC 
５A ３０VDC 

Ｙ１００～ 
Ｙ２００～ 

ＡＢＸＲＹ０２ 

 

リアルタイムクロック付 
マスタメモリボード 

マスタメモリ  
＋ リアルタイムクロック ― ＡＢＸＭＲＴＣ 

 

 

ＳＤ０１ 
シリアルデータボード 

ＲＳ２３２Ｃ ３線式 ４チャン
ネル 

Ｘ１００ 
Ｘ２００ ＡＢＸＳＤ０１ 

注 １） Ｉ／Ｏ番号は、拡張スロット０（Ｘ１００～、Ｙ１００～）と拡張スロット１（Ｘ２００～、Ｙ２００～）となります。 

 参 照：＜４．４ 拡張ボードのＩ／Ｏの割り付け＞ 
 

 参 照：コネクタ、電線について ＜５章 設置と配線＞ 
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8.3 仕様 
8.3.1 アナログ入力ボード 

 品番：ＡＢＸＡＤ０２ 
項 目 仕 様 

入力点数 ２チャンネル／ボード 
電圧 ０ ～ １０Ｖ 

入力レンジ 
電流 ０ ～ ２０ｍＡ 

デジタル変換値 Ｋ０～Ｋ４０００ 注） 
分解能 １／４０００ （１２ｂｉｔ） 
変換速度 １ｍｓ／チャンネル 
総合精度 ±１％Ｆ．Ｓ．以下 （０～５５℃）  

電圧 ４０ｋΩ 
入力インピーダンス 

電流 １２５Ω 
電圧 －０．３ ～ ＋１５Ｖ 

絶対最大定格 
電流 －２ ～ ＋３０ｍＡ 

入力保護 ダイオード 
絶縁 アナログ部と内部デジタル回路部非絶縁 
入出力接点占有数 入力 ３２点 
コネクタ ＭＩＬ１０ピン 
注１）アナログ入力値が上・下限を超えた場合、デジタル値は上・下限値を維持します。 

分解能は１２ｂｉｔですので、入力接点の上位４ｂｉｔは常に０となります。 
注２）アナログデータがコントロールボードの入力に反映されるには下記の時間がかかります。 

     
注３）アナログ入力ボード内での平均処理はおこないません。平均処理が必要な場合は、ラダープログラム

で平均処理をおこなってください。 
 
 端子配列 

Ｖ０ 電圧入力 
Ｉ０ 電流入力 
ＳＥＬ０ 電圧／電流セレクト

ＣＨ０ 

ＣＯＭ コモン 
Ｖ１ 電圧入力 
Ｉ１ 電流入力 
ＳＥＬ１ 電圧／電流セレクト

ＣＨ１ 

ＣＯＭ コモン 

 

注）ＬＥＤ表示はありません。 ＮＣ 未使用 

9 7 5 3 1
Io COM V1 SEL1 COM

Vo SEL0 COM I1 COM

10 8 6 4 2

         各ＣＯＭはボード内部で接続されています。 

端子配列 
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 結線方法 

 

 ０ｍＡ～２０ｍＡ ＤＣ入力 
 

 変換特性グラフ 

 

  
 
 Ａ／Ｄ変換値対応表 

入力電流（ｍＡ） Ａ／Ｄ変換値 
０．０ ０ 
２．５ ５００ 
５．０ １０００ 
７．５ １５００ 
１０．０ ２０００ 
１２．５ ２５００ 
１５．０ ３０００ 
１７．５ ３５００ 
２０．０ ４０００ 

 
 
 レンジオーバー時の処理 

入力値 変換値 
０ｍＡ以下（マイナス値） ０ 

２０ｍＡ以上 ４０００ 
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 ０Ｖ～１０Ｖ ＤＣ入力 
 
 変換特性グラフ 

 

 
 Ａ／Ｄ変換値対応表 

入力電圧（Ｖ） Ａ／Ｄ変換値 
０．０ ０ 
１．０ ４００ 
２．０ ８００ 
３．０ １２００ 
４．０ １６００ 
５．０ ２０００ 
６．０ ２４００ 
７．０ ２８００ 
８．０ ３２００ 
９．０ ３６００ 
１０．０ ４０００ 

 
 
 レンジオーバー時の処理 

入力値 変換値 
０Ｖ以下（マイナス値） ０ 

１０Ｖ以上 ４０００ 
 
 

各チャンネルデータは、Ｉ／Ｏデータとして下表のとおりに割り付けられます。 
装着スロット番号 

アナログ入力ボード 
入力チャンネル 拡張スロット０ 

（ボード取付部） 
拡張スロット１ 
（ボード取付部） 

チャンネル０（ＣＨ０） ＷＸ１０ ＷＸ２０ 
チャンネル１（ＣＨ１） ＷＸ１１ ＷＸ２１ 

 
 

 ご注意： 
・結線には２芯ツイストペアシールド線をご使用いただき、シールド線を接地されることをおすすめします。 
 ただし、外部ノイズの状況によっては接地しない方がよい場合もあります。 
・ アナログ入力信号線は交流線や高圧線、負荷線とは近接や束縛は行わないでください。 
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8.3.2 アナログ出力ボード 

 品番：ＡＢＸＤＡ０２ 
項 目 仕 様 

出力点数 ２チャンネル／ボード 
電圧注１） ０ ～ １０Ｖ，０ ～ ５Ｖ 

出力レンジ 
電流 ０ ～ ２０ｍＡ 

デジタル値 Ｋ０～Ｋ４０００ 注２） 
分解能 １／４０００ （１２ｂｉｔ） 
変換速度 １ｍｓ／チャンネル 注３） 
総合精度 ±１％Ｆ．Ｓ．以下 （０～５５℃）  
出力インピーダンス ０．５Ω（電圧出力） 
出力最大電流 １０ｍＡ（電圧出力） 
出力許容負荷抵抗  ６００Ω以下（電流出力） 

絶縁方式 

アナログ出力端子～内部デジタル回路部 
 トランス絶縁、アイソレーションＩＣ絶縁 
アナログ出力端子各チャンネル間 
 トランス絶縁、アイソレーションＩＣ絶縁 

端子台ソケット フェニックス・コンタクト ＭＣ１，５／９－ＳＴ－３，５ 
注１）出力レンジ切替スイッチにて出力レンジをチャンネルごとに０～１０Ｖまたは０～５Ｖに設定できます。 
注２）デジタル値が上・下限を超えた場合はＤ／Ａ変換を行いません（アナログ出力は前のデータのままです） 
注３）アナログデータがコントロールボードの入力に反映されるには下記の時間がかかります。 
   （下図は０－１０Ｖ出力レンジ、２チャンネル使用時の変換時間の例を記載しています） 
     

 

 

 
注４）アナログ出力ボードを使用される場合、許容瞬時停電時間が７ｍｓ（２４Ｖ ＤＣ使用時）から５ｍｓ 
（２４Ｖ ＤＣ使用時）となります。 

 

 端子配列 
 

０～５Ｖ出力 ０～１０Ｖ出力

OFF ON  

 

 

 

 

 

 

 

 
注）アナログ出力ボード表面上部(端子台と逆方向)のコネクタ（４Ｐ）はシステムにて使用していますので、何も接続しな
いでください。 

 
 結線方法 
 

 

 

 

 

V０ 電圧出力 
I０ 電流出力 ＣＨ０ 
COM０ コモン 
V１ 電圧出力 
I１ 電流出力 ＣＨ1 
COM１ コモン１ 

ＮＣ 未使用 

電圧出力（０～１０Ｖ，０～５Ｖ）の場合 電流出力（０～２０ｍＡ）の場合 

COM0 

NC

NC 
V0 
I0 

NC
COM1
I1

チャンネル 0 チャンネル 1

1 9

出力レンジ切替スイッチ（表面）

（CH1）

ＳＷ１ 

端子配列（端子台ソケット）

ＳＷ２ 
（ＣＨ１） （ＣＨ０） 

V1

（CH０）
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 ０ｍＡ～２０ｍＡ 出力 
 

 変換特性グラフ 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 Ｄ／Ａ変換値対応表 

デジタル入力値 出力電流（ｍＡ） 
０ ０．０ 
５００ ２．５ 
１０００ ５．０ 
１５００ ７．５ 
２０００ １０．０ 
２５００ １２．５ 
３０００ １５．０ 
３５００ １７．５ 
４０００ ２０．０ 

 
 
 レンジオーバー時の処理 

デジタル入力値 アナログ出力値 
マイナス値 不変 

（マイナス値を入力する直前の値） 
４００１以上 不変 

（４００１を入力する直前の値） 
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■ ０Ｖ～１０Ｖ ＤＣ出力   ■ ０Ｖ～５Ｖ ＤＣ出力 
 変換特性グラフ    ●変換特性グラフ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

5

3.75

2.5

1.25

 
 Ｄ／Ａ変換値対応表    ●Ｄ／Ａ変換値対応表 

デジタル入力値 出力電圧（Ｖ） デジタル入力値 出力電圧（Ｖ） 
０ ０．０ ０ ０．０ 
４００ １．０ ４００ ０．５ 
８００ ２．０ ８００ １．０ 
１２００ ３．０ １２００ １．５ 
１６００ ４．０ １６００ ２．０ 
２０００ ５．０ ２０００ ２．５ 
２４００ ６．０ ２４００ ３．０ 
２８００ ７．０ ２８００ ３．５ 
３２００ ８．０ ３２００ ４．０ 
３６００ ９．０ ３６００ ４．５ 
４０００ １０．０ 

 

４０００ ５．０ 
 
 レンジオーバー時の処理 

入力値 変換値 
マイナス値 不変 

（マイナス値を入力する直前の値） 
４００１以上 不変 

（４００１を入力する直前の値） 
 

各チャンネルデータは、Ｉ／Ｏデータとして下表の通り割り付けられます。 
 

装着スロット番号 アナログ出力ボード 
出力チャンネル 拡張スロット０ 拡張スロット１ 
チャンネル０（ＣＨ０） WY１０ WY２０ 
チャンネル１（ＣＨ１） WY１１ WY２１ 

 

 ご注意： 
・結線には２芯ツイストペアシールド線をご使用いただき、シールド線を接地されることをおすすめします。 
 ただし、外部ノイズの状況によっては接地しない方がよい場合もあります。 
・ アナログ出力信号線は交流線や高圧線、負荷線とは近接や束縛は行わないでください。 
 
●Ｄ／Ａ部 内部ブロック図 
一個のＤ／ＡコンバータＩＣに電圧アンプ、電流アンプを並列接続しています。 
同一チャンネルの電圧出力端子と電流出力端子に同時にアナログ機器を結線しないでください。 
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8.3.3 温度入力ボード 

 品番：ＡＢＸＡＤ２Ｍ 
項 目 仕 様 

入力点数 ２チャンネル／ボード 
Ｋ熱電対 ：－２００．０～＋１３７０．０℃ （０．１℃：最小表示単位） 

熱電対 
Ｊ熱電対 ：－２００．０～＋１０００．０℃ （０．１℃：最小表示単位） 

測温抵抗体注１） Ｐｔ１００ ：－２００．０～＋８５０．０℃ （０．１℃：最小表示単位） 
電圧 １～５Ｖ （１／１６３８４） 

入力レンジ 
（分解能） 

電流 ４～２０ｍＡ （１／１６３８４） 
Ｋ熱電対 ： Ｋ－２０００～Ｋ１３７００ 
断線時  ：Ｋ２００００，データ準備中 ：Ｋ２０００１注３） 

熱電対注２） 
Ｊ熱電対 ： Ｋ－２０００～Ｋ１００００ 
断線時  ：Ｋ２００００，データ準備中 ：Ｋ２０００１注３） 

測温抵抗体注２） Ｐｔ１００ ： Ｋ－２０００～Ｋ８５００ 
断線時 ：Ｋ２００００，データ準備中 ：Ｋ２０００１注３） 

ディジタル変
換値 

電圧・電流注４） Ｋ０～Ｋ１６３８３ 
熱電対・測温抵抗体 ２５０ｍｓ以下  

変換速度注５） 
電圧・電流 約５０ｍｓ  
測温抵抗体・電圧・

電流 
±0.2%F.S.以下 （周囲温度：0～＋55℃）注６）                 

総合精度 
熱電対 ±0.2%F.S.以下 （冷接点補償精度 ： ±１．０℃加算）  

            （周囲温度：0～＋55℃）注６）  
熱電対入力 １ＭΩ以上 
測温抵抗体入力 約２２ｋΩ 
電圧入力 １００ｋΩ以上 

入力インピ
ーダンス 

電流入力 ２５０Ω （内蔵シャント抵抗） 
許容入力導
線抵抗 測温抵抗体入力 １線当りの抵抗値：１０Ω以下 （３導線式測温抵抗体入力） 

１～５Ｖレンジ －０．３～＋１５Ｖ 絶対最大定
格 ４～２０ｍＡレンジ －２～６０ｍＡ 

絶縁方式 アナログ入力回路⇔内部回路 ：トランス絶縁，フォトカプラ絶縁 
アナログ入力チャンネル間 ：トランス絶縁 

入力レンジ切り替え スイッチ設定にてチャンネル毎に設定 
入出力接点占有数 入力 ３２点  注７） 
端子台ソケット  
注１）測温抵抗体は３導線式のものを使用してください。 
注２）レンジオーバ時は±１５℃までは変換精度保証外の参考値を表示します。 

        注３）電源投入から変換データが用意できるまでの間は、ディジタル値はＫ２０００１になります。 
その間のデータは他プログラムに影響がないように配慮ください。 

        注４）レンジオーバ時は下限値：Ｋ０または上限値：Ｋ１６３８３を表示します。 
        注５）アナログデータの変換は上記変換時間で行いますが、内部データレジスタにはスキャン終了後に反映されます。 
        注６）熱電対レンジにおける精度上のフルスケール（Ｆ．Ｓ．）はＫ：－２００～１３７０℃，Ｊ：－２００～１０００℃、測温抵抗体

レンジにおける精度上のフルスケール（Ｆ．Ｓ．）はＰｔ１００：－２００～８５０℃、電圧レンジにおける精度上の 
フルスケール（Ｆ．Ｓ．）は１～５Ｖ、電流レンジにおける精度上のフルスケール（Ｆ．Ｓ．）は４～２０ｍＡです。 

注７）各チャンネルデータは、Ｉ／Ｏデータとして下表のとおりに割り付けられます。 
装着スロット番号 温度入力ボード 

入力チャンネル 拡張スロット０（ボード取付部） 拡張スロット１（ボード取付部） 
チャンネル０（ＣＨ０） ＷＸ１０ ＷＸ２０ 
チャンネル１（ＣＨ１） ＷＸ１１ ＷＸ２１ 

注８）正確な測定を行うために、電源投入後１５分以上通電してからご使用ください。 
 
熱電対入力使用時のご注意： 

         ・熱電対のリード線を延長させる場合は、熱電対の種類に合った補償導線をご使用ください。 
・端子台ソケットを脱着されますと一時的に精度が低下しますので、施工後１５分間以上経過した後の温度データを 
採用してください。 

         ・ボードに急激な温度変化が発生すると、一時的に温度データが変化することがあります。 
         ・ボードに盤内冷却ファンなどの風が直接当たりますと精度が悪くなります。直接風が当らないようにしてください。 
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■ 各部の名称と端子配列 
 
 

V0／I0 電圧／電流入力 

A／＋ SW１１ 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１）端子台ソケットは着脱式です。 
注２）入力レンジ切替スイッチ近傍のコネクタ（４Ｐ）はシステムにて使用していますので、何も接続しないでください。 
 
 

■ 入力レンジ設定 
・入力レンジ設定スイッチ 

入力レンジ 
名称 CH0

注１）

CH1 
注１） Ｋ熱電対 Ｊ熱電対 測温抵抗体 電圧 電流 

注２） 
入力レンジ 
切替スイッチ 

SW
1 

SW
11  

OFF   OFF 
 

OFF   ON 
 

ON   OFF 
 

ON   ON 
 

ON   ON 

注３） 
電圧／電流 
切替スイッチ 

SW
2 

SW
12  

OFF 
 

OFF 
 

OFF 
 

OFF 
 

ON 
注１)入力レンジは入力切替スイッチと電圧／電流切替スイッチの組み合わせにより、チャンネル毎に設定を行って            

ください。 
注２）スイッチ設定の確認はコントロールボード電源投入時のみ実行されます。 
注３）電圧／電流切替スイッチは内蔵シャント抵抗の入／切スイッチのため、電流入力レンジ以外は必ず  
ＯＦＦとしてください。 

注４）各スイッチは工場出荷時、全てＯＦＦ側（Ｋ熱電対）に設定されています。 

SW１ 
入力レンジ 

熱電対入力＋／測温抵抗体入力 A 入力レンジ 

B／－ 電圧・電流入力ｺﾓﾝ／熱電対入力－／ 
測温抵抗体入力 B 

CH0

B 

切替スイッチ切替スイッチ 
（ＣＨ０） （ＣＨ１） 

SW２ 
電圧/電流 

測温抵抗体入力 B 

V1／I1 電圧／電流入力 

切替スイッチ 
（ＣＨ０） 

SW１２ 
A／＋ 熱電対入力＋／測温抵抗体入力 A 電圧/電流 

切替スイッチ
（ＣＨ１） 

 
V0/I0 

V1/I1

A/＋ 
A/＋ B/－ 
B/－ 

B 

B 

チャンネル０ チャンネル１

（ＣＨ０） （ＣＨ１）

ＮＣ 

B／－ 電圧・電流入力ｺﾓﾝ／熱電対入力－／ 

測温抵抗体入力 B 

CH1

B 測温抵抗体入力 B 

NC 何も接続しないで下さい 

端子台ソケット 
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■ 結線方法 
端子台ソケットを取り出し、設定された入力レンジに従って、チャンネルごとに下図の結線を行ってください。
結線後、極性や端子位置などが正しく接続されていることを確認し、端子台ソケットを温度入力ボードに装
着してください。 
 
 
 
 

熱電対を入力する場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測温抵抗体を入力する場合 

電圧を入力する場合 

 
 
 
 
 

電流を入力する場合

 
 
 

・ 入力信号線は交流線/高圧線との近接及び束縛を行わないでください。 
・ 端子台ソケットはしっかりと浮きのないよう温度入力ボードに装着してください。 
・ 入力信号線にはシールド線をご使用いただき、接地されることを推奨いたします。ただし、外部ノイズの状況によって
はシールドを接地しない方がよい場合もあります。 
・ 耐ノイズ性及び安全性より、測定点と熱電対（ＴＣ）は絶縁されることを推奨いたします。 
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 電流入力レンジ４ｍＡ～２０ｍＡ  
 
 変換特性グラフ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 電圧入力レンジ０Ｖ～５Ｖ 
 
 変換特性グラフ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 K熱電対レンジ 
 
 変換特性グラフ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●変換値対応表
入力値[mA] 変換値 

２０ １６３８３ 

１６ １２２８７ 

１２ ８１９１ 

８ ４０９５ 

４ ０ 

●レンジオーバー時の処理 
入力値 変換値 

２０mA 以上 １６３８３ 

４mA 以下 ０ 

+16383 

+8191 

0    +4         +12        +20   (mA)

●変換値対応表
入力値[V] 変換値 

５ １６３８３ 
+16383 ４ １２２８７ 

３ ８１９１ 

２ ４０９５ 

１ ０ +8191 

0    +1         +3         +5   (V)

●レンジオーバー時の処理 
入力値 変換値 

５V以上 １６３８３ 

１V 以下 ０ 

●変換値対応表
入力値[℃] 変換値 

－２００ －２０００ +20000 

０ ０ 

１３７０ １３７００ 

●レンジオーバー時の処理 
(±15℃までは精度保証外の参考値を表示) 

入力値 

+13850 

変換値 

－２１５℃以下 －２１５０ 
‐2150 １３８５℃以上 １３８５０ 

断線 ２００００ 
(注)上限値を超えるレンジオーバー時は 
上記変換値となりますが、さらに 
温度が上昇すると(1400℃以上)断線 
時と同じ値(+20000)になります。 

‐215 +1385 +1400  （℃）
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 J熱電対レンジ 
 
 変換特性グラフ ●変換値対応表

入力値[℃]  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 測温抵抗体入力レンジ 
 
 変換特性グラフ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ご注意： 
          ■Ｋ熱電対、Ｊ熱電対、測温抵抗体入力レンジについて 
        

・電源投入から変換データが用意できるまでの間（約３秒）は、ディジタル値はＫ２０００１になります。 
その間のデータは他プログラムに影響がないように配慮ください。 

           
 ・断線または上下限値を超えるレンジオーバー（ディジタル値：Ｋ２００００）より復帰してから      
変換データが用意できるまでの間（約３秒）は、ディジタル値はＫ２０００１になります。 
その間のデータは他プログラムに影響がないように配慮ください。 

             
 
 
 
 
 
 
 
 

変換値 

－２００ －２０００ +20000 

０ ０ 

１０００ １００００ 

●レンジオーバー時の処理 +10150 

(±15℃までは精度保証外の参考値を表示) 

入力値 変換値 

－２１５℃以下 －２１５０ 
‐2150 １０１５℃以上 １０１５０ 

断線 ２００００ 
(注)上限値を超えるレンジオーバー時は 
上記変換値となりますが、さらに 
温度が上昇すると(1100℃以上)断線 
時と同じ値(+20000)になります。 

+1015 ‐215 +1100  （℃）

●変換値対応表 
入力値[℃] 変換値 

－２００ －２０００ +20000 

０ ０ 

８５０ ８５００ 

●レンジオーバー時の処理 +8650 

(±15℃までは精度保証外の参考値を表示) 

入力値 変換値 

－２１５℃以下 －２１５０ 
‐2150 

８６５℃以上 ８６５０ 

断線 ２００００ 
(注)上下限値を超えるレンジオーバー時は 
上記変換値となりますが、さらに 
温度が上昇(900℃以上)したり、下降 
（－230℃以下）したりすると、断線 
時と同じ値(+20000)になります。 

‐230 -215 +900  （℃）+865 
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8.3.4 入力ボード 

 品番：ＡＢＸＩＮ０８ 
項 目 仕 様 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 
定格入力電圧 ２４Ｖ ＤＣ 
使用電圧範囲 ２１．６ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 
定格入力電流 約３．５ ｍＡ  

コモン方式  ８点／コモン 
（入力電源の極性は＋／－いずれでも可能） 

最小ＯＮ電圧／最小ＯＮ電流 １９．２Ｖ ＤＣ／３ｍＡ 
最大ＯＦＦ電圧／最大ＯＦＦ電流  ２．４Ｖ ＤＣ／１ｍＡ 
入力インピーダンス 約 ６．８ ｋΩ  

ＯＦＦ→ＯＮ １．０ｍｓ以下  
応答時間 

ＯＮ→ＯＦＦ １．０ｍｓ以下 
動作表示 ＬＥＤ表示 
コネクタ ＭＩＬ１０ピン 

 
 

 ＬＥＤ表示／端子配列図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各ＣＯＭはボード内部で接続されています。 

 

 
 
 

 内部回路 

 

9 7 5 3 1
COM Ｘ１ Ｘ３ Ｘ５ Ｘ７
COM Ｘ０ Ｘ２ Ｘ４ Ｘ６
10 8 6 4 2

端子配列

入力表示ＬＥＤ 
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8.3.5 出力ボード 

 品番：ＡＢＸＴＲ０８ 
項 目 仕 様 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 
出力形式 オープンコレクタ （ＮＰＮ） 
定格負荷電圧 ２４Ｖ ＤＣ 
負荷電圧許容範囲 ２１．６ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 
最大負荷電流 ０．３Ａ 
最大突入電流 １．５Ａ 
コモン方式 ８点／コモン 
ＯＦＦ 時漏洩電流 １μＡ 以下 
ＯＮ 時最大電圧降下 １．５Ｖ ＤＣ以下 

ＯＦＦ→ＯＮ ０．１ｍｓ 以下 
応答時間 

ＯＮ→ＯＦＦ ０．８ｍｓ 以下 
サージキラー ツェナーダイオード 
動作表示 ＬＥＤ表示 
コネクタ ＭＩＬ１０ピン 
 

 ＬＥＤ表示／端子配列図 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各ＣＯＭはボード内部で接続されています。 

 出力同時ＯＮ点数の制限 
出力同時ＯＮ点数は、周囲温度により下図の範囲に軽減してください。 

 

 内部回路 

 

9 7 5 3 1
COM Ｙ１ Ｙ３ Ｙ５ Ｙ７
COM Ｙ０ Ｙ２ Ｙ４ Ｙ６
10 8 6 4 2

出力表示ＬＥＤ 

端子配列 
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8.3.6 パルス入出力ボード 

 品番：ＡＢＸＰＬＳ１ 
 
高速カウンタ部（ＨＳＣ：Ｘ０～Ｘ２） パルス出力部（ＰＬＳ：Ｙ０～Ｙ２） 

項 目 仕 様 項 目 仕 様 
絶縁方式 フォトカプラ絶縁 絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

高速 
カウンタ時 単相２ｃｈ、２相１ｃｈ パルス出力時 １ｃｈ 

パルス 
キャッチ時 ３点 ＰＷＭ出力時 １ｃｈ 

割込入力時 ３点 

出力点数 

通常出力 ３点 

入力 
点数 

通常入力 ３点 出力形式 オープンコレクタ （ＮＰＮ） 
定格入力電圧 ２４Ｖ ＤＣ 定格負荷電圧 ５ ～ ２４Ｖ ＤＣ 
使用電圧範囲 ２１．６～２６．４Ｖ ＤＣ 負荷電圧許容範囲 ４．７５～２６．４Ｖ ＤＣ 
定格入力電流 約８ｍＡ 最大負荷電流 ０．３Ａ 
コモン方式 ３点／コモン 最大突入電流 １．５Ａ 

コモン方式 ３点／コモン 最小ＯＮ電圧 
  ／最小ＯＮ電流 １９．２Ｖ ＤＣ／６ｍＡ 

ＯＦＦ時漏洩電流 １μＡ 以下 
ＯＮ時最大電圧降下 ０．２Ｖ ＤＣ以下 最大ＯＦＦ電圧 

  ／最大ＯＦＦ電流 
２．４Ｖ ＤＣ 
    ／１．３ｍＡ 

入力インピーダンス 約３ｋΩ 
ＯＦＦ→ＯＮ ２μｓ以下  

（負荷電流 １５ｍＡ以上の時）

ＯＦＦ→ＯＮ ５μｓ以下 注） 応答 
時間 ＯＮ→ＯＦＦ ５μｓ以下 注） 

Ｙ０
Ｙ１

ＯＮ→ＯＦＦ ５μｓ以下  
（負荷電流 １５ｍＡ以上の時）

動作表示 ＬＥＤ表示 

応答 
時間 

ＯＦＦ→ＯＮ Ｙ２ １ｍｓ以下 
電圧 21.6～26.4 V DC 

コネクタ ＭＩＬ１０ピン 
（パルス出力部共通） 外部供給電源（＋、－端子）

電流 ３０ｍA 
  サージキラー ツェナ－ダイオード 
  動作表示 ＬＥＤ表示 

  コネクタ ＭＩＬ１０ピン 
（高速カウンタ部共通） 

注）定格入力電圧２４Ｖ ＤＣ、２５℃での仕様です。 
  パルス入出力ボードの入力はカウンタ入力用のため応答時間が速く、通常の入力としてご使用の場合は 
  チャタリングやノイズを入力信号として受け付ける可能性がありますので、ラダープログラムにてタイマを入れる 
  ことをおすすめします。 

 

 ＬＥＤ表示／端子配列 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（－）はボード内部で接続されています。

 内部回路 
高速カウンタ部                             パルス出力部 

    
 

入力表示ＬＥＤ 

9 7 5 3 1
X0 X2 Y1 － －
COM X1 Y0 Y2 ＋
10 8 6 4 2

端子配列 

X0  X1  X2  Y0  Y1  Y2

HSC    PLSLED表示 
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8.3.7 リレー出力ボード 

 品番：ＡＢＸＲＹ０４、ＡＢＸＲＹ０２ 
仕 様 

項 目 
ＲＹ０４ ＲＹ０２ 

絶縁方式 リレー絶縁 
出力形式 １ａ 出力 （リレー交換不可） 

定格制御容量（抵抗負荷） ２Ａ ２５０ＶＡＣ，２Ａ ３０ＶＤＣ 
（４Ａ以下／コモン） 

５Ａ ２５０ＶＡＣ，５Ａ ３０ＶＤＣ 
（５Ａ以下／コモン） 

出力点数 ４点 ２点 
コモン方式 ２点／コモン １点／コモン 

ＯＦＦ→ＯＮ 約１０ｍｓ 
応答時間 

ＯＮ→ＯＦＦ 約８ｍｓ 
機械的 ２，０００万回以上  （開閉頻度１８０回／分） 

寿命 
電気的 １０万回以上   （定格制御容量にて開閉頻度２０回／分） 

サージキラー なし 
動作表示 ＬＥＤ表示 
端子台ソケット フェニックスコンタクト ＭＣ１，５／９－ＳＴ３，５ 

 

 ＬＥＤ表示／端子配列図 
 

リレー出力ボード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 内部回路 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LED表示 端子配列（端子台ソケット） 

1

NC

COM0
Y0
Y1

Y3 

COM1 

Y2 

9 

NC NC

リレー出力ボード（高容量タイプ）

NC

COM0
Y0

NC 

COM1 

Y1 

1 9 

LED表示 端子配列（端子台ソケット） 

NC NCNC

注 1）絶縁性を確保するために、ＮＣ端子には 

何も接続しないでください。 

 

注２）過大な振動・衝撃によって接点が誤動作 

する場合がありますので、実使用状態にて 

十分動作確認のうえ、ご使用ください。 
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8.3.8 リアルタイムクロック付マスタメモリボード 

 品番：ＡＢＸＭＲＴＣ 
項 目 仕 様 

設定項目 年（西暦下２桁）・月・日・時（２４時間表示）・分・秒・曜日 

リアルタイムクロック 
精度 

０℃：月差１０４秒以下 
２５℃：月差５１秒以下 
５５℃：月差１５５秒以下 

メモリ容量 フラッシュＲＯＭ （５１２ｋＢ） 
システムレジスタ 
ラダープログラム 
コメントデータ（３２８ｋＢ） 
Ｆ－ＲＯＭデータ領域 

マスタメモリ機能 
格納可能データ 

セキュリティ機能 
 

 ご注意：出荷時はリアルタイムクロックの機能のみ有効になっています。 
          リアルタイムクロック機能を使用するにはコントロールボードに電池を装着してください。 
          電池を装着しないと、リアルタイムクロックは動作しません。 

           参 照：電池の装着について＜５．１０ バックアップ電池の取り付けと設定＞ 
 
 

 機能切り替えスイッチ （リアルタイムクロック⇔マスタメモリ） 
リアルタイムクロックとマスタメモリ機能は裏面のスイッチで切り替えてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 参 照：リアルタイムクロックとマスタメモリ機能について＜１１．２ マスタメモリボードの機能＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スイッチ切り替え（表面） 
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8.3.9 シリアルデータボード 

 品番：ＡＢＸＳＤ０１ 
項 目 仕 様 

インターフェイス ＲＳ２３２Ｃ（非絶縁） ４ポート 

通信形態 １：１通信 

通信方式 半二重方式 

同期方式 調歩同期方式 

伝送路 多芯シールド線 

伝送距離 １５ｍ 

通信速度 ３００、６００、１２００、２４００、４８００、９６００、１９２００、 
３８４００、５７６００、１１５２００ｂｐｓ 

伝送コード 汎用シリアル通信（ＡＳＣＩＩ、ＪＩＳ７、ＪＩＳ８、バイナリ） 

データ長 ７ｂｉｔ ／ ８ｂｉｔ 

パリティ 無し ／有り （奇数／偶数） 

ストップビット １ｂｉｔ ／ ２ｂｉｔ 

始端コード 無し 

伝送フォーマット 
（共有メモリ 
にて設定） 

終端コード 
ＣＲ ／ ＣＲ＋ＬＦ ／ 無し ／ ＥＴＸ／ 
任意の終端コード 

接続局数 ４局 

最大メッセージ長 ＭＡＸ．２００文字／１フレーム（終端始端コード含まず） 

コントロールボードとのインターフェイス 
共有メモリ方式 （Ｆ１５０，Ｆ１５１命令にて読み出し、 
書き込み可能） 

Ｉ／Ｏ占有点数 Ｘ１６点 割付 

スプリング接続式ソケット（付属） フェニックスコンタクト社製 ＦＫ－ＭＣ０，５／１２－ＳＴ－２，５

 
 
ご注意：十分なノイズ耐量はありますが、再送処理を行うユーザープログラムを作成されることをおすすめ 

します。(過大なノイズによる通信異常や、相手機器が一時的に受信できない場合などの通信信頼性向
上の為ソフトウェアにてリトライ処理を行ってください。) 

 

 ＬＥＤ表示／端子配列 
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 参 照：シリアルデータボード＜１１．９ シリアルデータボード＞ 

ピン名称 名称 信号の方向 ポート

ＳＧ 信号用接地 － 

ＳＤ１ 送信データ１ ＢＸ→外部機器

ＲＤ１ 受信データ１ ＢＸ←外部機器

ＣＯＭ１

ポート

ＳＧ 信号用接地 － 

ＳＤ２ 送信データ２ ＢＸ→外部機器

ＲＤ２ 受信データ２ ＢＸ←外部機器

ＣＯＭ２

ポート

ＳＧ 信号用接地 － 

ＳＤ３ 送信データ３ ＢＸ→外部機器

ＲＤ３ 受信データ３ ＢＸ←外部機器

ＣＯＭ３

ポート

ＳＧ 信号用接地 － 

ＳＤ４ 送信データ４ ＢＸ→外部機器

ＲＤ４ 受信データ４ ＢＸ←外部機器

ＣＯＭ４

ポート

LED表示 RS232C

（１）（４）（７）（１０）ＳＧは内部で接続されています。 

SD1 RD1  SD2 RD2

COM1 COM2

SD3 RD3  SD4 RD4

COM3 COM4

COM1 COM2 COM3 COM4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
SG SD1 RD1 SG SD2 RD2 SG SD3 RD3 SG SD4 RD4

端子配列 
（スプリング接続式 
ソケット） 

1                 12 



９章 
高速カウンタ、パルス出力、 

ＰＷＭ出力機能 
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9.1 各機能の概要 
9.1.1 使用できるコントロールボードおよび機能ボードについて 

１．本体入力Ｘ０～Ｘ７を使用して、パルス入力を計数することができます（単相８ｃｈ、２相４ｃｈ）。 
 
２．パルス入出力ボード（ＡＢＸＰＬＳ1）を使用して、パルス入力の計数（高速カウンタ） 
  または、パルス出力・ＰＷＭ出力をすることができます。 
  パルス入出力ボード（ＡＢＸＰＬＳ1）１台あたり、単相２ｃｈ、２相１ｃｈのパルス計数ができます。 
  また、１ｃｈのパルス出力もできます。 
  パルス入出力ボードをご使用になると本体入力よりも高速のパルスが計数できます。 
 
コントロールボードのパルス入出力機能の制限 
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 Ｃ３２Ｔ 
本体入力 Ｘ０～Ｘ７ ○ 

拡張スロット０ ○ パルス入出力ボード 
（ＡＢＸＰＬＳ１）の入出力 拡張スロット１ ○ 
                               ○：使用可能   
 

9.1.2 ３つのパルス入出力機能 
ボードコントローラＢＸに内蔵されているパルス入出力機能には、次の３つがあります。 
 

 高速カウンタ機能 （コントロールボード／パルス入出力ボード） 

 
センサ、エンコーダなど外部からの入力をカウン
トし、その値が目標値に達した時、任意の出力
をＯＮ／ＯＦＦする機能です。 

 パルス出力機能 （パルス入出力ボード） 

 

市販モータドライバとの組み合わせで、位置決
め制御ができる機能です。専用命令により、台
形制御／原点復帰／ＪＯＧ 運転などが行えま
す。 

 ＰＷＭ出力機能 （パルス入出力ボード） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

専用命令を使って、任意のデューティ比のパル
ス出力を取り出せます。 

 



9.1.3 パルス入出力機能の性能 

 チャンネル数 
 

 高速カウンタ パルス出力 
コントロールボード内蔵 単相８ｃｈまたは２相４ｃｈ なし 
パルス入出力ボード 
（ＡＢＸＰＬＳ１） 大 単相４ｃｈ、２相２ｃｈ 大２ｃｈ 

 
 計数範囲 

・Ｋ－２，１４７，４８３，６４８～Ｋ＋２，１４７，４８３，６４７ （符号付き３２ビットバイナリ） 
・内蔵高速カウンタはリングカウンタになっています。 

従って、計数値が 大値を超えるとその値は 小値に戻りま
す。同様に、計数値が 小値を下回るとその値は 大値にな
ります。 

  ご注意：直線補間命令Ｆ１７５使用時は、目標値あるいは

          移動量の設定値は、記範囲内になるよう指定し

          てください。 
          －８，３８８，６０８～＋８，３８８，６０７ 
                   （符号付き２４ビットバイナリ） 
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9.2 機能仕様と制限事項 
9.2.1 仕様一覧表 

 高速カウンタ機能仕様一覧表 
 本体入力による高速カウンタ 

使用するメモリエリア 性能仕様 
チャンネル 

Ｎｏ． 入力接点 制御中 
フラグ 

経過値 
エリア 

目標値 
エリア 

小入力 関連命令 高計数速度
パルス幅

注２） 
注１） 

ＣＨ０ Ｘ０ Ｒ９１１０ ＤＴ９０３００

ＤＴ９０３０１

ＤＴ９０３０２

ＤＴ９０３０３

ＣＨ１ Ｘ１ Ｒ９１１１ ＤＴ９０３０４

ＤＴ９０３０５

ＤＴ９０３０６

ＤＴ９０３０７

ＣＨ２ Ｘ２ Ｒ９１１２ ＤＴ９０３０８

ＤＴ９０３０９

ＤＴ９０３１０

ＤＴ９０３１１

ＣＨ３ Ｘ３ Ｒ９１１３ ＤＴ９０３１２

ＤＴ９０３１３

ＤＴ９０３１４

ＤＴ９０３１５

ＣＨ４ Ｘ４ Ｒ９１１４ ＤＴ９０３１６

ＤＴ９０３１７

ＤＴ９０３１８

ＤＴ９０３１９

ＣＨ５ Ｘ５ Ｒ９１１５ ＤＴ９０３２０

ＤＴ９０３２１

ＤＴ９０３２２

ＤＴ９０３２３

ＣＨ６ Ｘ６ Ｒ９１１６ ＤＴ９０３２４

ＤＴ９０３２５

ＤＴ９０３２６

ＤＴ９０３２７

[単相] 
加算入力 
減算入力 

ＣＨ７ Ｘ７ Ｒ９１１７ ＤＴ９０３２８

ＤＴ９０３２９

ＤＴ９０３３０

ＤＴ９０３３１

５０μｓ １０ｋＨｚ 

ＣＨ０ Ｘ０ 
Ｘ１ Ｒ９１１０ ＤＴ９０３００

ＤＴ９０３０１

ＤＴ９０３０２

ＤＴ９０３０３

ＣＨ２ Ｘ２ 
Ｘ３ Ｒ９１１２ ＤＴ９０３０８

ＤＴ９０３０９

ＤＴ９０３１０

ＤＴ９０３１１

ＣＨ４ Ｘ４ 
Ｘ５ Ｒ９１１４ ＤＴ９０３１６

ＤＴ９０３１７

ＤＴ９０３１８

ＤＴ９０３１９

[２相] 
位相差入力 
個別入力 
 

ＣＨ６ Ｘ６ 
Ｘ７ Ｒ９１１６ ＤＴ９０３２４

ＤＴ９０３２５

ＤＴ９０３２６

ＤＴ９０３２７

１００μｓ 
 
５ｋＨｚ 
 

Ｆ０（ＭＶ） 
（高速カウンタ制御） 
 
Ｆ１（ＤＭＶ） 
（高速カウンタ経過値読み出し／書き込み）

 
Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ） 
（目標値一致ＯＮ） 
 
Ｆ１６７（ＨＣ１Ｒ） 
（目標値一致ＯＦＦ） 
 

    注１） 参 照：最小入力パルス幅について＜９．３．３ 最小入力パルス幅＞ 

  注２） 本体の高速カウンタのみ使用時。 

 
 パルス入出力ボード（ＡＢＸＰＬＳ１）使用時の高速カウンタ 

使用するメモリエリア 性能仕様 
チャンネル 

Ｎｏ． 
入力接点 

注１） 制御中 
フラグ 

経過値 
エリア 

目標値 
エリア 

小入力 関連命令 
パルス幅 高計数速度

注２） 

ＣＨ８ Ｘ１００ 
（Ｘ１０２） Ｒ９１１８ ＤＴ９０３３２

ＤＴ９０３３３

ＤＴ９０３３４

ＤＴ９０３３５

ＣＨ９ Ｘ１０１ 
（Ｘ１０２） Ｒ９１１９ ＤＴ９０３３６

ＤＴ９０３３７

ＤＴ９０３３８

ＤＴ９０３３９

ＣＨＡ 
注４） 

Ｘ２００ 
（Ｘ２０２） Ｒ９１１Ａ ＤＴ９０３４０

ＤＴ９０３４１

ＤＴ９０３４２

ＤＴ９０３４３

[単相] 
加算入力 
減算入力 

ＣＨＢ 
注４） 

Ｘ２０１ 
（Ｘ２０２） Ｒ９１１Ｂ ＤＴ９０３４４

ＤＴ９０３４５

ＤＴ９０３４６

ＤＴ９０３４７

６．２５μｓ

（１００μｓ）

単相２ｃｈ 
８０ｋＨｚ 
単相４ｃｈ 
５０ｋＨｚ 

ＣＨ８ 
Ｘ１００ 
Ｘ１０１ 

（Ｘ１０２） 
Ｒ９１１８ ＤＴ９０３３２

ＤＴ９０３３３

ＤＴ９０３３４

ＤＴ９０３３５
[２相] 
位相差入力 
個別入力 
方向判別 ＣＨＡ 

注４） 

Ｘ２００ 
Ｘ２０１ 

（Ｘ２０２） 
Ｒ９１１Ａ ＤＴ９０３４０

ＤＴ９０３４１

ＤＴ９０３４２

ＤＴ９０３４３

１６．７μｓ

（１００μｓ）

２相１ｃｈ 
３０ｋＨｚ 
２相２ｃｈ 
２５ｋＨｚ 

Ｆ０（ＭＶ） 
（高速カウンタ制御） 
 
Ｆ１（ＤＭＶ） 
（高速カウンタ経過値読み出し／書き込み） 
 
Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ） 
（目標値一致ＯＮ） 
 
Ｆ１６７（ＨＣ１Ｒ） 
（目標値一致ＯＦＦ） 
 

注１）（ ）内はリセット入力。リセット入力Ｘ１０２はＣＨ８／ＣＨ９のいずれか、リセット入力Ｘ２０２はＣＨＡ／ＣＨＢのいず
れかに設定可能。 
注２）  参 照： 小入力パルス幅について＜９．３．３ 小入力パルス幅＞ 

注３）ＡＢＸＰＬＳ１のみ使用時。 

注４）ＣＨＡ／ＣＨＢは、ＡＢＸＰＬＳ１を２台装着した場合に使用可能です。 
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 パルス出力機能仕様一覧表 
 パルス入出力ボード（ＡＢＸＰＬＳ１）使用時のパルス出力 

使用する入出力接点番号 使用するメモリエリア 
 大出力 

チャンネル 
Ｎｏ． 

ＣＷ 
または 
Ｐｕｌｓｅ 
出力 

ＣＣＷ 偏差 
原点近傍

または 
Ｓｉｇｎ 
出力 

カウンタ 
クリア 
出力 

原点 
入力 入力 

注３） 

制御中
フラグ

経過値 
エリア 

目標値 
エリア 

周波数 関連命令 
注２） 

ＣＨ０ Ｙ１００ Ｙ１０１ Ｙ１０２ Ｘ１０２ ＤＴ９００５２
＜ｂｉｔ４＞ Ｒ９１１Ｃ

ＤＴ９０３４８
ＤＴ９０３４９

ＤＴ９０３５０
ＤＴ９０３５１

独立 

ＣＨ１ Ｙ２００ Ｙ２０１ Ｙ２０２ Ｘ２０２ ＤＴ９００５２
＜ｂｉｔ４＞

Ｒ９１１Ｄ
ＤＴ９０３５２
ＤＴ９０３５３

ＤＴ９０３５４
ＤＴ９０３５５

補間 直線 
 

Ｙ１００ 
Ｙ２００ 

 

Ｙ１０１ 
Ｙ２０１ 

 
Ｙ１０２ 
Ｙ２０２ 
注２） 

 
Ｘ１０２ 
Ｘ２０２ 
注２） 

ＤＴ９００５２
＜ｂｉｔ４＞

Ｒ９１１Ｃ
Ｒ９１１Ｄ

ＤＴ９０３４８
ＤＴ９０３４９
ＤＴ９０３５２
ＤＴ９０３５３

ＤＴ９０３５０
ＤＴ９０３５１
ＤＴ９０３５４
ＤＴ９０３５５

１チャンネル使用時 
  大１００ｋＨｚ  
 
２チャンネル使用時 
  大 ８０ｋＨｚ 

 
Ｆ０（ＭＶ） 
（高速カウンタ制御） 
 
Ｆ１（ＤＭＶ） 
（高速カウンタ経過値 
 読み出し／書き込み） 
 
Ｆ１７１（ＳＰＤＨ） 
（台形制御／原点復帰） 
 
Ｆ１７２（ＰＬＳＨ） 
（ＪＯＧ運転） 
 
Ｆ１７４（ＳＰ０Ｈ） 
（データテーブル制御） 
 
Ｆ１７５（ＳＰＳＨ） 
（直線補間制御） 
 

注１）ＡＢＸＰＬＳ１のみ使用時。 
注２）補間軸の原点復帰は各ＣＨごとで実行する必要があります。 
注３）  参 照：ＤＴ９００５２について＜９．４．４ パルス出力制御での（Ｆ０）（Ｆ１）命令＞ 

 

 

 

 ＰＷＭ出力機能仕様一覧表 
 パルス入出力ボード（ＡＢＸＰＬＳ１）使用時のＰＷＭ出力 

使用するメモリエリア 
チャンネルＮｏ． 使用する 

出力番号 
出力周波数 

関連命令 
制御中フラグ （デューティ） 

ＣＨ０ Ｙ１００ Ｒ９１１Ｃ 

ＣＨ１ Ｙ２００ Ｒ９１１Ｄ 

分解能１０００のとき 
１．５Ｈｚ～１２．５ｋＨｚ 
（０．０％～９９．９％） 
分解能１００のとき 
１５．６ｋＨｚ～４１．７ｋＨｚ 
（０％～９９％） 

Ｆ０（ＭＶ） （高速カウンタ制御） 
 
Ｆ１（ＤＭＶ）（高速カウンタ経過値読み出し／書き込み） 
 
Ｆ１８３（ＰＷＭＨ） （ＰＷＭ 出力） 
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9.2.2 使用する機能と制限 

 コントロールボード内蔵高速カウンタ 
２相 単相 

Ｃｈ数 高周波数 Ｃｈ数 高周波数 
０ ― １ １０ｋＨｚ 
０ ― ２ １０ｋＨｚ 
０ ― ３ １０ｋＨｚ 
０ ― ４ １０ｋＨｚ 
０ ― ５ １０ｋＨｚ 
０ ― ６ １０ｋＨｚ 
０ ― ７ １０ｋＨｚ 
０ ― ８ １０ｋＨｚ 
１ ５ｋＨｚ ０ １０ｋＨｚ 
１ ５ｋＨｚ １ １０ｋＨｚ 
１ ５ｋＨｚ ２ １０ｋＨｚ 
１ ５ｋＨｚ ３ １０ｋＨｚ 
１ ５ｋＨｚ ４ １０ｋＨｚ 
１ ５ｋＨｚ ５ １０ｋＨｚ 
１ ５ｋＨｚ ６ １０ｋＨｚ 
２ ５ｋＨｚ ０ １０ｋＨｚ 
２ ５ｋＨｚ １ １０ｋＨｚ 
２ ５ｋＨｚ ２ １０ｋＨｚ 
２ ５ｋＨｚ ３ １０ｋＨｚ 
２ ５ｋＨｚ ４ １０ｋＨｚ 
３ ５ｋＨｚ ０ １０ｋＨｚ 
３ ５ｋＨｚ １ １０ｋＨｚ 
３ ５ｋＨｚ ２ １０ｋＨｚ 
４ ５ｋＨｚ ０ ― 

 
 

 パルス入出力ボード（ＡＢＸＰＬＳ１）高速カウンタ 
２相 単相 

Ｃｈ数 高周波数 Ｃｈ数 高周波数 
０ ― １ ８０ｋＨｚ 
０ ― ２ ８０ｋＨｚ 
０ ― ３ ５０ｋＨｚ 
０ ― ４ ５０ｋＨｚ 
１ ３０ｋＨｚ ０ ― 
１ ３０ｋＨｚ １ ５０ｋＨｚ 
１ ３０ｋＨｚ ２ ５０ｋＨｚ 
２ ２５ｋＨｚ ０ ― 

 
条件：デューティ ５０％、一致ＯＮ／ＯＦＦ命令不使用 
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 Ｉ／Ｏ割り付けの制限 
・仕様一覧表の各機能を一つの入出力に同時に割り付けることはできません。 
・下記の例を除き、各機能に割り付けられている入出力を一般の入出力に割り付けることはできません。 
 
例外として使用できる場合（ＡＢＸＰＬＳ１） 
【例１】高速カウンタ機能で、リセット入力を使用しないとき、Ｘ１０２やＸ２０２を一般の入力に割り付ける。 
【例２】パルス出力機能で、偏差カウンタクリア出力を使用しないとき、Ｙ１０２やＹ２０２を一般の出力に 
    割り付ける。 
 

 関連命令実行の制限（Ｆ１６６～Ｆ１７５） 
・高速カウンタ／パルス出力関連命令Ｆ１６６～Ｆ１７５を実行すると、各チャンネルに対応する高速カウンタ 
 ／パルス出力制御中フラグ（特殊内部リレー：Ｒ９１１０～Ｒ９１１Ｄ）がＯＮになります。 
・高速カウンタ／パルス出力制御中フラグは、スキャン途中でも変化しますのでご注意ください。対策として 
 プログラム先頭で内部リレーに置き換えてください。 
・対応する制御中フラグがＯＮの時、同じチャンネルに対して、他の命令を実行することはできません。 
 
 

9.2.3 起動時間 
起動時間は、命令が実行されてから実際にパルスが出力されるまでの時間です。 

 
命令の種類 起動時間 

パルス出力命令 Ｆ１７１ （ＳＰＤＨ） 
台形制御／原点復帰 

ＣＷ／ＣＣＷ設定時 
 
Ｐｕｌｓｅ／Ｓｉｇｎ設定時 
 

：約２００μｓ （３０段設定時） 
：約４００μｓ （６０段設定時） 
：約５００μｓ （３０段設定時） 注）

：約７００μｓ （６０段設定時） 注）

パルス出力命令 Ｆ１７２ （ＰＬＳＨ） 
ＪＯＧ運転 

ＣＷ／ＣＣＷ設定時 
Ｐｕｌｓｅ／Ｓｉｇｎ設定時 

：約 ２０μｓ 
：約３２０μｓ 注）

パルス出力命令 Ｆ１７４ （ＳＰ０Ｈ） 
データテーブル制御 

ＣＷ／ＣＣＷ設定時 
Ｐｕｌｓｅ／Ｓｉｇｎ設定時 

：約 ３０μｓ 
：約３３０μｓ 注）

ＰＷＭ出力命令 Ｆ１７３ （ＰＷＭＨ） 約３０μｓ  
注）Ｐｕｌｓｅ／Ｓｉｇｎ設定時、Ｓｉｇｎ出力がＯＮになってからパルス出力命令を実行できるまでの待ち時間 
   （約３００μｓ）を含んでいます。 
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9.3 高速カウンタ機能 
9.3.1 高速カウンタ機能の概要 

 高速カウンタ機能 
・入力信号をカウントし、目標値に達したとき、任意の出力をＯＮまたはＯＦＦにする機能です。 
・一致時ＯＮ  →  目標値一致ＯＮ命令Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ） 
 一致時ＯＦＦ →  目標値一致ＯＦＦ命令Ｆ１６７（ＨＣ１Ｒ） 
・ＯＮ／ＯＦＦさせた出力は、ＳＥＴ／ＲＳＴ命令などでプリセットさせて使用します。 

システムレジスタ設定について 
 高速カウンタ機能を使用するためには、本体入力はシステムレジスタＮｏ．４０２、パルス入出力ボードは 
システムレジスタＮｏ．４００～Ｎｏ．４０１の設定が必要です。 

9.3.2 入力モードとカウント 
●加算入力モード ●減算入力モード 

●２相入力モード 
 （位相差入力モード） 

●個別入力モード：パルス入出力ボードのみ 
  (加減算入力モード) 

 
●方向判別モード：パルス入出力ボードのみ 

 

●リセット入力時のカウント：パルス入出力ボードのみ
（加算入力モード） 

 
リセット入力は①ＯＮ（エッジ）、②OFF（エッジ）における割り込みに

より処理されます。 
①ＯＮ（エッジ） …カウント禁止、経過値クリア 
②ＯＦＦ（エッジ） …カウント許可 
※ＤＴ９００５２（ｂｉｔ２）：リセット入力設定により 
 入力の有効／無効設定が可能です。 

 

 

9.3.3 小入力パルス幅 
周期 T (1／周波数)に対し、下記の 小入力パルス幅が必要です。 
＜単相＞  ＜２相＞ 
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9.3.4 Ｉ／Ｏの割り付け 
・入出力は、仕様一覧表のように、使用するチャンネルＮｏ．により決まります。 
・ＯＮ／ＯＦＦ出力は、命令Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）／Ｆ１６７（ＨＣ１Ｒ）により、任意の出力リレー（Ｙｎ：ｎ＜３００）を

指定します。 
＜加算入力／リセット入力ありで 

パルス入出力ボードのＣＨ８を使用する場合＞

 
※一致ＯＮ／ＯＦＦを出力するには、本体出力 

または拡張ボード上の出力のうち、任意の 
出力を指定します。 

 ＜２相入力／リセット入力ありで 
パルス入出力ボードＣＨ８を使用する場合＞

 
※一致ＯＮ／ＯＦＦを出力するには、本体出力 

または拡張ボード上の出力のうち、任意の 
出力を指定します。 

 参 照：＜９．２．１ 仕様一覧表＞ 
 

9.3.5 高速カウンタ機能で使用する命令 

 高速カウンタ制御命令（Ｆ０） 
・カウンタのソフトリセットやカウント禁止などの操作に使用する命令です。 
・このＦ０（ＭＶ）命令と特殊データレジスタＤＴ９００５２を組み合わせて指定してください。 
・この命令を実行すると、設定された内容は、次にこの命令が実行されるまで保持されます。 
この命令で操作できる内容 
・カウンタのソフトリセット （ｂｉｔ０）

・カウント動作の許可／禁止 （ｂｉｔ１）

・リセット入力の有効／無効設定 （ｂｉ

ｔ２）  

 
・高速カウンタ関連命令Ｆ１６６～Ｆ１６

７による 
 制御のクリア 
・目標値一致割り込みのクリア 

 
【 例 】ソフトリセットをかける場合 
ＣＨ０の場合  ＣＨ１の場合 

 
左記プログラムでは、①リセットをかけて、②そのすぐ後で０を書き込み、カウントできる状態にしています。 
リセットしたままでは、カウントが行われません。 

 
 ボードコントローラＢＸの高速カウンタ／パルス出力制御フラグエリア 

 

・該当するチャンネルと制御コードを書き込む
エリアＤＴ９００５２は、左記のように割り当てら
れています。 
・Ｆ０（ＭＶ）命令で書き込んだ制御コードは、
各チャンネル毎に特殊データレジスタＤＴ９０３
６０～ＤＴ９０３７３に格納されます。 
 
注） リセット入力設定ではシステムレジスタの
高速カウンタ設定で割り付けられたリセット入
力（Ｘ１０２またはＸ２０２）を有効／無効に設定
します。パルス入出力ボード使用時のみ有効
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ボードコントローラＢＸの高速カウンタ制御コードモニタエリア 
高速カウンタ 

制御コードモニタエリア 
チャンネルＮｏ． 

ｃｈ０ ＤＴ９０３６０ 
ｃｈ１ ＤＴ９０３６１ 
ｃｈ２ ＤＴ９０３６２ 
ｃｈ３ ＤＴ９０３６３ 
ｃｈ４ ＤＴ９０３６４ 
ｃｈ５ ＤＴ９０３６５ 
ｃｈ６ ＤＴ９０３６６ 
ｃｈ７ ＤＴ９０３６７ 
ｃｈ８ ＤＴ９０３６８ 
ｃｈ９ ＤＴ９０３６９ 
ｃｈＡ ＤＴ９０３７０ 
ｃｈＢ ＤＴ９０３７１ 

 
 経過値書き込み・読み出し命令（Ｆ１） 

・高速カウンタの経過値の書き込みや読み出しを行う命令です。 
・このＦ１（ＤＭＶ）命令と特殊データレジスタＤＴ９０３００を組み合わせて指定してください。 
・経過値は、特殊データレジスタＤＴ９０３００とＤＴ９０３０１を合わせたエリアに３２ビットデータとして 
 格納されます。 
・経過値の設定は、このＦ１（ＤＭＶ）命令でのみ行うことができます。 
 
【例１】経過値の書き込み 

 高速カウンタチャンネル０に初期値Ｋ３０００ 
を設定します。 
 

【例２】経過値の読み出し 
 高速カウンタチャンネル０の経過値をＤＴ１００～ＤＴ１０１

に読み出します。 
 

 目標一致ＯＮ命令（Ｆ１６６） 
【例１】 

 チャンネル０の経過値（ＤＴ９０３００、ＤＴ９０３０１）の
内容がＫ１００００と一致するとＹ７がＯＮします。 

【例２】 
 チャンネル２の経過値（ＤＴ９０３０８、ＤＴ９０３０９）の

内容がＫ２００００と一致するとＹ６がＯＮします。 
 

 目標一致ＯＦＦ命令（Ｆ１６７） 
【例１】 

 チャンネル１の経過値（ＤＴ９０３０４、ＤＴ９０３０５）の
内容がＫ３００００と一致するとＹ４がＯＦＦします。 

【例２】 
  チャンネル３の経過値（ＤＴ９０３１２、ＤＴ９０３１３）の

内容がＫ４００００と一致するとＹ５がＯＦＦします。  
ボードコントローラＢＸ 高速カウンタｃｈ０～ｃｈＢの経過値・目標値エリア 

高速カウンタ 
経過値エリア 目標値エリア 制御中フラグ

チャンネルＮｏ．
ｃｈ０ Ｒ９１１０ ＤＴ９０３００～ＤＴ９０３０１ ＤＴ９０３０２～ＤＴ９０３０３ 
ｃｈ１ Ｒ９１１１ ＤＴ９０３０４～ＤＴ９０３０５ ＤＴ９０３０４～ＤＴ９０３０７ 
ｃｈ２ Ｒ９１１２ ＤＴ９０３０８～ＤＴ９０３０９ ＤＴ９０３１０～ＤＴ９０３１１ 
ｃｈ３ Ｒ９１１３ ＤＴ９０３１２～ＤＴ９０３１３ ＤＴ９０３１４～ＤＴ９０３１５ 
ｃｈ４ Ｒ９１１４ ＤＴ９０３１６～ＤＴ９０３１７ ＤＴ９０３１８～ＤＴ９０３１９ 
ｃｈ５ Ｒ９１１５ ＤＴ９０３２０～ＤＴ９０３２１ ＤＴ９０３２２～ＤＴ９０３２３ 
ｃｈ６ Ｒ９１１６ ＤＴ９０３２４～ＤＴ９０３２５ ＤＴ９０３２６～ＤＴ９０３２７ 
ｃｈ７ Ｒ９１１７ ＤＴ９０３２８～ＤＴ９０３２９ ＤＴ９０３３０～ＤＴ９０３３１ 
ｃｈ８ Ｒ９１１８ ＤＴ９０３３２～ＤＴ９０３３３ ＤＴ９０３３４～ＤＴ９０３３５ 
ｃｈ９ Ｒ９１１９ ＤＴ９０３３６～ＤＴ９０３３７ ＤＴ９０３３８～ＤＴ９０３３９ 
ｃｈＡ Ｒ９１１Ａ ＤＴ９０３４０～ＤＴ９０３４１ ＤＴ９０３４２～ＤＴ９０３４３ 
ｃｈＢ Ｒ９１１Ｂ ＤＴ９０３４４～ＤＴ９０３４５ ＤＴ９０３４６～ＤＴ９０３４７ 
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9.3.6 サンプルプログラム（コントロールボード・本体入出力） 

 インバータを用いた 1 速での位置決め運転 
 結線例 

 動作チャート   Ｉ／Ｏ割り付け表 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｉ／Ｏ番号 内 容 

 

 Ｘ０ エンコーダ入力 
 Ｘ５ 運転スタート信号 
 

本体 
入出力 

Ｙ０ インバータ運転信号 
 Ｒ１００ 位置決め運転動作中 
 Ｒ１０１ 位置決め運転スタート 
 Ｒ１０２ 位置決め完了パルス 
 Ｒ９１１０ 高速カウンタＣＨ０制御中フラグ 
   
   
   

 
 プログラム 

Ｘ５をＯＮするとＹ０がＯＮしコンベアが動きます。経過値（ＤＴ９０３００・ＤＴ９０３０１）がＫ５０００に達するとＹ
０がＯＦＦになり、コンベアが止まります。 
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 インバータを用いた２速での位置決め運転 
 結線例 

 動作チャート   Ｉ／Ｏ割り付け表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ／Ｏ番号 内 容 

 

 Ｘ０ エンコーダ入力 
 Ｘ５ 運転スタート信号 
 Ｙ０ インバータ運転信号 
 

本体 
入出力

Ｙ１ インバータ高速信号 
 Ｒ１００ 位置決め運転動作中 
 Ｒ１０１ 位置決め運転スタート 
 Ｒ１０２ 減速ポイント到達 
 Ｒ１０３ 位置決め完了パルス 
 Ｒ９００Ｃ 比較命令 ＜フラグ＞ 
 Ｒ９１１０ 高速カウンタＣＨ０制御中フラグ

 
 プログラム 

Ｘ５をＯＮするとＹ０、Ｙ１がＯＮしコンベアが動きます。経過値（ＤＴ９０３００・ＤＴ９０３０１）がＫ４５００に達す
るとＹ１がＯＦＦして減速が始まり、Ｋ５０００に達するとＹ０がＯＦＦになり、コンベアが止まります。 
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9.3.7 サンプルプログラム（パルス入出力ボード） 

 インバータを用いた 1 速での位置決め運転 
 結線例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 動作チャート   Ｉ／Ｏ割り付け表 

 Ｉ／Ｏ番号 内 容 
 Ｘ１００ エンコーダ入力 
 Ｘ１０２ 運転スタート信号 
 

ボード入
出力 

Ｙ１００ インバータ運転信号 
 Ｒ１００ 位置決め運転動作中 
 Ｒ１０１ 位置決め運転スタート 
 Ｒ１０２ 位置決め完了パルス 
 
 Ｒ９１１８ 高速カウンタＣＨ８ 

制御中フラグ 
   

 
 プログラム 

Ｘ１０２をＯＮするとＹ１００がＯＮしコンベアが動きます。経過値（ＤＴ９０３３２・ＤＴ９０３３３）がＫ５０００に達す
るとＹ１００がＯＦＦになり、コンベアが止まります。 
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 インバータを用いた２速での位置決め運転 
 結線例 

 動作チャート   Ｉ／Ｏ割り付け表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ／Ｏ番号 内 容 

 

 Ｘ１００ エンコーダ入力 
 Ｘ１０２ 運転スタート信号 
 Ｙ１００ インバータ運転信号 
 

ボード 
入出力

Ｙ１０１ インバータ高速信号 
 Ｒ１００ 位置決め運転動作中 
 Ｒ１０１ 位置決め運転スタート 
 Ｒ１０２ 減速ポイント到達 
 Ｒ１０３ 位置決め完了パルス 
 Ｒ９００Ｃ 比較命令 ＜フラグ＞ 
 Ｒ９１１８ 高速カウンタＣＨ８制御中フラグ

 プログラム 
Ｘ１０２をＯＮするとＹ１００、Ｙ１０１がＯＮしコンベアが動きます。経過値（ＤＴ９０３３２・ＤＴ９０３３３）がＫ４５０
０に達するとＹ１０１がＯＦＦして減速が始まり、Ｋ５０００に達するとＹ１００がＯＦＦになり、コンベアが止まりま
す。 
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9.4 パルス出力機能（パルス入出力ボード） 
9.4.1 パルス出力機能の概要 

 使用する命令と制御内容 
パルス列入力方式の市販モータドライバとの組み合わせで位置決め制御ができる機能です。 

制御内容 専用命令 使用可能 
内容 

ボード 

台形制御 初速、 高速、加減速時間、目標値を指定すること
で自動的に台形制御でパルスが出力されます。 

原点復帰 

Ｆ１７１ 
（ＳＰＤＨ） 

原点復帰が自動的に行えます。 

ＪＯＧ運転 Ｆ１７２ 
（ＰＬＳＨ） 

実行条件がＯＮになっている間、パルスが出力され
ます。また、目標値を指定し、一致した時点でパル
ス出力を停止することもできます。 

任意データテ
ーブル制御 

Ｆ１７４ 
（ＳＰ０Ｈ） 

データテーブルに従った位置決め制御が行えま
す。 

ＡＢＸＰＬＳ１ 

直線補間 Ｆ１７５ 
（ＳＰＳＨ） 

合成速度、加減速時間、目標値を指定することで
直線補間制御でパルスが出力されます。 

ＡＢＸＰＬＳ1 を２
台使用時のみ 

 ご注意：ボードコントローラＢＸのパルス出力機能を使用する場合は、パルス入出力ボード（ＡＢＸＰＬＳ１）

が必要です。 
システムレジスタ設定について 
パルス出力機能を使用する場合は、システムレジスタＮｏ．４００～Ｎｏ．４０１の対応する 
チャンネルの設定は、“出力Ｙ100、Ｙ101、Ｙ200、Ｙ201 をパルス出力として使用する”、 
“出力Ｙ100、Ｙ200 をＰＷＭ出力として使用する”のどちらかを設定してください。 

 

9.4.2 パルス出力方式の種類と動作モード 
●ＣＷ／ＣＣＷ出力方式  

 

  

正転用パルスと逆転用パルスの２パルスの出力で 
制御する方式です。 

  

 
●Ｐｕｌｓｅ／Ｓｉｇｎ出力方式 
 （正転ＯＦＦ／逆転ＯＮ） 

 ●Ｐｕｌｓｅ／Ｓｉｇｎ出力方式 
 （正転ＯＮ／逆転ＯＦＦ） 

  
速度指定用の１パルスの出力と回転方向指定用
のＯＮ／ＯＦＦ信号で制御する方式です。 
このモードでは回転方向（Ｓｉｇｎ）信号がＯＦＦ時
に正転します。 

 速度指定用の１パルスの出力と回転方向指定
用のＯＮ／ＯＦＦ信号で制御する方式です。 
このモードでは回転方向（Ｓｉｇｎ）信号がＯＮ時
に正転します。 

 ご注意：出力信号は、パルス入出力ボード上の番号です。 
       パルス出力設定時にはパルスのみ出力され、出力メモリＹ１００、Ｙ１０１、Ｙ２００、Ｙ２０１は出力されません。 
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 動作モード 
 インクリメンタル＜相対値制御＞ 

目標値で設定されたパルス数のパルスを出力します。 
選択モード

ＰＬＳ＋ＳＩＧＮ ＰＬＳ＋ＳＩＧＮ 高速カウンタ  ＣＷ／ＣＣＷ 
目標値 正転ＯＦＦ／逆転ＯＮ 正転ＯＮ／逆転ＯＦＦ 経過値 

正の値 ＣＷより出力 方向出力ＯＦＦで 
パルス出力 

方向出力ＯＮで 
パルス出力 加算 

負の値 ＣＣＷより出力
方向出力ＯＮで 
パルス出力 

方向出力ＯＦＦで 
パルス出力 減算 

【 例 】：現在位置（経過値エリアの値）が５０００の時、目標値＋１０００としてパルス出力命令を 
実行するとＣＷより１０００パルス出力し、現在位置は６０００となります。 

 
 アブソリュート＜絶対値制御＞ 

目標値で設定された値と現在値との差のパルスを出力します。 
選択モード

ＰＬＳ＋ＳＩＧＮ ＰＬＳ＋ＳＩＧＮ 高速カウンタ  ＣＷ／ＣＣＷ 
目標値 正転ＯＦＦ／逆転ＯＮ 正転ＯＮ／逆転ＯＦＦ 経過値 

目標値＞現在値 ＣＷより出力 方向出力ＯＦＦで 
パルス出力 

方向出力ＯＮで 
パルス出力 加算 

目標値＜現在値 ＣＣＷより出力
方向出力ＯＮで 
パルス出力 

方向出力ＯＦＦで 
パルス出力 減算 

【 例 】 ：現在位置（経過値エリアの値）が５０００の時、目標値＋１０００としてパルス出力命令 
を実行するとＣＣＷより４０００パルス出力し、現在位置は１０００となります。 

 
 原点復帰 

・ 命令Ｆ１７１（ＳＰＤＨ）を実行することによりパルス入出力ボード上の原点入力信号（Ｘ１０２またはＸ２０２）  
 が入るまで、パルスを出力し続けます。 
・原点近傍で減速に移行させる場合は、原点近傍入力で特殊データレジスタＤＴ９００５２の 
 対象ビット＜ｂｉｔ４＞をＯＦＦ→ＯＮ→ＯＦＦにしてください。 
・原点復帰完了時に偏差カウンタクリア出力を出すこともできます。 

 
 

 ＪＯＧ運転 
・専用命令Ｆ１７２（ＰＬＳＨ）の実行条件がＯＮになっている間、指定チャンネルからパルス出力されます。 
 また、目標値を指定し、一致した時点でパルス出力を停止することもできます。 
・ 方向出力および出力周波数は、専用命令Ｆ１７２（ＰＬＳＨ）により指定します。 
 

 プログラム上のご注意 
特殊内部 

リレーの動作 プログラム上での主な使用方法 
リレー番号 

Ｒ９１１Ｃ 
制御中フラグ
（ＣＨ０） 

パルス出力命令実行時にＯＮとなり、ＣＨ０
よりパルス出力している間、その状態を保持
します。このフラグは、命令Ｆ１６６～Ｆ１７５
に対し、共通です。 

他の高速カウンタ命令やパルス出力系
命令の同時実行を禁止したり、動作の
完了を確認するために使用します。 

Ｒ９１１Ｄ 
制御中フラグ
（ＣＨ１） 

パルス出力命令実行時にＯＮとなり、ＣＨ１
よりパルス出力している間、その状態を保持
します。このフラグは、命令Ｆ１６６～Ｆ１７５
に対し、共通です。 

他の高速カウンタ命令やパルス出力系
命令の同時実行を禁止したり、動作の
完了を確認するために使用します。 

 

 ご注意：上記フラグはスキャン途中でも変化します。 
              例：入力条件として上記フラグを複数回使用する場合、同スキャン内で異なる状態が存在する 
                可能性があります。対策として、プログラム先頭で内部リレーに置き換えてください。 
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9.4.3 Ｉ／Ｏの割り付け 

 ２パルス入力方式のドライバの場合 
 （ＣＷパルス入力＋ＣＣＷパルス入力方式） 
・出力２点をパルス出力（ＣＷ、ＣＣＷ）用に使用します。 
・パルス出力端子、原点入力のＩ／Ｏの割り付けは、使用するチャンネルにより決まります。 
・命令Ｆ１７１（ＳＰＤＨ）の制御コードは、”ＣＷ／ＣＣＷ“に設定します。 

 
＜ＣＨ０を使用する場合＞ 

※原点近傍入力には、パルス入出力ボード 上
のＸ１００かＸ１０１などの入力を指定します。 

 ＜ＣＨ１を使用する場合＞ 

※原点近傍入力には、パルス入出力ボード上の
Ｘ２００かＸ２０１の入力を指定します。 

 
注）パルス入出力ボード上の入力が余っていない場合は、本体入力も使用可能です。 
 

 １パルス入力方式のドライバの場合（パルス入力＋方向切替入力方式） 
・出力１点をパルス出力、もう１点を方向出力として使用します。 
・パルス出力端子、方向出力端子、原点入力のＩ／Ｏ割り付けは、使用するチャンネルにより決まります。 
・原点近傍入力は、任意の接点を割り付け、特殊データレジスタＤＴ９００５２の＜ｂｉｔ４＞をＯＮ／ＯＦＦする
と有効になります。 
・接続できるドライバは、 大２系統です。 

 
＜ＣＨ０を使用する場合＞ 

※原点近傍入力には、Ｘ１００，Ｘ１０１など 
パルス入出力ボード上の入力を指定します。

 ＜ＣＨ１を使用する場合＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※原点近傍入力には、Ｘ２００かＸ２０１など 

パルス入出力ボード上の入力を指定します。 

 
注）パルス入出力ボード上の入力が余っていない場合は、本体入力も使用可能です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 参 照：＜９．２．１ 仕様一覧表＞ 
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9.4.4 パルス出力制御での（Ｆ０）（Ｆ１）命令 

 パルス出力制御命令（Ｆ０） 
・内蔵高速カウンタのリセット、パルス出力の停止および原点近傍入力のセット／リセットを使用します。 
・このＦ０（ＭＶ）命令と特殊データレジスタＤＴ９００５２を組み合わせて指定してください。 
・この命令を実行すると、設定された内容は、次にこの命令が実行されるまで保持されます。 
 
【例１】原点復帰動作中に原点近傍入力を有効にし減速動作に入る場合 
ＣＨ０の場合 

 
ＣＨ１の場合 

 

  
 
左記プログラムでは、①原点近傍入力を有効にし、②
そのすぐ後で０を書き込み、プリセットしています。 

【例２】パルス出力を強制的に停止する場合 
ＣＨ０の場合   

左記プログラムで強制停止された場合、経過
値エリアの出力カウント値とモータ側の入力
カウント値が異なる場合がありますので、ご注
意ください。  

ＣＨ１の場合 

 

 ここがポイント！：ボードコントローラＢＸの高速カウンタ／パルス出力制御フラグエリア 
 ・該当するチャンネルと制御コードを書き込む 

 エリアＤＴ９００５２は、左記のように割り当てら 
 れています。 
・Ｆ０（ＭＶ）命令で書き込んだ制御コードは、各 
 チャンネル毎に特殊データレジスタＤＴ９０３７２、
 ＤＴ９０３７３に格納されます。 
注）「パルス出力の継続／停止」によりパルス出力
  を停止させる場合、経過値エリアの出力カウン
  ト値とモータ側の入力カウント値が異なる場 
  合がありますので、停止後は原点復帰を実行
  してください。 

 
ボードコントローラＢＸのパルス出力制御コードモニタエリア 

チャンネルＮｏ． 制御コードモニタエリア 

ｃｈ０ ＤＴ９０３７２ 
ｃｈ１ ＤＴ９０３７３ 
ｃｈ２ ― 
ｃｈ３ ― 

 

 参 照：特殊データレジスタについて＜９．２．１ 仕様一覧表＞ 
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 経過値書き込み・読み出し命令（Ｆ１） 
・パルス出力制御でカウントされるパルス数の読み出しに使用します。 
・このＦ１（ＤＭＶ）命令と特殊データレジスタＤＴ９０３４８を組み合わせて、指定してください。 
・経過値は、特殊データレジスタＤＴ９０３４８とＤＴ９０３４９を合わせたエリアに３２ビットデータとして格納さ 
 れます。 
・経過値の設定は、このＦ１（ＤＭＶ）命令でのみ行うことができます。 
【 例１ 】経過値の書き込みの例 

 パルス出力ＣＨ０に初期値Ｋ３０００を設定しま
す。 
 

【 例２ 】経過値の読み出しの例 
 パルス出力ＣＨ０の経過値をＤＴ１００～ＤＴ１０１に

読み出します。 

 
ボードコントローラＢＸ  パルス出力ｃｈ０～ｃｈ１の経過値・目標値エリア 

パルス出力 
経過値エリア 目標値エリア 制御中フラグ

チャンネルＮｏ．
ｃｈ０ Ｒ９１１Ｃ ＤＴ９０３４８～ＤＴ９０３４９ ＤＴ９０３５０～ＤＴ９０３５１ 
ｃｈ１ Ｒ９１１Ｄ ＤＴ９０３５２～ＤＴ９０３５３ ＤＴ９０３５４～ＤＴ９０３５５ 
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9.4.5 パルス出力サンプルプログラム用結線（Ｆ１７１～Ｆ１７４） 

 結線例 

 
 
注）ステッピングモータの入力が５Ｖフォトカプラタイプの場合はドライバーの入力定格内
になるように抵抗を接続してください。 

 
 Ｉ／Ｏ割り付け表 
Ｉ／Ｏ番号 内 容 

Ｘ０ 位置決めスタート信号（＋） 
Ｘ１ 位置決めスタート信号（－） 
Ｘ２ 原点復帰スタート信号 
Ｘ３ ＪＯＧスタート信号（＋） 
Ｘ４ ＪＯＧスタート信号（－） 
Ｘ５ オーバーラン信号 
Ｘ１００ 原点近傍センサ入力 
Ｘ１０２ 原点センサ入力 
Ｙ１００ パルス出力 ＣＷ 
Ｙ１０１ パルス出力 ＣＣＷ 
Ｒ１０ 位置決め運転動作中 
Ｒ１１ 位置決め運転スタート 
Ｒ１２ 位置決め完了パルス 
Ｒ９１１Ｃ パルス出力ＣＨ０制御中フラグ 
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9.4.6 台形制御（Ｆ１７１）命令 
・指定したデータテーブルに従って、自動的に台形制御を行います。 
 

 

  
初速度５００Ｈｚ、 高速度５０００Ｈｚ、加減速時間３００ｍｓ、
移動量１００００パルスでＹ１００からパルスを出力します。 
左記のプログラムを実行した場合、位置決めテーブルや
パルス出力図は以下のようになります。 
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 サンプルプログラム 
 相対値 位置決め運転（プラス方向） 

Ｘ０をＯＮすると、指定したチャンネルＣＨ０のＣＷ出力Ｙ１００からパルスが出力されます。 
注） このときメモリＹ１００はパルス出力に従ってＯＮ／ＯＦＦしません。また、モニターもできません。 

 
プログラム 

 
 

パルス出力図 
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 相対値 位置決め運転（マイナス方向） 
Ｘ１をＯＮすると、指定したチャンネルＣＨ０のＣＣＷ出力Ｙ１０１からパルスが出力されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プログラム 

注） このときメモリＹ１０１はパルス出力に従ってＯＮ／ＯＦＦしません。 
 

 
 

パルス出力図 
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 絶対値 位置決め運転 
Ｘ１をＯＮすると、指定したチャンネルＣＨ０のＣＷ出力Ｙ１００またはＣＣＷ出力Ｙ１０１からパルスが出力さ
れます。その時現在値が“２２，０００”より大きければＹ１０１から出力、“２２，０００”より小さければＹ１００から
出力されます。 
注） このときメモリＹ１００、またはＹ１０１はパルス出力に従ってＯＮ／ＯＦＦしません。また、モニターもでき 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ません。 

プログラム 

 

 
パルス出力図 
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9.4.7 原点復帰（Ｆ１７１）命令 
・指定したデータテーブルに従って、原点復帰を行います。原点復帰後は経過値エリアＣＨ０ 
（ＤＴ９０３４８）、ＤＴ９０３４９）、ＣＨ１（ＤＴ９０３５２、ＤＴ９０３５３）は“０”にクリアされます。 
 
 

 

  
初速度１００Ｈｚ、 高速度２０００Ｈｚ、 
加減速時間１５０ｍｓでＹ１０１からパルスを出力し、 
原点復帰動作を行います。 
左記のプログラムを実行した場合、位置決めテーブルやパルス
出力図は以下のようになります。 
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 原点復帰の動作モード 
ボードコントローラＢＸの原点復帰には、「原点復帰タイプⅠ」、「原点復帰タイプⅡ」の２種類の動作モード
があります。 

 
 原点復帰タイプⅠ 

原点近傍入力の有無、減速中、完了後のいずれの状態でも原点入力を有効します。または原点近傍入力
を使わないモードです。 

 
 

 

 
 

 原点復帰タイプⅡ 
原点近傍入力による減速動作が完了した後のみ原点入力を有効とするモードです。 

 
 

   
  

  参 照：原点近傍入力はパルス出力制御命令（Ｆ０）を使用します。 
             ＜９．４．４ パルス出力制御での（Ｆ０）（Ｆ１）命令＞ 
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 サンプルプログラム 
 ＣＨ０での原点復帰運転（マイナス方向の場合） 

Ｘ２をＯＮすると、指定したチャンネルＣＨ０のＣＣＷ出力Ｙ１０１からパルスが出力され原点復帰を開始しま
す。Ｘ１００がＯＮすると減速を開始し、Ｘ１０２がＯＮすると原点復帰が完了します。原点復帰が完了すると
経過値エリアＤＴ９０３４８、ＤＴ９０３４９は“０”クリアされます。 

 
プログラム 

 
 

パルス出力図 
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 ＣＨ１での原点復帰運転（プラス方向の場合） 

Ｘ３をＯＮすると、指定したチャンネルＣＨ１のＣＷ出力Ｙ２００からパルスが出力され原点復帰を開始します。
Ｘ２００がＯＮすると減速を開始し、Ｘ２０２がＯＮすると原点復帰が完了します。原点復帰が完了すると経過
値エリアＤＴ９０３５２、ＤＴ９０３５３は“０”クリアされます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プログラム 

 
パルス出力図 

 

9-28 



9.4.8 ＪＯＧ運転（目標値設定可能）（Ｆ１７２） 
・実行条件ＯＮの時に任意の出力が得られるＪＯＧ運転用の命令です。 
 

 

  
Ｘ３がＯＮしている間、Ｙ１００から３００ Ｈｚのパルスが出力されま
す。 
左記のプログラムを実行した場合、データテーブルやパルス出力
図は以下のようになります。 

 

 
 

 ここがポイント！:ボードコントローラＢＸのＪＯＧ運転には、「通常ＪＯＧ運転（目標値なし）モード」、「目標値一  
                致停止モードの２種類の動作モードがあります。 

 通常ＪＯＧ運転（目標値なし）モード 
条件がＯＮしている間、データテーブルに設定した条件に従ってパルスが出力されます。 

 
 

 目標値一致停止モード 
ＪＯＧ運転の目標値を設定し、その目標値に到達した時点でパルスを停止する「目標値一致停止モード」が使用できま
す。以下のように、制御コードで「目標値一致停止モード」を選択し、データテーブルに目標値（アブソリュート値）を設
定してください。 
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 サンプルプログラム 
 ＪＯＧ運転（プラス方向） 

Ｘ３をＯＮしている間、指定したチャンネルＣＨ０のＣＷ出力Ｙ１００からパルスが出力されます。 
 
 プログラム 

 
 
パルス出力図 

 
 

 ＪＯＧ運転（マイナス方向） 
Ｘ４をＯＮしている間、指定したチャンネルＣＨ０のＣＣＷ出力Ｙ１０１からパルスが出力されます。 
 
 プログラム 

 
 
パルス出力図 

 
 

 参 照：パルス出力の停止は、パルス出力制御命令（Ｆ０）を使用します。 
         ＜９．４．４ パルス出力制御での（Ｆ０）（Ｆ１）命令＞ 

9-30 



9.4.9 データテーブル制御（Ｆ１７４） 
・指定したデータテーブルに従って、順次位置決めを行います。 
 

 

  
 
実行条件Ｒ１０がＯＮすると、周波数１０００Ｈｚのパルスをパルス入
出力ボードのＹ１００から出力し、位置決めを開始します。 
１０００パルスをカウントした時点で、周波数を２５００Ｈｚに切り替え、
順次データテーブルの値に従って位置決めを行い、パルス出力停
止（Ｋ０）の値が書き込まれているデータテーブルで位置決めを停
止します。 
左記のプログラムを実行した場合、データテーブルやパルス出力図
は以下のようになります。 
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9.4.10 直線補間（Ｆ１７５）命令 
・指定したデータテーブルに従って、２軸を直線補間制御します。 
 

 合成速度が初速度５００Ｈｚ、 高速度５０００Ｈｚ、加減速時間３００ｍｓに
なるようにＸ軸（ＣＨ０）とＹ軸（ＣＨ１）からパルスを出力。目標位置まで
の軌跡が直線状になるように２軸を制御します。 
左記のプログラムを実行した場合、データテーブルや位置決めの軌
跡は以下のようになります。 

 

 

ご注意：直線補間機能はＡＢＸＰＬＳ１を２台使用時のみ 
          使用できます。 
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 補間制御サンプルプログラム 
 結線図 

注） ステッピングモータの入力が５V フォトカプラタイプの場合はドライバーの入力定格内になるように
抵抗を接続してください。 

 
 
 

 Ｉ／Ｏ割り付け表 
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Ｉ／Ｏ番号 内容 
Ｘ０ 原点復帰スタート 
Ｘ１ 位置決めスタート 
Ｘ２ 非常停止 
Ｘ１００ 原点近傍センサ 
Ｘ１０２ 原点センサ 
Ｙ１００ パルス出力 ＣＷ 
Ｙ１０１ パルス出力 ＣＣＷ 

ＣＨ０ 

Ｘ２００ 原点近傍センサ 
Ｘ２０２ 原点センサ 
Ｙ２００ パルス出力 ＣＷ 
Ｙ２０１ パルス出力 ＣＣＷ 

ＣＨ１ 

 
 

 位置の設定についての制限 
・目標位置、移動量は、下記範囲内になるように指定してください。 
 設定可能範囲：－８,３８８,６０８～＋８,３８８,６０８ 
・ 他の位置決め命令Ｆ１７１などを同時に使用する場合もこの範囲内になるようにしてください。 
 



 

 サンプルプログラム 
 直線補間の連続制御 

・ 直線補間の機能を使い、下図の軌跡を描く位置決め制御を行います。 
 

 
 
リレーの割り付け 

リレー番号 割り付け内容 割り付け内容 リレー番号

Ｘ１ 一連動作スタート Ｒ９０１０ 常時ＯＮリレー 
Ｘ２ 強制停止スイッチ Ｒ９１１Ｃ パルス出力中フラグ（ＣＨ０） 
Ｒ２０ Ｐ１点→Ｐ２点移動スタート Ｒ９１１Ｄ パルス出力中フラグ（ＣＨ１） 
Ｒ２１ Ｐ２点→Ｐ３点移動スタート   
Ｒ２２ Ｐ３点→Ｐ４点移動スタート   
Ｒ２３ Ｐ４点→Ｐ１点移動スタート   
Ｒ２F 一連動作完了   

 
 
データレジスタの割り付け 

データレジスタ
分類 設定内容 このプログラム上の設定内容 

番号 
ＤＴ０―ＤＴ１ 制御コード 直線補間時の制御コード、アブソリュート 
ＤＴ２―ＤＴ３ 起動速度 ２０００Ｈｚ 
ＤＴ４―ＤＴ５ 目標速度 ２０００Ｈｚ 
ＤＴ６ 加減速時間 ０ｍｓ 

ＤＴ８―ＤＴ９ Ｘ軸目標位置 Ｐ１点→Ｐ２点→Ｐ３点→Ｐ４点→Ｐ１点移動時に
Ｘ軸目標を指定。 

ユーザ 
設定エリア 
 
直線補間 

ＤＴ１０―ＤＴ１１ Ｙ軸目標位置 Ｐ１点→Ｐ２点→Ｐ３点→Ｐ４点→Ｐ１点移動時に
Ｙ軸目標を指定。 

ワーク 
エリア ＤＴ１２―ＤＴ２３ 演算結果 

格納エリア 
命令の実行により算出されたパラメータが格納さ
れます。 
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プログラム 
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 原点復帰運転（マイナス方向） 
Ｘ０をＯＮすると、指定したチャンネルＣＨ０のＣＣＷ出力Ｙ１０１からＣＨ１のＣＣＷ出力Ｙ２０１からパルスが
出力され原点復帰を開始します。 
ＣＨ０ではＸ１００がＯＮすると減速を開始し、Ｘ１０２がＯＮすると原点復帰が完了します。原点復帰が完了
すると経過値エリアＤＴ９０３４８、ＤＴ９０３４９は“０”にクリアされます。 
ＣＨ１では、Ｘ２００がＯＮすると減速を開始し、Ｘ２０２がＯＮすると原点復帰が完了します。原点復帰が完
了すると経過値エリアＤＴ９０３５２、ＤＴ９０３５３は“０”にクリアされます。 
両ＣＨの完了で原点復帰完了します。 
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プログラム 

 

 ここがポイント：原点復帰には補間機能がありませんので各ＣＨ毎に原点復帰を実行します。 
                      両ＣＨの原点復帰が終了した後、位置決め運転動作中（Ｒ４０）をＯＦＦします。 

 
パルス出力図 
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9.5 ＰＷＭ出力機能（パルス入出力ボード） 
9.5.1 ＰＷＭ出力機能の概要 

 ＰＷＭ出力機能 
専用命令Ｆ１７３（ＰＷＭＨ）により、指定のデューティ比のパルス幅変調出力が得られます。 
システムレジスタ設定について 
ＰＷＭ出力機能を使用する場合は、システムレジスタＮｏ．４００とＮｏ．４０１の対応するチャンネル 
（ＣＨ０とＣＨ１）の設定は、“出力Ｙ０（Ｙ３）をＰＷＭ出力として使用する”に設定してください。 

 ご注意：ボードコントローラＢＸは、パルス出力機能を使用する場合は、パルス入出力ボード 
（ＡＢＸＰＬＳ１）が必要です。 

9.5.2 ＰＷＭ出力機能で使用する命令 

 ＰＷＭ出力命令（Ｆ１７３） 

 

 Ｘ６がＯＮしている間、指定されたチャンネルＣＨ０の出力
Ｙ１００から５０２．５ｍｓ周期、デューティ比率５０％のパル
スが出力されます。 
左記のプログラムを実行した場合、位置決めテーブルは
以下のようになります。 

 データテーブル 
ＤＴ１００ 制御コード※１ ：Ｋ１ 
ＤＴ１０１ デューティ※２ ：５０％ 

※１：制御コードの指定（Ｋ定数で指定してください） 
１０００分解能   １００分解能  
制御ｺｰﾄﾞ 周波数（Ｈｚ） 周期（ｍｓ）  制御ｺｰﾄﾞ 周期（ｍｓ） 周波数（Ｈｚ）

Ｋ０ １．５ ６６６．６７  Ｋ２０ １５．６ ｋ ０．０６ 
Ｋ１ ２．０ ５０２．５１  Ｋ２１ ２０．８ ｋ ０．０５ 
Ｋ２ ４．１ ２４５．７０  Ｋ２２ ２５．０ ｋ ０．０４ 
Ｋ３ ６．１ １６３．９３  Ｋ２３ ３１．３ ｋ ０．０３ 
Ｋ４ ８．１ １２２．８５  Ｋ２４ ４１．７ ｋ ０．０２ 
Ｋ５ ９．８ １０２．３５     
Ｋ６ １９．５ ５１．２０     
Ｋ７ ４８．８ ２０．４８     
Ｋ８ ９７．７ １０．２４     
Ｋ９ ２０１．６ ４．９６     
Ｋ１０ ４０３．２ ２．４８     
Ｋ１１ ５００．０ ２．００     
Ｋ１２ ６９４．４ １．４４     
Ｋ１３ １．０ ｋ ０．９６     
Ｋ１４ １．３ ｋ ０．８０     
Ｋ１５ １．６ ｋ ０．６４     
Ｋ１６ ２．１ ｋ ０．４８     
Ｋ１７ ３．１ ｋ ０．３２     
Ｋ１８ ６．３ ｋ ０．１６     
Ｋ１９ １２．５ ｋ ０．０８     

※２：デューティの指定（Ｋ定数で指定してください） 
制御コードが Ｋ０～Ｋ１９の場合  →デューティ：Ｋ０～Ｋ９９９ （０．０％～９９．９％） 
制御コードが Ｋ２０～Ｋ２４の場合 →デューティ：Ｋ０～Ｋ９９０ （０％～９９％） 
                        設定値は１％（Ｋ１０）単位 （１の位は切り捨てます） 

 ご注意：命令実行中にデューティのエリアに指定範囲外の値が書き込まれた場合、 大値に 
      補正された周波数が出力されます。命令実行開始時の場合は、演算エラーとなります。 
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１０章 
セキュリティ機能 
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10.1 セキュリティ機能の種類 
ボードコントローラＢＸのセキュリティ機能には、大きく分けて２つの機能があります 
いずれの機能を使用中でもデータの書き換え等は可能です。 
 
１：パスワードプロテクト機能 
  パスワードを設定し、ボードコントローラＢＸ内部のプログラムへのプログラミングツールからのアクセ 
  ス制限を行います。パスワードを設定し、プロテクトモードにするとラダープログラムやシステムレジス 
  タの書き込み、読出しができなくなります。 
  パスワードには次の２種類があります。 
 
    ・４桁パスワード  ：“０”～“９”，“Ａ”～“Ｆ”の１６文字中の４文字が使用可能です 
    ・８桁パスワード  ：８文字以内の半角英数字（大文字、小文字を区別）と記号が使用可能です 
 
 
２：プログラムアップロード禁止機能 
  プログラムアップロード禁止に設定することで、ボードコントローラＢＸからのラダープログラムやシス 
  テムレジスタのアップロードが出来なくなります。プログラミングツールだけでなく、マスタメモリボード 
  へのプログラム転送もできなくなりますので、よりセキュリティ性が高くなります。 
 
 
セキュリティの状態は、プログラミングツールＦＰＷＩＮ ＧＲでは、下記の２ヶ所で確認できます。 
１．メニューの[オンライン（Ｌ）]→[オンライン編集（Ｎ）]を選択するか、 
  ＣＴＲＬ＋ Ｆ２ キーを押して、画面を【オンラインモニタ】に切り替えてください。 
２．メニューの[ツール（Ｔ）]→[セキュリティ情報（Ｃ）] または[ＰＬＣパスワード設定（Ｐ）]選択してください。 
 
下記画面が表示されます。 

セキュリティ情報ダイアログボックス ＰＬＣパスワード設定ダイアログボックス 

 

 
 

10.2 パスワードプロテクト機能 
ボードコントローラＢＸでパスワード設定することにより、プログラムとシステムレジスタの読み出し書き込みを
禁止する機能です。 
パスワードの設定方法には、以下の２種類があります 
１：プログラミングツールを使用して設定する 
２：命令により設定する（ＳＹＳ１命令） 
 

 ご注意：パスワード設定に関するご注意 
 

パスワードを絶対に忘れないでください。パスワードを忘れた場合、プログラムを読み出

すことはできません（弊社にお問い合わせいただいても、解読不可能です）。 

10-2 



10.2.1 パスワードの設定 

 ＦＰＷＩＮ ＧＲでの設定 
１．メニューの[オンライン（Ｌ）]→[オンライン編集（Ｎ）]を選択するか、 
  ＣＴＲＬ＋ Ｆ２ キーを押して、画面を【オンラインモニタ】に切り替えてください。 
２．メニューの[ツール（Ｔ）]→[ＰＬＣパスワード設定（Ｐ）]を選択してください。下記画面が表示されます。 
 
  ＰＬＣパスワード設定ダイアログボックス 

①現在のパスワードの設定状態を表示します 
②使用するパスワードの種類を指定します 
③パスワードの動作を指定します 
  アクセス許可 ：パスワードを入力してプログラム
            へのアクセスを行います 
  プロテクト   ：パスワードの設定を行います 
  プロテクト解除：パスワード設定を解除します 
④パスワードを入力します 

 
 
 

 パスワードの設定内容の確認 
ダイアログボックスに表示される設定内容を確認します 
 
現在の状態 
  現在のパスワードの状態を表示します。 パスワードの状態には次の５種類があります。 
   
  １：パスワード未設定 ： パスワードが設定されていません。 
  ２：４桁プロテクト ： パスワードは４桁パスワードで、アクセス禁止状態です 
  ３：４桁アクセス可能 ： パスワードは４桁パスワードで、アクセス許可状態です 
     （パスワードの入力が完了し、プログラムへのアクセスが可能な状態です） 
  ４：８桁プロテクト ： パスワードは８桁パスワードで、アクセス禁止状態です 
  ５：８桁アクセス可能 ： パスワードは８桁パスワードで、アクセス許可状態です 
     （パスワードの入力が完了し、プログラムへのアクセスが可能な状態です） 
 
リトライ可能回数 
  パスワードの入力を連続して行うことのできる回数です。パスワードの入力を間違うたびに回数が 
  減ります（最高３回）。 
  連続３回パスワードの入力を失敗すると、プログラムへのアクセスが不可能になります。 
  再度パスワードの入力を行うには、電源をＯＦＦ／ＯＮして、ボードコントローラＢＸを再立上げしてくださ
い。 
 

 ご注意：  
アクセス許可状態のまま、ボードコントローラＢＸの電源をＯＦＦ／ＯＮすると再度パスワードプロテクト状態
となります。 
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 パスワードプロテクト機能の設定方法 
 

 
 

ダイアログボックスがが表示されますので、 
下記を選択してください。 
 
桁数 ：  
   「４桁」もしくは「８桁」を選択してください。 
 
動作モード ：  
   「プロテクト」を選択してください。 
 
４桁（または 8 桁）パスワード ：  
   設定するパスワードを入力してください。 
 
[設定]をクリックしてください。 
 

 
 

確認のため、再度パスワードを入力し[ＯＫ]を 
クリックします。 

 

設定完了です。 

 
 
 

 パスワード入力によるプログラムへのアクセス許可設定方法 
 

 

ダイアログボックスが表示されますので、 
下記を選択してください。 
 
桁数 ：  
   「４桁」もしくは「８桁」を選択してください。 
 
動作モード ：  
   「アクセス許可」を選択してください。 
 
４桁（または 8 桁）パスワード ：  
   設定したパスワードを入力してください。 
 
 [設定]をクリックしてください。 
 

 
 

設定完了です。 

 ご注意：  
アクセス許可状態のまま、ボードコントローラＢＸの電源をＯＦＦ／ＯＮすると再度パスワードプロテクト状態
となります。 
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 パスワード設定の解除方法 
パスワード設定の解除には以下の２つの方法があります。 

 内容 プログラム 
パスワード解除 登録してあるパスワードを指定して解除します すべて保持 

強制解除 全てのプログラムとセキュリティ情報を消去して解
除します 

すべて消去 
（アップロード禁止設定も消去）

 
パスワード解除の方法（プログラムは保持） 

 
 

ダイアログボックスが表示されますので、 
下記を選択してください。 
 
桁数 ：  
   「４桁」もしくは「８桁」を選択してください。 
 
動作モード ：  
   「プロテクト解除」を選択してください。 
 
４桁（または 8 桁）パスワード ：  
   設定したパスワードを入力してください。 
 
 [設定]をクリックしてください。 
 

 

[ＯＫ]をクリックします。 

注）アクセス許可の設定がされていないと、解除はできません。 
 
強制解除の方法（プログラムとセキュリティ情報は全て消去） 

 
 

 
[強制解除]をクリックします。 
 
 

 
 

[はい（Ｙ）]をクリックします。 
 

 

現在の状態が「パスワード未設定」に 
なれば完了です。 
すべてのプログラムとセキュリティ情報が 
消去されました。 
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 マスタメモリボード（ＡＢＸＭＲＴＣ）のパスワードデータに関して 
 
ボードコントローラＢＸでは、パスワード設定をプログラムと共にマスタメモリボードに転送することができま
す。 
 
マスタメモリボードに格納されたパスワード情報は、別のコントロールボードに装着した際に自動的に転送
され、コントロールボードをパスワードプロテクト状態にします。 
 
マスタメモリボードへの転送は下記の手順にて行います。 
 
１．ボードコントローラＢＸの電源をＯＦＦし、ＲＵＮ／ＰＲＯＧ．モード切替スイッチをＰＲＯＧ．モードにし、プ 
  ログラムを転送したいマスタメモリボードをコントロールボードに装着します。 
２．ボードコントローラＢＸの電源をＯＮし、プログラミングツールで「内蔵メモリ⇒マスタメモリ」機能を使用し 
  て転送します。 
 
 
 

 参 照：マスタメモリボードへの転送について＜１１．２．２ マスタメモリ機能＞ 
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10.3 プログラムアップロード禁止機能 
ボードコントローラＢＸでプログラムアップロード禁止設定することにより、プログラムとシステムレジスタの
読み出しを禁止する機能です。 
アップロード禁止に設定したボードコントローラＢＸは、それ以降、ラダープログラムとシステムレジスタのア
ップロードが出来なくなりますのでご注意ください。 
ただし、プログラミングツールでパソコンで管理しているファイルを読み出してオンライン編集が可能です。 
注）プログラムが確実に一致していないとプログラムが壊れます。 
この機能を使用する場合は、ラダープログラムをファイルで保存して確実に管理してください。 
 

 プログラムアップロード禁止が設定されたボードコントローラＢＸでできないこと 
１：ラダープログラムとシステムレジスタのパソコンへのアップロード 
２：マスターメモリボードへのプログラム転送 
  プログラミングツールを使用して、本機能の設定を解除することはできますが、設定の解除時に 
  ラダープログラムやシステムレジスタ、パスワード情報等は、全て消去されます。 
 

 ご注意：本仕様の設定を強制的に解除する場合 
アップロード不可状態を強制解除すると全てのプログラムとセキュリティ情報が消去さ

れます。 
弊社にお問い合わせいただいても、消去されたプログラムを復帰させる 
ことはできません。 
プログラムアップロード禁止が設定されたコントロールボードは、弊社にお問い合わせ

いただいても、読み出し不能です。 
 
プログラムはお客様の責任で管理していただきますよう、お願い申し上げます。 
 

 パスワードプロテクト機能との連携 
本機能が設定されたボードコントローラＢＸに対して、パスワード設定も同時に行うことができます。 
また、パスワードが設定されたボードコントローラＢＸに、本機能を設定することも可能です。 
 
 

10.3.1 アップロード禁止の設定 
アップロード禁止機能の設定は、以下の２つの方法で実施できます。 
 
１：プログラミングツールを使用してコントロールボード本体に設定する。 
２：マスターメモリボードにアップロード禁止情報を設定し、コントロールボード本体に設定する。 
 

 ＦＰＷＩＮ ＧＲでの設定 
１．メニューの[オンライン（Ｌ）]→[オンライン編集（Ｎ）]を選択するか、 
  ＣＴＲＬ＋ Ｆ２ キーを押して、画面を【オンラインモニタ】に切り替えてください。 
２．メニューの［ツール（Ｔ）］→［アップロード設定（Ｕ）］を選択してください。下記画面が表示されます。 
 

 
「ＰＬＣをアップロード不可に設定する」を選択し
てください。 
 
［実行（Ｅ）］をクリックします。 
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 マスタメモリボードにプログラムアップロード禁止情報を設定する 
 
アップロード禁止が設定されたボードコントローラＢＸからマスタメモリボードにプログラムを転送すること
はできません。 
 
アップロード禁止が設定されていないボードコントローラＢＸから、プログラミングツールで「内蔵メモリ⇒マ
スタメモリ」機能を使用してアップロード禁止をマスタメモリボードに設定することができます。 
その際、パスワードプロテクト情報があれば、同時に転送されます。 
アップロード禁止が設定されたマスタメモリボードを別のボードコントローラＢＸに装着すると、その設定情
報もボードコントローラＢＸへ自動的に転送されますので、以後そのボードコントローラＢＸもアップロード禁
止状態になります。 
 

 参 照：マスタメモリボードへの転送について＜１１．２．２ マスタメモリ機能＞ 
 
 

 プログラミングツールによるアップロード禁止機能の解除方法 
 
ＦＰＷＩＮ ＧＲでの設定 
１．メニューの[オンライン（Ｌ）]→[オンライン編集（Ｎ）]を選択するか、 
  ＣＴＲＬ＋ Ｆ２ キーを押して、画面を【オンラインモニタ】に切り替えてください。 
２．メニューの［ツール（Ｔ）］ →［アップロード設定（Ｕ）］または［ＰＬＣパスワード設定（Ｐ）］を 
 選択してください。 
 
下記画面が表示されます。 

アップロード設定ダイアログボックス ＰＬＣパスワード設定ダイアログボックス 

「アップロード不可状態を強制解除する」を 
選択してください。 
[実行（Ｅ）]をクリックします。 

 
 [強制解除]をクリックします。 

 ご注意：１．アップロード禁止機能を解除すると、ラダープログラムやシステムレジスタ、パスワード情報 
            等は、全て消去されます。 

      ２．パスワードの設定画面で強制解除を実行した場合、アップロード不可設定も消去されます。 
 
 
 

 ご注意：本仕様の設定を強制的に解除する場合 
アップロード不可状態を強制解除すると全てのプログラムとセキュリティ情報が消去さ

れます。 
弊社にお問い合わせいただいても、消去されたプログラムを復帰させる 
ことはできません。 
プログラムアップロード禁止が設定されたコントロールボードは、弊社にお問い合わせ

いただいても、読み出し不能です。 
 
プログラムはお客様の責任で管理していただきますよう、お願い申し上げます。 

10-8 



10.4 セキュリティ設定／解除一覧 
 
コントロールボードにマスタメモリボード未装着の場合 
 
 
 

セキュリティの状態 
セキュリティ

未設定 
アップロード

禁止 
４桁 ８桁 

パスワード パスワード 
アップロード禁止 ○  ○ ○ 

４桁パスワード ○ ○  × 設定 
／解除操作 

８桁パスワード ○ ○ ×  
 
コントロールボードにマスタメモリボードを装着した場合 
 
 
 

セキュリティの状態 
セキュリティ

未設定 
アップロード

禁止 
４桁 ８桁 

パスワード パスワード 
アップロード禁止 ×  × × 
４桁パスワード × ×  × 設定 

／解除操作 
８桁パスワード × × ×  

○：操作可能  ×：操作不可 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-9 



 

 

 

10-10 



 11-1 
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11.1 メモリ間の転送機能について 
 プログラム情報の流れ

 
 
 
 ＲＡＭ－＞ＲＯＭ転送機能 
内蔵ＲＡＭ上のＤＴの内容を全点内蔵Ｆ－ＲＯＭデータ領域へ転送します。 
ＤＴ上で使用するための初期値データを大量に転送する場合に使用します。 
ラダープログラムで使用する場合は、必要なデータを内蔵Ｆ－ＲＯＭ領域から読み出して使用します。 
この機能は、ＰＲＯＧ．モードでのみプログラミングツールより使用できます。この場合、マスタメモリボード装
着、非装着のいずれでも、転送できます。 
 
 ＲＯＭ－＞ＲＡＭ転送機能 
内蔵ＲＯＭに格納されている、Ｆ－ＲＯＭデータ領域の内容を演算メモリＤＴに全点読み出します。 
この機能は、ＰＲＯＧ．モードでのみプログラミングツールにより使用できます。この場合、マスタメモリボード
装着、非装着のいずれでも、転送できます。 
 
 内蔵メモリ＝＞マスタメモリ転送機能 
内蔵ＲＯＭに格納されているプログラム情報（ラダー、システムレジスタ、Ｆ－ＲＯＭデータ、コメント、 
パスワード）をマスタメモリへ転送します。アップロード不可情報は、プログラミングツールで指定します。 
Ｆ－ＲＯＭデータ領域とコメントはプログラミングツールで転送するか否かの選択ができます。Ｆ－ＲＯＭデ
ータ領域を転送する場合、転送開始ブロック番号と、ブロック数を指定します。 
この機能は、ＰＲＯＧ．モードでのみプログラミングツールにより使用できます。 
マスタメモリへ転送する際は、転送しないデータは消去されます。 
 
 マスタメモリ＝＞内蔵メモリ転送機能 
ＰＲＯＧ．－＞ＲＵＮモード切り替え時か、ＲＵＮモードで電源ＯＮ時か、ＰＲＯＧ．モードでツールにより転
送指定時に、マスタメモリに格納されている情報が、内蔵ＲＯＭへ転送されます。 
存在しないデータは転送されません。 
一旦転送されると、以後内蔵メモリとマスタメモリの照合確認を実施し、一致した場合は転送しません。 
 
 

 ここがポイント！：ＦＰＷＩＮ ＧＲにて選択できます。 
            （ＰＲＯＧ．モード／オンラインモニタ状態で、メニューの[ツール（Ｔ）]から選択） 

             参 照：＜当社製ＦＰＷＩＮ ＧＲ 導入ガイド ＡＲＣＴ１Ｆ３３２＞  
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11.2 マスタメモリボードの機能 
マスタメモリボードは、年・月・日・曜日・時間を設定するリアルタイムクロック（カレンダタイマ機能）と 
マスタメモリの両方が搭載されています。 
 
裏面の切り替えスイッチで、２つの使用方法が選択できます。 
 
１：リアルタイムクロックのみ （出荷時設定） 
２：リアルタイムクロック＋マスタメモリ 
 

 ご注意：リアルタイムクロックのみで設定した場合は、マスタメモリとして使用できません。 
 
          リアルタイムクロックを使用するにはコントロールボードに別売りの電池を装着してください。 

      電池を装着しないと、リアルタイムクロックは動作しません。 
 

 
 

11.2.1 リアルタイムクロック機能 
ボードコントローラＢＸにバックアップ電池を取り付け、マスタメモリボード（ＡＢＸＭＲＴＣ）を装着すると、 
リアルタイムクロック機能が使用できます。 
電池が装着されていない状態では、ご使用になれませんのでご注意ください。 

 参 照：＜５．１０バックアップ電池の取り付けと設定＞ 
 
 

 仕様 
項 目 仕 様 

設定項目 年（西暦下２桁）・月・日・時（２４時間表示）・分・秒・曜日 

リアルタイムクロック 
精度 

０℃：月差１０４秒以下 
２５℃：月差５１秒以下 
５５℃：月差１５５秒以下 

 

 リアルタイムクロックのエリア 
リアルタイムクロック機能では、特殊データレジスタＤＴ９００５３～ＤＴ９００５７に格納されている時、分、秒、
日、年などのデータを、転送命令を使って読み出してシーケンスプログラムで利用できます。 
 

特殊データ 
レジスタ番号 上位バイト 下位バイト 読み出し 書き込み

ＤＴ９００５３ 時データ 
Ｈ００～Ｈ２３ 

分データ 
Ｈ００～Ｈ５９ ○ × 

ＤＴ９００５４ 分データ 
Ｈ００～Ｈ５９ 

秒データ 
Ｈ００～Ｈ５９ ○ ○ 

ＤＴ９００５５ 日データ 
Ｈ０１～Ｈ３１ 

時データ 
Ｈ００～Ｈ２３ ○ ○ 

ＤＴ９００５６ 年データ 
Ｈ００～Ｈ９９ 

月データ 
Ｈ０１～Ｈ１２ ○ ○ 

ＤＴ９００５７ － 曜日データ 注） 
Ｈ００～Ｈ０６ ○ ○ 

     注）曜日データはリングカウンタとなっており、Ｈ00～Ｈ06 を繰り返します。  
       プログラム上でデータに該当する曜日を割り当ててご使用ください。 

例えば日曜日をＨ00 と設定すると、月曜日はＨ01、土曜日はＨ06 となり、次の日曜日はＨ00 に戻ります。
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リアルタイムクロックの設定 
リアルタイムクロックの設定方法には下記の２つの方法があります。 
 
 ＦＰＷＩＮ ＧＲでの設定 
１．メニューの[オンライン（Ｌ）]→[オンライン編集（Ｎ）]を選択するか、「オンライン（ＣＴＲＬと Ｆ２ キーを 
  同時に押して、画面を【オンラインモニタ】に切り替えてください。 
２．メニューの［ツール（Ｔ）］→［ＰＬＣ日付／時刻設定（Ｄ）］を選択してください。 
ＰＬＣ日付／時刻設定ダイアログボックス 

 

上記の操作で左の「ＰＬＣ日付／時刻設定ダイアログボッ
クス」が表示されますので、日時時刻を入力して［登録］
ボタンをクリックしてください。 

 
 プログラムによる設定、変更 
１．リアルタイムクロックの設定エリアとして割り付けられている特殊データレジスタＤＴ９００５４～ 
  ＤＴ９００５７に書き込む値を転送します。 
２．ＤＴ９００５８にＨ８０００を書き込みます。 
  注）転送は微分命令で実行するか、Ｈ８０００ → Ｈ００００の順に転送してください。 
    Ｈ８０００を常時書き込まないようにご注意ください。 
【 例 】日時時刻の書き込み 
Ｘ０がＯＮすると、５日１２時０分０秒に合わせます。 
 
 
 
 
 

 

 ご注意：初期状態では、値が不定値となっていますので、プログラミングツールなどで値を書き込んで 
ください。 
 

 リアルタイムクロックの使用例 
 定時刻自動スタート 
リアルタイムクロック機能を使い、毎日、午前８時３０分に１秒間（Ｙ０）信号を出力します。 
例では、特殊データレジスタのＤＴ９００５３に格納されている「時分データ」を利用し、定刻に信号を出力し
ます。 

 

・ＤＴ９００５３には上位８ビットに「時データ」、下位８ビットに「分データ」がＢＣＤ形式で格納 
 されています。 
・この「時分データ」と任意の時刻（ＢＣＤ）とを比較し、特殊内部リレーのＲ９００Ｂ（＝フラグ）で 
 時刻の一致を検出しています。 
 
 ３０秒補正について 
特殊データレジスタ ＤＴ９００５８にて３０秒補正をおこないます。 

 参 照：＜１６．１．３ 特殊データレジスタ一覧 （ＤＴ９００５８）＞ 

F0 MV  H0     ,DT90054

F0 MV   H512   ,DT90055

 F0 MV   H0     ,DT90057

 F0 MV   H8000  ,DT90058

（ＤＦ ）  ・0 分 0 秒を設定

・5 日 12 時を設定

 ・曜日合わせ 
・時刻合わせ

Ｘ0 
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11.2.2 マスタメモリ機能 

 概要 
マスタメモリボードにコントロールボード（内蔵メモリ）のプログラム等を転送し、マスタメモリボードを別のコン
トロールボード（内蔵メモリ）に装着することで転送（コピー）が可能となります。 
 

 参 照：＜１２．１ メモリ間の転送機能について＞ 
 
・マスタメモリボードには以下のデータを転送できます。 
 １．ラダープログラム 
 ２．システムレジスタ 
 ３．コメント 
 ４．Ｆ－ＲＯＭデータ領域 
 ５．セキュリティ情報（パスワードやアップロード禁止情報） 
   セキュリティ情報がない場合は、セキュリティ情報なしとなります。 
 
 
 マスタメモリボード表面のスイッチを変更してください。 
マスタメモリボード（ＡＢＸＭＲＴＣ）の本体表側に切り替えスイッチがあります。 
出荷時は、リアルタイムクロックのみの設定になっています。 

 参 照：＜３．６．５  マスタメモリボード＞ 
 
 
 マスタメモリ ⇒ コントロールボードへの転送 
転送は以下の２種類の方法で行われます。 
 
 １．ＦＰＷＩＮ ＧＲによる操作 
   転送はＰＲＯＧ．モードでのみ可能です。 
 ２．自動転送：ＰＲＯＧ．モード⇒ＲＵＮモード変更時 
        電源投入時（ＲＵＮモードでの起動時） 
 
 
 ＦＰＷＩＮ ＧＲによる転送方法 
 
１．メニューの[オンライン（Ｌ）]→[オンライン編集（Ｎ）]を選択するか、ＣＴＲＬと Ｆ２ キーを同時に押して、 
  画面を【オンラインモニタ】に切り替えてください。 
２．メニューの[ツール（Ｔ）]→[内蔵メモリ⇔マスタメモリ（Ｍ）]を選択してください。 
  下記画面が表示されます。 
 
  内蔵メモリ⇔マスタメモリダイアログボックス 

 

「内蔵メモリ→マスタメモリ」 
 
または 
 
「マスタメモリ→内蔵メモリ」 
 
を選択します。 

 
転送はＰＲＯＧ．モードでのみ可能です。 
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 プログラム、システムレジスタと同時に転送するデータを選択 
 
以下の３種類のデータを同時に転送することが可能です。 
（内蔵メモリ：コントロールボード内のメモリです） 

 内蔵メモリ ⇒ マスタメモリ マスタメモリ ⇒ 内蔵メモリ 

アップロード不可 

アップロード禁止設定のマスタメモリ 
ボードを作成します。 
このマスタメモリボードを装着して 
データを転送されたコントロールボード 
はアップロード禁止仕様となります。 

（選択できません） 

コメント 
 注２） 

コメントをマスタメモリボードに転送 
します。 

コメントをコントロールボードに 
転送します。 

Ｆ－ＲＯＭデータ領域 
 注２）注３） 

コントロールボード（内蔵ＲＯＭ）の 
Ｆ－ＲＯＭデータ領域内のデータを 
マスタメモリボードに転送します。 
先頭ブロックＮｏ．と転送ブロック数を 
指定します。 

データレジスタをコントロール 
ボード（内蔵ＲＯＭ）のＦ－ＲＯＭデ
ータ領域に転送します。 
先頭ブロックＮｏ．と転送ブロック数 
を指定します。 

注 意 
マスタメモリのデータは一旦全消去され
ますので、転送選択されないデバイス 
は消去されます。 

一旦転送されると、以降はマスタ 
メモリの内容と内蔵メモリの内容を 
照合確認し、一致した場合は転送 
しません。 

注１）パスワードが設定されている場合、自動的に転送されます。 
注２）データが存在しない場合は転送できません。 
注３）Ｆ１２（ＩＣＲＤ）命令で読み出し、Ｐ１３（ＩＣＷＴ）命令で書き込みできます。 
   （ＦＰＷＩＮ ＧＲのＲＡＭ⇒ＲＯＭ転送機能を使用してデータをＦ－ＲＯＭデータ領域に書込むことも 
   できます）。 
   格納エリアは、１ブロック当たり２０４８ワードで、第０ブロックから第１５ブロックまでの１６ブロックで 
   構成されます。 
 

 参 照：Ｆ１２（ＩＣＲＤ）Ｐ１３（ＩＣＷＴ）命令の詳細について＜命令語マニュアル 総合編 ＡＲＣＴ１Ｆ３５３＞ 
 
 
 
 

11.2.3 セキュリティ設定と転送の関係 

ボードコントローラＢＸの状態（マスタメモリボード装着）  
 

セキュリティ 
未設定 

アップロード 
不可 

４桁・８桁 
パスワード 

内蔵メモリから 
マスタメモリへの転送 ○ × ○ 

マスタメモリから 
内蔵メモリへの転送 ○ ○ ○ 

○：操作可能  ×：操作不可 
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11.3 Ｐ１３（ＩＣＷＴ）命令について 
Ｐ１３（ＩＣＷＴ）を使用して、 
コントロールボード内蔵ＲＯＭ（Ｆ－ＲＯＭデータ領域）にデータレジスタを 
３２７６５ワード格納して使用することができますが、 
 
以下の点に注意してご使用ください。 
 
 
１．書き込み回数の制限 
書き込み回数は１万回以内です。それ以上書き込みを継続された場合、動作が保証できません。 
 
 
 
２．Ｐ１３（ＩＣＷＴ）命令実行中に、電源がＯＦＦ 
本命令実行中に、電源がＯＦＦになると保持エリアが保持できなくなる可能性があります。 
（ＲＵＮ中書き換え中に電源が切れる場合も同様です。） 
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11.4 アナログ入力 
11.4.1 アナログ入力概要 

ボードコントローラＢＸはアナログ入力４点を装備しています。このアナログ入力は、外部電圧入力、外部ボ
リューム接続、外部サーミスタ接続が可能で、特殊データレジスタＤＴ９００４０～ＤＴ９００４３の値がＫ０～Ｋ
１０００の範囲で変化します。 

 
 
対応特殊データレジスタ 

スイッチＣＨ アナログ入力番号 特殊データレジスタ 値の範囲 
０ Ｖ０ ＤＴ９００４０ 
１ Ｖ１ ＤＴ９００４１ 
２ Ｖ２ ＤＴ９００４２ 
３ Ｖ３ ＤＴ９００４３ 

Ｋ０～Ｋ１０００

 
■ 適合電線／適合コネクタ 
●適合電線（より線） 

サイズ 公称断面図 
ＡＷＧ＃２８～＃２０ ０．０８ｍｍ２～０．５ｍｍ2 

 
●適合コネクタ対応表 

日本圧着端子製造（株）社製形番 
極数 

ハウジング バラ状コンタクト 圧着工具 適用電線 

ＢＸＡ－００１Ｔ－Ｐ０．６ ＹＣ－６９２Ｒ注１） ＡＷＧ＃２８～＃２２ 
４ ＸＡＰ－０４Ｖ－１ 

ＢＸＡ－０１Ｔ－Ｐ０．６ ＹＣ－７０１Ｒ注２） ＡＷＧ＃２４～＃２０ 
注１）手動圧着工具ＹＣ－６９２Ｒの適用電線はＡＷＧ＃２６、＃２４のみとなります。 
注２）手動圧着工具ＹＣ－７０１Ｒの適用電線はＡＷＧ＃２４、＃２０のみとなります。 
 

 
 

アナログ入力切替スイッチ 

Ｖ０ Ｖ１ Ｖ２ Ｖ３ アナログ入力ポート 

ＡＮＡＬＯＧ  
ＣＨ  ０ １ ２ ３ 

ＯＮ方向 

ｱﾅﾛｸﾞ入力切替ｽｲｯﾁ

４１ 

ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾎﾟｰﾄ 
（ｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ番号） 

Ｖ０  
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11.4.2 外部アナログボリューム入力 
ボードコントローラＢＸには、アナログ入力コネクタに外部ボリューム接続することにより外部ボリュームの動
きに対応して値が変化します。 
 
 設定 
     ･アナログ入力切替スイッチをＯＦＦ側にしてください。 

 
 配線とブロック図 

  ･アナログ入力コネクタに外部ボリュームを配線し取り付けします。 
 
 
 
 
 
 
 
･アナログ入力コネクタと電源コネクタ（２４Ｖ,ＤＣ）

間は非絶縁です。 
･２ＰＩＮには何も接続しないでください。 

【例】タイマ設定値の書き込み 

 アナログ入力Ｖ０に対応する特殊データレジスタ（ＤＴ９００４０）の値をＴＭＸ０に設定値エリア（ＳＶ０）

に転送し、タイマ時間を設定しています。 

 

 R9010 

             F0 MV     DT 90040    ,SV0                    

   

       R0                            TMX  0,   K 999 
 

 

 ご注意：配線について 
 

･ ボードコントローラＢＸと外部ボリューム間の配線は３ｍ以下としてください。 

･ ノイズの影響より変換値が安定しない場合は外部にコンデンサを入れたりシールド線にすることをお 

  すすめします。又、ボードコントローラＢＸ内では変換値の平均化は行っておりませんのでラダープ 

  ログラムで平均処理を行ってください。 

･ 引き出し線にストレスがかからないよう結線・結束ください。 

･ 通電前には正しく配線が行われているか確認の上通電してください。 

･データ転送命令 
特殊データレジスタ DT90040 の値をタイマ
の設定値エリアに転送します。 

0.1 秒タイマ 
･設定値にダミーとして K999 を設定 
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11.5 サーミスタ入力 
11.5.1 サーミスタ入力の概要 

ボードコントローラＢＸにはアナログ入力コネクタに、サーミスタと抵抗を接続することにより、サーミスタの抵
抗値の変化をアナログ入力値として取り込むことができます。 
 
 サーミスタ入力取り込みのしくみ 
・外部に接続されたサーミスタの抵抗値の変化を電圧の変化として取り込み、マイコン内蔵の 
 ＡＤコンバータを使用して、デジタル値として取り込みます。 
・デジタル値に変換された値は、特殊データレジスタ（ＤＴ９００４０ ～ ＤＴ９００４３）に 
 反映され、ユーザプログラムにて読み出すことができます。 
 設定 
 ･ アナログ入力切替スイッチをＯＦＦ側にしてください。 
 配線とブロック図 
･アナログ入力コネクタにサーミスタと外部抵抗を接続します。 

 
 
 
 
 
･外部サーミスタ 小抵抗値＋外部抵抗Ｒ>２ｋΩと

してください。 
･アナログ入力コネクタと電源コネクタ（２４ＶＤＣ）間

は非絶縁です。 
･２ＰＩＮには何も接続しないでください。 

 

 総合精度 
総合精度 ＝（マイコン内蔵のＡＤコンバータの総合精度：±５ＬＳＢ

注）
）＋（サーミスタ＋抵抗の精度） 

注）±５ＬＳＢは、Ａ／Ｄ変換後の数値（０～１０００）に対し、±５の誤差があることを示します。 
 サーミスタ抵抗値とデジタル変換値 
・サーミスタの抵抗値とデジタル変換値の変換は、下記の計算式にて行ってください。 
・ デジタル変換値は、Ｋ０～Ｋ１０００の間で変化します。 
                     １０２４×Ｒ（ｋΩ） 
サーミスタ抵抗値（ｋΩ）＝                     －Ｒ（ｋΩ） 
                    （デジタル値＋１２） 
 接続サーミスタ 例（Ｒ＝2.2ｋΩの場合） 
・抵抗値 ２００Ω～７５ｋΩのサーミスタが使用できます。 

メーカ サーミスタの種類（Ｂ定数） 測定範囲の目安（℃） 

３３９０Ｋ  －５０ ～ ＋１００℃ 
３４５０Ｋ    ５０ ～ ＋１５０℃ 
４３００Ｋ ＋１００ ～ ＋２００℃ 

株式会社 
芝浦電子 

５１３３Ｋ ＋１５０ ～ ＋３００℃ 

 ご注意：配線について 
･接続されるサーミスタの 低抵抗とＲの抵抗値の合計が 2ｋΩ以上の組み合わせ 
 でご使用ください。    
・ボードコントローラＢＸとサーミスタ間の配線長は 3ｍ未満としてください。 
・接続線には、ストレスが掛からないように結線、結束してください。 
・ ノイズの影響により変換値が安定しない場合は、シールド処理や外部にコンデンサ等 
 を入れることをおすすめします。又、ボードコントローラＢＸ内では変換値の平均化は 
 行っていませんのでラダープログラムで平均処理を行ってください。 
･通電前には正しく配線が行われているか確認の上通電してください。 
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11.5.2 サーミスタ温度データの取り込み 
ボードコントローラＢＸの特殊データレジスタの値を読み出すことで、サーミスタの抵抗値に相応するアナロ
グ値データの取り込みができます。 
 
 対応特殊データレジスタ 
アナログ入力番号 特殊データレジスタ 変換後デジタル値

Ｖ０ ＤＴ９００４０ 
Ｖ１ ＤＴ９００４１ 
Ｖ２ ＤＴ９００４２ 
Ｖ３ ＤＴ９００４３ 

Ｋ０～Ｋ１０００ 

 

 サーミスタ測定温度－Ａ／Ｄ変換表（サーミスタ種類３４５０Ｋ抵抗､Ｒ＝２．２Ｋの例） 
・温度とサーミスタ抵抗値は、使用するサーミスタの温度特性表から作成してください。 
・変換後デジタル値は、前ページの換算式によって求めます。 

温度 
［℃］ 

サーミスタ抵抗 
［ｋΩ］

変換後デジタル値 分解能 
［℃］

５０ ４．３５６０ ３３２ ０．１３５ 
６０ ３．１４７０ ４０９ ０．１３０ 
７０ ２．３１７０ ４８７ ０．１２８ 
８０ １．７３４０ ５６１ ０．１３５ 
９０ １．３１８０ ６２８ ０．１４９ 

１００ １．０１７０ ６８８ ０．１６７ 
１１０ ０．７９４０ ７４０ ０．１９２ 
１２０ ０．６２７７ ７８５ ０．２２２ 
１３０ ０．５０１７ ８２２ ０．２７０ 
１４０ ０．４０５２ ８５３ ０．３２３ 
１５０ ０．３３０５ ８７８ ０．４００ 

注）上表のデジタル値には、（マイコン内蔵のＡ／Ｄコンバータの総合精度：±５ＬＳＢ）＋ 
  （サーミスタの精度）は含まれていません。 
 
 スケーリング命令 （Ｆ２８２） を利用した変換プログラム 
・変換後デジタル値と温度をデータテーブルとして作成し、スケーリング命令（Ｆ２８２）を実行 
 することにより、非線形なデータから補間された適切なデータを得ることができます。 

 

 

 
 
ＤＴ９００４０ ： 特殊データレジスタ 
    （サーミスタ入力変換後デジタル値） 
ＤＴ０ ： データテーブルの先頭 
ＤＴ１００ ： 変換後データ （温度） 
 

 
データテーブル作成例 

入力データ 
（変換後デジタル値） 

出力デ－タ 
（温度） 

ＤＴ０ １１   
ＤＴ１ ３３２ ＤＴ１２ ５０ 
ＤＴ２ ４０９ ＤＴ１３ ６０ 
ＤＴ３ ４８７ ＤＴ１４ ７０ 

・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 

ＤＴ１１ ８７８ ＤＴ２２ １５０ 
 

注） ＤＴ０には、ペアとなっているデータの数を指定します。 
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11.6 電圧入力 
11.6.1 電圧入力の概要 

ボードコントローラＢＸはアナログ入力コネクタに電圧を入力することにより電圧入力が可能です。 
 

 設定 
         ･アナログ入力切替スイッチをＯＮ側にしてください。 

 配線とブロック図 
  ･アナログ入力コネクタに他機器からの出力線を接続します。 

 
 
 
 
 
 
･アナログ入力コネクタと電源コネクタ（２４Ｖ,ＤＣ）

間は非絶縁です。 
･４ＰＩＮには何も接続しないでください。 

 入力精度範囲  
  ･0.1～9.9Ｖ 

 統合精度 
  ･２．５％ Ｆ.Ｓ.（Ｆ.Ｓ.＝１０００）（０～＋５５℃） 

 電圧入力値とデジタル変換値 
  ･電圧入力値とデジタル変換値の変換は下記の計算式で行ってください。 

（デジタル変換値＋１２） 
電圧入力値（V）＝ 

１０２４ ×１０ 

〔例〕デジタル変換値 K900 の場合 
（K９００＋１２）  

電圧入力値（V）＝ 
１０２４ 

×１０＝８．９１V 
となります。 

 

 入力インピーダンス 
  ･約１ＭΩ 

 絶対 大入力電圧 
  ･10Ｖ（10Ｖを越える電圧は入力しないでください。） 

 ご注意：配線について 
 

･ノイズの影響により変換値が安定しない場合はシールド処理をおすすめします。又、ボードコントローラ 

 ＢＸ内では変換値の平均化は行っておりませんのでラダープログラムで平均処理を行ってください。 

･接続線にはストレスがかからないよう結線・結束してください。 

･通電前には正しく配線が行われているか確認の上通電してください。 

670k 
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11.7 サンプリングトレース機能 
11.7.1 概要 

ボードコントローラＢＸは、サンプリングトレース機能を搭載しています。 
本機能を使用すると、ボードコントローラＢＸに登録した任意の１６ビット＋３データ分のデータの状態をボ
ードコントローラＢＸ自身に任意のタイミングでサンプリング・記録させ（収集）、任意のタイミングで停止させ
た後にビットやデータの変化の様子を詳細に検討することができます。 
 
サンプルトレース機能は、ＦＰＷＩＮ－ＧＲのオンラインメニュー下のタイムチャートモニタ機能で使います。 
 
 サンプリングトレース機能使用に関係のある命令・機能・特殊リレー・特殊レジスタ

は以下の通りです。 
Ｆ１５５（ＳＭＰＬ）サンプリング命令 
Ｆ１５６（ＳＴＲＧ）サンプリング停止トリガ命令 
ＦＰＷＩＮ－ＧＲのタイムチャートモニタ 
 
Ｒ９０２Ｃ ：サンプルポイントフラグ ＯＦＦ＝命令によるサンプリング 
  ＯＮ＝一定時間毎のサンプリング 
Ｒ９０２Ｄ ：サンプリングトレース完了フラグ サンプルトレース開始時＝０ 停止時＝１ 
Ｒ９０２Ｅ ：サンプリングトリガフラグ サンプリング停止トリガをかけるとＯＮします。 
Ｒ９０２Ｆ ：サンプリング許可フラグ サンプリング動作開始時にＯＮします。 
ＤＴ９００２８ ：サンプリングトレースの間隔 ｋ０＝命令によるサンプリングの時 
  ｋ１～ｋ３０００（１０ｍｓ～３０秒）一定時間毎のサンプリングの時 
  

11.7.2 サンプリングトレース機能の詳細 

 １回のサンプリングで収集可能なデータ数：１６ビット＋３データ 
 サンプリング容量（蓄積可能なサンプル数）：１０００サンプル 
 サンプリングタイミングの種類（命令実行時か定期的かのいずれか） 

１：一定時間毎のサンプリング １０ｍｓ～ 
２：Ｆ１５５（ＳＭＰＬ）命令によるサンプリング 
 
命令によるサンプリングでは、毎スキャン毎のサンプリングすることが可能です。 
また、１スキャン内に複数回サンプリングすることも可能です。 
Ｆ１５５（ＳＭＰＬ）命令実行のタイミングは、ラダーシーケンスにより、任意のタイミングを作ることが
できます。 

 ご注意：一定時間間隔毎のサンプリングとＦ１５５（ＳＭＰＬ）命令によるサンプリングを同時に動作させるこ

とはできません。 

 
 サンプリングの停止方法 

停止トリガ（要求）の方法：以下の２種類の方法があります。 
 

１：ツールソフトウェアの操作による停止要求 
２：Ｆ１５６（ＳＴＲＧ）命令による停止要求 
 

停止トリガがかかるとＰＬＣはあらかじめ設定されたディレイ回数分だけサンプリングを継続した後、
サンプリング動作を停止します。 
サンプリングが停止すると、ツールソフトウェアが自動的にデータを吸い上げてタイムチャートに表
示します。 
ディレイ回数の設定によって、トリガポイントの前方を見るのか後ろを見るのか調整可能です。 
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サンプリングトレースの動作イメージ 

  

 

11.7.3 サンプリングトレースの使い方 

 
 

１．一定時間毎のサンプリング 
１）ＦＰＷＩＮ－ＧＲのタイムチャートモニタ機能で、モニターするビット・ワードデバイスを登録する。 
２）サンプリング条件を設定する。 

サンプリング条件設定画面のモードを「トレース」に設定します。 
サンプル間隔（時間）を設定します。 

   

ﾎﾞｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗＢＸ内のﾄﾚｰｽﾒﾓﾘ 
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３）モニター開始する。開始は  ボタンで行います。 

   
 
２．命令によるサンプリング 
１）ＦＰＷＩＮ－ＧＲのタイムチャートモニタ機能で、モニターするビット・ワードデバイスを登録する。 
２）サンプリング条件を設定する。 

サンプリング条件設定画面のモードを「トレース」に設定します。 
サンプル間隔（時間）を０に設定します。 

   

 
３．トリガをかけてデータを読み込む 
１）上記の１または２で開始したトレースをＦＰＷＩＮ－ＧＲのタイムチャート画面でモニター停止させることに
より、サンプリングを停止させ、データをタイムチャート表示させる。 

 
モニタを停止する。（  ボタンで停止、｢トリガ発生｣メニューで停止、Ｆ１５６命令で停止） 

   
 

    

   

 参 照：＜当社製ＦＰＷＩＮ ＧＲヘルプ＞ 
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11.8 時定数処理について 
システムレジスタ４３０～４３７で、本体入力Ｘ０～Ｘ１Ｆの３２点分の入力時定数を設定できます。 
この設定を行うと、以下の等価回路のような動作を行います。 
設定すると入力のノイズや、チャタリング除去が可能になります。 
 
ＣＸｎ＝Ｘｎ接点の入力信号 
Ｘｎ＝入力Ｘｎのイメージメモリ 
 

 
 

 ご注意： 
・Ｘ接点の入力信号取り込みは、通常のＩ／Ｏリフレッシュのタイミングで実施します。 
・時定数処理中の入力に対して、部分リフレッシュ命令を実行すると、時定数処理は無効となり、その時点

の入力状態を読み出してセットします。 
・Ｆ１８２（ＦＩＬＴＲ）命令を使用すると、Ｘ０～Ｘ１Ｆ以外の入力（拡張ボードや増設ボード）についても時定数

処理をすることができます。 
・本等価回路内のタイマ処理で、タイマ命令が使用されることはありません。 
・高速カウンタやパルスキャッチ、割り込みの設定をしている場合は、時定数処理は無効になります。 
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11.9 シリアルデータボード 
11.9.1 シリアルデータボードの機能と概要 

シリアルデータボードは、ボードコントローラＢＸの拡張スロットに装着することで、シリアル通信を行うことが
できます。 
 
 ボードコントローラＢＸのシリアル通信を 大１１チャンネルに拡張 
・シリアルデータボードはシリアル通信ポートを４チャンネル備えています。通信コネクタの通信ボード、拡
張スロット０,１のシリアルデータボード、ツールポートを合わせると、ボードコントローラＢＸは 大 11 チャン
ネルのシリアル通信が可能となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＭＥＷＴＯＣＯＬ、ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵ対応機器との簡単通信 
・ シリアルデータボードは、汎用通信タイプⅠ、タイプⅡ、タイプⅢの３つの通信モードがあります。タイプⅠ
は、通常のシリアル通信モードです。タイプⅡでは、ＭＥＷＴＯＣＯＬ対応機器のレジスタ読み出し・書き
込みが簡単な設定でプロトコルを意識せずに通信が可能です。また、タイプⅢでは、MOＤBUS－ＲＴＵ
対応機器の内部レジスタ読み出し・書き込みが簡単な設定でプロトコルを意識せずに通信が可能です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ご注意：ＭＥＷＴＯＣＯＬ、ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵのコマンド作成を簡単に行える機能です。 

ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ・スレーブ機能、ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵマスタ・スレーブ機能には対応
しておりません。 

 
■ シリアルデータボードの名称・品番・機能 
 
 ･ シリアルデータボードの名称・品番・機能は下記のとおりです。 

名称 品番 機能 
ＳＤ０１ 
シリアルデータボード 
 

ＡＢＸＳＤ０１ ＲＳ２３２Ｃ ３線式 ４チャンネル 

 

 参 照：シリアルデータボード ＜８．３．９ シリアルデータボード＞ 
          

ツールポート 

１ｃｈ 

通信ボード 
（通信コネクタ） 

２ｃｈ（ 大） 

シリアルデータボード 
（拡張スロット１） 

４ｃｈ 

シリアルデータボード

（拡張スロット０） 
４ｃｈ 

RS232C 機器

RS232C 機器

RS232C 機器

RS232C 機器
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 シリアルデータボード動作の概略 
外部機器との通信は、シリアルデータボードに内蔵されている共有メモリを介して行います。 

共有メモリへの書き込みや読み出しは、ラダープログラムのＦ１５１（ＷＲＴ）、Ｆ１５０（ＲＥＤＡ）命令で行います。 
 
［データの送信］ 
共有メモリにＦ１５１（ＷＲＴ）命令を使用して送信データを書き込み、送信要求フラグをＯＮすることで、シリアルデータ

ボードのポートからデータが送信されます。 
 
［データの受信］ 
受信されたデータは、共有メモリに自動的に格納され、受信完了フラグがＯＮになります。このデータをボードコントロ
ーラのレジスタに、Ｆ１５０（ＲＥＡＤ）命令を使用し読み出します。 
 

 
（注）共有メモリの読み出し・書き込みには F151・F151 命令をご使用ください。 

(使用例 1) スロット 0 に装着したシリアルデータボードの 10 番地から 4 ワード読み出し、 
BX の WR20 を先頭に格納する。 

F150 READ  H0   K10   K4   WR20  
 スロット No. 共有メモリの 

読み出し 
先頭アドレス 

読み出しワード数 読み出しデータを 
格納する 

BX の先頭アドレス 
 
(使用例 2) スロット 0 に装着したシリアルデータボードに、BX の DT30 から 1 ワードのデータを 

シリアルデータボードの 15 番地を先頭に書き込む。 
F151 WRT  H0   DT30   K1   K15  

 スロット No. 書き込みデータを 
格納する 

BX の先頭アドレス 

書き込みワード数 共有メモリの 
書き込み先 
先頭アドレス 

 
    詳細な使用方法については、当社製 FP シリーズ命令語マニュアル(総合編)をご参照下さい。 

 

 参 照：F151(WRT)、F150(READ)命令について 
＜当社製ＦＰシリーズ命令語マニュアル（総合編） ＡＲＣＴ１Ｆ３５３＞ 

 
 



 11-19 

 
 LED 表示／端子配列 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 参 照：端子台、適合電線について＜５．９ スプリング式接続ソケット＞ 
 

11.9.2 シリアルデータボード共有メモリ全体構成 

シリアルデータボードに内蔵されている共有メモリの全体構成は以下のようになっています。 

状態フラグ、要求フラグ、通信パラメータ、エラーコードの詳細については、p11-22～p11-25 をご参照ください。 

全体構成については、（アドレス順）と（内容順）で記載しておりますので、用途により使い分けてください。 

 ご注意：ワードアドレスは１０進法で表現されていますので、プログラムで２０１番地を指定する場合は、Ｋ２０１と

指定してください。 

■全体構成（アドレス順）         （上位：b15～b8、 下位：b7～b0） 
ワードアドレス（１０進数） 内容 

0 ～ 9 システムで予約：使用禁止 

10 ＣＯＭ１状態フラグ格納エリア 

11 ＣＯＭ２状態フラグ格納エリア 

12 ＣＯＭ３状態フラグ格納エリア 

13 ＣＯＭ４状態フラグ格納エリア 

 

14 システムで予約：使用禁止 

15 ＣＯＭ１要求フラグ格納エリア 

16 ＣＯＭ２要求フラグ格納エリア 

17 ＣＯＭ３要求フラグ格納エリア 

18 ＣＯＭ４要求フラグ格納エリア 

 

19 システムで予約：使用禁止 

20 ～ 23 ＣＯＭ１通信パラメータ設定エリア 

24 システムで予約：使用禁止 

25 ～ 28 ＣＯＭ２通信パラメータ設定エリア 

29 システムで予約：使用禁止 

30 ～ 33 ＣＯＭ３通信パラメータ設定エリア 

34 システムで予約：使用禁止 

35 ～ 38 ＣＯＭ４通信パラメータ設定エリア 

通信パラメータ

設定詳細参照 
（p11-23） 

状態フラグ 
詳細参照 
（p11-22） 

要求フラグ 
詳細参照 
（p11-22） 

（１）（４）（７）（１０）ＳＧは内部で接続されています。 

（SG：信号用接地 SD：送信データ(BX→外部機器) RD：受信データ(BX←外部機器)） 

COM1 COM2 COM3 COM4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
SG SD1 RD1 SG SD2 RD2 SG SD3 RD3 SG SD4 RD4

1                 12 

SD1 RD1  SD2 RD2 

COM1 COM2

SD3 RD3  SD4 RD4 

COM3 COM4
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39 ～ 49 システムで予約：使用禁止 

50 ＣＯＭ１送信バイト数格納エリア（注１、２） 

51 ＣＯＭ１受信バイト数格納エリア（注１、２） 

52 ＣＯＭ２送信バイト数格納エリア（注１、２） 

53 ＣＯＭ２受信バイト数格納エリア（注１、２） 

54 ＣＯＭ３送信バイト数格納エリア（注１、２） 

55 ＣＯＭ３受信バイト数格納エリア（注１、２） 

56 ＣＯＭ４送信バイト数格納エリア（注１、２） 

57 ＣＯＭ４受信バイト数格納エリア（注１、２） 

58 ～ 199 システムで予約：使用禁止 

200 ～ 299 ＣＯＭ１送信バッファエリア 

300 ～ 399 ＣＯＭ１受信バッファエリア（注３） 

400 ～ 499 ＣＯＭ２送信バッファエリア 

500 ～ 599 ＣＯＭ２受信バッファエリア（注３） 

600 ～ 699 ＣＯＭ３送信バッファエリア 

700 ～ 799 ＣＯＭ３受信バッファエリア（注３） 

800 ～ 899 ＣＯＭ４送信バッファエリア 

900 ～ 999 ＣＯＭ４受信バッファエリア（注３） 

1000(下位) ＣＯＭ１任意終端コード登録エリア 

1000(上位) ＣＯＭ２任意終端コード登録エリア 

1001(下位) ＣＯＭ３任意終端コード登録エリア 

1001(上位) ＣＯＭ４任意終端コード登録エリア 

1002～1003 システムで予約：使用禁止 

 
 

1004(下位) ＣＯＭ１受信エラーコード 

1004(上位) ＣＯＭ２受信エラーコード 

1005(下位) ＣＯＭ３受信エラーコード 

1005(上位) ＣＯＭ４受信エラーコード 

1006(下位) ＣＯＭ１プロトコルエラーコード 

1006(上位) ＣＯＭ２プロトコルエラーコード 

1007(下位) ＣＯＭ３プロトコルエラーコード 

1007(上位) ＣＯＭ４プロトコルエラーコード 

1008(下位) ＣＯＭ１通信パラメータ設定エラーコード 

1008(上位) ＣＯＭ２通信パラメータ設定エラーコード 

1009(下位) ＣＯＭ３通信パラメータ設定エラーコード 

1009(上位) ＣＯＭ４通信パラメータ設定エラーコード 

1010(下位) ＣＯＭ１通信パラメータ設定エラーコード(汎用通信タイプⅡ,Ⅲ)のみ使用 

1010(上位) ＣＯＭ２通信パラメータ設定エラーコード(汎用通信タイプⅡ,Ⅲ)のみ使用 

1011(下位) ＣＯＭ３通信パラメータ設定エラーコード(汎用通信タイプⅡ,Ⅲ)のみ使用 

1011(上位) ＣＯＭ４通信パラメータ設定エラーコード(汎用通信タイプⅡ,Ⅲ)のみ使用 

 

1012 ～ 1023 システムで予約：使用禁止 

 
（注１）送受信バイト数格納エリアは、通信モードが汎用通信（タイプⅠ）のときのみ使用します。汎用通信

（タイプⅡ、Ⅲ）の場合、送信バイト数エリアへの書き込みは不要です。汎用通信（タイプⅡ、Ⅲ）の場

合、受信バイト数エリアの値は無効です。 

（注２）送受信バイト数に終端コードのバイト数は含まれません。 
（注３）汎用通信(タイプⅠ)の場合、受信バッファには終端コードも格納されます。但し、200 バイトデータを

受信した場合、終端コードは格納されません。 

エラーコード

詳細参照 
（p11-24, 
11-25） 
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■全体構成（内容順）                   （上位：b15～b8、 下位：b7～b0） 
ワードアドレス（１０進数） 

内容 
COM１ COM２ COM３ COM４ 

b0:送信完了 

b1:受信完了 

b2:通信パラメータ設定完了 

b8:受信データエラー 

b9:受信データ長エラー 

b10:タイムアウトエラー 

b11:プロトコルエラー 

状態 

フラグ詳細 

（p11-22 

参照） 

b12:通信パラメータ設定エラー 

10 11 12 13 

b0:送信要求 

b1:受信バッファクリア要求 

b2:通信パラメータ設定要求 

要求 

フラグ詳細 

(p11-22 

参照) b8:状態フラグクリア要求 

15 16 17 18 

通信速度 H00：300bps 

 H01：600bps 

 H02：1200bps 

 H03：2400bps 

 H04：4800bps 

 H05：9600bps 

 H06：19200bps 

 H07：38400bps 

 H08：57600bps 

 H09：115200bps 

20(下位) 25(下位) 30(下位) 35(下位) 

データ長 b0 0：7 ビット 1：8 ビット 

パリティ (b2,b1) 

 (0,0)：なし (0,1)：奇数 (1,0)：偶数 

ストップビット b3 0：１ビット 1：2 ビット 

20(上位) 25(上位) 30(上位) 35(上位) 

タイムアウト時間 K4～65535×2.5[ms] 21 26 31 36 

送信開始遅れ時間 K0～255[ms] 22(下位) 27(下位) 32(下位) 37(下位) 

受信完了判定時間 K0～255[ms] 22(上位) 27(上位) 32(上位) 37(上位) 

通信モード設定 H00：タイプⅠ 

           H01：タイプⅡ 

           H02：タイプⅢ 

23(下位) 28(下位) 33(下位) 38(下位) 

通信 

パラメータ詳細 

(p11-23 参照) 

終端コード設定  H00：なし 

 H01：CR 

 H02：CR+LF 

 H03：EXT 

 H04：任意終端コード 

 H05～FF：CR 

23(上位) 28(上位) 33(上位) 38(上位) 

送信バイト数格納エリア (K1～100) （タイプⅠでのみ使用） 50 52 54 56 

受信バイト数格納エリア (K1～100) （タイプⅠでのみ使用） 51 53 55 57 

送信バッファ 200～299 400～499 600～699 800～899

受信バッファ 300～399 500～599 700～799 900～999

任意終端コード登録エリア 1000(下位) 1000(上位) 1001(下位) 1001(上位)

受信エラーコード（p11-24 参照） 1004(下位) 1004(上位) 1005(下位) 1005(上位)

プロトコルエラーコード（p11-24 参照） 1006(下位) 1006(上位) 1007(下位) 1007(上位)

通信パラメータ設定エラーコード（p11-25 参照） 1008(下位) 1008(上位) 1009(下位) 1009(上位)

通信パラメータ設定エラーコード 

(汎用通信タイプⅡⅢのみ使用)（p11-25 参照） 
1010(下位) 1010(上位) 1011(下位) 1011(上位)
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●状態フラグ詳細 （ワードアドレス（１０進数） ＣＯＭ１：１０ ＣＯＭ２：１１ ＣＯＭ３：１２ ＣＯＭ４：１３） 
ビット 内容 動作内容 初期値 読み出し 書き込み

b0 送信完了フラグ 
送信要求に対して送信バッファの 

内容を通信ポートより送信完了後ＯＮ 
0 可 不可 

b1 受信完了フラグ 
受信したデータを受信バッファに 

書き込み後ＯＮ 
0 可 不可 

b2 
通信パラメータ 

設定完了フラグ 

通信パラメータ設定要求に対し 

通信パラメータ設定完了後ＯＮ 
0 可 不可 

B3～b7 システムで予約 - - - - 

b8 受信データエラー 
データ受信時、パリティエラー 

ストップビット未検出の場合ＯＮ。 
0 可 不可 

b9 受信データ長エラー 
通信ポートより受信したデータ長が 

200 バイトを超える場合ＯＮ 
0 可 不可 

b10 タイムアウトエラー 

汎用通信（タイプⅡ）（タイプⅢ）にて 

タイムアウト時間内にレスポンスを 

受信できなかった場合ＯＮ 

0 可 不可 

b11 プロトコルエラー 
汎用通信（タイプⅡ）（タイプⅢ）にて 

エラーレスポンス受信時ＯＮ 
0 可 不可 

b12 
通信パラメータ 

設定エラー 

通信パラメータ設定エラー時ＯＮ 

（範囲外の値を設定しようとすると ON）
0 可 不可 

b13～b15 システムで予約 - - - - 

※ ＣＯＭ１～ＣＯＭ４は同じ構成です。 

※ 状態フラグへの書き込みは不可です。 

※ 受信データエラーは、次に正しいデータ(バイト)を受信した場合、受信完了した場合自動的にＯＦＦされ

ます。 

※ 受信データ長エラーは、次に２００バイト以下のデータを受信した場合自動的にＯＦＦされます。 

※ タイムアウトエラーは、次のコマンド送信時ＯＦＦされます。 

※ すべての状態フラグは状態フラグクリア要求でＯＦＦされます。 

 

●要求フラグ詳細（ワードアドレス（１０進数） ＣＯＭ１：１５ ＣＯＭ２：１６ ＣＯＭ３：１７ ＣＯＭ４：１８） 
ビット 内容 動作内容 初期値 読み出し 書き込み

b0 送信要求 

ＯＮすると送信バッファのデータがポート 

から送信されます。 

ＯＮ→ＯＦＦすると送信バッファがクリアされ

ます。 

0 可 可 

b1 
受信バッファ 

クリア要求 

ＯＮすると受信バッファがクリアされた後、 

受信完了フラグが OFF します。 
0 可 可 

b2 
通信パラメータ

設定要求 

ＯＮすると通信パラメータエリアの 

通信パラメータが設定されます。 
0 可 可 

b3～b7 システムで予約 - - - - 

b8 
状態フラグ 

クリア要求 
ＯＮすると状態フラグがクリアされます。 0 可 可 

b9～b15 システムで予約 - - - - 

※ ＣＯＭ１～ＣＯＭ４は同じ構成です。 
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●通信パラメータ詳細                    （上位：b15～b8、 下位：b7～b0） 

ワードアドレス（１０進数） 
通信 

モード 
COM１ COM２ COM３ COM４ 

内容 設定値 初期値 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

20 

(下位) 

25 

(下位) 

30 

(下位) 

35 

(下位) 
通信速度 

H00：300bps 

H01：600bps 

H02：1200bps 

H03：2400bps 

H04：4800bps 

H05：9600bps 

H06：19200bps 

H07：38400bps 

H08：57600bps 

H09：115200bps 

H05 ○ ○ ○

20 

(上位) 

25 

(上位) 

30 

(上位) 

35 

(上位) 

データ長 

パリティ 

ストップビット 

下表参照 H03 ○ ○ ○

21 26 31 36 
タイムアウト 

時間 

H0004～HFFFF 

(K4～65535) 

 ×2.5[ms] 

H0FA0 

(10s) 
－ ○ ○

22 

(下位) 

27 

(下位) 

32 

(下位) 

37 

(下位) 

送信開始 

遅れ時間 

H00～FF(K0～255)[ms] 

（H00：即時応答） 

H00 

(即時 

応答) 

○ ○ ○

22 

(上位) 

27 

(上位) 

32 

(上位) 

37 

(上位) 

受信完了 

判定時間 

H00～FF(K0～255)[ms] 

（H00：255ms） 

H00 

(255ms) 
○ ○ －

23 

(下位) 

28 

(下位) 

33 

(下位) 

38 

(下位) 
通信モード設定

H00：汎用通信（タイプⅠ）

H01：汎用通信（タイプⅡ）

H02：汎用通信（タイプⅢ）

H01 

(タイプⅡ) 
○ ○ ○

23 

(上位) 

28 

(上位) 

33 

(上位) 

38 

(上位) 
終端コード設定

H00：なし 

H01：CR 

H02：CR+LF 

H03：EXT 

H04：任意終端コード 

H05～FF：CR 

H01 

(CR) 
○ － －

 ※○：設定必要  －：通信に不要なパラメータですが、設定範囲外の値を設定しないでください。 

 ※範囲外の値を通信パラメータ設定エリアに書き込み通信パラメータ設定要求を ON すると、通信パラメータ設定エ

ラーフラグが ON し、通信パラメータ設定エラーコードが格納されます。その時の設定は反映されません。 

 ※汎用通信（タイプⅡ）を設定した場合、終端コード設定は自動で CR になります。 

 ※汎用通信（タイプⅢ）を設定した場合、終端コード設定は自動で 3.5 文字時間になります。 

 

 

データ長・パリティ・ストップビットの設定は下表のとおりです。 
共有メモリのビット設定 

b15～b12 b11 b10 b9 b8 
設定項目 初期値 

- - - - 0 7 ビット 

- - - - 1 8 ビット 
データ長 ８ビット 

- - 0 0 - なし 

- - 0 1 - 奇数 

- - 1 0 - 偶数 

パリティ 
奇数 

パリティ 

- 0 - - - 1 ビット 

- 1 - - - 2 ビット 
ストップビット 1 ビット 

※ＣＯＭ１～ＣＯＭ４は同じ構成です。 
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タイムアウト時間 

タイムアウト時間は、通信モードが汎用通信（タイプⅡ、Ⅲ）の場合に必要なパラメータです。ＭＥＷＴＯＣＯＬもしく

は、ＭＯＤＯＢＵＳ－ＲＴＵでコマンドを送信してから、スレーブ側からのレスポンスを待つ時間設定です。タイムアウ

ト時間を越えてもレスポンスがない場合、タイムアウトエラーフラグがＯＮになります。 

送信開始遅れ時間 

本設定で、送信要求をＯＮしてから実際に送信される時間を遅らせることができます。データ送信する際、必要に応

じて調整してください。 

受信完了判定時間 

＜汎用通信（タイプⅠ）の場合＞ 

終端コードなし設定の場合のみ適応されます。 後に受信したデータから、設定した時間次のデータを受信しな

ければ、受信完了と判断します。 

＜汎用通信（タイプⅡ）の場合＞ 

バイト間インターバル時間を監視し受信完了判定時間内に次データが来ない場合（データ化けなど終端コードが

受信できない場合など）に受信完了と判断。受信パケット（当然異常データ）は破棄しエラーフラグ（タイムアウトエ

ラー）を ON します。 

通信モード設定 

汎用通信（タイプⅠ）：通常のシリアル通信を行うモード。 

汎用通信（タイプⅡ）：ＭＥＷＴＯＣＯＬ対応機器のレジスタを読み書きするためのモード。 

汎用通信（タイプⅢ）：ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵ対応機器のレジスタを読み書きするためのモード。 

終端コード設定 

汎用タイプⅠの際の終端コードを設定します。任意終端コードの場合は、任意終端コード登録エリアのコードを終端

コードに設定します。任意終端コード登録エリアには、H00～FF が設定可能です。 

 

 

●エラーコード詳細 （ＣＯＭ１～ＣＯＭ４） 

 
受信エラーコード・・・受信データエラーの内容を格納しています。 

ビット エラー名 エラー内容 
b0 システムで使用 ― 
b1 フレーミングエラー ストップビット未検出時。 
b2 パリティ不一致 通信パラメータ設定と異なるパリティを検出したときＯＮ

b3～7 システムで予約 ― 
（注１）受信エラーコードは次に正しいデータ(バイト)を受信した場合、受信完了した場合クリアされます。 

（注 2）通常時、各ビットは「０」です。エラー時「１」となります。 
 

プロトコルエラーコード 
汎用通信（タイプⅡ、Ⅲモード）で、コマンドに対してエラーレスポンスの返答があった場合、エラーレスポンス中の  

エラーコードを格納します。 

（プロトコルエラーコードエリアは１６進数２桁です。ＭＥＷＴＯＣＯＬの場合は、16 進数に変換して格納されます。） 

 

例 ＭＥＷＴＯＣＯＬエラーレスポンス 

  「％０１！６０＊＊CR」・・・・エラーコード「６０」 → 共有メモリ格納時「３Ｃ」 

 

（注１）プロトコルエラーコードは 後に受信したエラーコードを保持しています。 
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（注１)通信パラメータ設定エラーコードは正常設定が行われればクリアされます。 

（注２）通信パラメータエラーが発生した設定は反映されず、設定要求前の通信パラメータのままです。プログラム

を確認して、状態フラグクリア等を行ってから、正しいパラメータを設定してください。 

（注 3）通常時、各ビットは「０」です。エラー時「１」となります。 

 

 

通信パラメータ設定エラーコード（汎用通信（タイプⅡ、Ⅲ）モードのみ使用） 

・・・汎用通信(タイプⅡ、Ⅲ)の通信パラメータ設定エラーの内容を格納しています。 

ビット エラー名 エラー内容 
b0 No.1：FUNC 設定エラー No.1：FUNC 設定が、範囲外の値の場合。 

b1 No.2：S1 設定エラー No.2：S1 設定が、範囲外の値の場合。 

b2 No.3：S1+1 設定エラー No.3：S1+1 設定が、範囲外の値の場合。 

b3 No.4：S2 設定エラー No.4：S2 設定が、範囲外の値の場合。 

b4 No.5：Ｎ設定エラー No.5：Ｎ 設定が、範囲外の値の場合。 

b5～7 システムで予約  
（注１）通信パラメータ設定エラーコード（汎用通信（タイプⅡ、Ⅲ）モードのみ使用）は、状態フラグクリアの後、正し

い設定で正常にコマンド送信が行われればクリアされます。 

（注 2）通常時、各ビットは「０」です。エラー時「１」となります。 

 

 

通信パラメータ設定エラーコード・・・通信パラメータ設定エラーの内容を格納しています。 

ビット エラー名 エラー内容 
b0 通信速度設定エラー 通信速度設定で、範囲外の値を設定した場合。 
b1 システムで予約 ― 
b2 パリティ設定エラー パリティ設定で、範囲外の値を設定した場合。 
b3 システムで予約 ― 
b4 タイムアウト時間設定エラー タイムアウト時間設定で、範囲外の値を設定した場合。

b5 通信モード設定エラー 通信モード設定で範囲外の値を設定した場合。 
b6,7 システムで予約 ― 
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11.9.3 通信の概要 

 

外部機器との通信は、シリアルデータボードに内蔵されている共有メモリを介して行います。 

共有メモリへの書き込みや読み出しは、ラダープログラムのＦ１５１（ＷＲＴ）、Ｆ１５０（ＲＥＤＡ）命令で行います。 

 

■通信モード 
シリアルデータボードには下記３つの通信モードがあります。通信モードを変更することにより、通常のシリアル通信

に加え、ＭＥＷＴＯＣＯＬやＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵ対応機器のレジスタ読み出し・書き込みが簡単な設定でプロトコルを

意識せずに通信が可能です。 

 

通信モード 説明 初期 

設定 

汎用通信（タイプⅠ） 通常のシリアル通信を行うモードです。 

送信時は、共有メモリの送信バッファに書き込んだデータをポートから送信し

ます。受信時は、受信したデータは共有メモリに格納されます。 

共有メモリの読み出しはＦ１５０命令、共有メモリへの書き込みはＦ１５１命令

を使用します。 

 

汎用通信（タイプⅡ） ＭＥＷＴＯＣＯＬ対応機器の内部レジスタ内容を読み書きするモードです。 

読み出し（書き込み）アドレスやデータ数等を送信バッファに書き込み送信

要求することで、シリアルデータボードがＭＥＷＴＯＣＯＬコマンドを自動で作

成し送信します。ＭＥＷＴＯＣＯＬ対応機器のレジスタに格納されているデー

タを読み出したり、レジスタにデータを書き込んだりできます。 

 

 

○ 

汎用通信（タイプⅢ） ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵ対応機器の保持レジスタ内容を読み書きするモードです。 

読み出し（書き込み）アドレスやデータ数等を送信バッファに書き込み送信

要求することで、シリアルデータボードがＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵコマンドを自動

で作成し送信します。ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵ対応機器のレジスタに格納されて

いるデータを読み出したり、レジスタにデータを書き込んだりできます。 

 

 

 ご注意： 

・電源投入後は、汎用通信（タイプⅡ）に設定されています。汎用通信（タイプⅡ）でご使用され、かつ他の通

信パラメータも初期値でよい場合は、通信パラメータ設定の必要はありません。通信モード設定は、共有メ

モリ２３（ＣＯＭ１）、２８（ＣＯＭ２）、３３（ＣＯＭ３）、３８（ＣＯＭ４）にて設定してください。 

・汎用通信(タイプⅡ、Ⅲ)はＭＥＷＴＯＣＯＬ、ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵのコマンド作成を簡単に行える機能です。
ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタ・スレーブ機能、ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵマスタ・スレーブ機能には対応しておりません。 
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■共有メモリへのアクセス手順 
ボードコントローラＢＸからシリアルデータボードに対して（１）状態フラグ初期化（２）通信パラメータ設定（３）送信（４）

受信の指令を行う場合、ボードコントローラＢＸのラダープログラムにて、以下の手順に従って実施してください。 

 
（１）初期化（状態フラグクリア） 

初期化（状態フラグクリア）を行う際は、本タイミングチャートで実施してください。 

初期化（状態フラグクリア）を行うと、状態フラグがすべてＯＦＦになります。 
 

ＲＵＮ→ＰＲＯＧにした際、共有メモリの状態フラグの状態が残っていますので、ＰＲＯＧ→ＲＵＮにする際は初期化

（状態フラグクリア）が必要となります。必ずプログラムの開始時に、初期化（状態フラグクリア）を実施してください。 

 
 

①Ｒ９０１４（イニシャルＯＦＦリレー）と準備完了フラグの両方がＯＮしたのを確認して、状態フラグクリア要求を  

ＯＮしてください。シリアルデータボードは状態フラグをクリア（すべて OFF）した後、状態フラグクリア要求をＯＦ

Ｆします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ボードコントローラの電源ＯＮ時 RUN モードかＰＲＯＧモードか等の条件により、Ｒ９０１４と準備完了フラグのＯＮする順

番が変わります。 
 
 

シリアルデータボード 

が実行 

ボードコントローラ 

が実行 

①状態フラグクリア要求ＯＮ 
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（２）通信パラメータ設定 
通信速度、データ長、通信モード等を設定する際は、本タイミングチャートで実施してください。 

①通信パラメータを共有メモリの通信パラメータ設定格納エリアに F151(WRT)命令で書き込みます。 

②通信パラメータ設定要求フラグをＯＮするとシリアルデータボードが通信パラメータ設定格納エリアのデータを

反映します。 

③設定完了フラグがＯＮしたのを確認し、通信パラメータ設定要求フラグをＯＦＦするとシリアルデータボードが設

定完了フラグをＯＦＦします。 

 

 

                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ご注意：共有メモリの通信パラメータ設定エリアに書き込んだパラメータを反映させるには、 

①通信パラメータ設定要求フラグをＯＮする。（通信パラメータ設定要求フラグのハンドシェイクが必要です） 

②送信要求フラグをＯＮする。（通信パラメータ設定要求フラグのハンドシェイクは不要です。） 

の２通りがあります。但し、②送信要求フラグをＯＮした場合、通信モードの変更はできませんのでご注意くだ

さい。 

通信パラメータ変更をするタイミング 

  
通信パラメータ設定要求フラグ 

（通信パラメータ設定要求フラグの 

ハンドシェイク必要） 

送信要求フラグ 

（通信パラメータ設定要求フラグの 

ハンドシェイク不要） 

通信速度 ○ ○ 

データ長 ○ ○ 

パリティ ○ ○ 

ストップビット ○ ○ 

レスポンス待ちタイムアウト時間 ○ ○ 

送信開始遅れ時間 ○ ○（注１） 

受信完了判定時間 ○ ○ 

通信モード ○ × 

終端コード ○ ○ 

 ○：変更可 ×：変更不可   

（注１）送信要求フラグにより送信開始遅れ時間を設定した場合は、送信開始遅れ時間は２回目の送信から変更が反

映されます。送信開始遅れ時間は、複数回送信をする際、相手機器が 初のデータを受信・レスポンスの返答を行っ

た後、次のデータを受信する準備時間を与えるため送信を遅らせる時間設定ですので、２回目からの変更となります。 

（注２）通信パラメータ設定の際、範囲外の値を設定しようとすると、通信パラメータ設定エラーフラグがONになり、設定

内容は反映されません。通信パラメータ設定エラーが発生した場合は、ラダープログラムを確認して、状態フラグクリア

等を行ってください。 

シリアルデータボード 

が実行 

ボードコントローラ 

が実行 

①Ｆ１５１で書き込み

 

②通信パラメータ 
設定要求ＯＮ 

③通信パラメータ 
設定要求ＯＦＦ 
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（３）受信 
 データ受信を行う際、本タイミングチャートで実施してください。 

①シリアルデータボードが受信したデータは、受信バッファに格納され、送信完了フラグがＯＮします。受信完了フ

ラグがＯＮしたのを確認して、受信バッファのデータをボードコントローラのレジスタにＦ１５０（ＲＥＡＤ）命令で読

み出してください。 

②受信バッファクリア要求フラグをＯＮするとシリアルデータボードが受信バッファをクリアし受信完了フラグをＯＦＦ

します。 

③受信完了フラグが OFF したのを確認して、受信バッファクリア要求をＯＦＦしてください。 

 

                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）送信 
 データ送信をする際、本タイミングチャートで実施してください。 

①送信するデータをＦ１５１（ＷＲＴ）命令で送信バッファに書き込みます。 

②送信要求フラグをＯＮすると、シリアルデータボードは送信バッファのデータをポートから送信し、送信完了フラ

グをＯＮします。 

③送信完了フラグがＯＮしたのを確認し、送信要求フラグをＯＦＦするとシリアルデータボードは送信バッファの内

容をクリアし、送信完了フラグをＯＦＦします。 

 
 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ご注意：同じポートにて送受信が同時に行われないように、ボードコントローラや相手機器のプログラムを作成

してください。 

シリアルデータボード 

が実行 

ボードコントローラ 

が実行 

シリアルデータボード 

が実行 

ボードコントローラ 

が実行 
②クリア要求ＯＮ 
 

③クリア要求ＯＦＦ 
 ①Ｆ１５０で読み出し

 

①Ｆ１５１で書き込み

 

②送信要求ＯＮ 
 ③送信要求ＯＦＦ 
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11.9.4 シリアルデータボード通信サンプルプログラム 

 
下記システムを想定して、シリアルデータボードの通信方法をラダープログラムの作成例にて解説します。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
ボードコントローラＢＸ（ＡＢＸＣ３２Ｔ）の拡張スロット０にシリアルデータボードＳＤ０１（ＡＢＸＳＤ０１）を装着し、ＣＯＭ１ポ

ートとエコパワーメータをＲＳ２３２Ｃ／４８５変換機を介して接続します。 

ラダープログラムによって、エコパワーメータのデータレジスタ DT１００、１０１（積算電力量）の読み出し、書き込みを行

います。 

 

 

シリアルデータボードの通信は下記のような流れで行います。 
 
 

 
 
 

（１）初期化 
(p11-31 サンプルプログラム１参照)

（２）状態フラグ読み出し 
(p11-32サンプルプログラム2参照)

（３）通信パラメータ設定 
(p11-33～35 参照 

サンプルプログラム 3 参照) 

（６）相手先のレジスタ書き込み 
(p11-38,39 サンプルプログラム 6 参照)

（７）相手先のレジスタ読み出し 
(p11-40～42 サンプルプログラム 7 参照)

（４）データ送信 
(p11-36 サンプルプログラム 4 参照) 

（５）データ受信 
(P11-37 サンプルプログラム 5 参照) 

（８）相手先のレジスタ書き込み 
(p11-43,44 サンプルプログラム 8 参照)

（９）相手先のレジスタ読み出し 
(P11-45～47 サンプルプログラム 9 参照)

汎用通信（タイプⅠ）設定の場合 汎用通信（タイプⅡ）設定の場合 汎用通信（タイプⅢ）設定の場合

ボードコントローラＢＸ 

 ＋シリアルデータボード（ＳＤ０１） 
エコパワーメータ 

ＲＳ２３２Ｃ ＣＯＭ１ポート ＲＳ４８５ 
 

ＲＳ２３２Ｃ／４８５ 
変換機

・局番 1 
・通信速度 

19200bps 
・データ長 8 ビット

・奇数パリティ 
・ストップビット 
  1 ビット
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(１)初期化 
  シリアルデータボードを使用する際は、プログラム開始時に必ず下記の初期化を行ってください。 

 

    ラダープログラム開始時に状態フラグの初期化を必ず行ってください。状態フラグの初期化は、共有メモリの状

態フラグクリア要求をＯＮする（要求フラグ b8 に１を書き込む）ことで、自動的に行われます。 

    状態フラグクリアが終了すると、自動で状態フラグクリア要求はＯＦＦされます。 

 

    また、シリアルデータボードは電源投入後、約５０ｍｓ後に準備完了フラグをＯＮします。 

    ラダープログラムでは、準備完了フラグがＯＮしたことを確認してから、プログラムの処理が始まるようにしてくださ

い。 

 

    準備完了フラグは、装着するスロットによって変化します。下表を参照してください。 

装着するスロット 準備完了フラグ 
拡張スロット０ Ｘ１００ 
拡張スロット１ Ｘ２００ 

 

 ご注意：準備完了フラグがＯＮされる迄に共有メモリにアクセスすると、エラーとなる場合があります。 

 

 

 

サンプルプログラム １ 
 

ＣＯＭ1 ポートの初期化を行うプログラム例です。 

   ①準備完了フラグがＯＮしたことを確認する。 

   ②状態フラグクリア要求フラグをＯＮする。（要求フラグｂ８に１を書き込む） 

 

       
 

       
 

         
 
 

 
 
 
 

 ご注意：ＣＯＭ２，ＣＯＭ３，ＣＯＭ４ポート使用時は、ＣＯＭ１ポートと同様の処理をそれぞれ行ってください。 
 
 

ＣＯＭ１ポート状態フラグクリア要求に１を書き込む

イニシャルＯＦＦリレー

準備完了フラグ

① 

② 
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（２）状態フラグ読み出し 
 
共有メモリの状態フラグは、共有メモリより読み出して、ＷＲレジスタに格納するとプログラムが簡素化できます。 

ＷＲレジスタに格納することで、状態フラグが内部リレーに割り当てられます。 

 

サンプルプログラム ２ 

 
 
 （スロット０の共有メモリの１０番地から４ワード読み出し、ＷＲ２０を先頭に格納する。） 

上記のプログラムを挿入することで、状態フラグが以下の表のようにリレーに割り当てられます。 

共有メモリ   リレー番号 状態フラグ 

アドレス 

（１０進数） 

ビット   ポート フラグ 

b0 → R200 送信完了フラグ 

b1 → R201 受信完了フラグ 

b2 → R202 通信パラメータ設定完了フラグ 

b3～7 → R203～207 システムで予約：使用禁止 

b8 → R208 受信データエラー 

b9 → R209 受信データ長エラー 

b10 → R20A タイムアウトエラー 

b11 → R20B プロトコルエラー 

b12 → R20C 通信パラメータ設定エラー 

10 

b13～15 → R20D～20F 

COM1

システムで予約：使用禁止 

b0 → R210 送信完了フラグ 

b1 → R211 受信完了フラグ 

b2 → R212 通信パラメータ設定完了フラグ 

b3～7 → R213～217 システムで予約：使用禁止 

b8 → R218 受信データエラー 

b9 → R219 受信データ長エラー 

b10 → R21A タイムアウトエラー 

b11 → R21B プロトコルエラー 

b12 → R21C 通信パラメータ設定エラー 

11 

b13～15 → R21D～21F 

COM2

システムで予約：使用禁止 

b0 → R220 送信完了フラグ 

b1 → R221 受信完了フラグ 

b2 → R222 通信パラメータ設定完了フラグ 

b3～7 → R223～227 システムで予約：使用禁止 

b8 → R228 受信データエラー 

b9 → R229 受信データ長エラー 

b10 → R22A タイムアウトエラー 

b11 → R22B プロトコルエラー 

b12 → R22C 通信パラメータ設定エラー 

12 

b13～15 → R22D～22F 

COM3

システムで予約：使用禁止 

b0 → R230 送信完了フラグ 

b1 → R231 受信完了フラグ 

b2 → R232 通信パラメータ設定完了フラグ 

b3～7 → R233～237 システムで予約：使用禁止 

b8 → R238 受信データエラー 

b9 → R239 受信データ長エラー 

b10 → R23A タイムアウトエラー 

b11 → R23B プロトコルエラー 

b12 → R23C 通信パラメータ設定エラー 

13 

b13～15 → R23D～23F 

COM4

システムで予約：使用禁止 
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（３）通信パラメータ設定 
 
   通信パラメータの設定は、共有メモリの通信パラメータ設定エリアに、設定データを書き込み、通信パラメータ設

定要求フラグをＯＮすることで設定されます。 

 

通信パラメータ設定の例 

ＣＯＭ１ポートを１９２００ｂｐｓ、データ長８ビット、奇数パリティ、ストップビット１ビット、タイムアウト時間１０ｓ、送信開始

遅れ時間 即時応答、受信完了判定時間 ２５５ｍｓ、汎用通信（タイプⅠ）、終端コードＣＲに設定するときの例です。

（汎用通信（タイプⅠ）の場合、タイムアウト時間設定は不要ですが、説明のためここでは設定します。） 

 
①通信速度、データ長、パリティ、ストップビット 
  下表より、ＣＯＭ１ポート、通信速度１９２００ｂｐｓの場合は、Ｈ０６を共有メモリの２０（下位：b7～b0）に書き込みます。 

  データ長（８ビット）、パリティ（奇数パリティ）、ストップビット（１ビット）は、b15～b12 を０とすると ００００ ００１１（２進

数）です。これを１６進数に変換したＨ０３を共有メモリ２０（上位：b15～b8）に書き込みます。 

 

  上記より、共有メモリの２０番地にはＨ０３０６を書き込みます。 
 
通信パラメータ設定（通信速度、データ長、パリティ、ストップビット） （上位：b15～b8、 下位：b7～b0） 

ワードアドレス（１０進数） 
通信 

モード 
COM１ COM２ COM３ COM４ 

内容 設定値 初期値
Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

20 

(下位) 

25 

(下位) 

30 

(下位) 

35 

(下位) 
通信速度 

H00：300bps 

H01：600bps 

H02：1200bps 

H03：2400bps 

H04：4800bps 

H05：9600bps 

H06：19200bps 

H07：38400bps 

H08：57600bps 

H09：115200bps

H05 ○ ○ ○ 

20 

(上位) 

25 

(上位) 

30 

(上位) 

35 

(上位) 

データ長 

パリティ 

ストップビット

下表参照 H03 ○ ○ ○ 

 

（注１） データ長・パリティ・ストップビットの設定は下表のとおりです。 
共有メモリのビット設定 

b15～b12 b11 b10 b9 b8 
設定項目 初期値 

- - - - 0 7 ビット 

- - - - 1 8 ビット 
データ長 ８ビット 

- - 0 0 - なし 

- - 0 1 - 奇数 

- - 1 0 - 偶数 

パリティ 
奇数 

パリティ 

- 0 - - - 1 ビット 

- 1 - - - 2 ビット 
ストップビット 1 ビット 

※ＣＯＭ１～ＣＯＭ４は同じ構成です。 
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②タイムアウト時間 
 タイムアウト時間は、通信モードが汎用通信（タイプⅡ、Ⅲ）の場合に必要なパラメータです。ＭＥＷＴＯＣＯＬもしく

は、ＭＯＤＯＢＵＳ－ＲＴＵでコマンドを送信してから、スレーブ側からのレスポンスを待つ時間設定です。タイムアウ

ト時間を越えてもレスポンスがない場合、タイムアウトエラーフラグがＯＮになります。 

 

下表より、ＣＯＭ１ポートのタイムアウト時間を１０ｓ（１００００ｍｓ）に設定するには、Ｋ４０００（Ｋ４０００×２．５ｍｓ＝１００

００ｍｓ）を共有メモリのワードアドレス２１番地に書き込みます。（Ｋ４０００を１６進数に変換して、Ｈ０ＦＡ０を書き込ん

でも問題ありません） 

 
通信パラメータ設定（タイムアウト時間） 

ワードアドレス（１０進数） 
通信 

モード 
COM１ COM２ COM３ COM４ 

内容 設定値 初期値 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ

21 26 31 36 
タイムアウト

時間 

H0004～HFFFF

(K4～65535) 

 ×2.5[ms] 

H0FA0 － ○ ○

 
 
 
③送信開始遅れ時間、受信完了判定時間 

送信開始遅れ時間 

本設定で、送信要求をＯＮしてから実際に送信される時間を遅らせることができます。データ送信する際、必要に

応じて調整してください。 

受信完了判定時間 

＜汎用通信（タイプⅠ）の場合＞ 

終端コードなし設定の場合のみ適応されます。 後に受信したデータから、設定した時間次のデータを受信し

なければ、受信完了と判断します。 

＜汎用通信（タイプⅡ）の場合＞ 

バイト間インターバル時間を監視し受信完了判定時間内に次データが来ない場合（データ化けなど終端コード

が受信できない場合など）に受信完了と判断。受信パケット（当然異常データ）は破棄しエラーフラグ（レスポン

ス待ちタイムアウトエラー）を ON します。 

 

  下表より、ＣＯＭ１ポート、送信開始遅れ時間を即時応答にするには、Ｈ００を共有メモリの２２（下位：b7～b0）に書

き込みます。 

  受信完了判定時間を２５５ｍｓに設定するにはＨ００(HFF でも可)を共有メモリ２２（上位：b15～b8）に書き込みます。 

 

  上記より、共有メモリの２２番地にはＨ００００を書き込みます。 

 

通信パラメータ設定（送信開始時間、受信完了判定時間）    （上位：b15～b8、 下位：b7～b0） 

ワードアドレス（１０進数） 
通信 

モード 
COM１ COM２ COM３ COM４ 

内容 設定値 初期値 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ

22 

(下位) 

27 

(下位) 

32 

(下位) 

37 

(下位) 

送信開始

遅れ時間

H00～FF(K0～255)[ms]

（H00：即時応答） 
H00 ○ ○ ○

22 

(上位) 

27 

(上位) 

32 

(上位) 

37 

(上位) 

受信完了

判定時間

H00～FF(K0～255)[ms]

（H00：255ms） 
H00 ○ ○ －
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④通信モード、終端コード設定 
下表より、ＣＯＭ１ポートの通信モードを汎用通信（タイプⅠ）に設定するには、共有メモリの２３（下位：b7～b0）に 

Ｈ００を書き込みます。 

終端コードをＣＲに設定するには、共有メモリ２３（上位：b15～b8）にＨ０１を書き込みます。 

上記より、共有メモリ２３にはＨ０１００を書き込みます。 

（上位：b15～b8、 下位：b7～b0） 

ワードアドレス（１０進数） 
通信 

モード 
COM１ COM２ COM３ COM４ 

内容 設定値 初期値 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

23 

(下位) 

28 

(下位) 

33 

(下位) 

38 

(下位) 
通信モード設定

H00：汎用通信（タイプⅠ）

H01：汎用通信（タイプⅡ）

H02：汎用通信（タイプⅢ）

H01 ○ ○ ○

23 

(上位) 

28 

(上位) 

33 

(上位) 

38 

(上位) 
終端コード設定

H00：なし 

H01：CR 

H02：CR+LF 

H03：EXT 

H04：任意終端コード 

H05～FF：CR 

H01 ○ － －

※汎用通信（タイプⅡ）の場合、自動で終端コードは CR になります。 

※汎用通信（タイプⅢ）の場合、自動で終端コードの代わりに 3.5 文字時間になります。 

サンプルプログラム ３ 
ＣＯＭ１ポートを 192００ｂｐｓ、データ長８ビット、奇数パリティ、ストップビット１ビット、タイムアウト時間１０ｓ、送信開始

遅れ時間 即時応答、受信完了判定時間２５５ｍｓ、汎用通信（タイプⅠ）、終端コードＣＲに設定するときの例です。

（汎用通信（タイプⅠ）の場合、タイムアウト時間設定は不要ですが、説明のためここでは設定します。） 

 

   ①状態フラグを BX の内部リレーWR20～23 に読み出します。（ＣＯＭ１状態フラグ b0～b15→R200～20F） 

   ②任意（R10 ON）のタイミングで通信パラメータをボードコントローラのデータレジスタ（DT10～13）に格納し、  

Ｆ１５１命令を用い、データレジスタ（ＤＴ１０～１３）に格納した通信パラメータを共有メモリの通信パラメータ設定

エリアに書き込みます。 

   ④通信パラメータ設定要求フラグをＯＮします。すると、共有メモリに書き込んだ通信パラメータが反映されます。 

   ⑤通信パラメータ設定完了フラグ（R202）がＯＮしたのを確認して、通信パラメータ設定要求フラグをＯＦＦします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

③ 

④ 

⑤ 

H306：19200bps、データ長 8 ビット、

奇数パリティ、ストップビット 1 ビット 

共有メモリの COM1 ポート通信パラメータ設定エリアに

通信パラメータを書き込む 

状態フラグを BX の内部リレーに WR20～23 に読み出

す。（p11-32 参照） ① 

HFA0：タイムアウト時間 10 秒 

H0：送信遅れ時間 即時応答、 
受信完了判定時間 255ms 

H100 汎用通信（タイプⅠ）、終端コード CR

通信パラメータ要求フラグを ON する。 
（共有メモリ 15 番地の b2 に 1 を書き込む） 

通信パラメータ設定完了フラグのＯＮで 
通信パラメータ要求フラグを OFF する。 
（共有メモリ 15 番地の b2 に０を書き込む） 
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（４）データ送信 汎用通信（タイプⅠ）の場合 
シリアルデータボードの共有メモリの送信バッファエリアに送信するデータ書き込み、送信データバイト数格納エリ

アに送信データバイト数を書き込み、送信要求フラグをＯＮすると、シリアルデータボードが送信バッファのデータ

を出力します。送信可能 大ワード数は１００ワード（２００バイト）です。 

 
 
サンプルプログラム４ 
   シリアルデータボードより相手機器にデータ送信を行うプログラム例です 

 

   ①状態フラグを BX の内部リレーWR20～23 に読み出します。（ＣＯＭ１状態フラグ b0～b15→R200～20F） 

   ②任意(R30 ON)のタイミングで送信データを共有メモリの送信バッファに書き込みます。 

   ③送信データバイト数を共有メモリの送信データバイト数格納エリアに書き込みます。 

（ワード数ではなく、バイト数を書き込んでください。１ワード＝２バイト） 

④送信要求フラグをＯＮすると、シリアルデータボードが送信バッファのデータを送信バッファ先頭から順に送信

データバイト数格納エリアの値分だけ、ポートから送信します。 

⑤送信完了フラグ(R200)がＯＮしたのを確認して、送信要求フラグをＯＦＦするとシリアルデータボードが送信完了

フラグをＯＦＦします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ご注意：(注１)汎用通信（タイプⅠ）で送信を行う場合、通信パラメータ設定で設定した終端コードが自動

で付加されます。 

          (注２)送信バイト数に終端コードのバイト数は含めないで下さい。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

送信データ作成 
「%01#RDD0010000101＊＊」をアスキー

変換して DT100 を先頭に書き込む。 

状態フラグを BX の内部リレーに WR20～23 に読み出

す。（p11-32 参照） 

送信データを送信バッファに書き込む 

送信バイト数を共有メモリの送信データバイト数 
格納エリアに書き込む。 

送信要求フラグを ON する。 
（共有メモリ 15 番地の b0 に 1 を書き込む） 

送信完了フラグの ON で、 
送信要求フラグを OFF する。 
（共有メモリ 15 番地の b0 に０を書き込む） 

送信バイト数 19 バイト 



 11-37 

（５）データ受信 汎用通信（タイプⅠ）の場合 
   シリアルデータボードに相手機器より送信されたデータを受信するプログラム例です。 

 

   シリアルデータボードのポートにデータが受信されると、データはシリアルデータボードの共有メモリの受信バッフ

ァに格納され、受信完了フラグがＯＮになります。このデータをボードコントローラのレジスタＤＴ２００（任意）に格

納します。受信可能ワード数は 大１００ワード（２００バイト）です。 
 
サンプルプログラム５ 
 
   ①状態フラグを BX の内部リレーWR20～23 に読み出します。（ＣＯＭ１状態フラグ b0～b15→R200～20F） 

   ②受信完了フラグ(R201)がＯＮしたのを確認して、共有メモリの受信バイト数と受信データをボードコントローラの

データレジスタに読み出し、受信バッファクリア要求をＯＮします。 

   ③受信完了フラグ(R201)がＯＦＦしたのを確認して、受信バッファクリア要求をＯＦＦします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ご注意：(注１)ＤＴ２００に格納された受信データは受信バイト数を用いてデータを抽出し、ラダープログラ

ム内で活用してください。 
          (注２)受信バイト数に終端コードのバイト数は含まれません。 

(注３)受信バッファには終端コードも格納されます。但し、200 バイトデータを受信した場合は、終

端コードは格納されません。 
              
 
 
 

② 

③ 

① 状態フラグを BX の内部リレーに WR20～23 に読み出

す。（p11-32 参照） 

受信データバイト数エリアから受信データバイト数を

読み出す。 

受信バッファクリア要求フラグを ON する。 
（共有メモリ 15 番地の b1 に 1 を書き込む） 

受信完了フラグの OFF で、 
受信バッファクリア要求フラグを OFF する。 
（共有メモリ 15 番地の b1 に０を書き込む） 

受信データバッファから受信データをＤＴ２００以降に

読み出す。 
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（６）レジスタ書き込み 汎用通信（タイプⅡ）の場合 
     ボードコントローラのデータをＭＥＷＴＯＣＯＬに対応した機器のデータレジスタに書き込みを行うプログラム例

です。 

 

     ＭＥＷＴＯＣＯＬヘッダ、書き込みワード数、相手機器のユニットＮｏ．、相手機器のレジスタ種別、相手機器の

データ格納先アドレス、書き込みデータを共有メモリの送信バッファに書き込み送信要求をＯＮすることで、シリ

アルデータボードがレジスタ書き込みのＭＥＷＴＯＣＯＬコマンドを自動で作成し送信します。ＭＥＷＴＯＣＯＬ

ヘッダはヘッダ「％」と拡張ヘッダ「＜」の２種類が選択可能です。 大書き込みワード数はヘッダにより異なりま

すのでご注意ください。（下記表の書き込みワード数参照） 

機器によっては、拡張ヘッダ「＜」に対応していないものもあります。相手機器やデータ数に応じてヘッダを選

択してください。また、分割フレームには対応しておりません。 

 

    送信バッファへ書き込むデータは下記の表を参照ください。 

【送信バッファの内容】          

No. 共有メモリワードアドレス 変数名 型 内     容 

1 送信バッファ先頭+ 0 ＦＵＮＣ ワード ＭＥＷＴＯＣＯＬヘッダ 

2 送信バッファ先頭+ 1 Ｓ１ ワード 書き込みワード数 

3 送信バッファ先頭+ 2 Ｓ１＋１ ワード 相手局の指定 

4 送信バッファ先頭+ 3 Ｓ２ ワード レジスタ種別 

5 送信バッファ先頭+ 4,5 Ｎ、Ｎ＋１ ダブルワード レジスタ先頭アドレス 

6 送信バッファ先頭+ 6 D1 ワード 書き込みデータ（１） 

7 送信バッファ先頭+ 7 D2 ワード 書き込みデータ（２） 

8 送信バッファ先頭+ 8 D3 ワード 書き込みデータ（３） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 
No.1 FUNC ＭＥＷＴＯＣＯＬヘッダ 

  K2：% 

  K3：< 

No.2 S1 書き込みワード数 

    K1～24（「%」の場合） 

  K1～45（「<」の場合） 

No.3 S1+1 相手局の指定 

   

K1～99：ユニットＮｏ． 

K100：EE 

No.4 S2 レジスタ種別 

   K0 ： DT 

   K1 ： WX 

   K2 ： WY 

   K3 ： WR 

   K4 ： WL 

   K5 ： SV 

   K6 ： EV 

   K7 ： DT 

    K8 ： LD 

No.5 N、Ｎ＋１ レジスタ先頭アドレス 

   K0～99999 

 

 参 照：＜当社製ＭＥＷＴＯＣＯＬ通信手順＞ 

 ご注意： 
(注１)範囲外の値を送信バッファに書き込み、送信

要求フラグを ON した場合、通信パラメータ設

定エラーフラグが ONになり、エラーコードが格

納され、コマンド送信が行われません。エラー

コードやラダープログラムを確認し、状態フラグ

のクリア等を行ってください。 
 
(注 2)エラーレスポンスを受信した場合は、プロトコル

エラーフラグが ON し、エラーコードがプロトコ

ルエラーコード格納エリアに格納されます。 
 
(注 3）コマンド送信後、タイムアウト時間設定を超え

てもレスポンスを受信できない場合、タイムアウ

トエラーフラグが ON になります。 
 
(注 4）書き込みのレスポンス(ライト OK レスポンス)は

受信バッファには取り込まれません。レスポン

スの有無、エラーレスポンスかどうかだけ判別

します。 
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サンプルプログラム６ 
   ＣＯＭ１ポートから、MEWTOCOL に対応した相手機器のデータレジスタＤＴ１００、１０１に２ワード（４バイト）データ

「０」を書き込むプログラム例です。 

＜コマンド送信＞ 
    ①状態フラグを BX の内部リレーWR20～23 に読み出します。（ＣＯＭ１状態フラグ b0～b15→R200～20F） 

    ②任意（R30 がＯＮ）のタイミングで、ＭＥＷＴＯＣＯＬコマンドの作成のためのデータを共有メモリの送信バッファ

に書き込み、送信要求フラグをＯＮすると、シリアルデータボードが自動でＭＥＷＴＯＣＯＬコマンドを作成し、

ポートから送信します。 

    ③送信完了フラグ(R200)がＯＮしたのを確認し、送信要求をＯＦＦすると、シリアルデータボードが送信完了フラ

グをＯＦＦします。 

＜レスポンス受信（受信完了フラグ立ち下げ）＞ 
    ④受信完了フラグ(R201)がＯＮしたのを確認して、受信バッファクリア要求をＯＮします。 

    ⑤受信完了フラグ(R201)がＯＦＦしたのを確認して、受信バッファクリア要求をＯＦＦします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

③ 

状態フラグを BX の内部リレーに WR20～23 に読み出

す。（p11-32 参照） 

送信要求フラグを ON する。 
（共有メモリ 15 番地の b0 に 1 を書き込む） 

送信完了フラグ ON で 
送信要求フラグを OFF する。 
（共有メモリ 15 番地の b0 に０を書き込む） 

2:レジスタ書き込み(%) 

2:書き込みワード数 ２ワード 

1:相手局ユニット No.１ 

0:レジスタ種別 ＤＴ 

100:レジスタ先頭アドレス ＤＴ１００ 

書き込みデータ ０ 0:書き込みデータ ０ 

共有メモリ送信バッファへ、書き込み 

④ 

⑤ 

受信完了フラグ ON で、 
受信バッファクリア要求を ON する。 
（共有メモリ 15 番地の b1 に 1 を書き込む） 

受信バッファクリア完了フラグ ON で、 
受信バッファクリア要求を OFF する。 
（共有メモリ 15 番地の b1 に０を書き込む） 
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（７）レジスタ読み出し 汎用通信（タイプⅡ）の場合 
 

     ＭＥＷＴＯＣＯＬに対応した相手機器のデータレジスタをボードコントローラ内データレジスタに読み出しを行う

プログラム例です。 

 

     読み出し指令、受信ワード数、相手機器のユニットＮｏ．、相手機器のレジスタ種別、相手機器のデータ格納

先アドレス、を共有メモリの送信バッファに書き込み送信要求をＯＮすることで、シリアルデータボードが自動で

レジスタ読み出しのＭＥＷＴＯＣＯＬコマンドを作成して、ポートから送信します。相手機器からのレスポンスは、

自動でヘッダ等を取り除き、データのみを受信バッファに格納し、受信完了フラグをＯＮします。このデータを読

み出し、ボードコントローラＢＸのレジスタに格納します。 大読み出し可能ワード数は２４ワードです。（ヘッダ

「％」でレジスタ読み出しコマンドを作成します。レジスタ読み出しは、拡張ヘッダ「＜」に対応しておりませんの

でご注意ください。） 

また、分割フレームには対応しておりません。 

 
【送信バッファの内容】          

No. 共有メモリワードアドレス 変数名 型 内     容 

1 送信バッファ先頭+ 0 ＦＵＮＣ ワード 読み出し指令 

2 送信バッファ先頭+ 1 Ｓ１ ワード 読み出しワード数 

3 送信バッファ先頭+ 2 Ｓ１＋１ ワード 相手局の指定 

4 送信バッファ先頭+ 3 Ｓ２ ワード レジスタ種別 

5 送信バッファ先頭+ 4,5 Ｎ、Ｎ＋１ ダブルワード レジスタ先頭アドレス 

 
No.1 FUNC K1：固定（%）   

No.2 S1 読み出しワード数 

   K1～24 

No.3 S1+1 相手局の指定 

   

K1～99：ユニットＮｏ． 

K100：EE 

No.4 S2 レジスタ種別 

   K0 ： DT  

   K1 ： WX  

   K2 ： WY  

   K3 ： WR  

   K4 ： WL  

   K5 ： SV  

   K6 ： EV  

   K7 ： DT  

    K8 ： LD   

No.5 N、Ｎ＋１ レジスタ先頭アドレス 

   K0～99999 

 
 

 参 照：＜当社製ＭＥＷＴＯＣＯＬ通信手順＞ 
 
 

 ご注意： 
(注１)範囲外の値を送信バッファに書き込み、送信

要求フラグを ON した場合、通信パラメータ設

定エラーフラグが ONになり、エラーコードが格

納され、コマンド送信が行われません。エラー

コードやラダープログラムを確認し、状態フラグ

のクリア等を行ってください。 
 
(注 2 エラーレスポンスを受信した場合は、プロトコル

エラーフラグが ON し、エラーコードがプロトコ

ルエラーコード格納エリアに格納されます。 
 
(注 3)コマンド送信後、タイムアウト時間設定を超えて

もレスポンスを受信できない場合、タイムアウト

エラーフラグが ON になります。 
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サンプルプログラム７ 
   ＣＯＭ１ポートから、MEWTOCOL に対応した相手機器のデータレジスタＤＴ１００を先頭として２ワード（４バイト）デ

ータを読み出し、ボードコントローラのデータレジスタＤＴ３００，３０１（任意）に格納するプログラム例です。 

＜コマンド送信＞ 
   ①状態フラグを BX の内部リレーWR20～23 に読み出します。（ＣＯＭ１状態フラグ b0～b15→R200～20F） 

   ②任意（R５０がＯＮ）のタイミングで、ＭＥＷＴＯＣＯＬコマンドの作成のためのデータを共有メモリの送信バッファ

に書き込み、送信要求フラグをＯＮすると、シリアルデータボードが自動でＭＥＷＴＯＣＯＬコマンドを作成し、ポ

ートから送信します。 

   ③送信完了フラグ(R200)がＯＮしたのを確認し、送信要求をＯＦＦすると、シリアルデータボードが送信完了フラグ

をＯＦＦします。 

＜レスポンス受信＞ 
   ④受信完了フラグ(R201)がＯＮしたのを確認して、受信データバッファ内のデータをボードコントローラのレジスタ

に読み出し、受信バッファクリア要求をＯＮします。 

   ⑤受信完了フラグ(R201)がＯＦＦしたのを確認して、受信バッファクリア要求をＯＦＦします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 状態フラグを BX の内部リレーに WR20～23 に

読み出す。（p11-32 参照） 

送信要求フラグを ON する。 
（共有メモリ 15 番地の b0 に 1 を書き込む） 

送信完了フラグＯＮで、 
送信要求フラグを OFF する。 
（共有メモリ 15 番地の b0 に０を書き込む） 

1:レジスタ読み出し 

2:読み出しワード数 ２ワード 

1:相手局ユニット No.１ 

0:レジスタ種別 ＤＴ 

100:レジスタ先頭アドレス ＤＴ１００ 

共有メモリ送信バッファへ、書き込み。 

受信バッファクリア要求を ON する。 
（共有メモリ 15 番地の b1 に 1 を書き込む） 

受信バッファクリア完了フラグ ON で、 
受信バッファクリア要求を OFF する。 
（共有メモリ 15 番地の b1 に０を書き込む） 

受信完了フラグ ON で、 
受信データバッファから受信データをＤＴ３００

以降に読み出す。 
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 ご注意：ＤＴ３００に読み出された受信データをラダープログラムで活用してください。 
 
     受信バッファへの受信データ格納 
     シリアルデータボードより送信されたＭＥＷＴＯＣＯＬコマンドに対してのＭＥＷＴＯＣＯＬレスポンスを受信し自

動でＭＥＷＴＯＣＯＬレスポンスのデータ内容を共有メモリの先頭番地から展開します。 

 

              例  COM1 ポートより受信した場合 

   レスポンス ％０１＄ＲＤ ３４１２ ３４１２ ＊＊ＣＲ 

 

 

 

 
 

（ＭＥＷＴＯＣＯＬでは、下位バイト上位バイトの順でデータを送信します。） 

 
 
 

共有メモリ受信バッファ 300 H 1234 

301 H 1234 
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（８）レジスタ書き込み 汎用通信（タイプⅢ）の場合 
 

     ボードコントローラのデータをＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵに対応した機器のデータレジスタに書き込みを行うプログラ

ム例です。 

 

     書き込み指令、送信ワード数、相手機器のユニットＮｏ．、相手機器のレジスタ種別、相手機器のデータ格納

先アドレス、送信データを共有メモリの送信バッファに書き込み、送信要求をＯＮすることで、シリアルデータボ

ードがＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵの保持レジスタ(データレジスタ)書き込みコマンドを自動で作成し、ポートから送信し

ます。 大書き込み可能ワード数は ９４ワードです。書き込み可能なレジスタは保持レジスタ（データレジスタ）

のみですので、ご注意ください。 

 

    送信バッファへ書き込むデータは下記の表を参照ください。 
 
【送信バッファの内容】          

No. 共有メモリ 変数名 型 内     容 

1 送信バッファ先頭+ 0 ＦＵＮＣ ワード 書き込み指令 

2 送信バッファ先頭+ 1 Ｓ１ ワード 書き込みワード数 

3 送信バッファ先頭+ 2 Ｓ１＋１ ワード 相手局の指定 

4 送信バッファ先頭+ 3 Ｓ２ ワード レジスタ種別 

5 送信バッファ先頭+ 4,5 Ｎ、Ｎ＋１ ダブルワード レジスタ先頭アドレス

6 送信バッファ先頭+ 6 D1 ワード 書き込みデータ（１）

・・・・・・・・ 

99 送信バッファ先頭+ 99 D94 ワード 書き込みデータ（９４）

 
No.1 FUNC K2 固定    

No.2 S1 書き込みワード数  

   K 1～94  

No.3 S1+1 相手局の指定  

   K 1～99  

No.4 S2 レジスタ種別  

   0 固定   

No.5 N、Ｎ＋１ レジスタ先頭アドレス 

   

K 0 ～65535 

(H 0～FFFF )  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 参 照：＜ＦＰ－Ｘ ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ仕様説明＞ 

 ご注意： 
(注１)範囲外の値を送信バッファに書き込み、送信

要求フラグを ON した場合、通信パラメータ設

定エラーフラグが ONになり、エラーコードが格

納され、コマンド送信が行われません。エラー

コードやラダープログラムを確認し、状態フラグ

のクリア等を行ってください。 
 
(注 2 エラーレスポンスを受信した場合は、プロトコル

エラーフラグが ON し、エラーコードがプロトコ

ルエラーコード格納エリアに格納されます。 
 
(注 3)コマンド送信後、タイムアウト時間設定を超えて

もレスポンスを受信できない場合、タイムアウト

エラーフラグが ON になります。 
 
（注 4）書き込みのレスポンス(ライト OK レスポンス)は

受信バッファには取り込まれません。レスポン

スの有無、エラーレスポンスかどうかだけ判別

します。
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サンプルプログラム８ 
   ＣＯＭ１ポートから、ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵに対応した相手機器のデータレジスタＤＴ１００、１０１に２ワード（４バイト）

データ「０」を書き込むプログラム例です。 

＜コマンド送信＞ 
    ①状態フラグを BX の内部リレーWR20～23 に読み出します。（ＣＯＭ１状態フラグ b0～b15→R200～20F） 

    ②任意（R30 がＯＮ）のタイミングで、ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵコマンドの作成のためのデータを共有メモリの送信バッ

ファに書き込み、送信要求フラグをＯＮします。すると、シリアルデータボードが自動でＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵコ

マンドを作成し、ポートから送信します。 

    ③送信完了フラグ(R200)がＯＮしたのを確認して、送信要求をＯＦＦします。すると、シリアルデータボードが送

信完了フラグをＯＦＦします。 

＜レスポンス受信（受信完了フラグ立ち下げ）＞ 
    ④受信完了フラグ(R201)がＯＮしたのを確認して、受信バッファクリア要求をＯＮします。 

    ⑤受信完了フラグ(R201)がＯＦＦしたのを確認して、受信バッファクリア要求をＯＦＦします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

③ 

状態フラグを BX の内部リレーに WR20～23 に読み出

す。（p11-32 参照） 

送信要求フラグ ON 
（共有メモリ 15 番地の b0 に 1 を書き込む） 

送信完了フラグＯＮで、 
送信要求フラグを OFF する。 
（共有メモリ 15 番地の b0 に０を書き込む） 

2:レジスタ書き込み 

2:書き込みワード数 ２ワード 

1:相手局ユニット No. １ 

0:レジスタ種別 ＤＴ 

H64:レジスタ先頭アドレス H0064 (DT100) 

書き込みデータ ０ 書き込みデータ ０ 

共有メモリ送信バッファへ、書き込み 

④ 

⑤ 

受信完了フラグ ON で、 
受信バッファクリア要求を ON する。 
（共有メモリ 15 番地の b1 に 1 を書き込む） 

受信バッファクリア完了フラグ ON で、 
受信バッファクリア要求を OFF する。 
（共有メモリ 15 番地の b1 に０を書き込む） 
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（９）レジスタ読み出し 汎用通信（タイプⅢ）の場合 
 

     ＭＯＤＢＵＳ-ＲＴＵに対応した相手機器のデータレジスタをボードコントローラのデータレジスタに読み出しを

行うプログラム例です。 

 

     読み出し指令、受信ワード数、相手機器のユニットＮｏ．、相手機器のレジスタ種別、相手機器のデータ格納

先アドレス、を共有メモリに書き込み、送信要求をＯＮすることで、シリアルデータボードが相手機器のレジスタ

の内容を読み出して共有メモリの受信バッファに格納し、受信完了フラグをＯＮします。このデータを読み出し、

ボードコントローラＢＸのレジスタに格納します。 大読み出し可能ワード数は９４ワードです。読み出し可能な

レジスタは保持レジスタ（データレジスタ）のみですので、ご注意ください。 
 
【送信バッファの内容】          

No. 共有メモリ 変数名 型 内     容 

1 送信バッファ先頭+ 0 ＦＵＮＣ ワード 読み出し指令 

2 送信バッファ先頭+ 1 Ｓ１ ワード 読み出しワード数 

3 送信バッファ先頭+ 2 Ｓ１＋１ ワード 相手局の指定 

4 送信バッファ先頭+ 3 Ｓ２ ワード レジスタ種別 

5 送信バッファ先頭+ 4,5 Ｎ、Ｎ＋１ ダブルワード レジスタ先頭アドレス

 
No.1 FUNC K1 固定    

No.2 S1 読み出しワード数  

   K 1～94  

No.3 S1+1 相手局の指定  

   K 1～99  

No.4 S2 レジスタ種別  

   0 固定   

No.5 N、Ｎ＋１ レジスタ先頭アドレス 

   

K 0～65535 

(H 0～FFFF )  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 参 照：＜ＦＰ－Ｘ ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ仕様説明＞ 

 ご注意： 
(注１)範囲外の値を送信バッファに書き込み、送信

要求フラグを ON した場合、通信パラメータ設

定エラーフラグが ONになり、エラーコードが格

納され、コマンド送信が行われません。エラー

コードやラダープログラムを確認し、状態フラグ

のクリア等を行ってください。 
 
(注 2)エラーレスポンスを受信した場合は、プロトコル

エラーフラグが ON し、エラーコードがプロトコ

ルエラーコード格納エリアに格納されます。 
 
(注 3)コマンド送信後、タイムアウト時間設定を超えて

もレスポンスを受信できない場合、タイムアウト

エラーフラグが ON になります。 
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サンプルプログラム９ 
   ＣＯＭ１ボードからＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵに対応した相手機器のデータレジスタ「ＤＴ１００」を先頭にして２ワード（４

バイト）データを読み出し、ボードコントローラのデータレジスタＤＴ３００，３０１に格納するプログラム例です。 
 
＜コマンド送信＞ 
    ①状態フラグを BX の内部リレーWR20～23 に読み出します。（ＣＯＭ１状態フラグ b0～b15→R200～20F） 

    ②任意（R50 がＯＮ）のタイミングで、ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵコマンドの作成のためのデータを共有メモリの送信バッ

ファに書き込み、送信要求フラグをＯＮします。すると、シリアルデータボードが自動でＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵコ

マンドを作成し、ポートから送信します。 

    ③送信完了フラグ(R200)がＯＮしたのを確認して、送信要求をＯＦＦします。すると、シリアルデータボードが送

信完了フラグをＯＦＦします。 

＜レスポンス受信＞ 
    ④受信完了フラグ(R201)がＯＮしたのを確認して、受信データバッファ内のデータをボードコントローラのレジス

タに読み出し、受信バッファクリア要求をＯＮします。 

    ⑤受信完了フラグ(R201)がＯＦＦしたのを確認して、受信バッファクリア要求をＯＦＦします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 状態フラグを BX の内部リレーに WR20～23 に

読み出す。（p11-32 参照） 

送信要求フラグを ON する。 
（共有メモリ 15 番地の b0 に 1 を書き込む） 

送信完了フラグＯＮで、 
送信要求フラグを OFF する。 
（共有メモリ 15 番地の b0 に０を書き込む） 

1:レジスタ読み出し 

2:読み出しワード数 ２ワード 

1:相手局ユニット No. １ 

0:レジスタ種別 ＤＴ 

H64:レジスタ先頭アドレス H0064 (DT100) 

共有メモリ送信バッファへ、書き込み 

受信バッファクリア要求フラグを ON する。 
（共有メモリ 15 番地の b1 に 1 を書き込む） 

受信完了フラグＯＦＦで、 
受信バッファ要求フラグ OFF 
（共有メモリ 15 番地の b1 に０を書き込む） 

受信完了フラグＯＮで、 
受信バッファから受信データを読み出す 



 11-47 

 

 ご注意：ＤＴ３００に読み出された受信データをラダープログラムで活用してください。 
 
     受信バッファへの受信データ格納 
     シリアルデータボードより送信されたＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵコマンドに対してのＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵレスポンスを

受信し自動でＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵレスポンスのデータ内容を共有メモリ受信バッファの先頭番地から展開しま

す。 

 

               例  COM1 ポートより受信した場合 

  レスポンス ０１ ０３ ０４ １２ ３４ １２ ３４ ＣＲＣ 

 

 

 

 
 
 

共有メモリ受信バッファ 300 H 1234 

301 H 1234 
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11.9.5 シリアルデータボードでの送受信ができないとき 

●状況 
ケーブルの結線やプログラムの内容が間違っている可能性があります。以下の点を確認してください。 
 
●対処方法１ 
ケーブル誤配線の可能性があります。コネクタ結線図を確認して、テスターなどで導通チェックを行ってください。 

すでに、通信した実績のあるシリアルデータボードやケーブルでデータの送受信ができない場合は、以下の対処方法

にお進みください。 
 
●対処方法２ 
ボードコントローラＢＸはＲＵＮモードになっていますか？ 

ＲＵＮモードでない場合は、ボードコントローラＢＸの動作モードを切り替えてください。 
 
●対処方法３ 
接続している外部機器と通信パラメータは合っていますか？ 

通信速度やパリティ等の通信パラメータを確認してください。 
 
●対処方法４ 
状態フラグの読み出しで、状態フラグを格納したリレー番号と使用しているリレー番号は合っていますか？ 

状態フラグを格納したリレー番号と使用しているリレー番号を確認してください。 
 
●対処方法５ 
プログラムのＦ１５０（ＲＥＡＤ）、Ｆ１５１（ＷＲＴ）で指定するスロットＮｏ．は正しいですか？ 

スロット No.を確認してください。 
 
●対処方法６ 
プログラムのＦ１５０（ＲＥＡＤ）、Ｆ１５１（ＷＲＴ）で指定する共有メモリのアドレスやデータを読み出しや書き込みを行うデ

ータレジスタなどのアドレスを確認してください。 
 
●対処方法７ 
プログラムで使用している定数は正しいですか？間違いがないかを確認してください。 

（１０進数（Ｋ○○）と１６進数（Ｈ△△）を間違いやすいので注意してください。） 
 
●対処方法８ 
送受信の手順は正しいですか？ 

シーケンスプログラムを確認してください。 
 
●対処方法９ 
初期化は行っていますか？初期化が行われているか、プログラムを確認してください。 
 
●対処方法１０ 
同時送信を行っていませんか？送信が同時に行われていないか、プログラムを確認してください。 

 
 



１２章 
自己診断と異常時の対処方法 
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12.1 自己診断機能 
12.1.1 ＬＥＤによる状態表示 

 コントロールボードの状態表示ＬＥＤ 
・コントロールボードには異常発生時にその 
 状況を判断し、必要に応じて運転を停止する 
 自己診断機能を内蔵しています。 
・異常が発生した時は、コントロールボード本体 
 の動作状態表示ＬＥＤが下表のようになります。 

 

 

 

ＬＥＤ表示  内容 運転状態
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ＲＵＮ ＰＲＯＧ． ＥＲＲ． 
○ × × 正常運転中 運転 

× ○ × 
プログラムモード 
プログラムモードで強制出力を 
してもＬＥＤは点滅しません。 

停止 
正常時 

△ △ × ＲＵＮ モードでの強制入出力中 
ＲＵＮとＰＲＯＧ．ＬＥＤが交互に点滅します。 運転 

○ × △ 自己診断エラー（運転中） 運転 
× ○ △ 自己診断エラー（停止中） 停止 異常時 
－ － ○ システムウォッチドッグタイマによる停止 停止 

○:点灯 △:点滅 ×:消灯 －:点灯または消灯 
 

12.1.2 異常時の運転モードについて 
・異常発生時には通常の場合、運転を停止します。 
・ ただし、エラーの種類によっては、システムレジスタを設定することで、運転を継続させるか、停止させるか 
 を選択できます。運転の継続、停止が設定できるエラーは、下記のメニューのとおりです。 
 

 ツールソフトの環境（システムレジスタ）設定メニュー 
ＦＰＷＩＮ ＧＲでのエラー時の運転の設定は、メニューバーの［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設
定］を選択し、［異常時運転］タブをクリックしてください。下記画面が表示されます。 

 
【 例１ 】２重出力を許可する場合 
システムレジスタＮｏ．２０のチェックボックスをＯＦＦしてください。この場合、再び運転してもエラー扱いとな
りません。 
【 例２ 】演算エラー発生時にも運転を継続する場合 
システムレジスタＮｏ．２６のチェックボックスをＯＦＦしてください。この場合、演算エラーが発生しても運転を
継続します。 



 

12.2 異常時の対処方法 
12.2.1 ＥＲＲ． ＬＥＤが点滅したら 

 状 況  自己診断エラーが発生しました。 
 処理手順 ① 

プログラミングツールを使って、エラー内容（エラーコード）を確認してください。 
ＦＰＷＩＮ ＧＲを使って 
ＦＰＷＩＮ ＧＲでは、プログラミングやデバッグ中のボードコントローラＢＸにエラーが発生しＲＵＮモードから
ＰＲＯＧモードに切り替わった場合、以下のステータス表示ダイアログボックスが自動的に表示されます。自
己診断エラーメッセージの内容を確認してください。 
 
ステータス表示ダイアログボックス 

演算エラーの場合は、このダイアログボックスでエラー
アドレスを確認できます。 
 
エラーの原因を修正後、［エラークリア］ボタンをクリック
し、エラークリアを実行してください。 
 

 ここがポイント：ステータス表示ダイアログボックスを表示させる場合は、メニュー操作で 
              ［オンライン(L)］→［ステータス表示(T)］を選択してください。 

 
 処理手順 ② 

＜エラーコードが１～９の場合＞ 
・状 況 
プログラムに文法エラーがあります。 
・操作 ① 
ボードコントローラＢＸをＰＲＯＧ．モードに切り替えてエラー状態を解除してください。 
・操作 ② 
ＦＰＷＩＮ ＧＲでトータルチェックをかけて文法エラーの箇所を確認してください。 
 
＜エラーコードが２０以上の場合＞ 
・状 況 
文法エラー以外の自己診断エラーが発生しています。 
・操作 
ＰＲＯＧ．モードで、プログラミングツールを使いエラー状態を解除してください。 
 
＜エラーコードが４２の場合①＞ 
・状 況 
コントロールボードの電源投入時に接続していた増設Ｉ／Ｏボード、拡張ボードが外れている。または、増
設Ｉ／Ｏボードの電源が切れている。 
・操作① 
コントロールボードの電源をＯＦＦし、増設Ｉ／Ｏボード、拡張ボードを接続してください。 
・操作② 
増設Ｉ／Ｏボードの電源を入れてください。 
 
＜エラーコードが４２の場合②＞ 
・状 況 
瞬時停電等の短時間の停電が発生し、増設Ｉ／Ｏボードの電源のみＯＦＦした。 
・操作 
増設Ｉ／Ｏボードの電源が復旧すると、自動的にコントロールボードにリセットがかかり、再起動します。 
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ＦＰＷＩＮ ＧＲを使って 
前項の“ステータス表示”のダイアログボックスで［エラークリア］ボタンをクリックしてください。 
エラーコード４３以上のエラーがクリアできます。 
・ＰＲＯＧ．モードで電源を入れ直してもエラーをクリアできますが、保持型データ以外の演算メモリ 
 の内容はクリアされます。 
・自己診断エラーセット命令Ｆ１４８（ＥＲＲ）を使用しても、エラーをクリアできます。 
・モード切替スイッチが［ＲＵＮ］になっていると、エラー解除と同時にＲＵＮ状態となります。 
 したがって、エラーの原因が取り除かれていない場合は、ＲＵＮ後、再度エラーが発生しますので 
 エラーのクリアができていないように見えることがあります。 

 ここがポイント：演算エラー（エラーコード４５）発生時にはプログラムのエラー発生アドレスが 
              特殊データレジスタＤＴ９００１７およびＤＴ９００１８に格納されます。 
              この場合はエラー状態を解除する前にダイアログボックスの［演算エラー］ボタンを 
              クリックし、エラー発生アドレスを確認してください。 
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12.2.2 ＥＲＲ． ＬＥＤが点灯したら 

 状 況  システムウォッチドグタイマが働いて、コントローラの運転が停止しました。 
 

 確認手順 ① 
ボードコントローラＢＸをＰＲＯＧ．モードにして電源を入れ直してください。 
・ここで再びＥＲＲ． ＬＥＤ が点灯したら、コントロールボード本体の異常が考えられます。 
 弊社へご連絡ください。 
・ＥＲＲ． ＬＥＤが点滅したら、前項の手順をご覧ください。 
 

 確認手順 ② 
ボードコントローラＢＸをＲＵＮモードに切り替えてください。 
・ここでＥＲＲ． ＬＥＤ が点灯したら、プログラムの処理に時間がかかりすぎています。 
 プログラムを再検討してください。 

 
 

プログラム見直しのポイント 
（１） プログラムが無限ループになっていませんか？ 

ＪＭＰ命令やＬＯＯＰ命令など、プログラムの流れを制御する命令をチェックしてください。 
（２）割り込み命令が連続して実行されていませんか？ 
 
 
 
 
 

12.2.3 全部のＬＥＤが点灯しなかったら 
 確認手順 ① 

コネクタ・端子のゆるみなど電源との結線を再度チェックしてください。 
 

 確認手順 ② 
許容範囲内の電圧がかかっているかチェックしてください。 
・電源が大きく変動していないかチェックしてください。 
 

 確認手順 ③ 
他の機器と電源を共有している場合は、他の機器を電源から外してみてください。 
・ここで、コントロールボード本体のＬＥＤが点灯するようであれば、外部電源容量を大きくするか、 
 別電源を設けてください。 
・不明な点は、弊社へご連絡ください。 
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12.2.4 思い通りに出力がでなかったら 
出力側のチェック→入力側のチェック順にすすめてください。 
 

 出力側のチェック－１ 
出力表示ＬＥＤが点灯している場合 

 確認手順 ① 
コネクタ・端子のゆるみなど負荷の結線を再度、確認してください。 

 確認手順 ② 
負荷の両端に正常な電圧がかかっているか確認してください。 
・電圧が正常であれば、負荷の異常が考えられます。負荷をチェックしてください。 
・電圧がかかっていなければ、出力部の異常が考えられます。弊社へご連絡ください。 
 

 出力側のチェック－２ 
出力表示ＬＥＤが消えている場合 

 確認手順 ① 
プログラミングツールを使って出力モニタをしてください。 
・モニタがＯＮであれば、出力の２重使用が考えられます。 

 確認手順 ② 
強制入出力機能を使って、強制的にＯＮしてください。 
・ここで出力ＬＥＤが点灯するようであれば、入力側のチェックに進んでください。 
・出力ＬＥＤが点灯しなければ、出力部の異常が考えられます。弊社へご連絡ください。 
 
 

 入力側のチェック－１ 
入力表示ＬＥＤが消えている場合 

 確認手順 ① 
端子のゆるみなど入力機器の結線を再度、確認してください。 

 確認手順 ② 
入力端子に正常な電圧がかかっているか確認してください。 
・電圧が正常であれば、入力部の異常が考えられます。弊社へご連絡ください。 
・電圧がかかっていなければ、入力電源、入力機器の異常が考えられます。チェックしてください。 
 

 入力側のチェック－２ 
入力表示ＬＥＤが点灯している場合 

 確認手順 
プログラミングツールを使って入力のモニタをしてください。 
・モニタがＯＦＦであれば、入力部の異常が考えられます。弊社へご連絡ください。 
・モニタがＯＮであれば、プログラムを見直してください。 
 または、入力機器（２線式センサなど）の漏れ電流を確認してください。 
 
 
プログラム見直しのポイント 
（１）出力の２重使用（２重出力）をしていませんか？応用命令で出力を書き換えているかチェックして 
   ください。 
（２）ＭＣＲ命令、ＪＭＰ命令などの制御命令でプログラムの流れが変わっていませんか？ 
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12.2.5 プロテクトエラーのメッセージが出たら 

 パスワード機能を使用している場合 
 

 確認手順 
プログラミングツールの［パスワード設定］のメニューでパスワードを入力し［アクセス許可］ボタンをＯＮして
ください。 
ＦＰＷＩＮ ＧＲを使って 
（１）メニュー操作で［ツール（Ｔ）］→［ＰＬＣパスワード設定（Ｐ）］を選択します。 
（２）以下のＰＬＣパスワード設定ダイアログボックスが表示されますので、［アクセス許可］の 
ボタンをＯＮし、パスワードを入力して［設定］ボタンをクリックしてください。 
 
ＰＬＣパスワード設定ダイアログボックス 
４桁パスワード ８桁パスワード 

  
 

 ご注意：パスワード設定は、ボードコントローラＢＸをオンライン接続した状態で実行できます。 
           
 
 

 マスタメモリボードを使用している場合 
マスタメモリボードを使用している場合は、プログラム編集することはできません。電源を切ってマスタメモリ
ボードを外してください。 
 
 
 
 

12.2.6 プログラムモードがＲＵＮに切り替わらなかったら 

 状 況  文法エラーまたは、運転を停止する自己診断エラーが発生しています。 
 

 確認手順 ① 
ＥＲＲ．ＬＥＤが点滅していないか確認してください。 

 参 照：ＥＲＲ．ＬＥＤが点滅している場合 
         ＜１２．２．１ ＥＲＲ．が点灯したら＞ 
 

 確認手順 ② 
ツールを使用してトータルチェックをかけて文法エラーの箇所を確認してください。 
ＦＰＷＩＮ ＧＲを使って 
メニュー操作で「デバッグ（Ｄ）」→「トータルチェック（Ｃ）」を選択します。 
トータルチェックダイアログボックスが表示されますので、「実行」ボタンをクリックしてください。 
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12.2.7 ＲＳ４８５で通信異常が起きている場合 

 状 況 ＲＳ４８５／ＲＳ４２２ １チャンネルタイプ（ＡＢＸＣＯＭ３）、 
     ＲＳ４８５ １チャンネル＋ＲＳ２３２Ｃ １チャンネルタイプ（ＡＢＸＣＯＭ４）、 

       Ｅｔｈｅｒｎｅｔ＋ＲＳ４８５ １チャンネルタイプ（ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ）、 
       ＲＳ４８５ ２チャンネルタイプ（ＡＢＸＣＯＭ６） 
       を使用しているが通信しない。 

 確認手順 ① 
伝送ケーブルが各ボードの伝送端子（＋）と（＋）、（－）と（－）に確実に接続されているか、終端局は正し
く接続されているか確認してください。 

 確認手順 ② 
伝送ケーブルが仕様範囲内であるか、確認してください。この時、同一リンク内のケーブルは複数種類使
用せず、一種類に統一してください。 
・ネットワーク両端以外のボードは終端局に設定しないでください。 

 確認手順 ③ 
リンクエリアが重複していないか確認してください。 

 確認手順 ④ 
ＲＳ４８５が下記のいずれかの場合はシステムレジスタのＣＯＭ２ポート設定において「ポート選択」が「通信
カセット」になっているか確認してください。 
１．Ｅｔｈｅｒnet＋RS４８５ １チャンネルタイプでＣＯＭ２ポートを使用している場合 
２．ＲＳ４８５ ２チャンネルタイプでＣＯＭ２ポートを使用している場合 

 確認手順 ⑤ 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ＋ＲＳ４８５ １チャンネルタイプ、ＲＳ４８５ ２チャンネルタイプのＣＯＭ２ポートの場合は、9600ｂ
ｐｓ、19200ｂｐｓ、115200ｂｐｓのいずれか通信速度に設定されているか確認してください。システムレジスタ
とボード表面のＣＯＭ２ポート通信速度設定スイッチの両方を同一の設定にしてください。 
 

 参 照：伝送ケーブルの仕様範囲内について＜５．７．１ 伝送ケーブルの選定について＞ 
           ：＜７章 通信ボード＞ 

 
 

12.2.8 ＲＳ２３２Ｃで通信異常が起きている場合 

 状 況 ＲＳ２３２Ｃ ２チャンネルタイプ（ＡＢＸＣＯＭ２）、 
     ＲＳ４８５ １チャンネル＋ＲＳ２３２Ｃ １チャンネルタイプ（ＡＢＸＣＯＭ４）、 

       Ｅｔｈｅｒｎｅｔ＋ＲＳ２３２Ｃ １チャンネルタイプ（ＡＢＸＣＯＭ５Ａ） 
       を使用しているが通信しない。 

 
 確認手順 ① 

相手機器の受信データ端子がＳＤに送信データ端子がＲＤに接続されていることを確認してください。 
ＳＧが接続されているか確認してください。 

 確認手順 ② 
リンクエリアが重複していないか確認してください。 

 確認手順 ③ 
ＲＳ２３２Ｃが下記のいずれかの場合は、システムレジスタのＣＯＭ２ポート設定において「ポート選択」が
「通信カセット」になっているか確認してください。 
1．ＲＳ２３２Ｃ ２チャンネルタイプでＣＯＭ２ポートを使用している場合 
2．ＲＳ４８５ １チャンネル＋ＲＳ２３２Ｃ １チャンネルタイプでＣＯＭ２ポートを使用している場合 
３．Ｅｔｈｅｒｎｅｔ＋ＲＳ２３２Ｃ １チャンネルタイプでＣＯＭ２ポートを使用している場合 
 

 参 照：＜７章 通信ボード＞ 
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12.2.9 ＲＳ４２２で通信異常が起きている場合 

 状 況 ＲＳ４８５／ＲＳ４２２ １チャンネルタイプ（ＡＢＸＣＯＭ３） 
     を使用しているが通信しない。 

 
 確認手順 ① 

伝送ケーブルが各ボードの伝送端子（＋）と（＋）、（－）と（－）に確実に接続されているか、終端局は正し
く接続されているか確認してください。 

 確認手順 ② 
伝送ケーブルが仕様範囲内であるか、確認してください。この時、同一リンク内のケーブルは複数種類使
用せず、一種類に統一してください。 
・ネットワーク両端以外のボードは終端局に設定しないでください。 

 確認手順 ③ 
リンクエリアが重複していないか確認してください。 
 

 参 照：伝送ケーブルの仕様範囲内について＜５．７．１ 伝送ケーブルの選定について＞ 
 
 

12.2.10 増設Ｉ／Ｏボードが動作しない場合 
 確認手順 ① 

増設Ｉ／Ｏボードの終端設定はされているか確認してください。 
複数のボードに終端設定されていないか確認してください。 
増設ケーブルが正しく接続されているか確認しください。 
増設ケーブルの接続先（ＩＮ－ＯＵＴ）が正しいか確認してください。 

 確認手順 ② 
瞬時停電等の短時間の電源切入が発生していないか確認してください。 
瞬時停電等の短時間の電源切入の発生により、増設Ｉ／Ｏボードの認識ができていない場合があります。 
再度電源の切・入を行ってください。 
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13.1 ２重出力（ダブルコイル）の使用について 
13.1.1 ２重出力（ダブルコイル）について 

 ２重出力（ダブルコイル）とは 
・２重出力とは、１つのシーケンスプログラム内に同じ出力を重複して指定している状態です。 
・２重出力と判断されるのは、ＯＴ命令、ＫＰ命令に同じ出力を指定した場合です。 
 （ＳＥＴ命令、ＲＳＴ命令、応用命令（転送命令など）で同じ出力を使っていても２重出力ではありません。） 
・２重出力でＲＵＮモードにすると通常はエラーとなります。（ＥＲＲＯＲ／ＡＬＡＲＭ ＬＥＤが点滅し、自己診 
 断フラグＲ９０００がＯＮとなります。） 
 

 ２重出力のチェック方法 
プログラムが２重出力になっているかは、プログラミングツールを使って、次の方法でチェックすることができ
ます。 
 

 ツールソフトを使って 
メニューバーの［デバッグ（Ｄ）］→［トータルチェック（Ｃ）］を選択し、［実行］をクリックします。２重出力がある
場合は、アドレスとエラー内容が表示されます。 
 

 ２重出力の許可 
・プログラムの内容によって、出力を重複して使いたい場合は、２重出力を許可することができます。 
・このような場合は、システムレジスタＮｏ．２０のチェックボックスを外してください。 
・この場合は、プログラムを実行してもエラーとなりません。 
 

13.1.2 ＯＴ、ＫＰ、ＳＥＴ、ＲＳＴ命令で重複して出力した時の処理 

 演算中の内部リレー・出力リレーの状態 
・ＯＴ命令、ＫＰ命令、ＳＥＴ命令、ＲＳＴ命令、転送命令など内部リレーや出力リレーに出力する命令を使う 
 場合、演算中はステップ毎にその内容が書き替わります。 
＜例＞ＳＥＴ、ＲＳＴ命令、ＯＴ命令を使った場合の処理（Ｘ０～Ｘ２が全てＯＮの時） 
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 演算結果の決定 
・ＯＴ命令、ＫＰ命令、ＳＥＴ、ＲＳＴ命令、転送命令などで同じ出力を重複して使用した場合、Ｉ／Ｏリフレッ 
 シュ時に得られる出力は、 終的な演算結果で決まります。 
＜例＞ＯＴ命令、ＫＰ命令、ＳＥＴ、ＲＳＴ命令で、同じ出力リレーＹ０に出力する場合 

   
 
Ｘ０～Ｘ２が全てＯＮの場合、Ｉ／Ｏリフレッシュ時にはＹ０はＯＦＦとして出力されます。 
 
・途中の演算結果を出力する必要がある時は、部分Ｉ／Ｏリフレッシュ命令（Ｆ１４３）を使用してください。 
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13.2 ＢＣＤデータの扱いについて 
13.2.1 ＢＣＤとは？ 

ＢＣＤは、２進化１０進とも言われ、１０進数を１桁ごとに区切って、２進数１桁で表現したものを言います。 
＜例＞１０進数をＢＣＤで表すと 

 
 

13.2.2 ボードコントローラＢＸ内部でのＢＣＤデータの扱い 
・デジタルスイッチのデータをボードコントローラＢＸに取り込む場合や７セグメント表示器（デコーダ付）へ

データを出力したい場合には、ＢＣＤデータで入出力を行う必要があります。 
このような場合、各々下の例のようにデータ変換命令を使用してください。 

・ＢＣＤデータをそのまま演算できるＢＣＤ算術命令（Ｆ４０～Ｆ５８）もありますが、通常、ボードコントローラＢ
Ｘ内の演算はＢＩＮで処理されますので、ＢＩＮ演算命令（Ｆ２０～Ｆ３８）を用いた方が便利です。 

 
 デジタルスイッチの入力を取り込む場合 

ＢＣＤ→ＢＩＮ変換命令Ｆ８１を使用してください。 

 
 

 ７セグメント表示器（デコーダ付）へ出力する場合 
ＢＩＮ→ＢＣＤ変換命令Ｆ８０を使用してください。 

ボード 
コントローラ 

 

 

ﾎﾞｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗＢＸに取り込まれる 
（ＢＣＤデータ） 

ｰﾗＢＸ内部で処理できる
（ＢＩＮデータ） 

データ

ﾎﾞｰﾄﾞｺﾝﾄﾛ
データ

ﾎﾞｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗＢＸ内部で処理された
データ（ＢＩＮデータ） 

ﾎﾞｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗＢＸから出力される 
データ（ＢＣＤデータ） 
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ボード 
コントローラ 
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13.3 インデックスレジスタの使い方 
13.3.1 インデックスレジスタのはたらき 

 インデックスレジスタとは？ 
・インデックスレジスタには、他のレジスタと同様に１６ビットのデータの読み書きができるＩ０～ＩＤの１４点が 
 あります。 
・インデックスレジスタは、メモリエリアの番号を間接的に指定する場合に使用します。（インデックス修飾と 
 いいます。） 
＜例＞データレジスタＤＴ１００の内容をインデックスレジスタの内容で指定される番号に転送する場合 

      
この例の場合、転送先にデータレジスタの番号がＩ０の内容によってＤＴ０を基準として変わります。例えばＩ
０の内容がＫ１０の時は転送先はＤＴ１０に、Ｋ２０の時は転送先はＤＴ２０となります。 
 
・インデックスレジスタは、このように１つの命令でも複数のメモリエリアを指定することができますので、たく 
 さんのデータを扱う時に非常に便利なレジスタです。 
 

13.3.2 インデックスレジスタで修飾できるもの 
・インデックスレジスタではデータレジスタＤＴに限らず他の種類のメモリエリアも修飾することができます。  
 ＜例＞Ｉ０ＷＸ０、Ｉ０ＷＹ１、Ｉ０ＷＲ０、Ｉ０ＳＶ０、Ｉ０ＥＶ２、Ｉ０ＤＴ１００ 
・定数を修飾することもできます。 
 ＜例＞Ｉ０Ｋ１０、Ｉ０Ｈ１００１ 
・インデックスレジスタ同士の修飾はできません。 
 ＜例＞Ｉ０Ｉ０、Ｉ０Ｉ１ 
・３２ビットを扱う命令で使用する時は、Ｉ０で指定します。この時はＩ０とＩ１を合わせて、３２ビットデータとして 
 扱います。 

   
 

13.3.3 インデックスレジスタの使用例 

 外部データを連続的に読み込む場合 
＜例＞入力ＷＸ３の内容をデータレジスタＤＴ０から順番に書き込んでいく場合 

       
①Ｒ０がＯＮの時、インデックスレジスタＩ０に０をセットします。 
②Ｒ１がＯＮになると、入力ＷＸ３の内容をＩ０ＤＴ０で指定されたデータレジスタに転送します。 
③Ｉ０に１をプラスします。 
この場合、Ｉ０の内容が順番に変わりますので、データレジスタの書き込み先は次のようになります。  

Ｒ１の入力 Ｉ０の内容 データの書き込み先 
１回目 
２回目 
３回目 

： 

０ 
１ 
２ 
： 

ＤＴ０ 
ＤＴ１ 
ＤＴ２ 

： 
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 入力で指定した番号に応じてデータを入出力する場合 
＜例１＞デジスイッチで指定した番号のタイマを設定する場合 

ボードコントローラＢＸ 

 

①タイマ番号データＷＸ１をＢＣＤデータからＢＩＮデータに変換し、インデックスレジスタＩ０にセットします。 
②タイマ設定値データＷＸ０をＢＣＤデータからＢＩＮデータに変換し、Ｉ０の内容で指定されたタイマ設定値
エリアＳＶに格納します。 
 
 
＜例２＞デジスイッチで指定した番号のタイマの経過値を外部出力として取り出す場合 

 

ボードコントローラＢＸ 

 
①タイマ番号データＷＸ１をＢＣＤデータからＢＩＮデータに変換し、インデックスレジスタＩ０にセットします。 
②Ｉ０の内容で指定されたタイマ経過値データＥＶの内容をＢＣＤデータに変換し、出力ＷＹ０へ出力しま
す。 
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13.4 演算エラーについて 
13.4.1 演算エラーとは？ 

 演算エラーとは？ 
・応用命令を使った演算を実行した時、演算不可能な状態になることをいいます。 
・演算エラーが発生した場合、本体のＥＲＲＯＲ／ＡＬＡＲＭ ＬＥＤが点滅し、演算エラーフラグ（Ｒ９００７、 
 Ｒ９００８）がＯＮとなります。 
・特殊データレジスタＤＴ９００００には演算エラーコードＥ４５が格納されます。 
・特殊データレジスタＤＴ９００１７、ＤＴ９００１８にはエラーが発生したアドレスが格納されます。 
 

 演算エラーの種類 
１．アドレスエラー 
  インデックス修飾使用時にメモリのアドレス（番号）の指定が使える領域を越えた場合 
２．ＢＣＤエラー 
  ＢＣＤデータを扱う命令で、ＢＣＤ以外のデータを演算しようとした場合。ＢＣＤ変換しようとするデータが 
  変換できる範囲を越えている場合。 
３．パラメータエラー 
  制御データを指定する必要がある命令で指定データが範囲外の場合 
４．領域越えエラー 
  ブロック命令で操作する対象がメモリ範囲を越えた場合 
 

13.4.2 演算エラー発生時の運転モード 
・演算エラーが発生すると、通常の場合、運転が停止します。 
・演算エラーが発生しても、運転を継続したい場合にはシステムレジスタＮｏ．２６の内容を“運転”に変更 
 してください。 
 
ツールソフトを使い場合 
１．コントロールボードを「ＰＲＯＧ．」モードにしてください。 
２．メニューバーの［オプション（Ｏ）］の［ＰＬＣシステムレジスタ設定］を選択してください。 
３．“ＰＬＣシステムレジスタ設定”のメニューで「異常時運転」画面を選ぶと、システムレジスタのＮｏ．２０～  
  Ｎｏ．２６が表示されます。 
４．Ｎｏ．２６のチェックボックスをはずして“運転”に変更してください。 
５．“ＯＫ”を実行し、ボードコントローラへ書込を行ってください。 
 

13.4.3 演算エラーが発生した場合の対処 
＜手順＞ 
１．エラー発生箇所のチェック 
  ＤＴ９００１７、ＤＴ９００１８に格納されたエラー発生アドレスを参照して、そのアドレスの応用命令を見直 
  してください。 
２．エラー状態の解除 
  プログラミングツールの操作でエラーを解除してください。 
  ・メニューバーの［オンライン（Ｌ）］→［ステータス表示（Ｔ）］を選択します。メニューで、“エラークリア”を 
  実行してください。 
 
・ＰＲＯＧ．モードで電源を入れ直してもエラーをクリアできます。ただし、保持型データ以外の演算メモリの 
 内容がクリアされます。 
・自己診断エラーセット命令（Ｆ１４８）によって、エラーをクリアすることもできます。 
・モード切替スイッチが［ＲＵＮ］になっていると、エラー解除と同時にＲＵＮ状態となります。したがって、エ 
 ラーの原因が取り除かれていない場合は、エラーのクリアができていないように見えることがあります。 
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13.4.4 プログラム見直しのポイント 
１．インデックスレジスタに大きな値や負の値が入っていませんか。 
  ＜例＞インデックスレジスタでデータレジスタを修飾している時 

      
 

この場合、インデックスレジスタでＤＴ０を修飾していますがＩ０の値が大きすぎると、指定できるデータレ
ジスタの範囲を越えてしまいます。データレジスタはＤＴ３２７６４までしかありませんからＩ０の内容が３２７
６４を越えると演算エラーとなります。Ｉ０の内容が負の値になった時も同様です。 
 

２．ＢＣＤ↔ＢＩＮ間のデータ変換で変換できないデータが入っていませんか。 
  ＜例＞ＢＣＤ→ＢＩＮに変換しようとした時 

      
 

この場合、ＤＴ０の内容が１６進数で「１２Ａ４」のようにＡ～Ｆを含んでいた場合、データ変換できず、演算
エラーとなります。 
＜例＞ＢＩＮ→ＢＣＤに変換しようとした時 

      
 
この場合、ＤＴ１の内容が負の値やＫ９９９９を越える大きな値になっていると演算エラーとなります。 
 

３．除算命令で割る数が「０」になっていませんか。 
＜例＞ 

      
 

この場合、ＤＴ１００の内容が「０」であれば演算エラーとなります。 
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13.5 立ち上がり検出方式の命令 
13.5.1 立ち上がり検出方式の命令 

 立ち上がり検出を行う命令 
①ＤＦ（立ち上がり微分） 
②ＣＴ（カウンタ）のカウント入力 
③Ｆ１１８（アップダウンカウンタ）のカウント入力 
④ＳＲ（シフトレジスタ）のシフト入力 
⑤Ｆ１１９（左右シフトレジスタ）のシフト入力 
⑥ＮＳＴＰ（ネクストステップ） 
⑦微分実行型応用命令（Ｐ１３） 
 

 立ち上がり検出方式とは 
・立ち上がり検出方式の命令は、実行条件がＯＦＦからＯＮに変化した１スキャンのみ実行される命令で 
 す。 
①通常の入力検出 

 
 
②立ち上がり検出 

 
 

 立ち上がり検出の方法 
前回実行されたときの実行条件と今回の実行条件を比較して、前回がＯＦＦで今回がＯＮの時のみ命令を
実行します。それ以外の場合は、命令を実行しません。 
 

 立ち上がり検出を行う命令を使用する時のご注意 
・電源立ち上げ時などＲＵＮ開始時には、実行条件のＯＦＦ→ＯＮへの変化が検出されませんので、命令 
 の実行は次頁のようになります。 
・下記の①～⑥のように、命令を実行する順序を変える命令を合わせて使用する場合、入力のタイミングに 
 より、命令の動作が変わりますのでご注意ください。 
 
＜立ち上がり検出を行う命令を使用する場合に注意が必要な命令＞ 
①ＭＣ～ＭＣＥ命令 
②ＪＰ～ＬＢＬ命令 
③ＬＯＯＰ～ＬＢＬ命令 
④ＣＮＤＥ命令 
⑤ステップラダー命令 
⑥サブルーチン命令 
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13.5.2 運転開始時の動作と注意点 

 ＲＵＮ後第１スキャンの動作 
・立ち上がり検出を行う命令は、ＲＵＮモードに切り替えた時やＲＵＮモード状態で電源を立ち上げた時 
 に、すでに実行条件がＯＮになっていても、命令は実行されません。 

 
 
・ＲＵＮモードに切り替える前にすでにＯＮになっている実行条件で命令を実行したい場合は、Ｒ９０１４（イ 
 ニシャルパルスリレーＯＦＦ）を用いて、下記のようなプログラムを組んでください。（Ｒ９０１４は、第１スキャ 
 ン時ＯＦＦ、第２スキャン以降にＯＮになる特殊内部リレーです。） 
 
＜例１＞立ち上がり微分命令ＤＦの場合 

 
 
＜例２＞カウンタ命令ＣＴの場合 
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13.5.3 制御命令を使用している場合の注意点 
・立ち上がり検出を行う命令が、制御命令の中にある場合は、前回制御命令の実行条件が解除された時 
 の立ち上がり検出を行う命令の状態がＯＦＦであり、今回、制御命令の実行条件がＯＮになった時の立ち 
 上がり検出を行う命令の状態がＯＮの場合にのみ実行します。 
・従って、ＭＣ・ＭＣＥ、ＪＰ・ＬＢＬなど命令を実行する順序を変える命令と合わせて、立ち上がり検出を行う 
 命令を使用する場合は、入力のタイミングにより、命令の動作が下記のように変わりますのでご注意くださ 
 い。 
 
＜例１＞ＭＣ～ＭＣＥ間に微分命令ＤＦを使用した場合 

 
 
＜例２＞ＪＰ～ＬＢＬ間にカウンタ命令を使用した場合 
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13.6 プログラム記述上のご注意 
 正しく実行されないプログラム 

下記のようなプログラムは正しく実行されませんので、記述しないでください。 
＜例１＞ 

 

・Ｘ１が先にＯＮしていると、Ｘ０をＯＮしてもＹ０はＯＮしません。 
 
＜例２＞ 

 
・Ｘ０のＯＮ／ＯＦＦに関係なく、Ｘ１をＯＮするとＴＭＸ５が働いてしまう。 
 
＜例３＞ 

 

・Ｘ２を先にＯＮしていると、Ｘ０をＯＮしてもＹ１はＯＮしません。 
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微分命令やタイマ命令の実行条件を、複数の接点を組み合わせて設定する場合は、アンドスタック命令や
リードスタック命令、ポップスタック命令を使わないでください。 
 

 プログラム書き換え例 
上記のプログラムを正しく書き換えた例です。 
＜例１を書き換えたプログラム＞ 

  
＜例２を書き換えたプログラム＞ 

  
＜例３を書き換えたプログラム＞ 

 

13-14 



13.7 ＲＵＮ中書き替え機能 
13.7.1 ＲＵＮ中書き替えの動作 

 ＲＵＮ中書き替えのしくみ 
ＲＵＮモード中でもプログラムの書き替えができます。ＲＵＮ中にプログラムを書き替えようとすると、ツール
サービスの時間を一時的に延長し、プログラム書き替えを行い、モードを切り替えることなく、運転に戻りま
す。 
従って、ＲＵＮ中書き替え時の１スキャンは、スキャンタイムが数ｍｓから数１００ｍｓ程度、スキャンタイムが伸
びます。 
 

 書き替え中のコントローラの動作 
１．外部出力（Ｙ）は保持されます。 
２．外部入力（Ｘ）は無視されます。 
３．タイマ（Ｔ）は、時計を停止します。 
４．微分命令（ＤＦ）、カウンタ（Ｃ）、左右シフトレジスタの入力の立ち上がり／立ち下がりの変化は無視され 
  ます。 
５．割り込み機能は、停止します。 
６．内部クロックリレー（特殊内部リレー）も停止します。 
７．パルス出力は、その間停止します。 
 

 タイマ・カウンタ命令の設定値 
すべてのタイマカウンタ命令のＫ定数で指定した設定値は、すべて対応する番号の設定値エリアＳＶへプ
リセットされます。（経過値エリアＥＶの値は変化しません。） 
 

 ＲＵＮ中書き替え完了フラグの働き 
ＲＵＮ中書き替え完了フラグ（Ｒ９０３４）はＲＵＮ中書き替えが完了した、 初の１スキャンのみＯＮする特殊
内部リレーで、プログラム変更後のイニシャルパスリレーの代わりとして使用できます。 
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13.7.2 ＲＵＮ中書き替えができない場合 

 タイムアウトが表示される場合 
タイムアウト表示が出てもボードコントローラＢＸは書き替わっている可能性が高いです。下記の操作を実
施してください。 

 
 
１．画素編集時 
 編集中のラダーが残っていますので、オフラインにして、ツール上でプログラム変換を完了させ、その 
 後オンラインにして照合してください。 
２．ニモニックノンラダーまたは、ニモニック編集時 
 編集中のラダーは消えます。 
 オフラインにして、再度編集操作を実施し、その後オンラインにして照合してください。 
 

 当社製ＧＴシリーズ表示器のスルーモードを使用して、タイムアウトが出る場合 
ＧＴＷＩＮを使用して、表示器のタイムアウト時間を延ばしてください。 
（初期値は５秒になっています。） 
 

 

メニューバーの「ファイル」から「転送」を選択すると
データ転送画面が開きます。 
データ転送画面から「通信条件」を選択すると、通
信設定画面が開きます。 
「タイムアウト」の項目に秒数が表示されていますの
で、数値を変更します。 
「OK」ボタンをクリックすると、設定の変更は完了し
ます。 
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 ＲＵＮ中書き替えができない場合 
１．書き替えた結果が文法エラーとなる場合は、書き替えできません。 

 
【具体例】 
以下のペア命令が不成立となるような書き替えをする場合 
１．ステップラダー命令（ＳＳＴＰ／ＳＴＰＥ） 
２．サブルーチン命令（ＳＵＢ／ＲＥＴ） 
３．割り込み命令（ＩＮＴ／ＩＲＥＴ） 
４．ＪＰ／ＬＢＬ 
５．ＬＯＯＰ／ＬＢＬ 
６．ＭＣ／ＭＣＥ 
 
その他の文法エラーの場合も同様に書き替えはできません。 

 
２．強制入出力動作中は、ＲＵＮ中書き替えできません。 

 

 割り込み処理の制限事項 
割り込み／高速カウンタ／パルス出力／ＰＷＭ出力の各機能を使用している場合、ＲＵＮ中書き替えは、
行わないでください。 
ＲＵＮ中書き替えを実行した場合、下記のように動作しますのでご注意ください。 
 
１．割り込みプログラムは禁止状態になります。 
  再度ＩＣＴＬ命令で許可してください。 
  ＜例＞Ｒ９０３４（ＲＵＮ中書き替え完了フラグ）を利用する場合 

   

 
２．高速カウンタは継続してカウントします。 
  一致ＯＮ／ＯＦＦ命令（Ｆ１６６／Ｆ１６７）は継続します。 
  Ｆ１６６／Ｆ１６７命令起動中の一致割込プログラムは禁止状態になります。 
 
 
３．パルス出力／ＰＷＭ出力は停止状態になります。 
 

状態 命令番号 名称 
継続 Ｆ１７１（ＳＰＤＨ） パルス出力（チャンネル指定付）（原点復帰） 
停止 Ｆ１７２（ＰＬＳＨ） パルス出力（チャンネル指定付）（ＪＯＧ運転） 
停止 Ｆ１７３（ＰＬＳＨ） ＰＷＭ出力（チャンネル指定付） 
継続 Ｆ１７４（ＳＰ０Ｈ） パルス出力（チャンネル指定付）（任意データテーブル制御運転） 
継続 Ｆ１７５（ＳＰＳＨ） パルス出力（直線補間） 
停止 Ｆ１７６（ＳＰＣＨ） パルス出力（円弧補間） 

 
 
 
４．定時サンプリングトレースは停止しません。 
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13.7.3 ＲＵＮ中書き替えの方法と動作 

項目 ＦＰＷＩＮ ＧＲ ＦＰＷＩＮ ＧＲ 
画素入力モード ニモニック入力モード 

書き替え方法 

大１２８ステップ。 
変更は、ブロック単位で行います。 
オンラインで、ＰＧ変換実行時にプロ
グラムが書き替わります。  

   

１ステップずつ書き替える方法です。 
変更と同時に書き込まれるため、特に注意が必要です。 

ＯＴ／ＫＰ 
ブロックａで記述されていた命令が
ブロックｂで削除された場合は、書き
替え前の状態を保持します。 

ブロックａで記述されていた命令がブロックｂで削除された
場合は、書き替え前の状態を保持します。 
ＯＮしているＹ接点はＯＮした状態のまま保持されます。Ｒ
ＵＮ中でＯＦＦするには強制出力にてＯＦＦしてください。 

ＴＭ／ＣＴ 

・ ブロックａで記述されていた命令が
ブロックｂで削除された場合は、書
き替え前の状態を保持します。 

・ ＴＭ／ＣＴ命令のＫ定数で指定し
た設定値は、プログラム中すべて
の対応する番号のＳＶへプリセット
されます。（経過値ＥＶは変化しま
せん） 

・ ブロックａで記述されていた命令がブロックｂで削除された
場合は、書き替え前の状態を保持します。 

・ ＴＭ・ＣＴ命令のＫ定数で指定した設定値は、プログラム
中すべての対応する番号のＳＶへプリセットされます。（経
過値ＥＶは変化しません） 

Ｆｕｎ 
応用命令 

ブロックａで記述されていた命令が
ブロックｂで削除された場合は、書き
替え前の状態を保持します。 

・削除された場合、出力先のメモリエリアは、保持されます。

ＭＣ／ 
ＭＣＥ 

・ ＭＣ／ＭＣＥ命令を書き込む場合
は、ＭＣ／ＭＣＥ命令を必ずペア
で書き込んでください。 

１命令単位のＲＵＮ中の書き込み／削除はできません。 
ＦＰＷＩＮ ＧＲの画素入力モードで行ってください。 

ＣＡＬＬ／ 
ＳＵＢ／ 
ＲＥＴ 

サブルーチンプログラムはＳＵＢｎ／
ＲＥＴ命令間のプログラムです。 
必ずＥＤ命令より後のアドレスに記
述してください。 

ＲＥＴ→ＳＵＢ→ＣＡＬＬの順に書き込みしてください。 
ＣＡＬＬ→ＳＵＢ→ＲＥＴの順に削除してください。 

ＩＮＴ／ 
ＩＲＥＴ 

割り込みプログラムはＩＮＴｎ／ＩＲＥＴ
命令間のプログラムです。 
必ずＥＤ命令より後のアドレスに記
述してください。 

ＩＲＥＴ→ＩＮＴの順に書き込みしてください。 
ＩＮＴ→ＩＲＥＴの順に削除してください。 

ＳＳＴＰ／ 
ＳＴＰＥ 

同じ番号の工程を二重定義する事
はできません。 
ＳＳＴＰ命令は副プログラム中には記
述できません。 

ステップラダー領域のないプログラムに対しては１命令単
位の書き込み／削除はできません。 
ＦＰＷＩＮ ＧＲの画素入力編集で両命令同時に書き込み
／削除をしてください。 
ステップラダー領域のあるプログラムに対しては、ＳＳＴＰ命
令のみ１命令単位の書き込み／削除が可能です。 

各
命
令
固
有
の
動
作 

ＪＰ／ 
ＬＯＯＰ／
ＬＢＬ 

ループ回数を設定する命令は必ず 
ＬＢＬ～ＬＯＯＰよりも前に書き込んで
ください。 

ＪＰ→ＬＢＬまたはＬＯＯＰ→ＬＢＬの順に書き込みしてくださ
い。 
ＬＢＬ→ＪＰまたはＬＢＬ→ＬＯＯＰの順に削除してください。 
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13.8 強制入出力時の処理 
13.8.1 ＲＵＮ中に強制入出力を行った場合の処理 

 

ボードコントローラＢＸ 

 
１．外部入力（Ｘ）の処理 
・強制入出力で指定している接点については上記動作フローＢ部で入力機器からの入力状態に関わ 
 らず、強制ＯＮ／ＯＦＦの操作が優先されます。この時入力表示ＬＥＤは点灯しませんが、演算メモリの入 
 力Ｘのエリアが書き替わります。 
・指定していない接点については、入力機器からの入力状態によりＯＮ／ＯＦＦ状態が読み込まれます。 
 
２．外部出力（Ｙ）の処理 
・強制入出力で指定している接点については上記動作フローＡ部で演算結果に関わらず強制ＯＮ／ＯＦＦ 
 が優先されます。この時強制的に演算用メモリの出力Ｙのエリアが書き替わります。外部出力は上図の入 
 出力リフレッシュのタイミングで行われます。 
・指定していない接点については、演算結果によりＯＮ／ＯＦＦ状態が決まります。 
 
３．タイマ（Ｔ）・カウンタ（Ｃ）の処理 
・強制出力で指定している接点についてはタイマ・カウンタの入力条件にかかわらず、強制ＯＮ／ＯＦＦの 
 操作が優先されます。この時、演算用メモリのタイマ（Ｔ）・カウンタ（Ｃ）の接点が書き替わります。また、制 
 御中は時計計数は行われません。 
・指定していない接点については、演算結果の内容によりＯＮ／ＯＦＦ状態が決まります。 
 

 演算中の動作 
ボードコントローラＢＸでは 
ＯＴ命令、ＫＰ命令で指定された内部リレーＲや出力Ｙは、演算結果によって書き替わります。ただし、周辺
サービスの直前（上記Ｃ）で再度ＲやＹをセット／リセットしますので、ツールでのモニタ値や外部への出力
は指定された値で強制されます。 
 
 

   13-19 



 
 
 

13-20 



１４章 
仕様一覧 
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14.1 仕様一覧 
14.1.1 一般仕様 

項目 仕様 
使用周囲温度 ０～＋５５ºＣ 
保存周囲温度 －４０～＋７０ºＣ 
使用周囲湿度 １０～９５％ＲＨ （ａｔ２５℃ 結露なきこと） 注５） 
保存周囲湿度 １０～９５％ＲＨ （ａｔ２５℃ 結露なきこと） 注５） 

入力・出力端子一括⇔ＤＣ電源・機能アース端子一括 
入力端子⇔出力端子 注４） 

ＤＣ電源端子⇔機能アース端子 

拡張ﾎﾞｰﾄﾞ入出力端子⇔ＤＣ電源・入力・出力・機能アース端子一括 注３） 
温度入力ﾎﾞｰﾄﾞ 入力端子（ﾁｬﾝﾈﾙ 0）⇔入力端子（ﾁｬﾝﾈﾙ 1） 

500V AC 
１分間 注２） 

ﾘﾚｰ出力ﾎﾞｰﾄﾞ 出力端子（ｺﾓﾝ 0）⇔出力端子（ｺﾓﾝ 1） 

耐電圧  注１） 

ﾘﾚｰ出力ﾎﾞｰﾄﾞ 出力端子一括⇔ＤＣ電源・入力・出力・機能ｱｰｽ端子一括 
1500V AC 
１分間 注２） 

入力・出力端子一括⇔ＤＣ電源・機能アース端子一括 

入力端子⇔出力端子 注４） 

ＤＣ電源端子⇔機能アース端子 

拡張ﾎﾞｰﾄﾞ入出力端子⇔ＤＣ電源・入力・出力・機能アース端子一括 注３） 
温度入力ﾎﾞｰﾄﾞ 入力端子（ﾁｬﾝﾈﾙ 0）⇔入力端子（ﾁｬﾝﾈﾙ 1） 

絶縁抵抗 注１） 

ﾘﾚｰ出力ﾎﾞｰﾄﾞ 出力端子（ｺﾓﾝ 0）⇔出力端子（ｺﾓﾝ 1） 

１００ＭΩ 以上

（５００Ｖ ＤＣ 
絶縁抵抗計 
にて） 

耐振動 
５～９Ｈｚ 片振幅３．５ｍｍ  
９～１５０Ｈｚ 定加速度９．８ｍ／ｓ２ １掃引／１分間 
Ｘ、Ｙ、Ｚ各方向１０分間 

耐衝撃 １４７ｍ／ｓ２以上 Ｘ、Ｙ、Ｚ各方向４回 
耐ノイズ性 １０００Ｖ ［ｐ－ｐ］パルス幅５０ｎｓ、１μｓ（ノイズシミュレータ法による） 
使用雰囲気 腐食性ガスがないこと。塵埃がひどくないこと。 注５） 

注１）ツールポート、ＵＳＢポート、アナログ入力ボード、通信ボード（ＲＳ２３２Ｃ部）は内部デジタル回路部とは非絶縁で
す。 

注２）カットオフ電流：１０ｍＡ。但し、保護用コンデンサは除く。（出荷時初期値） 
注３）アナログ入力ボード、通信ボード（ＲＳ２３２Ｃ部、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ部）と電源コネクタ間は除く。 
注４）パルス入出力ボードの入力コネクタ⇔出力コネクタ間は除く。 
注５）本ボードコントローラは耐湿コーティングを行っておりません。 
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 電源仕様 
ＤＣ電源 

ボードの種類 項目 仕様 
定格電圧 ２４ＶＤＣ 
電圧変動範囲 ２１．６～２６．４ＶＤＣ 
突入電流 ２０Ａ以下（ａｔ２５℃） 
許容瞬時停電時間 ７ｍｓ（２４Ｖ ＤＣ使用時）注１） 
内蔵電源部 保証寿命 ２０，０００時間（ａｔ５５℃） 
ヒューズ 内蔵（取替不可） 

コントロールボード Ｃ３２Ｔ 

絶縁方式 非絶縁 
定格電圧 ２４ＶＤＣ 
電圧変動範囲 ２１．６～２６．４ＶＤＣ 
突入電流 ２０Ａ以下（ａｔ２５℃） 
許容瞬時停電時間 ７ｍｓ（２４Ｖ ＤＣ使用時）注１） 
内蔵電源部 保証寿命 ２０，０００時間（ａｔ５５℃） 
ヒューズ 内蔵（取替不可） 

増設Ｉ／Ｏボード Ｅ４０Ｔ 

絶縁方式 非絶縁 
注１）アナログ出力ボードを使用される場合は、許容瞬時停電時間は５ｍｓ（２４Ｖ ＤＣ使用時）となります。 
 
 質量 

ボード 品番 質量 ボード 品番 質量 
コントロールボード ＡＢＸＣ３２Ｔ 約１５０ｇ ＣＯＭ２ ＡＢＸＣＯＭ２ 
増設Ｉ／Ｏボード ＡＢＸＥ４０Ｔ 約１５０ｇ ＣＯＭ３ ＡＢＸＣＯＭ３ 
   ＣＯＭ４ ＡＢＸＣＯＭ４ 
   ＣＯＭ５Ａ ＡＢＸＣＯＭ５Ａ 
   ＣＯＭ５Ｂ ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ 
   

通信ボード 

ＣＯＭ６ ＡＢＸＣＯＭ６ 
アナログ入力ボード ＡＢＸＡＤ０２ 
アナログ出力ボード ＡＢＸＤＡ０２    
温度入力ボード ＡＢＸＡＤ２Ｍ 

   入力ボード ＡＢＸＩＮ０８ 
   出力ボード ＡＢＸＴＲ０８ 
   パルス入出力ボード ＡＢＸＰＬＳ１ 

リレー出力ボード ＡＢＸＲＹ０４ 
リレー出力ボード 
（高容量タイプ） 

ＡＢＸＲＹ０２ 
 

マスタメモリボード ＡＢＸＭＲＴＣ 
  

シリアルデータボード ＡＢＸＳＤ０１ 

約３０ｇ

      
注）ボード単体の重量です。包装は含んでおりません。 
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 ボード消費電流一覧 
消費電流 

ボードの種類 品番 
２４Ｖ ＤＣ 

コントロールボード ＡＢＸＣ３２Ｔ ２００ｍＡ以下 
増設Ｉ／Ｏボード ＡＢＸＥ４０Ｔ １５０ｍＡ以下 

 
コントロールボード電源 

消費電流 ボードの種類 品番 
２４Ｖ ＤＣ 

ＡＢＸＣＯＭ２ 
ＡＢＸＣＯＭ３ 
ＡＢＸＣＯＭ４ 

１５ｍＡ以下 

ＡＢＸＣＯＭ５Ａ ７５ｍＡ以下 
ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ ８０ｍＡ以下 

通信ボード注１） 

ＡＢＸＣＯＭ６ ３５ｍＡ以下 
アナログ入力ボード ＡＢＸＡＤ０２ １５ｍＡ以下 
アナログ出力ボード ＡＢＸＤＡ０２ ９０ｍＡ以下 
温度入力ボード ＡＢＸＡＤ２Ｍ ４０ｍＡ以下 
入力ボード ＡＢＸＩＮ０８ １０ｍＡ以下 
出力ボード ＡＢＸＴＲ０８ １０ｍＡ以下 
パルス入出力ボード ＡＢＸＰＬＳ１ ２０ｍＡ以下 
リレー出力ボード ＡＢＸＲＹ０４ ６０ｍＡ以下 
リレー出力ボード 
（高容量タイプ） 

ＡＢＸＲＹ０２ 
 

６０ｍＡ以下 
 

マスタメモリボード ＡＢＸＭＲＴＣ １０ｍＡ以下 

機能 
ボード 
注１） 

シリアルデータボード ＡＢＸＳＤ０１ ３０ｍＡ以下 

表示器 ＧＴ０１注１）注 2） 
ＡＩＧＴ００３０Ｂ１ 
ＡＩＧＴ００３０Ｈ１ 
（ﾂｰﾙﾎﾟｰﾄ直結時） 

７５ｍＡ以下 

注１）本消費電流は、コントロールボードの消費電流の増加分を示します（下記計算例参照）。 
注２）ＧＴ０１は当社製 プログラマブル表示器です。ＲＳ２３２Ｃツールポートに直結が可能です。 

 
【計算例】 （Ｃ３２Ｔコントロールボードに機能ボードＩＮ０８とＴＲ０８を取り付けた場合：２４Ｖ ＤＣ） 

Ｃ３２Ｔ ＋ ＩＮ０８ ＋ ＴＲ０８   
２００ｍＡ  １０ｍＡ  １０ｍＡ   
     

合計２２０ｍＡ以下（２４Ｖ ＤＣ）   
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14.1.2 性能仕様 
仕様 

項目 
Ｃ３２Ｔ 

Ｃ３２Ｔ 
コントロールボード 

３２点 
（ＤＣ入力１６点、Ｔｒ出力１６点） 制御  

Ｉ／Ｏ 
点数 Ｅ４０Ｔ 増設Ｉ／Ｏボード 

＋機能ボード 使用時 大 ２０８点（Ｃ３２Ｔコントロールボード＋Ｅ４０Ｔ増設Ｉ／Ｏボード４枚＋機能ボード２枚） 

プログラム方式／制御方式 リレーシンボル／サイクリック演算方式 

プログラムメモリ フラッシュＲＯＭ内蔵 （バックアップ電池不要） 

プログラム容量 ３２ｋステップ 

基本命令 １１１種類 
命令語数 

応用命令 ２１６種類 

演算処理速度 基本命令０．３２μｓ～／ステップ 

Ｉ／Ｏリフレッシュ＋ベース時間 ベース時間０．１７ｍｓ 

（Ｅ４０Ｔ増設Ｉ／Ｏボード使用時：０．４７ｍｓ×ボード数） 

外部入力（Ｘ） 注１） １７６０点 （Ｘ０～Ｘ１０９Ｆ） 

外部出力（Ｙ） 注１） １７６０点 （Ｙ０～Ｙ１０９Ｆ） 

内部リレー（Ｒ） ４０９６点（Ｒ０～Ｒ２５５Ｆ） 

特殊内部リレー（Ｒ） １９２点 

タイマ・カウンタ 
（Ｔ／Ｃ） 

１０２４点注２）（初期設定時 タイマ１００８点：Ｔ０～Ｔ１００７、カウンタ１６点：Ｃ１００８～Ｃ１０２３） 
タイマ（１ｍｓ、 １０ｍｓ、 １００ｍｓ、 １ｓ単位）×３２７６７まで計数可能 
カウンタ１～３２７６７まで計数可能 

リ
レ
ー 

リンクリレー（Ｌ） ２０４８点 （Ｌ０～Ｌ１２７Ｆ） 
データレジスタ（ＤＴ） ３２７６５ワード（ＤＴ０～ＤＴ３２７６４） 

特殊データレジスタ（ＤＴ） ３７４ワード 

リンクデータレジスタ（ＬＤ） ２５６ワード （ＬＤ０～ＬＤ２５５） 

ファイルレジスタ 無し 

演
算
用
メ
モ
リ 

メ
モ
リ
エ
リ
ア 

インデックスレジスタ（Ｉ） １４ワード（Ｉ０～ＩＤ） 

微分点数 プログラム容量分 

マスタコントロールリレー点数 
（ＭＣＲ） ２５６点 

ラベル数（ＪＰ＋ＬＯＯＰ） ２５６点 

ステップラダ－数 １０００工程 

サブルーチン数 ５００サブルーチン 

割り込みプログラム数 入力１４プログラム、定時１プログラム 

サンプリングトレース あり  命令または一定時間毎のサンプリング 

１６ビット＋３ワード／サンプル １０００サンプル 

コメント格納 可（３２８ｋバイト）（バックアップ電池不要） 

ＰＣ（ＰＬＣ）間リンク機能 大１６台、リンクリレー１０２４点、リンクレジスタ１２８ワード 

（データ転送、リモートプログラミングはできません） 

コンスタントスキャン 可 

パスワード 可 （４桁、８桁） 

プログラムアップロード禁止 可 

自己診断機能 ウォッチドッグタイマ、プログラムの文法チェックなど 

ＲＵＮ中書き換え 可 

ボリューム入力 小ボリューム抵抗５ｋΩ 

分解能１０ビット（Ｋ０～Ｋ１０００）精度 ±１．０％ＦＳ＋外部抵抗精度 

電圧入力 絶対 大入力電圧１０Ｖ ：分解能１０ビット（Ｋ０～Ｋ１０００） 

入力精度範囲 ０．１～９．９Ｖ：精度 ±２．５％Ｆ.Ｓ. （Ｆ.Ｓ.＝１０Ｖ） 

ｱﾅﾛｸﾞ入力 注９)注１０）
 

（４点 切替スイッチ

にてそれぞれ右記入

力へ切替可能） 

サーミスタ入力 入力可能サーミスタ抵抗（外部サーミスタ 小抵抗値＋外部抵抗＞２ｋΩ） 

分解能１０ビット（Ｋ０～Ｋ１０００）：精度 ±１．０％Ｆ.Ｓ.＋外部ｻｰﾐｽﾀ精度 

基板側コネクタ 
（株）日本圧着端子製

造製 

Ｂ０４Ｂ－ＸＡＳＫ－１（ＬＦ）

（ＳＮ） 

ディップスイッチ入力 ８点（Ｘ１０～Ｘ１７） 
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項目 仕様 

Ｃ３２Ｔコントロールボード 
本体入力 

単相８ｃｈまたは２相４ｃｈ 
単相８ｃｈ時（各１０ｋＨｚ）、２相４ｃｈ時（各５ｋＨｚ） 

高速カウンタ 
 注３）注４） パルス入出力 

ボード装着 

単相４ｃｈ（２相２ｃｈ） ２枚装着時 
単相２ｃｈ時（各８０ｋＨｚ）、２相１ｃｈ時（各３０ｋＨｚ） 
単相４ｃｈ時（各５０ｋＨｚ）、２相２ｃｈ時（各２５ｋＨｚ） 

Ｃ３２Ｔコントロールボード 
本体出力 なし 

パルス出力 
／ＰＷＭ出力 
 注４） パルス入出力 

ボード装着 

パルス出力： 
１ｃｈ時（１００ｋＨｚ） 
２ｃｈ時（各８０ｋＨｚ） ２枚装着時 
ＰＷＭ出力： 
１．５Ｈｚ～４１．７ｋＨｚ 
１０００分解能（１２．５ｋＨｚ以下） 
１００分解能（１２．５ｋＨｚ超え） 

パルスキャッチ入力 
／割り込み入力 

１４点  

（本体入力８点：Ｘ０～Ｘ７、 

パルス入出力ボード３点×２） 
定時割り込み ０．５ｍｓ～３０ｓ 

リアルタイムクロック 年（西暦下２桁）・月・日・時（２４時間表示）・分・秒・曜日 

（ＡＢＸＭＲＴＣ装着時、かつ補修部品の電池装着時のみ使用可）注５） 

Ｆ１２、Ｐ１３命令による 
バックアップ データレジスタ（３２７６５ワード） フラッシュ

ＲＯＭバッ

クアップ 
注６） 

電源遮断時の 
自動バックアップ 

カウンタ１６点（Ｃ１００８～Ｃ１０２３） 内部リレー１２８点（ＷＲ２４８～ＷＲ２５５） 

データレジスタ５５ワード 

（ＤＴ３２７１０～ＤＴ３２７６４） 

電池バックアップ システムレジスタで保持エリアに設定しているメモリ 

（但し、オプションの当社製ＡＦＣ８８０１電池装着時のみ）注７） 

ＡＢＸＭＲＴＣ 
未装着時 

２．４年以上（実使用値 １０年（２５℃））  
電池：当社製ＡＦＣ８８０１（ＣＲ２４５０相当） 電池寿命 

 注８） ＡＢＸＭＲＴＣ 
装着時 

２．０年以上（実使用値 ７年（２５℃））  
電池：当社製ＡＦＣ８８０１（ＣＲ２４５０相当） 

注１）実際に使用できる点数は、ハードウェアの組み合わせにより決まります。 
注２）補助タイマにより、点数を増やすことができます。 
注３）定格入力電圧２４Ｖ ＤＣ、２５℃の仕様です。電圧、温度、使用条件により周波数が低くなる可能性があります。 
注４）使用方法により、 大周波数が変わります。条件：デューティー５０％ 一致ＯＮ／ＯＦＦ命令不使用時。 
注５）リアルタイムクロック精度 ０℃：月差１１９秒以下、２５℃：月差５１秒以下、５５℃：月差１５５秒以下 
注６）書き込み可能回数は１万回以内です。オプションの電池使用時は、全エリアのバックアップが可能です。 

システムレジスタにて保持、非保持のエリアの設定ができます。 
注７）電池未装着時に保持エリアに設定すると電源投入時に０クリアしない為データの値が不定になることがあります。 

電池切れが発生した場合、保持エリアのデータの値は不定になります。 
注８）電池寿命は完全無通電の場合の値です。実使用値は、使用条件により寿命が短くなる可能性があります。 
注９）アナログ入力コネクタと電源コネクタ（２４Ｖ ＤＣ）間は非絶縁です。 
注１０）変換値データがノイズ等の影響でふらつく場合は、ケーブルをシールド処理・外部にコンデンサ取り付け・変換

値の平均化等をお勧めいたします。 
また、絶対 大入力電圧を超えたり、 小入力抵抗値以下にならないよう十分ご配慮ください。 
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14.1.3 通信仕様 

 通信ポート（ＲＳ２３２Ｃ，ＲＳ４２２，ＲＳ４８５） 
コンピュータリンク 注１） 汎用シリアル通信 注１） ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ 注１） 

項目 
１：１通信 １：Ｎ通信 １：１通信 １：Ｎ通信

ＰＣ（ＰＬＣ）

リンク １：１通信 １：Ｎ通信

インター 
フェイス ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ４２２ ＲＳ４８５ ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ４２２ ＲＳ４８５

ＲＳ２３２Ｃ

ＲＳ４２２

ＲＳ４８５

ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ４２２ ＲＳ４８５

対象商品 
ABXCOM2 

ABXCOM4 

ABXCOM5A 

ABXCOM3

ABXCOM3 

ABXCOM4 

ABXCOM5B 

ABCOM6 

ABXCOM2

ABXCOM4

ABXCOM5A

ABXCOM3

ABXCOM3

ABXCOM4

ABXCOM5B

ABCOM6

ABXCOM2

ABXCOM3 

ABXCOM4

ABCOM6

ABXCOM2 

ABXCOM4 

ABXCOM5A 

ABXCOM3 

ABXCOM3

ABXCOM4

ABXCOM5B

ABCOM6

通信方式 半二重方式 
二線式 
半二重 
方式 

半二重方式 
二線式 
半二重 
方式 

トークンバス

方式 
（フローティ

ングマスタ）

半二重方式 
二線式 
半二重 
方式 

注１）十分なノイズ耐量はありますが、再送処理をおこなうユーザープログラムを作成される事をおすすめします。 
   (過大なノイズによる通信異常や、相手機器が一時的に受信できない場合などの通信信頼性向上の為ソフト 

ウェアにてリトライ処理を行ってください。) 
 

 通信ポート（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ） 
項 目 コンピュータリンク 汎用シリアル通信 ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 

インターフェイス ＩＥＥＥ８０２．３ｕ，１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ 

コネクション数 大１コネクション（クライアント）
大３コネクション（サーバ） 大１コネクション － 

通信モード クライアント、サーバ － 
対象商品品番 ＡＢＸＣＯＭ５Ａ・ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ 

 
 通信仕様１ インターフェイス：ＲＳ２３２Ｃ，ＲＳ４２２，ＲＳ４８５ 

項 目 仕様 
インターフェイス ＲＳ２３２Ｃ（非絶縁） ＲＳ４２２（絶縁）注１） ＲＳ４８５（絶縁） 注１，２） 
通信形態 １：１通信 １：Ｎ通信 
通信方式 半二重方式 二線式半二重方式 
同期方式 調歩同期方式 

伝送路 多芯シールド線 シールド付ツイストペア 
ケーブルまたはＶＣＴＦ 

伝送距離 １５ｍ 大１２００ｍ 注 1) 大１２００ｍ 注１，２） 
通信速度 注３） 
（システムレジスタにて設定） 注８） 

３００、６００、１２００、２４００、４８００、９６００、１９２００、３８４００、５７６００， 
１１５２００ ｂｐｓ 

コンピュータリンク ＡＳＣＩＩ、ＪＩＳ７、ＪＩＳ８ 
汎用シリアル通信 ＡＳＣＩＩ、ＪＩＳ７、ＪＩＳ８、バイナリ 伝送コード 
ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ バイナリ 

データ長 ７ｂｉｔ ／ ８ｂｉｔ 
パリティ 無し ／有り （奇数／偶数） 
ストップビット １ｂｉｔ ／ ２ｂｉｔ 
始端コード ＳＴＸ有り ／ＳＴＸ無し 

伝送フォーマット 
（システムレジスタ
にて設定） 注４） 

終端コード ＣＲ ／ ＣＲ＋ＬＦ ／ 無し ／ ＥＴＸ 

接続局数 注５）注６）注７） ２局 
大９９局 

（当社製Ｃ－ＮＥＴアダプタ接続時
は 大３２局） 

注１）ＲＳ４８５／ＲＳ４２２インターフェイスを持つ市販機器と接続する場合は、実機による確認をお願いします。 
   また、局数、伝送距離、通信速度は、接続する機器により変わることがあります。 
注２）伝送距離、通信速度、局数はそれぞれの値により下記グラフの範囲内としてください。 
         ＲＳ４８５ 伝送距離制限 

 

 

  ２４００ｂｐｓ～３８４００ｂｐｓの伝送速度の場合、 大９９局、 
 大伝送距離１２００ ｍまで設定できます。
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注３）ＲＳ４８５インターフェイスにて当社製Ｃ－ＮＥＴアダプタ接続時は９６００ｂｐｓ／１９２００ｂｐｓのみとなります。 
注４）始端コードと終端コードは汎用シリアル通信時のみ使用できます。 
注５）パソコン側のＲＳ４８５変換器としては、㈱ラインアイ社製ＳＩ－３５を推奨いたします。ＳＩ－３５使用時は上記グラフ

の範囲内で使用できます。また、必要に応じてＳＹＳ１命令によりボードコントローラＢＸ側の応答時間を調整してく
ださい。 

注６）ユニットＮｏ．（局番）はシステムレジスタにて設定してください。 
注７）ＣＯＭ３、ＣＯＭ４、ＣＯＭ５Ｂ、ＣＯＭ６のＲＳ４８５／ＲＳ４２２の終端局は、通信ボード内ディップスイッチで設定 

します。 
ＲＳ２３２Ｃポートには終端抵抗はありません。 

注８）３００、６００、１２００ｂｐｓは、ＳＹＳ１命令でのみ設定できます。 
注９）ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ、ＡＢＸＣＯＭ６のＣＯＭポートについては、９６００，１９２００，１１５２００ｂｐｓのみ設定できます。 
   また、設定にはシステムレジスタと通信速度設定スイッチの両方の設定が必要です。 
 

 通信仕様２ インターフェイス：Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
項 目 仕様 

インターフェイス ＩＥＥＥ８０２．３ｕ，１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ 
コネクタ形状：ＲＪ４５ 

伝送速度 １００Ｍｂｐｓ／１０Ｍｂｐｓ 
伝送方法 ベースバンド 伝送仕様 

大セグメント長 １００ｍ 注１）注２） 
通信ケーブル ＵＴＰ（カテゴリ５） 注２） 
プロトコル ＴＣＰ／ＩＰ，ＵＤＰ／ＩＰ，ＩＣＭＰ，ＡＲＰ 

機能 オートネゴシエーション機能 
ＭＤＩ／ＭＤＩ－Ｘ オートクロスオーバ機能 

対象商品品番 ＡＢＸＣＯＭ５Ａ・ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ 
注１）ＨＵＢとモジュール間の長さ。 
注２）ＵＴＰケーブルはカテゴリ５ケーブルをご使用ください。規格上は１０ＢＡＳＥ－Ｔではカテゴリ３以上で通信でき 

ますが、通信性能の高いカテゴリ５ケーブルをご使用ください。また、ＵＴＰケーブルは規格上、 大１００ｍまで 
延長できますが、ＦＡの環境下では耐ノイズ性を考慮して１０ｍ以下でのご使用を推奨します。 

注３）１００ＢＡＳＥ－ＴＸ、１０ＢＡＳＥ－Ｔのハブ（ＨＵＢ）の設置、ケーブルの敷設などの施工については、専門の工事 
業者にご相談ください。誤った施工を行った場合、ネットワーク全体に重大な影響を与える事故を引き起こす恐 
れがありますので特にご注意ください。 
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14.2 Ｉ／Ｏ番号割り付け表 
14.2.1 コントロールボードのＩ／Ｏ割り付け 

コントロールボードのＩ／Ｏ割り付けは固定です。 
 
 Ｉ／Ｏ番号 

コントロールボード名称 割付点数 Ｉ／Ｏ番号 
入力（１６点） Ｘ０～ＸＦ 

Ｃ３２Ｔコントロールボード 
出力（１６点） Ｙ０～ＹＦ 

 

14.2.2 増設Ｉ／ＯボードのＩ／Ｏ割り付け 
増
 

設Ｉ／Ｏボードはコントロールボードに増設します。 

■ Ｉ／Ｏ番号 
増設１台目に

装着の場合 
増設２台目に

装着の場合 
増設３台目に

装着の場合 
増設４台目に

装着の場合 
増設ボードの名称 割付点数 Ｉ／Ｏ番号 Ｉ／Ｏ番号 Ｉ／Ｏ番号 Ｉ／Ｏ番号 

入力（２４点） Ｘ３００～Ｘ３１７ Ｘ４００～Ｘ４１７ Ｘ５００～Ｘ５１７ Ｘ６００～Ｘ６１７
Ｅ４０Ｔ増設Ｉ／Ｏボード 

出力（１６点） Ｙ３００～Ｙ３０Ｆ Ｙ４００～Ｙ４０Ｆ Ｙ５００～Ｙ５０Ｆ Ｙ６００～Ｙ６０Ｆ

 

14.2.3 拡張ボードのＩ／Ｏ割り付け 
拡張ボードは、コントロールボードに装着します。 
 
 Ｉ／Ｏ番号 

Ｉ／Ｏ番号 
コントロールボードの種類 

拡張スロット０ 拡張スロット１ 通信コネクタ

通信ボード ＡＢＸＣＯＭ２ ― ― ― 
通信ボード ＡＢＸＣＯＭ３ ― ― ― 
通信ボード ＡＢＸＣＯＭ４ ― ― ― 
通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ ― ― ― 
通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ ― ― ― 

通信ボード 

通信ボード ＡＢＸＣＯＭ６ ― ― ― 

アナログ入力ボード 注２） ＡＢＸＡＤ０２ ＣＨ０ ＷＸ１０
ＣＨ１ ＷＸ１１

ＣＨ０ ＷＸ２０ 
ＣＨ１ ＷＸ２１  

アナログ出力ボード ＡＢＸＤＡ０２ ＣＨ０ ＷＹ１０
ＣＨ１ ＷＹ１１

ＣＨ０ ＷＹ２０ 
ＣＨ１ ＷＹ２１  

温度入力ボード ＡＢＸＡＤ２Ｍ ＣＨ０ ＷＸ１０
ＣＨ１ ＷＸ１１

ＣＨ０ ＷＸ２０ 
ＣＨ１ ＷＸ２１  

入力ボード ＡＢＸＩＮ０８ Ｘ１００～ Ｘ２００～  
出力ボード ＡＢＸＴＲ０８ Ｙ１００～ Ｙ２００～  

パルス入出力ボード 注３） ＡＢＸＰＬＳ１ Ｘ１００～ 
Ｙ１００～ 

Ｘ２００～ 
Ｙ２００～  

リレー出力ボード ＡＢＸＲＹ０４ Ｙ１００～ Ｙ２００～  
リレー出力ボード（高容量タイプ） ＡＢＸＲＹ０２ Ｙ１００～ Ｙ２００～  

マスタメモリボード ＡＢＸＭＲＴＣ ― ― ― 

機能ボード 

シリアルデータボード ＡＢＸＳＤ０１ Ｘ１００～ Ｘ２００～  
注１）通信ボード、マスタメモリボードにはＩ／Ｏはありません。 
注２）デジタル換算値はＫ０～４０００になります。分解能が１２ｂｉｔですので 上位の４ｂｉｔは常時０と 
   なります。 
注３）通信ボードは通信コネクタ部に取付けして下さい。機能ボード取付け部には取付けできません。 
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14.3 リレー・メモリエリア・定数一覧 
名称 使用できるメモリエリアの点数・範囲 機能 

外部入力＊１ Ｘ １７６０点（Ｘ０～Ｘ１０９Ｆ） 外部からの入力でＯＮ／ＯＦＦします。 

外部出力＊１ Ｙ １７６０点（Ｙ０～Ｙ１０９Ｆ） 外部にＯＮ／ＯＦＦ状態を出力します。 

内部リレー＊２ Ｒ ４０９６点（Ｒ０～Ｒ２５５Ｆ） 
プログラム上でのみＯＮ／ＯＦＦするリレー 

です。 

リンクリレー＊２ Ｌ ２０４８点（Ｌ０～Ｌ１２７Ｆ） 
ＰＬＣ間のリンク時に共有して使用する 

リレーです。 

タイマ＊２ Ｔ 
タイマが設定時間に達するとＯＮします。 

タイマの番号に対応しています。 

カウンタ＊２ Ｃ 

１０２４点（Ｔ０～Ｔ１００７／Ｃ１００８～Ｃｓ１０２３）
＊３ カウンタがカウントアップするとＯＮします。 

カウンタの番号に対応しています。 

リ
レ
ー 

特殊内部リレー Ｒ １９２点（Ｒ９０００～Ｒ９１１Ｆ） 
特定の条件でＯＮ／ＯＦＦし、フラグ等と 

して使用するリレーです。 

外部入力＊１ ＷＸ 
１１０ワード 

（ＷＸ０～ＷＸ１０９） 

外部入力１６点分をまとめて、１６ビット１ワード

のデータとして指定する時の記号です。 

外部出力＊１ ＷＹ 
１１０ワード 

（ＷＹ０～ＷＹ１０９） 

外部出力１６点分をまとめて、１６ビット１ワード

のデータとして指定する時の記号です。 

内部リレー＊２ ＷＲ ２５６ワード（ＷＲ０～ＷＲ２５５） 
内部リレー１６点分をまとめて、１６ビット１ワード

のデータとして指定する時の記号です。 

リンクリレー ＷＬ １２８ワード（ＷＬ０～ＷＬ１２７） 
リンクリレー１６点分をまとめて、１６ビット１ワード

のデータとして指定する時の記号です。 

データレジスタ＊２ ＤＴ 
３２７６５ワード 

（ＤＴ０～ＤＴ３２７６４） 

プログラム上で使用するデータメモリです。 

１６ビット（１ワード）単位で扱います。 

リンクレジスタ＊２ ＬＤ ２５６ワード（ＬＤ０～ＬＤ２５５） 
ＰＬＣ間のリンク時に共有して使用するデータメ

モリです。１６ビット（１ワード）単位で扱います。

タイマ／カウンタ 

設定値エリア＊２ 

ＳＶ 

 
１０２４ワード（ＳＶ０～ＳＶ１０２３） 

タイマの目標値、カウンタの設定値を格納する

データメモリです。タイマ／カウンタの番号に対

応しています。 

タイマ／カウンタ 

経過値エリア＊２ 

ＥＶ 

 
１０２４ワード（ＥＶ０～ＥＶ１０２３） 

タイマ／カウンタ動作時の経過値を格納するデ

ータメモリです。タイマ／カウンタの番号に対応

しています。 

特殊データレジスタ ＤＴ ３７４ワード（ＤＴ９００００～ＤＴ９０３７３） 

特定の内容を格納するデータメモリです。 

各種の設定やエラーコードが格納されていま

す。 

メ
モ
リ
エ
リ
ア 

インデックス 

レジスタ 
Ｉ １４ワード（Ｉ０～ＩＤ） 

メモリエリアのアドレス、定数の修飾用レジスタ

です。 

マスタコントロール 

リレー点数（ＭＣＲ） 
ＭＣ ２５６点 

ラベル（ＪＰ＋ＬＯＯＰ） ＬＢＬ ２５６点 

ステップラダー数 ＳＳＴＰ １０００工程 

サブルーチン数 ＳＵＢ ５００サブルーチン 

制
御
命
令
点
数 

割り込みプログラム数 ＩＮＴ 入力１４プログラム、定時１プログラム 

Ｋ－３２，７６８～Ｋ３２，７６７ （１６ビット演算時） 
１０進定数 Ｋ 

Ｋ－２，１４７，４８３，６４８～Ｋ２，１４７，４８３，６４７ （３２ビット演算時） 

Ｈ０～ＨＦＦＦＦ （１６ビット演算時） 
１６進定数 Ｈ 

Ｈ０～ＨＦＦＦＦＦＦＦＦ （３２ビット演算時） 

Ｆ－１．１７５４９４×１０－３８～Ｆ－３．４０２８２３×１０３８ 

定
数 

浮動小数点型実数 ｆ 
Ｆ １．１７５４９４×１０－３８～ Ｆ ３．４０２８２３×１０３８ 

＊１：記載の点数は演算メモリとして持っている点数であり、実際に使用できる点数は、ハードウエアの組み合せ 
   により決まります。 
＊２：電池なしの場合は、固定エリアのみバックアップ。（カウンタ１６点Ｃ１００８～Ｃ１０２３、内部リレー１２８点 
   Ｒ２４７０～Ｒ２５５Ｆ、データレジスタ５５ワード ＤＴ３２７１０～ＤＴ３２７６４） 
   書込み可能回数は１万回以内です。 
   オプションの電池使用時は、全エリアのバックアップが可能。システムレジスタにて保持、非保持のエリアの 
   設定ができます。電池未装着時に保持エリアに設定すると電源投入時に０クリアしない為データの値が不定に 
   なることがあります。電池切れが発生した場合、保持エリアのデータの値は不定になります。 
＊３：タイマ／カウンタの点数は、システムレジスタＮｏ．５の設定によって変更できます。表の番号は、システム 
   レジスタＮｏ．５がデフォルト設定の時のものです。 
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15.1 外形寸法図 
15.1.1 コントロールボード 

■ C32T コントロールボード 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 拡張ボード取付時 

■ 最大増設時 

 
■ ケーブル取付時 
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注） 

注）ABXCOM5A，ABXCOM5B 

ABXRY04，ABXRY02 取付 

時は Max.40 となります。 

注）ABXCOM5A，ABXCOM5B 

ABXRY04，ABXRY02 取付時 

は Max.27.3 となります。 

注） 

 
 
 
 
 
 
 



 
15.1.2 増設Ｉ／Ｏボード 

  E40T 増設Ｉ／Ｏボード 

 
 

15.1.3 取付寸法図 
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16.1 システムレジスタ・特殊内部リレー・特殊デ

ータレジスタ 
システムレジスタについて 
システムレジスタエリアとは 
・システムレジスタは、動作範囲や使用する機能を決める値（パラメータ）を設定するレジスタです。用途やプログラム 
 の仕様に応じて、値を設定してください。 
・これらに対する機能を使わない場合は、特にシステムレジスタを設定する必要はありません。 
 
●システムレジスタの種類 
 
１． ユーザメモリの割付 （Ｎｏ．０、１、２） 
プログラムエリアやファイルレジスタエリアの容量を設定し、ユーザメモリエリアを使用環境に応じて構成します。メモリ
エリアの容量は各機種（ＣＰＵユニット）により異なります。（ボードコントローラＢＸでは使用しません） 
 
２． タイマ／カウンタの区分け （Ｎｏ．５） 
システムレジスタＮｏ．５でカウンタの先頭番号を指定することによって、タイマとカウンタの数を設定します。 
 
３． 保持型／非保持型の設定 （Ｎｏ．６～１３） 
保持型に設定すると、ＰＲＯＧ．モードにしたり、電源をＯＦＦしたときに、リレーやデータメモリは値を保持します。非保
持型では、０クリアされます。 
オプション電池使用時に保持エリアを指定します。 
 
４． 異常時の運転モードの設定 （Ｎｏ．４、２０～２８） 
電池異常時、二重出力時、Ｉ／Ｏ照合エラー時、演算エラー時の運転モードを設定します。 
 
５． 時間設定 （Ｎｏ．３０～３４） 
タイムアウトエラー検出のための処理待ち時間やコンスタントスキャンの時間の設定をします。 
 
６． リモートＩ／Ｏ動作モードの選択 （Ｎｏ．３５、３６） 
リモートＩ／Ｏの起動時の子局接続待ちの有無、リモートＩ／Ｏリフレッシュのタイミングを設定します。 
 
７． ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０、ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ／Ｐ ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの設定 （ＮＯ．４０～４７、５０～５５、５７） 
リンクリレーおよびリンクレジスタをＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０、ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ／ＰのＰＣ（ＰＬＣ）リンク通信で使用するための
設定を行います。 
 
注）初期値ではＰＣ（ＰＬＣ）リンク通信しない設定になっています。 
 
８． ＭＥＷＮＥＴ－Ｈ ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの設定 （ＮＯ．４９） 
ＭＥＷＮＥＴ－ＨのＰＣ（ＰＬＣ）リンク通信で、１スキャンに処理するデータ量を設定します。（ボードコントローラＢＸでは
使用しません） 
 
９． 入力設定 （ＮＯ．４００～４０６） 
高速カウンタ機能、パルスキャッチ機能、割り込み機能を使うときに、動作モードや専用入力として使う入力番号を設
定します。 
 
１０．入力時定数設定 （ＮＯ．４３０～４３７） 
取り込める入力信号の幅を変更することによって、チャタリングやノイズによる誤動作を防ぐことができます。 
 
１１．温度入力平均処理回数設定 （ＮＯ．４０９） 
熱電対入力値のふらつきを抑えるために平均回数の設定ができます。通常ご使用いただく場合は、２０回以上の設定
にしてください。初期設定は０（この時２０回平均）になっています。（ボードコントローラＢＸでは使用しません） 
 
１２．ツールポート、ＣＯＭポートの通信設定 （ＮＯ．４１０～４１９） 
各ツールポート、ＣＯＭ１、ＣＯＭ２ポートでコンピュータリンク、汎用通信、ＰＣ（ＰＬＣ）リンク、モデム通信を行う時に設
定します。 
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システムレジスタ設定値の確認と変更 
すでに設定されている値（読み出したときに表示される値）で使用するときは、改めて書き込む必要はありません。 
 
ＦＰＷＩＮ ＧＲを使う場合 
１． コントロールボードを「ＰＲＯＧ．」モードにしてください。 
２． メニュー操作で［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定．．．］を選択してください。 
３． ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックスで設定する機能を選択すると、選択したシステムレジスタの値や設定

状況が表示されます。設定値や設定状況を変更する場合は、新しい値を書き込んだり設定状況を選択してくださ
い。 

４． これらの設定を登録する場合は、［ＯＫ］ボタンを押してください。 
 
 
システムレジスタ設定時の注意点 
・システムレジスタの設定内容は、設定した時点から有効になります。 
 ただし、No.４００以降は、ＲＰＯＧ．モード→ＲＵＮモードにした場合に有効となります。 
 また、モデム接続の設定については、電源を再投入した時あるいは、ＰＲＯＧ．モード→ＲＵＮモードにした時点で 
 コントローラからモデムに対してコマンドを送り、モデムを受信可能な状態にします。 
・初期化操作をおこなうと、すべての値（パラメータ）が初期値になります。 
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16.1.1 システムレジスタ一覧 
 番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 

５ カウントの開始Ｎｏ． １００８ ０～１０２４ 

６ タイマ／カウンタ保持型エリア
の開始Ｎｏ． １００８ ０～１０２４ 

７ 内部リレー保持型エリアの開
始Ｎｏ． ２４８ ０～２５６ 

８ データレジスタ保持型エリアの 
開始Ｎｏ． ３２７１０ ０～３２７６５ 

１４ ステップラダーの保持／非保
持の選択 非保持 保持／非保持 

保
持
／
非
保
持
１ 

４ ＭＣ中の微分実行命令立ち上
がり検出は前回値を保持する 保持 保持／非保持 

・オプション電池装着時のみ、デ
ータが保持されます。 
・電池を装着しないときは、初期
値のままご使用ください。設定を
変更すると保持／非保持の動作
が不定となります。 

１０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクＷ０－０用 
リンクリレー保持型エリアの 
開始ワードＮｏ． 

６４ ０～６４ 

１１ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクＷ０－１用 
リンクリレー保持型エリアの 
開始ワードＮｏ． 

１２８ ６４～１２８ 

１２ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクＷ０－０用 
リンクレジスタ保持型エリアの 
開始Ｎｏ． 

１２８ ０～１２８ 

保
持
／
非
保
持
２ 

１３ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクＷ０－１用 
リンクレジスタ保持型エリアの 
開始Ｎｏ 

２５６ １２８～２５６ 

２０ 二重出力（禁止／許可）の 
選択 禁止 禁止／許可 

２３ Ｉ／Ｏ照合異常時の運転モード 
（停止／運転）の選択 停止 停止／運転 

２６ 演算エラー発生時の運転 
モード（停止／運転）の選択 停止 停止／運転 

異
常
時
運
転 

４ 電池異常時の動作選択 しない 

しない： 
 
する： 

電池異常時に自己診断エラーを報知せず、 
ＥＲＲＯＲ／ＡＬＡＲＭ ＬＥＤは点滅しません。 
電池異常時に自己診断エラーを報知し、ＥＲＲＯＲ

／ＡＬＡＲＭ ＬＥＤを点滅します。 

３１ 複数フレーム処理待ち時間 ６５００．０ ｍｓ １０～８１９００ ｍｓ 

３２ 
ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ，ＲＭＲＤ／ 
ＲＭＷＴ命令のタイムアウト 
時間 

１００００．０ 
ｍｓ １０～８１９００ ｍｓ 

３４ コンスタントスキャン時間 通常の 
スキャン 

０：通常のスキャン 
０～３５０ ｍｓ：指定時間ごとにスキャン 

時
間
設
定 

３６ 増設ユニット認識時間 
０ 

（待ち時間 
なし） 

０～１０秒 （０．１秒単位） 
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 番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 

４０ リンクリレーの使用範囲 ０ ０～６４ワード 
４１ リンクレジスタの使用範囲 ０ ０～１２８ワード 
４２ リンクリレーの送信 

開始ワードＮｏ． 
０ ０～６３ 

４３ リンクリレーの送信サイズ ０ ０～６４ワード 
４４ リンクレジスタの送信開始Ｎｏ． ０ ０～１２７ 
４５ リンクレジスタの送信サイズ ０ ０～１２７ワード 
４６ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク切り替え 

フラグ 標準 標準／逆転 

Ｐ
Ｃ
（Ｐ
Ｌ
Ｃ
）
リ
ン
ク
Ｗ
０
―
０
設
定 

４７ ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 大局番の
指定 

１６ １～１６ 

５０ リンクリレーの使用範囲 ０ ０～６４ワード 

５１ リンクレジスタの使用範囲 ０ ０～１２８ワード 

５２ リンクリレーの送信 
開始ワードＮｏ． ６４ ６４～１２７ 

５３ リンクリレーの送信サイズ ０ ０～６４ワード 
５４ リンクレジスタの送信開始Ｎｏ． １２８ １２８～２５５ 
５５ リンクレジスタの送信サイズ ０ ０～１２７ワード 

Ｐ
Ｃ
（Ｐ
Ｌ
Ｃ
）
リ
ン
ク
Ｗ
０
―
１
設
定 ５７ 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 大局番の
指定 

１６ １～１６ 
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 番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 

Ｘ１００を高速カウンタとして設定しない 

ＣＨ８： 
Ｘ１００を高速カウンタ
として設定しない 

２相入力（Ｘ１００、Ｘ１０１） 
２相入力（Ｘ１００、Ｘ１０１） 
加算入力（Ｘ１００） 
加算入力（Ｘ１００） 
減算入力（Ｘ１００） 
減算入力（Ｘ１００） 
個別入力（Ｘ１００、Ｘ１０１） 
個別入力（Ｘ１００、Ｘ１０１） 
方向判別（Ｘ１００、Ｘ１０１） 
方向判別（Ｘ１００、Ｘ１０１） 

 
リセット入力（Ｘ１０２） 
 
リセット入力（Ｘ１０２） 
 
リセット入力（Ｘ１０２） 
 
リセット入力（Ｘ１０２） 
 
リセット入力（Ｘ１０２） 

Ｘ１０１を高速カウンタとして設定しない 

高速カウンタ設定 
（Ｘ１００～Ｘ１０２） 

ＣＨ９： 
Ｘ１０１を高速カウンタ
として設定しない 

加算入力（Ｘ１０１） 
加算入力（Ｘ１０１） 
減算入力（Ｘ１０１） 
減算入力（Ｘ１０１） 

 
リセット入力（Ｘ１０２） 
 
リセット入力（Ｘ１０２） 

 
４００ 

パルス出力設定 
（Ｙ１００～Ｙ１０１） 

ＣＨ０： 
通常出力 

通常出力（Ｙ１００、Ｙ１０１） 
パルス出力（Ｙ１００、Ｙ１０１） 
ＰＷＭ出力（Ｙ１００）、通常出力（Ｙ１０１） 
Ｘ２００を高速カウンタとして設定しない 

ＣＨＡ： 
Ｘ２００を高速カウンタ
として設定しない 

２相入力（Ｘ２００、Ｘ２０１） 
２相入力（Ｘ２００、Ｘ２０１） 
加算入力（Ｘ２００） 
加算入力（Ｘ２００） 
減算入力（Ｘ２００） 
減算入力（Ｘ２００） 
個別入力（Ｘ２００、Ｘ２０１） 
個別入力（Ｘ２００、Ｘ２０１） 
方向判別（Ｘ２００、Ｘ２０１） 
方向判別（Ｘ２００、Ｘ２０１） 

 
リセット入力（Ｘ２０２） 
 
リセット入力（Ｘ２０２） 
 
リセット入力（Ｘ２０２） 
 
リセット入力（Ｘ２０２） 
 
リセット入力（Ｘ２０２） 

Ｘ２０１を高速カウンタとして設定しない 

高速カウンタ設定 
（Ｘ２００～Ｘ２０２） 

ＣＨＢ： 
Ｘ２０１を高速カウンタ
として設定しない 

加算入力（Ｘ２０１） 
加算入力（Ｘ２０１） 
減算入力（Ｘ２０１） 
減算入力（Ｘ２０１） 

 
リセット入力（Ｘ２０２） 
 
リセット入力（Ｘ２０２） 

パ
ル
ス
入
出
力
ボ
ー
ド
設
定
（Ｈ
Ｓ
Ｃ
／
Ｐ
Ｌ
Ｓ
） 

４０１ 

パルス出力設定 
（Ｙ２００～Ｙ２０１） 

ＣＨ１： 
通常出力 

通常出力（Ｙ２００、Ｙ２０１） 
パルス出力（Ｙ２００、Ｙ２０１） 
ＰＷＭ出力（Ｙ２００）、通常出力（Ｙ２０１） 

注１）動作モードを２相、個別、方向判別のいずれかに設定した場合、システムレジスタＮｏ．４００ではＣＨ９の設定が、 
   Ｎｏ．４０１ではＣＨＢの設定が無効になります。 
注２）リセット入力の設定が重なった場合は、システムレジスタＮｏ．４００ではＣＨ９の設定が、Ｎｏ．４０１ではＣＨＢの 
   設定が優先となります。 
注３）Ｎｏ．４０１のＣＨＡ、ＣＨＢ、ＣＨ１入力信号は、カセット取付部２にパルス入出力カセット（ＡＢＸＰＬＳ１）を装着し 
   ときの信号です。 
注４）パルス出力ＣＨ０とＣＨ１の動作モードの設定を行なうと、通常出力として使用できません。 
   パルス出力ＣＨ０動作モードを１に設定すると、高速カウンタＣＨ８、ＣＨ９のリセット入力指定は無効となります。 
   パルス出力ＣＨ１動作モードを１に設定すると、高速カウンタＣＨＡ、ＣＨＢのリセット入力指定は無効となります。 
注５）Ｎｏ．４００、４０１のＦＰＷＩＮ ＧＲの設定画面でＩ／Ｏ割付番号がＸ０などの１桁数字で表示された場合は、 
   ＦＰＷＩＮ ＧＲをＶｅｒ２．６以上にバージョンアップしてください。 
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 番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 
ＣＨ０： 
Ｘ０を高速カウンタ
として設定しない 

Ｘ０を高速カウンタとして設定しない 
加算入力（Ｘ０） 
減算入力（Ｘ０） 
２相入力（Ｘ０，Ｘ１） 

ＣＨ１： 
Ｘ１を高速カウンタ
として設定しない 

Ｘ１を高速カウンタとして設定しない 
加算入力（Ｘ１） 
減算入力（Ｘ１） 
２相入力（Ｘ０，Ｘ１） 

ＣＨ２： 
Ｘ２を高速カウンタ
として設定しない 

Ｘ２を高速カウンタとして設定しない 
加算入力（Ｘ２） 
減算入力（Ｘ２） 
２相入力（Ｘ２，Ｘ３） 

ＣＨ３： 
Ｘ３を高速カウンタ
として設定しない 

Ｘ３を高速カウンタとして設定しない 
加算入力（Ｘ３） 
減算入力（Ｘ３） 
２相入力（Ｘ２，Ｘ３） 

ＣＨ４： 
Ｘ４を高速カウンタ
として設定しない 

Ｘ４を高速カウンタとして設定しない 
加算入力（Ｘ４） 
減算入力（Ｘ４） 
２相入力（Ｘ４，Ｘ５） 

ＣＨ５ 
Ｘ５を高速カウンタ
として設定しない 

Ｘ５を高速カウンタとして設定しない 
加算入力（Ｘ５） 
減算入力（Ｘ５） 
２相入力（Ｘ４，Ｘ５） 

ＣＨ６： 
Ｘ６を高速カウンタ
として設定しない 

Ｘ６を高速カウンタとして設定しない 
加算入力（Ｘ６） 
減算入力（Ｘ６） 
２相入力（Ｘ６，Ｘ７） 

本
体
入
力
設
定
（Ｈ
Ｓ
Ｃ
） 

４０２ 高速カウンタ設定 
（Ｘ０～Ｘ７） 

ＣＨ７： 
Ｘ７を高速カウンタ
として設定しない 

Ｘ７を高速カウンタとして設定しない 
加算入力（Ｘ７） 
減算入力（Ｘ７） 
２相入力（Ｘ６，Ｘ７） 

４０３ パルスキャッチ入力設定 設定しない 
押下された接点がパルスキャッチ入力に 
設定されます 

割
込
・パ
ル
ス
キ
ャ
ッ
チ
設
定

４０４ 割り込み入力設定 設定しない 
押下された接点が割り込み入力に設定されます 

４０５ 本体入力の割り込み 
エッジ設定 立ち上がりエッジ 

押下された接点が立ち上がり、立ち下がりに 
設定されます。 

割
込
エ
ッ
ジ
設
定 ４０６ パルス入出力カセットの 

割り込みエッジ設定 立ち上がりエッジ  
押下された接点が立ち上がり、立ち下がりに設定 
されます。 

注１）２相入力を計数する場合は、ＣＨ０、ＣＨ２、ＣＨ４、ＣＨ６のみ使用可能です。 
ＣＨ０、ＣＨ２、ＣＨ４、ＣＨ６に２相入力を指定する場合、それぞれのＣＨ番号に対応するＣＨ１、ＣＨ３、ＣＨ５、 
ＣＨ７の設定は無視されますが、同じ設定をするようにしてください。 

注２）Ｎｏ．４０３と４０４の設定は、画面上で接点毎に設定します。 
注３）同じ入力接点に対してＮｏ．４００～Ｎｏ．４０４を同時に設定した場合、高速カウンタ → パルスキャッチ →  

割り込み入力 の順に優先されます。 
＜例＞高速カウンタを加算入力モードで使用している時、Ｘ０を割り込み入力やパルスキャッチ入力に指定しても、
その指定は無効となり、Ｘ０は高速カウンタのカウンタ入力としてはたらきます。 

注４）Ｎｏ．４０３，４０４，４０６のＦＰＷＩＮ ＧＲの設定画面でＩ／Ｏ割付番号がＸ０などの１桁数字で表示された場合は、Ｆ
ＰＷＩＮ ＧＲをＶｅｒ２．６以上にバージョンアップしてください。 
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 番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 

４１０ ユニットＮｏ．の設定 １ １～９９ 

通信モードの設定 コンピュータ
リンク 

コンピュータリンク 
汎用通信 ４１２ 

モデム接続の選択 しない する／しない 

４１３ 伝送フォーマットの設定 

データ長： 
８ビット 
パリティ 
チェック： 
奇数 
ストップ 
ビット： 
１ビット 

各項目を設定してください。 
・データ長：７ビット／８ビット 
・パリティチェック：なし／奇数／偶数 
・ストップビット：１／２ 

＊システムレジスタＮｏ．４１２の通信モードを「汎用
通信」に設定した場合のみ下記の設定が有効で
す。 

・終端コード：ＣＲ／ＣＲ＋ＬＦ／無し 
・始端コード：ＳＴＸ無し／ＳＴＸ有り 

４１５ 通信速度の設定 ９６００ ｂｐｓ 

２４００ ｂｐｓ 
４８００ ｂｐｓ 
９６００ ｂｐｓ 
１９２００ ｂｐｓ 
３８４００ ｂｐｓ 
５７６００ ｂｐｓ 
１１５２００ ｂｐｓ 

４２０ 汎用通信時 
受信バッファ先頭番号 ４０９６ ０～３２７６４ 

ツ
ー
ル
ポ
ー
ト
設
定 

４２１ 汎用通信時 
受信バッファ容量 ２０４８ ０～２０４８ 

４１０ ユニットＮｏ．の設定 １ １～９９ 

通信モードの設定 コンピュータ
リンク 

コンピュータリンク 
汎用通信 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 
ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ 

４１２ 

モデム接続の選択 しない する／しない 

４１３ 伝送フォーマットの設定 

データ長： 
８ビット 
パリティ 
チェック： 
奇数 
ストップ 
ビット： 
１ビット 

各項目を設定してください。 
・データ長：７ビット／８ビット 
・パリティチェック：なし／奇数／偶数 
・ストップビット：１／２ 

＊システムレジスタＮｏ．４１２の通信モードを「汎用
通信」に設定した場合のみ下記の設定が有効で
す。 

・終端コード：ＣＲ／ＣＲ＋ＬＦ／無し 
・始端コード：ＳＴＸ無し／ＳＴＸ有り 

４１５ 通信速度の設定 ９６００ ｂｐｓ 

２４００ ｂｐｓ 
４８００ ｂｐｓ 
９６００ ｂｐｓ 
１９２００ ｂｐｓ 
３８４００ ｂｐｓ 
５７６００ ｂｐｓ 
１１５２００ ｂｐｓ 

４１６ 汎用通信時 
受信バッファ先頭番号 ０ ０～３２７６４ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
ポ
ー
ト
設
定 

４１７ 汎用通信時 
受信バッファ容量 ２０４８ ０～２０４８ 

注１）ＰＣ（ＰＬＣ）リンク使用時の伝送フォーマットは、データ長８ビット、奇数パリティ、ストップビット１固定です。 
   同様に通信速度は、１１５２００ ｂｐｓ固定です。 

注２）  参 照：ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵモードの動作について＜当社製 ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ仕様説明書＞ 
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 番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 

４１１ ユニットＮｏ．の設定 １ １～９９ 

通信モードの設定 コンピュータ
リンク 

コンピュータリンク 
汎用通信 
ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ 

モデム接続の選択 しない する／しない ４１２ 

ポート選択 内蔵ＵＳＢ 内蔵ＵＳＢ 
通信カセット 

４１４ 伝送フォーマットの設定 

データ長： 
８ビット 
パリティ 
チェック： 
奇数 
ストップ 
ビット： 
１ビット 

各項目を設定してください。 
・データ長：７ビット／８ビット 
・パリティチェック：なし／奇数／偶数 
・ストップビット：１／２ 

＊システムレジスタＮｏ．４１２の通信モードを「汎用
通信」に設定した場合のみ下記の設定が有効で
す。 

・終端コード：ＣＲ／ＣＲ＋ＬＦ／無し 
・始端コード：ＳＴＸ無し／ＳＴＸ有り 

４１５ 通信速度の設定 ９６００ ｂｐｓ 

２４００ ｂｐｓ 
４８００ ｂｐｓ 
９６００ ｂｐｓ 
１９２００ ｂｐｓ 
３８４００ ｂｐｓ 
５７６００ ｂｐｓ 
１１５２００ ｂｐｓ 

４１８ 汎用通信時 
受信バッファ先頭番号 ２０４８ ０～３２７６４ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
ポ
ー
ト
設
定 

４１９ 汎用通信時 
受信バッファ容量 ２０４８ ０～２０４８ 

４３０ 本体入力時定数設定１ 
Ｘ０～Ｘ３ 

４３１ 本体入力時定数設定１ 
Ｘ４～Ｘ７ 

４３２ 本体入力時定数設定２ 
Ｘ８～ＸＢ 

４３３ 本体入力時定数設定２ 
ＸＣ～ＸＦ 

４３４ 本体入力時定数設定３ 
Ｘ１０～Ｘ１３ 

４３５ 本体入力時定数設定３ 
Ｘ１４～Ｘ１７ 

４３６ 本体入力時定数設定４ 
Ｘ１８～Ｘ１Ｂ 

本
体
入
力
時
定
数
設
定

（注
３
） 

４３７ 本体入力時定数設定４ 
Ｘ１Ｃ～Ｘ１Ｆ 

無し 

無し 
１ ｍｓ 
２ ｍｓ 
４ ｍｓ 
８ ｍｓ 
１６ ｍｓ 
３２ ｍｓ 
１２８ ｍｓ 
２５６ ｍｓ 

注１）ＰＣ（ＰＬＣ）リンク使用時の伝送フォーマットは、データ長８ビット、奇数パリティ、ストップビット１固定です。 
 同様に通信速度は、１１５２００ ｂｐｓ固定です。 
注２）ＵＳＢポートはシステムレジスタ設定で選択できます。 
   ＣＯＭ２はデフォルトでＵＳＢポートが選択されています。ＵＳＢポートはＮｏ．４１５通信速度設定に 
   かかわらず、１１５．２ｋｂｐｓとなります。 
   通信カセットのＣＯＭ２ポートを使用するにはＮｏ．４１２の設定を通信カセットに切り換えてください。 
   ＵＳＢポートと通信カセットのＣＯＭ２ポートを同時に使用することはできません。 
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16.1.2 特殊内部リレー一覧 
ＷＲ９００（ワード単位指定） 

リレー番号 名称 内容 

Ｒ９０００ 自己診断エラーフラグ エラーフラグ自己診断エラー発生時、ＯＮします。 
自己診断の結果はＤＴ９００００に格納されます。 

Ｒ９００１ 未使用  
Ｒ９００２ 機能カセットＩ／Ｏエラーフラグ 入出力タイプ機能カセットに異常が検出されたときにＯＮします。 
Ｒ９００３ 機能カセット異常フラグ 機能カセットに異常が検出されたときにＯＮします。 
Ｒ９００４ Ｉ／Ｏ照合異常フラグ Ｉ／Ｏ照合異常が検出されたとき、ＯＮします。 

Ｒ９００５ バックアップ電池異常フラグ 
（現在型） 

電池異常が検出されたとき、ＯＮします。 
システムレジスタで電池異常報知しないを選択していても、電池が
切れている場合はＯＮします。 

Ｒ９００６ バックアップ電池異常フラグ 
（保持型） 

電池異常が検出されたとき、ＯＮします。 
システムレジスタで電池異常報知しないを選択していても、電池が
切れている場合はＯＮします。 
一度電池異常を検出すると復帰後も保持します。 
電源を切断するか、イニシャライズ操作を行うとＯＦＦします。 

Ｒ９００７ 演算エラーフラグ（保持型） 
（ＥＲフラグ） 

運転を開始した後、演算エラーが発生するとＯＮし、運転している
間保持されます。 
エラーが発生したアドレスがＤＴ９００１７に格納されます。（ 初
に発生した演算エラーを示します。） 

Ｒ９００８ 演算エラーフラグ（ 新型） 
（ＥＲフラグ） 

演算エラーが発生する度にＯＮします。 
ＤＴ９００１８には、演算エラーが発生したアドレスが格納されま
す。新たにエラーが発生するたびに内容は更新されます。 

Ｒ９００９ キャリーフラグ（ＣＹフラグ） 演算の結果オーバーフローやアンダーフローが発生したときやシ
フト系命令を実行した結果、セットされます。 

Ｒ９００Ａ ＞フラグ 比較命令を実行し、比較結果が大であれば、ＯＮします。 

Ｒ９００Ｂ ＝フラグ 比較命令を実行し、比較結果が等しいとき、ＯＮします。 
演算命令を実行し、比較結果が０のとき、ＯＮします。 

Ｒ９００Ｃ ＜フラグ 比較命令を実行し、比較結果が小であれば、ＯＮします。 

Ｒ９００Ｄ 補助タイマ接点 
補助タイマ命令（Ｆ１３７／Ｆ１３８）を実行し、設定した時間が経過し
たときＯＮします。実行条件がＯＦＦになるところのフラグは、ＯＦＦ
します。 

Ｒ９００Ｅ ツールポート通信異常 ツールポート使用時に通信異常が検出されたときＯＮします。 

Ｒ９００Ｆ コンスタントスキャン異常フラグ
コンスタントスキャン実行時、スキャンタイムが設定タイム（システム
レジスタＮｏ．３４）を超えると、ＯＮになります。 
システムレジスタＮｏ．３４で、０を設定した場合にもＯＮになります。

 
 



16-12 

ＷＲ９０１（ワード単位指定）  
リレー番号 名称 内容 
Ｒ９０１０ 常時ＯＮリレー 常時ＯＮしています。 
Ｒ９０１１ 常時ＯＦＦリレー 常時ＯＦＦしています。 
Ｒ９０１２ スキャンパルスリレー １スキャン毎にＯＮ／ＯＦＦを繰り返します。 

Ｒ９０１３ イニシャルパルスリレー（ＯＮ） 運転（ＲＵＮ）開始後の 初の１スキャンのみＯＮし、２スキャン目以
降はＯＦＦになります。 

Ｒ９０１４ イニシャルパルスリレー（ＯＦＦ）
運転（ＲＵＮ）開始後の 初の１スキャンのみＯＦＦし、２スキャン目
以降はＯＮになります。 

Ｒ９０１５ ステップラダー 
イニシャルパルスリレー（ＯＮ） 

ステップラダー制御時、１つの工程の起動後の第１スキャンのみ 
ＯＮします。 

Ｒ９０１６ 未使用   
Ｒ９０１７ 未使用   

Ｒ９０１８ ０．０１秒クロックパルスリレー ０．０１秒周期のクロックパルスです。 
 

Ｒ９０１９ ０．０２秒クロックパルスリレー ０．０２秒周期のクロックパルスです。 
 

Ｒ９０１Ａ ０．１秒クロックパルスリレー ０．１秒周期のクロックパルスです。 
 

Ｒ９０１Ｂ ０．２秒クロックパルスリレー ０．２秒周期のクロックパルスです。 
 

Ｒ９０１Ｃ １秒クロックパルスリレー １秒周期のクロックパルスです。 
 

Ｒ９０１Ｄ ２秒クロックパルスリレー ２秒周期のクロックパルスです。 
 

Ｒ９０１Ｅ １分クロックパルスリレー １分周期のクロックパルスです。 
 

Ｒ９０１Ｆ 未使用  
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ＷＲ９０２（ワード単位指定）  
リレー番号 名称 内容 

Ｒ９０２０ ＲＵＮモードフラグ ＰＲＯＧ．モードにすると、ＯＦＦします。 
ＲＵＮモードにすると、ＯＮします。 

Ｒ９０２１ 未使用  
Ｒ９０２２ 未使用  
Ｒ９０２３ 未使用  
Ｒ９０２４ 未使用  
Ｒ９０２５ 未使用  
Ｒ９０２６ メッセージ有りフラグ メッセージ表示命令（Ｆ１４９）を実行すると、ＯＮします。 
Ｒ９０２７ 未使用  
Ｒ９０２８ 未使用  

Ｒ９０２９ 強制中フラグ 入出力リレー、タイマ／カウンタ接点等を強制ＯＮ／ＯＦＦしている
ときに、ＯＮします。 

Ｒ９０２Ａ 割り込み中フラグ 外部割り込みが許可されているときに、ＯＮします。 
Ｒ９０２Ｂ 割り込み異常フラグ 割り込み異常が発生しているときに、ＯＮします。 
Ｒ９０２Ｃ サンプルポイントフラグ 命令によるサンプリング：１、一定時間毎のサンプリング：０ 
Ｒ９０２Ｄ サンプルトレース完了フラグ サンプリング動作停止時：１、起動時：０ 
Ｒ９０２Ｅ サンプリング停止トリガフラグ サンプリング停止トリガ発生時：１、停止時：０ 
Ｒ９０２Ｆ サンプリング許可フラグ サンプリング開始時：１、停止時：０ 

 
ＷＲ９０３（ワード単位指定）  

リレー番号 名称 内容 
Ｒ９０３０ 未使用  
Ｒ９０３１ 未使用  

Ｒ９０３２ ＣＯＭ１ポート動作モードフラグ
・ 汎用通信機能使用時にＯＮになります。 
・ 汎用通信以外の機能使用時にＯＦＦになります。 

Ｒ９０３３ プリント命令実行中フラグ ＯＦＦ：実行していません。 
ＯＮ：実行中 

Ｒ９０３４ ＲＵＮモード中プログラム編集
フラグ 

ＲＵＮ中書き換えが完了した 初の１スキャンのみＯＮする特殊内
部リレーです。 

Ｒ９０３５ 未使用  
Ｒ９０３６ 未使用  

Ｒ９０３７ ＣＯＭ１ポート通信異常フラグ ・ データ通信時に伝送エラーが発生するとＯＮになります。 
・ Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令にて送信要求時にＯＦＦになります。 

Ｒ９０３８ ＣＯＭ１ポート汎用通信時の 
受信完了フラグ ・汎用通信時に終端コードを受信するとＯＮになります。 

Ｒ９０３９ ＣＯＭ１ポート汎用通信時の 
送信完了フラグ 

・ 汎用通信時に送信を完了するとＯＮになります。 
・ 汎用通信時に送信を要求するとＯＦＦになります。 

Ｒ９０３Ａ 未使用  
Ｒ９０３Ｂ 未使用  
Ｒ９０３Ｃ 未使用  
Ｒ９０３Ｄ 未使用  

Ｒ９０３Ｅ ＴＯＯＬポート汎用通信時の 
受信完了フラグ ・汎用通信時に終端コードを受信するとＯＮになります。 

Ｒ９０３Ｆ ＴＯＯＬポート汎用通信時の 
送信完了フラグ 

・ 汎用通信時に送信を完了するとＯＮになります。 
・ 汎用通信時に送信を要求するとＯＦＦになります。 

注）Ｒ９０３０～Ｒ９０３Ｆは１スキャン途中でも変化します。 
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ＷＲ９０４（ワード単位指定）  
リレー番号 名称 内容 

Ｒ９０４０ ＴＯＯＬポート動作モードフラグ ・ 汎用通信機能使用時にＯＮになります。 
・ 汎用通信機能以外使用時にＯＦＦになります。 

Ｒ９０４１ ＣＯＭ１ポートＰＣ（ＰＬＣ）リンク 
フラグ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク機能を使用時にＯＮになります。 

Ｒ９０４２ ＣＯＭ２ポート動作モードフラグ
・ 汎用通信機能使用時にＯＮになります。 
・ 汎用通信機能以外使用時にＯＦＦになります。 

Ｒ９０４３ 未使用  

Ｒ９０４４ 
ＣＯＭ１ポート 
ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令実行可 
フラグ 

ＣＯＭ１ポートに対するＦ１４５（ＳＥＮＤ）または、Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命
令の実行可／不可を示します。 
ＯＦＦ：実行不可（命令実行中） 
ＯＮ：実行可 

Ｒ９０４５ 
ＣＯＭ１ポート 
ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令実行完了
フラグ 

ＣＯＭ１ポートに対するＦ１４５（ＳＥＮＤ）または、Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命
令の実行状態を示します。 
ＯＦＦ：正常終了 
ＯＮ：異常終了（通信エラー発生） 
   エラーコードはＤＴ９０１２４に格納されます。 

Ｒ９０４６ 未使用  

Ｒ９０４７ ＣＯＭ２ポート通信異常フラグ ・ データ通信時に伝送エラーが発生するとＯＮになります。 
・ Ｆ１５９（ＭＴＲＮ）命令にて伝送要求時にＯＦＦになります。 

Ｒ９０４８ ＣＯＭ２ポート汎用通信時の 
受信完了フラグ ・汎用通信時に終端コードを受信するとＯＮになります。 

Ｒ９０４９ ＣＯＭ２ポート汎用通信時の 
送信完了フラグ 

・ 汎用通信時に送信を完了するとＯＮになります。 
・ 汎用通信時に送信を要求するとＯＦＦになります。 

Ｒ９０４Ａ 
ＣＯＭ２ポート  
ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令実行可 
フラグ 

ＣＯＭ２ポートに対するＦ１４５（ＳＥＮＤ）または、Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命
令の実行可／不可を示します。 
ＯＦＦ：実行不可（命令実行中） 
ＯＮ：実行可 

Ｒ９０４Ｂ 
ＣＯＭ２ポート   
ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令実行完了
フラグ 

ＣＯＭ２ポートに対するＦ１４５（ＳＥＮＤ）または、Ｆ１４６（ＲＥＣＶ）命
令の実行状態を示します。 
ＯＦＦ：正常終了 
ＯＮ：異常終了（通信エラー発生） 
   エラーコードはＤＴ９０１２５に格納されます。 

Ｒ９０４Ｃ 
  ｜ 
Ｒ９０４Ｆ 

未使用  

注）Ｒ９０４０～Ｒ９０４Ｆは１スキャン途中でも変化します。 
 
ＷＲ９０５（ワード単位指定）  

リレー番号 名称 内容 

Ｒ９０５０ 
ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク伝送異常フラ
グ 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０使用時 
・ ＰＣ（ＰＬＣ）リンクにて伝送異常が発生した場合、ＯＮします。 
・ ＰＣ（ＰＬＣ）リンクエリアの設定に異常があるときに、ＯＮします。 

Ｒ９０５１ 
  ｜ 
Ｒ９０５Ｆ 

未使用  
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ＷＲ９０６（ワード単位指定）  
リレー番号 名称 内容 

Ｒ９０６０ ユニット
Ｎｏ．１ 

ユニットＮｏ．１が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６１ ユニット
Ｎｏ．２ 

ユニットＮｏ．２が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６２ ユニット
Ｎｏ．３ 

ユニットＮｏ．３が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６３ ユニット
Ｎｏ．４ 

ユニットＮｏ．４が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６４ ユニット
Ｎｏ．５ 

ユニットＮｏ．５が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６５ ユニット
Ｎｏ．６ 

ユニットＮｏ．６が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６６ ユニット
Ｎｏ．７ 

ユニットＮｏ．７が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６７ ユニット
Ｎｏ．８ 

ユニットＮｏ．８が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６８ ユニット
Ｎｏ．９ 

ユニットＮｏ．９が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６９ ユニット
Ｎｏ．１０

ユニットＮｏ．１０が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６Ａ ユニット
Ｎｏ．１１

ユニットＮｏ．１１が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６Ｂ ユニット
Ｎｏ．１２

ユニットＮｏ．１２が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６Ｃ ユニット
Ｎｏ．１３

ユニットＮｏ．１３が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６Ｄ ユニット
Ｎｏ．１４

ユニットＮｏ．１４が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６Ｅ ユニット
Ｎｏ．１５

ユニットＮｏ．１５が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０６Ｆ 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 
０用 
伝送保証リレー 

ユニット
Ｎｏ．１６

ユニットＮｏ．１６が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 
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ＷＲ９０７（ワード単位指定）  
リレー番号 名称 内容 

Ｒ９０７０ ユニット
Ｎｏ．１ 

ユニットＮｏ．１が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７１ ユニット
Ｎｏ．２ 

ユニットＮｏ．２が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７２ ユニット
Ｎｏ．３ 

ユニットＮｏ．３が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７３ ユニット
Ｎｏ．４ 

ユニットＮｏ．４が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７４ ユニット
Ｎｏ．５ 

ユニットＮｏ．５が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７５ ユニット
Ｎｏ．６ 

ユニットＮｏ．６が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７６ ユニット
Ｎｏ．７ 

ユニットＮｏ．７が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７７ ユニット
Ｎｏ．８ 

ユニットＮｏ．８が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７８ ユニット
Ｎｏ．９ 

ユニットＮｏ．９が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７９ ユニット
Ｎｏ．１０

ユニットＮｏ．１０が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７Ａ ユニット
Ｎｏ．１１

ユニットＮｏ．１１が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７Ｂ ユニット
Ｎｏ．１２

ユニットＮｏ．１２が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７Ｃ ユニット
Ｎｏ．１３

ユニットＮｏ．１３が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７Ｄ ユニット
Ｎｏ．１４

ユニットＮｏ．１４が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７Ｅ ユニット
Ｎｏ．１５

ユニットＮｏ．１５が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０７Ｆ 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 
０用 
動作モードリレー 

ユニット
Ｎｏ．１６

ユニットＮｏ．１６が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 
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ＷＲ９０８（ワード単位指定）  
リレー番号 名称 内容 

Ｒ９０８０ ユニット
Ｎｏ．１ 

ユニットＮｏ．１が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８１ ユニット
Ｎｏ．２ 

ユニットＮｏ．２が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８２ ユニット
Ｎｏ．３ 

ユニットＮｏ．３が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８３ ユニット
Ｎｏ．４ 

ユニットＮｏ．４が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８４ ユニット
Ｎｏ．５ 

ユニットＮｏ．５が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８５ ユニット
Ｎｏ．６ 

ユニットＮｏ．６が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８６ ユニット
Ｎｏ．７ 

ユニットＮｏ．７が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８７ ユニット
Ｎｏ．８ 

ユニットＮｏ．８が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８８ ユニット
Ｎｏ．９ 

ユニットＮｏ．９が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８９ ユニット
Ｎｏ．１０

ユニットＮｏ．１０が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８Ａ ユニット
Ｎｏ．１１

ユニットＮｏ．１１が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８Ｂ ユニット
Ｎｏ．１２

ユニットＮｏ．１２が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８Ｃ ユニット
Ｎｏ．１３

ユニットＮｏ．１３が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８Ｄ ユニット
Ｎｏ．１４

ユニットＮｏ．１４が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８Ｅ ユニット
Ｎｏ．１５

ユニットＮｏ．１５が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 

Ｒ９０８Ｆ 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 
１用 
伝送保証リレー 

ユニット
Ｎｏ．１６

ユニットＮｏ．１６が、 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンクモードで正常に通信している場合：ＯＮ 
停止状態、異常発生またはＰＣ（ＰＬＣ）リンクしていないとき：ＯＦＦ 
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ＷＲ９０９（ワード単位指定）  
リレー番号 名称 内容 

Ｒ９０９０ ユニット
Ｎｏ．１ 

ユニットＮｏ．１が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９１ ユニット
Ｎｏ．２ 

ユニットＮｏ．２が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９２ ユニット
Ｎｏ．３ 

ユニットＮｏ．３が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９３ ユニット
Ｎｏ．４ 

ユニットＮｏ．４が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９４ ユニット
Ｎｏ．５ 

ユニットＮｏ．５が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９５ ユニット
Ｎｏ．６ 

ユニットＮｏ．６が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９６ ユニット
Ｎｏ．７ 

ユニットＮｏ．７が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９７ ユニット
Ｎｏ．８ 

ユニットＮｏ．８が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９８ ユニット
Ｎｏ．９ 

ユニットＮｏ．９が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９９ ユニット
Ｎｏ．１０

ユニットＮｏ．１０が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９Ａ ユニット
Ｎｏ．１１

ユニットＮｏ．１１が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９Ｂ ユニット
Ｎｏ．１２

ユニットＮｏ．１２が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９Ｃ ユニット
Ｎｏ．１３

ユニットＮｏ．１３が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９Ｄ ユニット
Ｎｏ．１４

ユニットＮｏ．１４が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９Ｅ ユニット
Ｎｏ．１５

ユニットＮｏ．１５が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

Ｒ９０９Ｆ 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク 
１用 
動作モードリレー 

ユニット
Ｎｏ．１６

ユニットＮｏ．１６が、ＲＵＮモードのとき、ＯＮします。 
ＰＲＯＧ．モードのとき、ＯＦＦします。 

 
ＷＲ９１０（ワード単位指定）  

リレー番号 名称 内容 
Ｒ９１００ 
  ｜ 
Ｒ９１０Ｆ 

未使用 
 

Ｒ９１１０ ＨＳＣ－ＣＨ０ 
Ｒ９１１１ ＨＳＣ－ＣＨ１ 
Ｒ９１１２ ＨＳＣ－ＣＨ２ 
Ｒ９１１３ ＨＳＣ－ＣＨ３ 
Ｒ９１１４ ＨＳＣ－ＣＨ４ 
Ｒ９１１５ ＨＳＣ－ＣＨ５ 
Ｒ９１１６ ＨＳＣ－ＣＨ６ 
Ｒ９１１７ ＨＳＣ－ＣＨ７ 
Ｒ９１１８ ＨＳＣ－ＣＨ８ 
Ｒ９１１９ ＨＳＣ－ＣＨ９ 
Ｒ９１１Ａ ＨＳＣ－ＣＨＡ 
Ｒ９１１Ｂ ＨＳＣ－ＣＨＢ 

・Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１Ｒ）命令実行中にＯＮします。 
・Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１Ｒ）動作完了時にＯＦＦ 
 します。 

Ｒ９１１Ｃ ＰＬＳ－ＣＨ０ 
Ｒ９１１Ｄ 

制御中フラグ 

ＰＬＳ－ＣＨ１ 
・Ｆ１７１（ＳＰＤＨ）、Ｆ１７２（ＰＬＳＨ）、Ｆ１７３（ＰＷＭＨ）、 
 Ｆ１７４（ＳＰ０Ｈ）命令によってパルス出力中にＯＮします。 
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16.1.3 特殊データレジスタ一覧 
レジスタ番号 名称 内容 読出 書込

ＤＴ９００００ 自己診断エラーコード 自己診断エラー発生時にエラーコードを格納します。 ○ × 
ＤＴ９０００１ 未使用  × × 

ＤＴ９０００２ 機能カセットＩ／Ｏエラーの 
発生位置 

機能ボードのＩ／Ｏボードに異常が発生した 
時、そのボードに対応するビットがＯＮします。 

  

○ × 

ＤＴ９０００３ 未使用  × × 
ＤＴ９０００４ 未使用  × × 
ＤＴ９０００５ 未使用  × × 

ＤＴ９０００６ 機能カセット異常の 
発生位置 

機能ボードの高機能ボードに異常が発生したとき、そ
のボードに対応するビットがＯＮします。  

  

○ × 

ＤＴ９０００７ 未使用  
ＤＴ９０００８ 未使用  × × 

ＤＴ９０００９ ＣＯＭ２通信異常フラグ ＣＯＭ２ポート使用時の異常内容が格納されます。 ○ × 

ＤＴ９００１０ 増設Ｉ／Ｏ照合 
不一致ボードの位置 

増設Ｉ／Ｏボードの装着状態が電源ＯＮ時の状態と
変化したときに、そのユニットＮｏ．に対応するビットが
ＯＮ（１）します。ＢＩＮ表示でモニタしてください。  

  

○ × 

ＤＴ９００１１ 拡張ボード照合 
不一致ボードの位置 

拡張ボードの装着状態が電源ＯＮ時の状態と変化し
たときに、そのユニットＮｏ．に対応するビットがＯＮ
（１）します。ＢＩＮ表示でモニタしてください。  

  

○ × 

ＤＴ９００１２ 未使用  
ＤＴ９００１３ 未使用  × × 
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レジスタ番号 名称 内容 読出 書込

ＤＴ９００１４ データシフト命令の演算 
補助レジスタ 

データシフト命令Ｆ１０５（ＢＳＲ）またはＦ１０６（ＢＳＬ）を
実行した結果、押し出された１デジットデータが、ビッ
ト０～ビット３に格納されます。 
Ｆ０（ＭＶ）命令を実行して、値の読み出しや書き込み
ができます。 

○ ○ 

ＤＴ９００１５ ○ ○ 

ＤＴ９００１６ 

除算命令の演算補助レジス
タ 

１６ビット除算命令Ｆ３２（％）、Ｆ５２（Ｂ％）実行時、ＤＴ
９００１５に余り１６ビットが格納されます。 
３２ビット除算命令Ｆ３３（Ｄ％）、Ｆ５３（ＤＢ％）実行時、
ＤＴ９００１５～ＤＴ９００１６に余り３２ビットが格納されま
す。Ｆ０（ＭＶ）命令を実行して、値の読み出しや書き
込みができます。 

○ ○ 

ＤＴ９００１７ 演算エラー発生アドレス 
（保持型） 

運転開始後、 初に演算エラーが発生したアドレス
が格納されます。１０進数表示でモニタしてください。 ○ × 

ＤＴ９００１８ 演算エラー発生アドレス 
（ 新型） 

演算エラーが発生したアドレスが格納されます。エラ
ーが発生する度に更新されます。スキャン先頭では、
０になります。１０進数表示でモニタしてください。 

○ × 

ＤＴ９００１９ ２．５ｍｓＲＩＮＧカウンタ 注２） 

格納値が、２．５ ｍｓ毎に＋１されます。（Ｈ０～ＨＦＦ
ＦＦ） 
２点の値の差（絶対値）×２．５ ｍｓ＝２点間の経過時
間 

○ × 

ＤＴ９００２０ １０μｓＲＩＮＧカウンタ 注２、３） 

格納値が、１０．２４ μｓ毎に＋１されます。 
（Ｈ０～ＨＦＦＦＦ） 
２点の値の差（絶対値）×１０．２４ μｓ＝ 
                     ２点間の経過時間 
注）正確な数値は１０．２４μｓです。 

○ × 

ＤＴ９００２１ 未使用  × × 

ＤＴ９００２２ スキャンタイム（現在値） 注１） 
スキャンタイムの現在値が格納されます。 
［格納値（１０進数）］×０．１ ｍｓ 
（例）Ｋ５０の時は、５ ｍｓ以内を示します。 

○ × 

ＤＴ９００２３ スキャンタイム（ 小値） 注１） 
スキャンタイムの 小値が格納されます。 
［格納値（１０進数）］×０．１ ｍｓ 
（例）Ｋ５０の時は、５ ｍｓ以内を示します。 

○ × 

ＤＴ９００２４ スキャンタイム（ 大値） 注１） 
スキャンタイムの 大値が格納されます。 
［格納値（１０進数）］×０．１ ｍｓ 
（例）Ｋ１２５の時は、１２．５ ｍｓ以内を示します。 

○ × 

ＤＴ９００２５ 割り込みの許可（マスク） 
状態（ＩＮＴ０～１３） 

ＩＣＴＬ命令によって設定した内容が格納されます。 
ＢＩＮ表示でモニタしてください。  

    

○ × 

ＤＴ９００２６ 未使用  × × 

ＤＴ９００２７ 定時割り込みの間隔 
（ＩＮＴ２４） 

ＩＣＴＬ命令によって設定した内容が格納されます。 
Ｋ０：定時割り込みを使用しません。 
Ｋ１～Ｋ３０００：０．５ ｍｓ～１．５ ｓ または 
１０ ｍｓ～３０ ｓ 

○ × 

ＤＴ９００２８ サンプリングトレースの間隔 Ｋ０：ＳＭＰＬ命令によるサンプリングになります。 
Ｋ１～Ｋ３０００（×１０ ｍｓ）：１０ ｍｓ～３０ ｓ 

○ × 

ＤＴ９００２９ 未使用  × × 
ＤＴ９００３０ 
ＤＴ９００３１ 
ＤＴ９００３２ 
ＤＴ９００３３ 
ＤＴ９００３４ 
ＤＴ９００３５ 

Ｆ１４９ ＭＳＧ命令による 
キャラクタ格納 

メッセージ表示命令（Ｆ１４９）にて設定した内容 
（キャラクタ）を格納します。 ○ × 

ＤＴ９００３６ 未使用  × × 
注１）スキャンタイム表示は、ＲＵＮモード時のみ、演算サイクル時間を表します。ＰＲＯＧ．モード時は演算のスキャン 
   時間を表しません。 大値、 小値は、ＲＵＮモードとＰＲＯＧ．モードの切り替え時に一旦クリアされます。 
注２）１スキャンに１回先頭で更新されます。 
注３）ＤＴ９００２０はＦ０（ＭＶ）、ＤＴ９００２０､Ｄ命令実行時点でも更新されますので、区間時間測定に利用できます。 
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ＤＴ９００３７ サーチ命令用ワーク１ Ｆ９６（ＳＲＣ）命令実行時にサーチデータと一致した
個数が格納されます。 ○ × 

ＤＴ９００３８ サーチ命令用ワーク２ Ｆ９６（ＳＲＣ）命令実行時に一致した相対位置が 
格納されます。 ○ × 

ＤＴ９００３９ 未使用  × × 

ＤＴ９００４０ ボリューム入力０ 

ＤＴ９００４１ ボリューム入力１ 

ボリュームの値（Ｋ０～Ｋ１０００）が格納されます。 
ユーザプログラムによりデータレジスタに読み出すこ
とにより、アナログタイマなどに応用できます。 
Ｖ０→ＤＴ９００４０ 
Ｖ１→ＤＴ９００４１ 

○ × 

ＤＴ９００４２ ボリューム入力２ ○ × 

ＤＴ９００４３ ボリューム入力３ 

Ｃ６０のみ： 
ボリュームの値（Ｋ０～Ｋ１０００）が格納されます。 
ユーザプログラムによりデータレジスタに読み出すこ
とにより、アナログタイマなどに応用できます。 
Ｖ２→ＤＴ９００４２ 
Ｖ３→ＤＴ９００４３ 

○ × 

ＤＴ９００４４ システムワーク システムにて使用しています ○ × 

ＤＴ９００４５ 未使用  × × 

ＤＴ９００４６ 未使用  × × 

ＤＴ９００４７ 未使用  × × 

ＤＴ９００４８ 未使用  × × 

ＤＴ９００４９ 未使用  × × 
ＤＴ９００５０ 未使用  × × 
ＤＴ９００５１ 未使用  × × 

ＤＴ９００５２ 高速カウンタ制御フラグ 

ＭＶ命令（Ｆ０）で値を書き込むことにより、高速カウン
タのリセット、カウント禁止、高速カウンタ命令の継続
およびクリアが行えます。 
 
・制御コードの指定  

 
 

× ○ 

ＤＴ９００５２ パルス出力制御フラグ 

ＭＶ命令（Ｆ０）で値を書き込むことにより、高速カウン
タのリセット、カウント禁止、高速カウンタ命令の継続
およびクリアが行えます。 
 
・制御コードの指定  

 
 

× ○ 
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ＤＴ９００５３ カレンダタイマモニタ 
（時・分） 

カレンダタイマの時・分データが格納されます。 
読み出しのみ可能で、書き込みはできません。  

    

○ × 

ＤＴ９００５４ カレンダタイマ（分・秒） 

ＤＴ９００５５ カレンダタイマ（日・時） 

ＤＴ９００５６ カレンダタイマ（年・月） 

ＤＴ９００５７ カレンダタイマ（曜日） 

カレンダタイマの年・月・日・時・分・秒・曜日データが
格納されます。内蔵カレンダタイマは、２０９９年まで
対応、うるう年にも対応しています。 
プログラミングツールまたは転送命令（Ｆ０）を使用し
たプログラムで値を書き込むことにより、カレンダタイ
マの設定（時刻合わせ）ができます。  

   
ＦＰＷＩＮ ＧＲでは曜日データを自動設定して 
いませんので、何曜日を００にするかを決め、 
００～０６の値を設定します。  

○ ○ 

ＤＴ９００５８ カレンダタイマ時間設定 
および３０秒補正レジスタ 

内蔵カレンダタイマの時刻合わせに使用します。 
●プログラムで時刻合わせをする 
ＤＴ９００５８の 上位ビットを１にすると、Ｆ０命令で 
ＤＴ９００５４～ＤＴ９００５７に書き込んだ時刻になりま
す。時刻合わせを実行した後、ＤＴ９００５８は０にクリ
アされます。（Ｆ０命令以外では実行できません。） 
 
＜例＞Ｘ０：ＯＮで５日１２時０分０秒に合わせる  

   
 
注）プログラミングツールを使ってＤＴ９００５４～ 
ＤＴ９００５７の値を書き換えた場合は、書き込んだ時
点で時刻合わせが実行されますので、ＤＴ９００５８へ
の書き込みは不要です。 
 
●３０秒以内のずれを補正する 
ＤＴ９００５８の 下位ビットを１にすると、繰り上げまた
は繰り下げを行い、０秒ちょうどになります。 
補正を実行した後、ＤＴ９００５８は０にクリアされます。 
＜例＞Ｘ０：ＯＮで０秒に補正する 

   
 
実行時点で０秒～２９秒のときは繰り下げ、３０秒～ 
５９秒の時は繰り上げされます。 
上記例では、５分２９秒であれば、５分０秒になります 
        ５分３５秒であれば、６分０秒になります 

○ ○ 
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ＤＴ９００５９ 通信異常コード 通信エラー発生時に異常コードを格納します。 × × 
ＤＴ９００６０ ステップラダー工程（０～１５） 
ＤＴ９００６１ ステップラダー工程（１６～３１） 
ＤＴ９００６２ ステップラダー工程（３２～４７） 
ＤＴ９００６３ ステップラダー工程（４８～６３） 
ＤＴ９００６４ ステップラダー工程（６４～７９） 
ＤＴ９００６５ ステップラダー工程（８０～９５） 
ＤＴ９００６６ ステップラダー工程（９６～１１１） 
ＤＴ９００６７ ステップラダー工程（１１２～１２７）

ＤＴ９００６８ ステップラダー工程（１２８～１４３）

ＤＴ９００６９ ステップラダー工程（１４４～１５９）

ＤＴ９００７０ ステップラダー工程（１６０～１７５）

ＤＴ９００７１ ステップラダー工程（１７６～１９１）

ＤＴ９００７２ ステップラダー工程（１９２～２０７）

ＤＴ９００７３ ステップラダー工程（２０８～２２３）

ＤＴ９００７４ ステップラダー工程（２２４～２３９）

ＤＴ９００７５ ステップラダー工程（２４０～２５５）

ＤＴ９００７６ ステップラダー工程（２５６～２７１）

ＤＴ９００７７ ステップラダー工程（２７２～２８７）

ＤＴ９００７８ ステップラダー工程（２８８～３０３）

ＤＴ９００７９ ステップラダー工程（３０４～３１９）

ＤＴ９００８０ ステップラダー工程（３２０～３３５）

ＤＴ９００８１ ステップラダー工程（３３６～３５１）

ＤＴ９００８２ ステップラダー工程（３５２～３６７）

ＤＴ９００８３ ステップラダー工程（３６８～３８３）

ＤＴ９００８４ ステップラダー工程（３８４～３９９）

ＤＴ９００８５ ステップラダー工程（４００～４１５）

ＤＴ９００８６ ステップラダー工程（４１６～４３１）

ＤＴ９００８７ ステップラダー工程（４３２～４４７）

ＤＴ９００８８ ステップラダー工程（４４８～４６３）

ＤＴ９００８９ ステップラダー工程（４６４～４７９）

ＤＴ９００９０ ステップラダー工程（４８０～４９５）

ＤＴ９００９１ ステップラダー工程（４９６～５１１）

ＤＴ９００９２ ステップラダー工程（５１２～５２７）

ＤＴ９００９３ ステップラダー工程（５２８～５４３）

ＤＴ９００９４ ステップラダー工程（５４４～５５９）

ＤＴ９００９５ ステップラダー工程（５６０～５７５）

ＤＴ９００９６ ステップラダー工程（５７６～５９１）

ＤＴ９００９７ ステップラダー工程（５９２～６０７）

ステップラダー工程の起動状態を示します。工
程が起動すると、その工程Ｎｏ．に対応するビッ
トがＯＮします。 
ＢＩＮ表示でモニタしてください。    

   
 
プログラミングツールを使用してデータを書き込
むことができます。 

○ ○ 
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ＤＴ９００９８ ステップラダー工程（６０８～６２３）

ＤＴ９００９９ ステップラダー工程（６２４～６３９）

ＤＴ９０１００ ステップラダー工程（６４０～６５５）

ＤＴ９０１０１ ステップラダー工程（６５６～６７１）

ＤＴ９０１０２ ステップラダー工程（６７２～６８７）

ＤＴ９０１０３ ステップラダー工程（６８８～７０３）

ＤＴ９０１０４ ステップラダー工程（７０４～７１９）

ＤＴ９０１０５ ステップラダー工程（７２０～７３５）

ＤＴ９０１０６ ステップラダー工程（７３６～７５１）

ＤＴ９０１０７ ステップラダー工程（７５２～７６７）

ＤＴ９０１０８ ステップラダー工程（７６８～７８３）

ＤＴ９０１０９ ステップラダー工程（７８４～７９９）

ＤＴ９０１１０ ステップラダー工程（８００～８１５）

ＤＴ９０１１１ ステップラダー工程（８１６～８３１）

ＤＴ９０１１２ ステップラダー工程（８３２～８４７）

ＤＴ９０１１３ ステップラダー工程（８４８～８６３）

ＤＴ９０１１４ ステップラダー工程（８６４～８７９）

ＤＴ９０１１５ ステップラダー工程（８８０～８９５）

ＤＴ９０１１６ ステップラダー工程（８９６～９１１）

ＤＴ９０１１７ ステップラダー工程（９１２～９２７）

ＤＴ９０１１８ ステップラダー工程（９２８～９４３）

ＤＴ９０１１９ ステップラダー工程（９４４～９５９）

ＤＴ９０１２０ ステップラダー工程（９６０～９７５）

ＤＴ９０１２１ ステップラダー工程（９７６～９９１）

ＤＴ９０１２２ ステップラダー工程（９９２～９９９）
（上位バイトは未使用） 

ステップラダー工程の起動状態を示します。工
程が起動すると、その工程Ｎｏ．に対応するビッ
トがＯＮします。 
ＢＩＮ表示でモニタしてください。   

  
 
 
プログラミングツールを使用してデータを書き込
むことができます。 

○ ○ 

ＤＴ９０１２３ 未使用  

ＤＴ９０１２４ ＣＯＭ１用 ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ 
完了コード 

詳細は命令語マニュアル（Ｆ１４５，Ｆ１４６）を 
参照してください。 

ＤＴ９０１２５ ＣＯＭ２用 ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ 
完了コード 

詳細は命令語マニュアル（Ｆ１４５，Ｆ１４６）を 
参照してください。 

ＤＴ９０１２６ 強制入出力実行局表示 システムにて使用しています。 
ＤＴ９０１２７ 

｜ 
ＤＴ９０１３９ 

未使用  

× × 
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ＤＴ９０１４０ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０の受信回数 
ＤＴ９０１４１ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０の受信間隔（現在値）（×２．５ ｍｓ） 
ＤＴ９０１４２ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０の受信間隔（ 小値）（×２．５ ｍｓ） 
ＤＴ９０１４３ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０の受信間隔（ 大値）（×２．５ ｍｓ） 
ＤＴ９０１４４ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０の送信回数 
ＤＴ９０１４５ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０の送信間隔（現在値）（×２．５ ｍｓ） 
ＤＴ９０１４６ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０の送信間隔（ 小値）（×２．５ ｍｓ） 
ＤＴ９０１４７ 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０ 
ステータス 

ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０の送信間隔（ 大値）（×２．５ ｍｓ） 

○ × 

ＤＴ９０１４８ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１の受信回数 ○ × 
ＤＴ９０１４９ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１の受信間隔（現在値）（×２．５ ｍｓ） 
ＤＴ９０１５０ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１の受信間隔（ 小値）（×２．５ ｍｓ） 
ＤＴ９０１５１ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１の受信間隔（ 大値）（×２．５ ｍｓ） 
ＤＴ９０１５２ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１の送信回数 
ＤＴ９０１５３ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１の送信間隔（現在値）（×２．５ ｍｓ） 
ＤＴ９０１５４ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１の送信間隔（ 小値）（×２．５ ｍｓ） 
ＤＴ９０１５５ 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１ 
ステータス 

ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１の送信間隔（ 大値）（×２．５ ｍｓ） 

  

ＤＴ９０１５６ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０受信間隔測定用ワーク ○ × 

ＤＴ９０１５７ 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０ 
ステータス ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０送信間隔測定用ワーク   

ＤＴ９０１５８ ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１受信間隔測定用ワーク ○ × 

ＤＴ９０１５９ 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１ 
ステータス ＰＣ（ＰＬＣ）リンク１送信間隔測定用ワーク   

ＤＴ９０１６０ 
ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０ 
ユニットＮｏ． 

ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０のユニットＮｏ．が格納されます。 ○ × 

ＤＴ９０１６１ 
ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０ 
異常フラグ 

ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０の異常内容が格納されます。 ○ × 

ＤＴ９０１６２ 
｜ 

ＤＴ９０１６９ 
未使用  × × 

ＤＴ９０１７０ ＰＣ（ＰＬＣ）リンクアドレス重複先 
ＤＴ９０１７１ トークン紛失回数 
ＤＴ９０１７２ 二重トークン回数 
ＤＴ９０１７３ 無信号状態回数 
ＤＴ９０１７４ 未定義コマンド受信回数 
ＤＴ９０１７５ 受信サムチェックエラー回数 
ＤＴ９０１７６ 受信データフォーマットエラー回数 
ＤＴ９０１７７ 伝送異常発生回数 
ＤＴ９０１７８ 手順エラー発生回数 
ＤＴ９０１７９ 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０ 
ＰＣ（ＰＬＣ）リンク０ 
ステータス 

多重親局発生回数 

○ × 

ＤＴ９０１８０ 
｜ 

ＤＴ９０１８９ 
未使用  × × 

ＤＴ９０１９０ 未使用  × × 
ＤＴ９０１９１ 未使用  × × 
ＤＴ９０１９２ 未使用  × × 
ＤＴ９０１９３ 未使用  × × 
ＤＴ９０１９４ 

｜ 
ＤＴ９０２１８ 

未使用  × × 
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レジスタ番号 名称 内容 読出 書込

ＤＴ９０２１９ ＤＴ９０２２０～ＤＴ９０２５１の局番 
切り替え ０：局番１～８、１：局番９～１６ ○ × 

ＤＴ９０２２０ システムレジスタ４０と４１

ＤＴ９０２２１ システムレジスタ４２と４３

ＤＴ９０２２２ システムレジスタ４４と４５

ＤＴ９０２２３ 

ＰＣ（ＰＬＣ）リ

ンク 
局番１か９ 

システムレジスタ４６と４７

ＤＴ９０２２４ システムレジスタ４０と４１

ＤＴ９０２２５ システムレジスタ４２と４３

ＤＴ９０２２６ システムレジスタ４４と４５

ＤＴ９０２２７ 

ＰＣ（ＰＬＣ）リ

ンク 
局番２か１０ 

システムレジスタ４６と４７

ＤＴ９０２２８ システムレジスタ４０と４１

ＤＴ９０２２９ システムレジスタ４２と４３

ＤＴ９０２３０ システムレジスタ４４と４５

ＤＴ９０２３１ 

ＰＣ（ＰＬＣ）リ

ンク 
局番３か１１ 

システムレジスタ４６と４７

ＤＴ９０２３２ システムレジスタ４０と４１

ＤＴ９０２３３ システムレジスタ４２と４３

ＤＴ９０２３４ システムレジスタ４４と４５

ＤＴ９０２３５ 

ＰＣ（ＰＬＣ）リ

ンク 
局番４か１２ 

システムレジスタ４６と４７

ＤＴ９０２３６ システムレジスタ４０と４１

ＤＴ９０２３７ システムレジスタ４２と４３

ＤＴ９０２３８ システムレジスタ４４と４５

ＤＴ９０２３９ 

ＰＣ（ＰＬＣ）リ

ンク 
局番５か１３ 

システムレジスタ４６と４７

ＤＴ９０２４０ システムレジスタ４０と４１

ＤＴ９０２４１ システムレジスタ４２と４３

ＤＴ９０２４２ システムレジスタ４４と４５

ＤＴ９０２４３ 

ＰＣ（ＰＬＣ）リ

ンク 
局番６か１４ 

システムレジスタ４６と４７

ＤＴ９０２４４ システムレジスタ４０と４１

ＤＴ９０２４５ システムレジスタ４２と４３

ＤＴ９０２４６ システムレジスタ４４と４５

ＤＴ９０２４７ 

ＰＣ（ＰＬＣ）リ

ンク 
局番７か１５ 

システムレジスタ４６と４７

ＤＴ９０２４８ システムレジスタ４０と４１

ＤＴ９０２４９ システムレジスタ４２と４３

ＤＴ９０２５０ システムレジスタ４４と４５

ＤＴ９０２５１ 

ＰＣ（ＰＬＣ）リ

ンク 
局番８か１６ 

システムレジスタ４６と４７

各局番のＰＣ（ＰＬＣ）リンク機能に関するシステ
ムレジスタの設定内容が下記のように格納され
ます。 
＜例＞ 
ＤＴ９０２１９が０の場合  

   
 
・自局のシステムレジスタ４６が標準設定の場合 
 左記４６，４７は自局の値がコピーされます。 
 自局のシステムレジスタ４６が逆転設定の 
 場合、左記の自局に相当する部分４０～４５ 
 、４７が５０～５５、５７になり、４６はそのまま 
 設定されます。 
 また、他局に相当する部分４０～４５は受信 
 値を補正した値となり、４６，４７は自局の４６と 
 ５７が設定されます。 

○ × 

ＤＴ９０２５２ 未使用  
ＤＴ９０２５３ 未使用  
ＤＴ９０２５４ 未使用  
ＤＴ９０２５５ 未使用  

× × 

ＤＴ９０２５６ 未使用  × × 
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アドレス 名称 内容 読出 書込

ＤＴ９０３００ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３０１ 経過値エリア 
上位ワード

本体入力（Ｘ０）または（Ｘ０、 
Ｘ１）の計数エリアです ○ ○注１）

ＤＴ９０３０２ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３０３ 
目標値エリア 

上位ワード

ＨＳＣ－ＣＨ０ Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１
Ｒ）命令実行時に目標値がセッ
トされます。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３０４ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３０５ 
経過値エリア 

上位ワード

本体入力（Ｘ１）の計数エリアで

す。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３０６ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３０７ 
目標値エリア 

上位ワード

ＨＳＣ－ＣＨ１ Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１

Ｒ）命令実行時に目標値がセッ

トされます。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３０８ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３０９ 経過値エリア 
上位ワード

本体入力（Ｘ２）または（Ｘ２、 
Ｘ３）の計数エリアです ○ ○注１）

ＤＴ９０３１０ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３１１ 
目標値エリア 

上位ワード

ＨＳＣ－ＣＨ２ Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１

Ｒ）命令実行時に目標値がセッ

トされます。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３１２ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３１３ 経過値エリア 
上位ワード

本体入力（Ｘ３）の計数エリアで

す。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３１４ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３１５ 
目標値エリア 

上位ワード

ＨＳＣ－ＣＨ３ Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１

Ｒ）命令実行時に目標値がセッ

トされます。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３１６ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３１７ 経過値エリア 
上位ワード

本体入力（Ｘ４）または（Ｘ４、 
Ｘ５）の計数エリアです ○ ○注１）

ＤＴ９０３１８ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３１９ 
目標値エリア 

上位ワード

ＨＳＣ－ＣＨ４ Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１

Ｒ）命令実行時に目標値がセッ

トされます。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３２０ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３２１ 
経過値エリア 

上位ワード

本体入力（Ｘ５）の計数エリアで

す。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３２２ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３２３ 
目標値エリア 

上位ワード

ＨＳＣ－ＣＨ５ Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１

Ｒ）命令実行時に目標値がセッ

トされます。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３２４ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３２５ 経過値エリア 
上位ワード

本体入力（Ｘ６）または（Ｘ６、 
Ｘ７）の計数エリアです ○ ○注１）

ＤＴ９０３２６ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３２７ 
目標値エリア 

上位ワード

ＨＳＣ－ＣＨ６ Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１

Ｒ）命令実行時に目標値がセッ

トされます。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３２８ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３２９ 経過値エリア 
上位ワード

本体入力（Ｘ７）の計数エリアで

す。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３３０ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３３１ 
目標値エリア 

上位ワード

ＨＳＣ－ＣＨ７ Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１

Ｒ）命令実行時に目標値がセッ

トされます。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３３２ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３３３ 
経過値エリア 

上位ワード

パルス入出力ボード入力 
（Ｘ０）または（Ｘ０、Ｘ１）の計数
エリアです ○ ○注１）

ＤＴ９０３３４ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３３５ 
目標値エリア 

上位ワード

ＨＳＣ－ＣＨ８
Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１

Ｒ）命令実行時に目標値がセッ

トされます。 ○ ○注１）

注１） 経過値エリアへの書込みは、Ｆ１（ＤＭＶ）命令でのみ可能です。 
目標値エリアへの書込みはＦ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１Ｒ）命令のみです。 
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アドレス 名称 内容 読出 書込

ＤＴ９０３３６ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３３７ 
経過値エリア 

上位ワード 

パルス入出力ボード入力 
（Ｘ１）の計数エリアです 

○ ○注１）

ＤＴ９０３３８ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３３９ 
目標値エリア 

上位ワード 

ＨＳＣ－ＣＨ９ 
Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１
Ｒ）命令実行時に目標値がセッ
トされます。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３４０ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３４１ 
経過値エリア 

上位ワード 

パルス入出力ボード入力 
（Ｘ３）または（Ｘ３、Ｘ４）の計数
エリアです ○ ○注１）

ＤＴ９０３４２ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３４３ 
目標値エリア 

上位ワード 

ＨＳＣ－ＣＨＡ 
Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１
Ｒ）命令実行時に目標値がセッ
トされます。 ○ ○注１）

ＤＴ９０３４４ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３４５ 
経過値エリア 

上位ワード 

パルス入出力ボード入力 
（Ｘ４）の計数エリアです 

○ ○注１）

ＤＴ９０３４６ 下位ワード ○ ○注１）

ＤＴ９０３４７ 
目標値エリア 

上位ワード 

ＨＳＣ－ＣＨＢ 
Ｆ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１
Ｒ）命令実行時に目標値がセッ
トされます。 ○ ○注１）

注１） 経過値エリアへの書込みは、Ｆ１（ＤＭＶ）命令でのみ可能です。 
目標値エリアへの書込みはＦ１６６（ＨＣ１Ｓ）、Ｆ１６７（ＨＣ１Ｒ）命令のみです。 

 
 

アドレス 名称 内容 読出 書込

ＤＴ９０３４８ 下位ワード ○ ○注）

ＤＴ９０３４９ 
経過値エリア 

上位ワード 

パルス入出力ボード出力 
（Ｙ１００、Ｙ１０１）の計数エリア
です 

○ ○注）

ＤＴ９０３５０ 下位ワード ○ ○注）

ＤＴ９０３５１ 
目標値エリア 

上位ワード 

ＰＬＳ－ＣＨ０ 
Ｆ１７１（ＳＰＤＨ）、Ｆ１７２（ＰＬＳ
Ｈ）、Ｆ１７４（ＳＰ０Ｈ）、Ｆ１７５（Ｓ
ＰＳＨ）等の命令実行時に目標
値がセットされます。 ○ ○注）

ＤＴ９０３５２ 下位ワード ○ ○注）

ＤＴ９０３５３ 
経過値エリア 

上位ワード 

パルス入出力ボード出力 
（Ｙ２００、Ｙ２０１）の計数エリア
です 

○ ○注）

ＤＴ９０３５４ 下位ワード ○ ○注）

ＤＴ９０３５５ 
目標値エリア 

上位ワード 

ＰＬＳ－ＣＨ１ 
Ｆ１７１（ＳＰＤＨ）、Ｆ１７２（ＰＬＳ
Ｈ）、Ｆ１７４（ＳＰ０Ｈ）、Ｆ１７５（Ｓ
ＰＳＨ）等の命令実行時に目標
値がセットされます。 ○ ○注）

ＤＴ９０３５６ 未使用  × × 
ＤＴ９０３５７ 未使用  × × 
ＤＴ９０３５８ 未使用  × × 
ＤＴ９０３５９ 未使用  × × 
ＤＴ９０３６０ ＨＳＣ－ＣＨ０ ○ × 
ＤＴ９０３６１ ＨＳＣ－ＣＨ１ ○ × 
ＤＴ９０３６２ ＨＳＣ－ＣＨ２ ○ × 
ＤＴ９０３６３ ＨＳＣ－ＣＨ３ ○ × 
ＤＴ９０３６４ ＨＳＣ－ＣＨ４ ○ × 
ＤＴ９０３６５ ＨＳＣ－ＣＨ５ ○ × 
ＤＴ９０３６６ ＨＳＣ－ＣＨ６ ○ × 
ＤＴ９０３６７ ＨＳＣ－ＣＨ７ ○ × 
ＤＴ９０３６８ ＨＳＣ－ＣＨ８ ○ × 
ＤＴ９０３６９ ＨＳＣ－ＣＨ９ ○ × 
ＤＴ９０３７０ ＨＳＣ－ＣＨＡ ○ × 
ＤＴ９０３７１ ＨＳＣ－ＣＨＢ ○ × 
ＤＴ９０３７２ ＰＬＳ－ＣＨ０ ○ × 
ＤＴ９０３７３ 

制御フラグモニタエリア 

ＰＬＳ－ＣＨ１ 

Ｆ０（ＭＶ），ＤＴ９００５２命令で
ＨＳＣ制御した場合に対象のＣ
Ｈへの設定値がそれぞれのＣ
Ｈ毎に格納されます。 

○ × 
注）経過値エリアへの書込みは、Ｆ１（ＤＭＶ）命令でのみ可能です。 
  目標値エリアへの書込みはＦ１７１（ＳＰＤＨ）、Ｆ１７２（ＰＬＳＨ）、Ｆ１７４（ＳＰ０Ｈ）、Ｆ１７５（ＳＰＳＨ）命令のみです 
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16.2 基本命令語一覧 
○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 

       

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

 

    

シーケンス基本命令 

スタート ＳＴ 
 

常開接点で倫理演算を開始。   ○     

スタートノット ＳＴ／ 
 

常閉接点で倫理演算を開始。   ○     

アウト ＯＴ 
 

演算結果を出力。   ○     

ノット ／  直前までの演算結果を反転。   ○     

アンド ＡＮ  常開接点を直列接続。   ○     

アンドノット ＡＮ／  常閉接点を直列接続。   ○     

オア ＯＲ 
 

常開接点を並列接続。   ○     

オアノット ＯＲ／ 
 

常閉接点を並列接続。   ○     

立ち上がり検出 
スタート 

ＳＴ 
 

信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点で倫理演算を開始。 
  ○     

立ち下がり検出 
スタート 

ＳＴ 
 

信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点で倫理演算を開始。 
  ○     

立ち上がり検出 
アンド 

ＡＮ  
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点を直列接続。 
  ○     

立ち下がり検出

アンド 
ＡＮ  

信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点を直列接続。 
  ○     

立ち上がり検出

オア 
ＯＲ 

 
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点を並列接続。 
  ○     

立ち下がり検出

オア 
ＯＲ 

 
信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点を並列接続。 
  ○     

立ち上がり検出

アウト 
ＯＴ 

 
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみ出

力（パルスリレー用）。 
  ×     

立ち下がり検出

アウト 
ＯＴ 

 
信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみ出

力（パルスリレー用）。 
  ×     

オルタネートア

ウト 
ＡＬＴ 

 
信号の立ち上がりを検出する度にＯＮ／ＯＦＦ

が反転する出力。 
  ○     

アンドスタック ＡＮＳ 
 

複数のブロックを直列接続。   ○     

オアスタック ＯＲＳ 
 

複数のブロックを並列接続。   ○     

注１） 指定できるデバイスの種類は、機種により異なります。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
       

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

    

プッシュ 
スタック ＰＳＨＳ 直前までの演算結果を記憶 注２）   ○     

リードスタック ＲＤＳ ＰＳＨＳで記憶した演算結果を読み出す。 注２）   ○     

ボップスタック ＰＯＰＳ  ＰＳＨＳで記憶した演算結果を読み出し、読み

出してから、記憶をクリアします。   ○     

立ち上がり微分 ＤＦ  
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみ接

点をＯＮ。   ○     

立ち下がり微分 ＤＦ／  
信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみ接

点をＯＮ。   ○     

立ち上がり微分

（イニシャル 
実行型） 

ＤＦＩ  
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみ接

点をＯＮ。第１スキャンでの立ち上がり検出が可

能。 
  ○     

セット ＳＥＴ 
 

出力をＯＮにして、その状態を保持。   ○     

リセット ＲＳＴ 
 

出力をＯＦＦにして、その状態を保持。   ○     

キープ ＫＰ 
 

セットで出力し、リセットするまで保持。   ○     

ノップ ＮＯＰ  無処理。   ○     

 

ＴＭＬ 設定値ｎ×０．００１秒後、タイマ接点ａをＯＮ。   ○     

ＴＭＲ 設定値ｎ×０．０１秒後、タイマ接点ａをＯＮ。   ○     

ＴＭＸ 設定値ｎ×０．１秒後、タイマ接点ａをＯＮ。   ○     
オンディレー 
タイマー 

ＴＭＹ 

 

設定値ｎ×１秒後、タイマ接点ａをＯＮ。   ○     

補助タイマ 
（１６ビット） Ｆ１３７  

設定値×０．０１秒後、指定の出力およびＲ９０

０ＤをＯＮ。   ○     

補助タイマ 
（３２ビット） Ｆ１８３  

設定値×０．０１秒後、指定の出力およびＲ９０

０ＤをＯＮ。   ○     

時定数処理 Ｆ１８２  指定入力のフィルタ処理をします。   ○     

注１） 指定できるデバイスの種類は、機種により異なります。 
注２） ＰＳＨＳおよびＲＤＳ命令は、使用できる回数が機種により異なります。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
       

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

    

カウンタ ＣＴ 

 

プリセットした設定値ｎから減算カウント。   ○     

アップダウン 
カウンタ Ｆ１１８ 

 

アップダウン入力に応じて、プリセットした設定

値Ｓから加算または減算カウント。   ○     

シフトレジスタ ＳＲ 

 

ＷＲｎを左に１ビットシフト。   ○     

左右シフト 
レジスタ Ｆ１１９ 

 

指定エリアＤ１～Ｄ２を左または右に１ビットシフ

ト。   ○     

制御命令 

マスタコントロー

ルリレー ＭＣ マスタコントロールするプログラムの開始。   ○     

マスタコントロー

ルリレーエンド ＭＣＥ  マスタコントロールするプログラムの終了。   ○     

ジャンプラベル 
ＪＰ 

ＬＢＬ  

ジャンプして、ラベル以降からプログラムを続

行。   ○     

間接ジャンプ 
ラベル 

Ｆ１９ 

ＬＢＬ  

ジャンプして、Ｓで指定したラベル以降からプ

ログラムを続行。   ×     

ループラベル 
ＬＯＯＰ 

ＬＢＬ  

ジャンプして、ラベル以降からプログラムを続

行（ジャンプ回数をＳにて設定）。   ○     

ブレークポイント ＢＲＫ  テストラン時の条件付ブレーク（一時停止）。   ×     
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
       

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

    

エンド ＥＤ  
プログラムの演算を終了します。 

主プログラムの終わりを示します。 
  ○     

条件付きエンド ＣＮＤＥ  
実行条件がＯＮの時にプログラムの演算を終了

します。   ○     

エジェクト ＥＪＥＣＴ  プリントアウト時の改ページを行います。   ○     

ステップラダー命令 

スタートステップ ＳＳＴＰ  工程として制御するプログラムｎの先頭。   ○     

ＮＳＴＬ  
指定の工程ｎを起動し、起動中の工程をクリア。

（毎スキャン実行型）   ○     
ネクストステップ 

ＮＳＴＰ  
指定の工程ｎを起動し、起動中の工程をクリア。

（微分実行型）   ○     

クリアステップ ＣＳＴＰ  起動中の工程ｎをクリア。   ○     

ブロッククリア ＳＣＬＲ  起動中の工程ｎ１～ｎ２をクリア。   ○     

ステップエンド ＳＴＰＥ  ステップラダー領域の終端。   ○     

サブルーチン命令 

サブルーチン 
コール ＣＡＬＬ  

実行をサブルーチンプログラムに移行。主プロ

グラムに戻っても、サブルーチン内の出力を保

持。 
  ○     

出力ＯＦＦ型サブ

ルーチンコール ＦＣＡＬ  
実行をサブルーチンプログラムに移行。主プロ

グラムに戻ると、サブルーチン内の出力はＯＦ

Ｆ。 
  ×     

サブルーチン 
エントリー ＳＵＢ サブルーチンプログラムｎの先頭。   ○     

サブルーチン 
リターン ＲＥＴ  サブルーチンプログラムの終端。   ○     

割り込み命令 

インタラプト ＩＮＴ 割り込みプログラムｎの先頭。   ○     

割り込み 
リターン ＩＲＥＴ  割り込みプログラムの終端。   ○     

割り込み制御 ＩＣＴＬ  
割り込みの許可／禁止またはクリアを、Ｓ１、Ｓ

２で選択して、実行。   ○     
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
       

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

    

特殊設定命令 

通信条件設定 文字定数で指定した内容により、ＣＯＭポートま

たはツールポートの通信条件を変更。   ○     

パスワード設定 文字定数で指定した内容により、コントローラに

設定するパスワードを変更。   ○     

割り込み設定 文字定数で指定した内容により、割り込み入力

を設定。   ○     

ＰＬＣ間リンク 
時間設定 

文字定数で指定した内容により、ＰＬＣ間リンク

時のシステム設定時間を設定。   ○
     

ＭＥＷＴＯＣＯＬ

－ＣＯＭ応答制

御 

文字定数で指定した内容により、ＣＯＭポートま

たはツールポートのＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭに

よる通信条件を変更。 
  ○

     

高速カウンタ 
動作モード変更 

ＳＹＳ１  

文字定数で指定した内容により、高速カウンタ

の動作モードを切替できます。   ○
     

システムレジス

タ（Ｎｏ．４０～ 
Ｎｏ．４７）変更 

ＳＹＳ２  
ＰＬＣ間リンク機能のシステムレジスタの設定値

を変更。   ○
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
       

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

    

データ比較命令 

ＳＴ＝ 
 

Ｓ１＝Ｓ２のとき導通する接点で倫理演算を開

始。   ○     

ＳＴ＜＞ 
 

Ｓ１Ｓ２のとき導通する接点で倫理演算を開

始。   ○     

ＳＴ＞ 
 

Ｓ１＞Ｓ２のとき導通する接点で倫理演算を開

始。   ○     

ＳＴ＞＝ 
 

Ｓ１≧Ｓ２のとき導通する接点で倫理演算を開

始。   ○     

ＳＴ＜ 
 

Ｓ１＜Ｓ２のとき導通する接点で倫理演算を開

始。   ○     

１６ビットデータ

比較（スタート） 

ＳＴ＜＝ 
 

Ｓ１≦Ｓ２のとき導通する接点で倫理演算を開

始。   ○     

ＡＮ＝  Ｓ１＝Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。   ○     

ＡＮ＜＞  Ｓ１Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。   ○     

ＡＮ＞  Ｓ１＞Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。   ○     

ＡＮ＞＝  Ｓ１≧Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。   ○     

ＡＮ＜  Ｓ１＜Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。   ○     

１６ビットデータ

比較（アンド） 

ＡＮ＜＝  Ｓ１≦Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。   ○     

ＯＲ＝  Ｓ１＝Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。   ○     

ＯＲ＜＞  Ｓ１Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。   ○     

ＯＲ＞  Ｓ１＞Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。   ○     

ＯＲ＞＝  Ｓ１≧Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。   ○     

ＯＲ＜  Ｓ１＜Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。   ○     

１６ビットデータ

比較（オア） 

ＯＲ＜＝  Ｓ１≦Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。   ○     
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
       

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

    

ＳＴＤ＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で倫理演算を開始。   ○     

ＳＴＤ＜＞ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点で倫理演算を開始。   ○     

ＳＴＤ＞ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で倫理演算を開始。   ○     

ＳＴＤ＞＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で倫理演算を開始。   ○     

ＳＴＤ＜ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で倫理演算を開始。   ○     

３２ビットデータ

比較（スタート） 

ＳＴＤ＜＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で倫理演算を開始。   ○     

ＡＮＤ＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。   ○     

ＡＮＤ＜＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を直列接続。   ○     

ＡＮＤ＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。   ○     

ＡＮＤ＞＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。   ○     

ＡＮＤ＜  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。   ○     

３２ビットデータ

比較（アンド） 

ＡＮＤ＜＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。   ○     

ＯＲＤ＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。   ○     

ＯＲＤ＜＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を並列接続。   ○     

ＯＲＤ＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。   ○     

ＯＲＤ＞＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。   ○     

ＯＲＤ＜  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。   ○     

３２ビットデータ

比較（オア） 

ＯＲＤ＜＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。   ○     
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
    

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

    

ＳＴＦ＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点で倫理演算を開始。   ○  

ＳＴＦ＜＞ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点で倫理演算を開始。   ○  

ＳＴＦ＞ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点で倫理演算を開始。   ○  

ＳＴＦ＞＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点で倫理演算を開始。   ○  

ＳＴＦ＜ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点で倫理演算を開始。   ○  

浮動小数点形 
実数データ比較

（スタート） 

ＳＴＦ＜＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点で倫理演算を開始。   ○  

ＡＮＦ＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を直列接続。   ○  

ＡＮＦ＜＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を直列接続。   ○  

ＡＮＦ＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を直列接続。   ○  

ＡＮＦ＞＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を直列接続。   ○  

ＡＮＦ＜  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を直列接続。   ○  

浮動小数点形 
実数データ比較

（アンド） 

ＡＮＦ＜＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を直列接続。   ○  

ＯＲＦ＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を並列接続。   ○  

ＯＲＦ＜＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を並列接続。   ○  

ＯＲＦ＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を並列接続。   ○  

ＯＲＦ＞＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を並列接続。   ○  

ＯＲＦ＜  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を並列接続。   ○  

浮動小数点形 
実数データ比較

（オア） 

ＯＲＦ＜＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を並列接続。   ○  
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16.3 応用命令語一覧 
ニモニック欄に（Ｐ）の記載がある命令は、微分実行型を指定できます。（ボードコントローラＢＸは除く。） 
○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 

       

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

    

データ転送命令 

０ 
１６ビット 
データ転送 

ＭＶ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ）→（Ｄ）   ○     

１ 
３２ビット 
データ転送 

ＤＭＶ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ＋１、Ｓ）→（Ｄ＋１、Ｄ）   ○     

２ 
１６ビット 
データ否定転送 

ＭＶ／ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ）→（Ｄ）   ○     

３ 
３２ビット 
データ否定転送 

ＤＭＶ／ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ＋１，Ｓ）→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

４ 
指定スロットの

先頭ワードＮｏ．

読み出し 
ＧＥＴＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

指定されたスロットの先頭ワードＮｏ．を読

み出します。 
  ×     

５ 
ビットデータ 
転送 

ＢＴＭ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 
Ｓ中の任意の１ビットを、Ｄ中の任意の１ビッ

トに転送。各ビットはｎで指定。 
  ○     

６ 
デジットデータ

転送 
ＤＧＴ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 

Ｓ中の任意の１デジットを、Ｄ中の任意の１

ビットに転送。各デジットはｎで指定。 
  ○     

７ 
１６ビット２デー

タ一括転送 
ＭＶ２ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）→（Ｄ），（Ｓ２）→（Ｄ＋１）   ○     

８ 
３２ビット２デー

タ一括転送 
ＤＭＶ２ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）→（Ｄ＋１，Ｄ）， 
（Ｓ２＋１，Ｓ２）→（Ｄ＋３，Ｄ＋２） 

  ○     

１０ ブロック転送 ＢＫＭＶ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１～Ｓ２間のデータを、Ｄを先頭とするエリ

アに転送。 
  ○     

１１ ブロック複写 ＣＯＰＹ （Ｐ） Ｓ，Ｄ１，Ｄ２ 
Ｓのデータを、Ｄ１～Ｄ２間の全てのエリア

に転送。 
  ○     

１２ 
ＥＥＰ－ＲＯＭ 
読み出し 

ＩＣＲＤ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定したＥＥＰ－ＲＯＭのデータ

をＤを先頭とするエリアに転送。 
  ×     

１３ 
ＥＥＰ－ＲＯＭ 
書き込み 

ＰＩＣＷＴ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定するデータを、ＥＥＰ－ 
ＲＯＭのＤを先頭とするエリアに転送。 

  ×     

１２ 
Ｆ－ＲＯＭ 
読み出し 

ＩＣＲＤ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定したＦ－ＲＯＭのデータをＤ

を先頭とするエリアに転送。 
  ○     

１３ 
Ｆ－ＲＯＭ 
書き込み 

ＰＩＣＷＴ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定するデータを、Ｆ－ＲＯＭの

Ｄを先頭とするエリアに転送。 
  ○     

１２ 
ＩＣメモリカード

拡張メモリ 
読み出し 

ＩＣＲＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定するＩＣメモリカードのデータ

を、Ｄを先頭とするエリアに転送。 
  ×     

１３ 
ＩＣメモリカード

拡張メモリ 
書き込み 

ＩＣＷＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定するデータを、ＩＣメモリカー

ドのＤを先頭とするエリアに転送。 
  ×     

１４ 
ＩＣメモリカード

プログラム 
読み出し 

ＰＧＲＤ （Ｐ） Ｓ 
Ｓで指定するプログラムを、ＩＣメモリカード

から読み出して実行する。 
  ×     
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
       

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

    

１５ １６ビット 
データ交換 

ＸＣＨ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ （Ｄ１）→（Ｄ２），（Ｄ２）→（Ｄ１）   ○     

１６ 
３２ビット 
データ交換 

ＤＸＣＨ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ 
（Ｄ１＋１，Ｄ１）→（Ｄ２＋１，Ｄ２） 
（Ｄ２＋１，Ｄ２）→（Ｄ１＋１，Ｄ１） 

  ○     

１７ 
１６ビット 
データ上・下位

バイト交換 
ＳＷＡＰ （Ｐ） Ｄ Ｄの上位バイトと下位バイトを交換。   ○     

１８ ブロック交換 ＢＸＣＨ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３

Ｄ１を先頭とするエリアから、Ｄ２で指定した

エリアよりＤ３で指定したエリアからデータ

交換。 
  ○     

制御命令 

１９ 間接ジャンプ ＳＪＰ （Ｐ） Ｓ 
ジャンプして、Ｓで指定したラベル（ＬＢＬ）

以降からプログラムを続行。 
  ×     

ＢＩＮ算術演算命令 

２０ １６ビット加算 ＋ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｄ）＋（Ｓ）→（Ｄ）   ○     

２１ ３２ビット加算 Ｄ＋ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）＋（Ｓ＋１，Ｓ） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

  ○     

２２ １６ビット加算 ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）＋（Ｓ２）→（Ｄ）   ○     

２３ ３２ビット加算 Ｄ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＋（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

  ○     

２５ １６ビット減算 － （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｄ）－（Ｓ）→（Ｄ）   ○     

２６ ３２ビット減算 Ｄ－ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）－（Ｓ＋１，Ｓ） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

  ○     

２７ １６ビット減算 － （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）－（Ｓ２）→（Ｄ）   ○     

２８ ３２ビット減算 Ｄ－ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）－（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

  ○     

３０ １６ビット乗算 ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）×（Ｓ２）→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

３１ ３２ビット乗算 Ｄ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）×（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋３，Ｄ＋２，Ｄ＋１，Ｄ） 

  ○     

３２ １６ビット除算 ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１）÷（Ｓ２）→商（Ｄ） 
 余り（ＤＴ９０１５） 

  ○     

３３ ３２ビット除算 Ｄ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）÷（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→商（Ｄ＋１、Ｄ） 
 余り（ＤＴ９０１６，ＤＴ９０１５） 

  ○     

３４ 
１６ビット乗算 
（結果１ワード） 

＊Ｗ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）×（Ｓ２）→（Ｄ）   ○     

３５ 
１６ビット 
インクリメント 

＋１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ）＋１→（Ｄ）   ○     

３６ 
３２ビット 
インクリメント 

Ｄ＋１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）＋１→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

３７ 
１６ビット 
デクリメント 

－１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ）－１→（Ｄ）   ○     

３８ 
３２ビット 
デクリメント 

Ｄ－１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）－１→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

３９ 
３２ビット乗算 
（結果２ワード） 

Ｄ＊Ｄ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）×（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

  ○     
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
       

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

    

ＢＣＤ算術演算命令 

４０ ４桁ＢＣＤ加算 Ｂ＋ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｄ）＋（Ｓ）→（Ｄ）   ○     

４１ ８桁ＢＣＤ加算 ＤＢ＋ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）＋（Ｓ＋１，Ｓ） 
→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

４２ ４桁ＢＣＤ加算 Ｂ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）＋（Ｓ２）→（Ｄ）   ○     

４３ ８桁ＢＣＤ加算 ＤＢ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＋（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

４５ ４桁ＢＣＤ減算 Ｂ－ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｄ）－（Ｓ）→（Ｄ）   ○     

４６ ８桁ＢＣＤ減算 ＤＢ－ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）－（Ｓ＋１，Ｓ） 
→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

４７ ４桁ＢＣＤ減算 Ｂ－ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）－（Ｓ２）→（Ｄ）   ○     

４８ ８桁ＢＣＤ減算 ＤＢ－ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）－（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

５０ ４桁ＢＣＤ乗算 Ｂ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）×（Ｓ２）→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

５１ ８桁ＢＣＤ乗算 ＤＢ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）×（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋３，Ｄ＋２，Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

５２ ４桁ＢＣＤ除算 Ｂ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１）÷（Ｓ２）→商（Ｄ） 
 余り（ＤＴ９０１５）   ○     

５３ ８桁ＢＣＤ除算 ＤＢ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）÷（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→商（Ｄ＋１、Ｄ） 
 余り（ＤＴ９０１５，ＤＴ９０１６） 

  ○     

５５ ４桁ＢＣＤ 
インクリメント Ｂ＋１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ）＋１→（Ｄ）   ○     

５６ ８桁ＢＣＤ 
インクリメント ＤＢ＋１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）＋１→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

５７ ４桁ＢＣＤ 
デクリメント Ｂ－１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ）－１→（Ｄ）   ○     

５８ ８桁ＢＣＤ 
デクリメント ＤＢ－１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）－１→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

データ比較命令 

６０ １６ビットデータ

の比較 ＣＭＰ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２ 
（Ｓ１）＞（Ｓ２） 
（Ｓ１）＝（Ｓ２） 
（Ｓ１）＜（Ｓ２） 

→Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
→Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
→Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

  ○     

６１ ３２ビットデータ

の比較 ＤＣＭＰ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
                →Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
                →Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
                →Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

  ○     

６２ １６ビットデータ

の帯域比較 ＷＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３

（Ｓ１）＞（Ｓ３） 
（Ｓ２）≦（Ｓ１）≦（Ｓ３）

（Ｓ１）＜（Ｓ２） 

→Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
→Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
→Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

  ○     
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
       

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

    

６３ ３２ビットデータ

の帯域比較 ＤＷＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ３＋１，Ｓ３） 
                →Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
（Ｓ２＋１，Ｓ２）≦（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦ 
  （Ｓ３＋１，Ｓ３）      →Ｒ９００Ｂ：ＯＮ

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
                →Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

  ○     

６４ 
ブロック 
一致検出 

ＢＣＭＰ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３
Ｓ２，Ｓ３を先頭とする２つのブロックが一致

しているかどうかを比較。   ○     

論理演算命令 

６５ １６ビットデータ

の論理積 ＷＡＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）（Ｓ２）→（Ｄ）   ○     

６６ １６ビットデータ

の論理和 ＷＯＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）（Ｓ２）→（Ｄ）   ○     

６７ 
１６ビットデータ

の排他的論理

和 
ＸＯＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ ｛（Ｓ１）（Ｓ２）｛（Ｓ１）（Ｓ２）｝→（Ｄ）   ○     

６８ 
１６ビットデータ

の排他的論理

和否定 
ＸＮＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ ｛（Ｓ１）（Ｓ２）｛（Ｓ１）（Ｓ２）｝→（Ｄ）   ○     

６９ ワード結合 ＷＵＮＩ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

（［Ｓ１］［Ｓ３］）（［Ｓ２］［Ｓ３］）→［Ｄ］ 
［Ｓ３］がＨ０のとき［Ｓ２］→［Ｄ］ 
［Ｓ３］がＨＦＦＦＦのとき［Ｓ１］→［Ｄ］ 

  ○     

データ変換命令 

７０ ブロックチェック

コード計算 ＢＣＣ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

Ｓ２とＳ３で指定するデータのチェック用コー

ドを作成して、Ｄに格納。計算方法はＳ１で

指定。 
  ○     

７１ ＨＥＸ→１６進 
アスキー変換 ＨＥＸＡ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定する１６進のデータをアスキ

ーコードに変換して、Ｄに格納。 
例）ＨＡＢＣＤ→Ｈ ４２ ４１ ４４ ４３ 
             Ｂ Ａ  Ｄ Ｃ 

  ○     

７２ １６進アスキー

→ＨＥＸ変換 ＡＨＥＸ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定するアスキーコードを１６進

のデータに変換して、Ｄに格納。 
例）Ｈ ４４ ４３ ４２ ４１→ＨＣＤＡＢ 
     Ｄ  Ｃ Ｂ  Ａ 

  ○     

７３ ４桁ＢＣＤ→１０

進アスキー変換 ＢＣＤＡ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定する４桁のＢＣＤデータをア

スキーコードに変換して、Ｄに格納。 
例）Ｈ１２３４→Ｈ ３２ ３１ ３４ ３３ 
            ２  １  ４  ３ 

  ○     

７４ 
１０進アスキー

→４桁ＢＣＤ 
変換 

ＡＢＣＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定するアスキーコードを４桁の

ＢＣＤデータに変換して、Ｄに格納。 
例）Ｈ ３４ ３３ ３２ ３１→Ｈ３４１２ 
     ４  ３  ２  １ 

  ○     

７５ 
１６ビットＢＩＮ→

１０進アスキー

変換 
ＢＩＮＡ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１で指定する１０進数を表す１６ビットＢＩＮ

データをアスキーコードに変換して、Ｄ（Ｓ２

バイトのエリア）に格納。 
例）Ｋ－１００→Ｈ３０ ３０ ３１ ２Ｄ ２０ ２０

           ０  ０  １  － 

  ○     
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
       

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

  ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾗ
Ｂ

Ｘ
 

    

７６ 
１０進アスキー

→１６ビットＢＩＮ

変換 
ＡＢＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定するアスキーコードを，１０進

数を表す１６ビットＢＩＮデータに変換して、Ｄ

に格納。 
例）Ｈ３０ ３０ ３１ ２Ｄ ２０ ２０→Ｋ－１００

    ０  ０  １  － 

  ○     

７７ 
３２ビットＢＩＮ→

１０進アスキー

変換 
ＤＢＩＡ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）の１０進数を表す３２ビット 
ＢＩＮデータをアスキーコードに変換してＤ

（Ｓ２バイトのエリア）に格納。 
  ○     

７８ 
１０進アスキー

→３２ビットＢＩＮ

変換 
ＤＡＢＩ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定するアスキーコードを、１０進

数を表す３２ビットＢＩＮデータに変換して 
（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 

  ○     

８０ １６ビットＢＩＮ→

４桁ＢＣＤ変換 ＢＣＤ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓで指定する１０進数を表す１６ビットＢＩＮデ

ータを４桁のＢＣＤデータに変換してＤに格

納。 
例）Ｋ１００→Ｈ１００ 

  ○     

８１ ４桁ＢＣＤ→１６

ビットＢＩＮ変換 ＢＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓで指定する４桁のＢＣＤデータを１０進数を

表す１６ビットＢＩＮデータに変換してＤに格

納。 
例）Ｈ１００→Ｋ１００ 

  ○     

８２ ３２ビットＢＩＮ→

８桁ＢＣＤ変換 ＤＢＣＤ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｓ＋１，Ｓ）で指定する３２ビットＢＩＮデータ

を８桁のＢＣＤデータに変換して、（Ｄ＋１，

Ｄ）に格納。 
  ○     

８３ ８桁ＢＣＤ→３２

ビットＢＩＮ変換 ＤＢＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｓ＋１，Ｓ）で指定する８桁のＢＣＤデータを

１０進数を表す３２ビットＢＩＮデータに変換し

て、（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 
  ○     

８４ １６ビットデータ

反転＝１の補数 ＩＮＶ （Ｐ） Ｄ Ｄのデータを各ビットについて反転。   ○     

８５ １６ビットデータ

の２の補数 ＮＥＧ （Ｐ） Ｄ 
Ｄのデータを各ビットについて反転し、１を

加える（符合を反転します）。   ○     

８６ ３２ビットデータ

の２の補数 ＤＮＥＧ （Ｐ） Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）のデータを各ビットについて反

転し、１を加える（符合を反転します）。   ○     

８７ １６ビットデータ

の絶対値 ＡＢＳ （Ｐ） Ｄ Ｄのデータの絶対値をとります。   ○     

８８ ３２ビットデータ

の絶対値 ＤＡＢＳ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）のデータの絶対値をとります。   ○     

８９ 符合の拡張 ＥＸＴ （Ｐ） Ｄ 
Ｄの１６ビットデータを、（Ｄ＋１，Ｄ）の３２ビ

ットデータに拡張。   ○     

９０ デコーダ ＤＥＣＯ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 
Ｓのデータの一部をデコードし、Ｄに格納。

対象部分はｎで指定。   ○     

９１ ７セグメント 
デコーダ ＳＥＧＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓのデータを７セグメント表示用に変換し

て、（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。   ○     

９２ エンコーダ ＥＮＣＯ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 
Ｓのデータの一部をエンコードし、Ｄに格

納。対象部分はｎで指定。   ○     

９３ １６ビットデータ

の結合 ＵＮＩＴ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 
Ｓを先頭とするｎワードデータの各 下位デ

ジットを、Ｄに順に格納して結合。   ○     
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９４ １６ビット 
データの分離 ＤＩＳＴ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 

Ｓのデータの各デジットを、Ｄを先頭とする

エリアの各 下位デジットに分離して格

納。 
  ○     

９５ ＡＳＣＩＩコード変

換 ＡＳＣ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
Ｓの文字定数１２文字分をアスキーコード

に変換して、Ｄ～Ｄ＋５に格納。   ○     

９６ １６ビットデータ

のサーチ ＳＲＣ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３

Ｓ１のデータを、Ｓ２～Ｓ３の範囲のエリアに

ついて検索し、結果をＤＴ９０３７とＤＴ９０３

８に格納。 
  ○     

９７ ３２ビットデータ

のサーチ ＤＳＲＣ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３

（Ｓ１＋１，Ｓ１）のデータを、Ｓ２を先頭とす

るＳ３個分の３２ビットデータの中から検索

し、結果をＤＴ９００３７とＤＴ９００３８に格

納。 

  ○     

データシフト命令 

９８ 圧縮シフト 
読み出し ＣＭＰＲ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３

Ｄ２をＤ３に転送。Ｄ１～Ｄ２間でデータが０

の部分を圧縮し、Ｄ２方向に順にシフト。   ○     

９９ 
圧縮シフト 
書き込み ＣＭＰＷ （Ｐ） Ｓ，Ｄ１，Ｓ２ ＳをＤ１に転送。Ｄ１～Ｄ２間でデータが０

の部分を圧縮し、Ｄ２方向に順にシフト。   ○     

１００ １６ビットデータ

ｎビット右シフト ＳＨＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ Ｄのデータをｎビット分、右へシフト。   ○     

１０１ １６ビットデータ

ｎビット左シフト ＳＨＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ Ｄのデータをｎビット分、左へシフト。   ○     

１０２ ３２ビットデータ

ｎビット右シフト ＤＳＨＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ 
［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分だけ右へシ

フト。 
  ○     

１０３ ３２ビットデータ

ｎビット左シフト ＤＳＨＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ 
［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分だけ左へシ

フト。 
  ○     

１０５ １デジット 
右シフト ＢＳＲ （Ｐ） Ｄ Ｄのデータを１デジット分、右へシフト。   ○     

１０６ １デジット 
左シフト ＢＳＬ （Ｐ） Ｄ Ｄのデータを１デジット分、左へシフト。   ○     

１０８ ｎビット分の 
一括右シフト ＢＩＴＲ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２，ｎ Ｄ１～Ｄ２のエリアをｎビット分、右へシフト。   ○     

１０９ ｎビット分の 
一括左シフト ＢＩＴＬ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２，ｎ Ｄ１～Ｄ２のエリアをｎビット分、左へシフト。   ○     

１１０ 
ワード単位の

一括右シフト ＷＳＨＲ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ Ｄ１～Ｄ２のエリアを１ワード分、右へシフ

ト。   ○     

１１１ ワード単位の

一括左シフト ＷＳＨＬ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ 
Ｄ１～Ｄ２のエリアを１ワード分、左へシフ

ト。   ○     

１１２ デジット単位の

一括右シフト ＷＢＳＲ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ 
Ｄ１～Ｄ２のエリアを１デジット分、右へシフ

ト。   ○     

１１３ デジット単位の

一括左シフト ＷＢＳＬ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ 
Ｄ１～Ｄ２のエリアを１デジット分、左へシフ

ト。   ○     

ＦＩＦＯ命令 

１１５ バッファの定義 ＦＩＦＴ （Ｐ） ｎ，Ｄ 
Ｄを先頭とするｎワードをバッファエリアに

定義する。   ○     
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１１６ 
バッファからの

古データ 
読み出し 

ＦＩＦＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
Ｓを先頭とするバッファに も古く書き込ま

れたデータを読み出して、Ｄに格納。   ○     

１１７ バッファ書き 
込み ＦＩＦＷ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓのデータを、Ｄを先頭とするバッファに書

き込む。   ○     

基本機能命令 

１１８ アップダウン 
カウンタ ＵＤＣ Ｓ，Ｄ 

Ｓにプリセットした設定値から加算または減

算カウントし、経過値をＤに格納。   ○     

１１９ 左右シフト 
レジスタ ＬＲＳＲ Ｄ１，Ｄ２ 

Ｄ１～Ｄ２間のエリアをレジスタとして、左ま

たは右に１ビットシフト。   ○     

データ回転命令 

１２０ １６ビットデータ

の右回転 ＲＯＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ Ｄのデータをｎビット分、右へ回転。   ○     

１２１ １６ビットデータ

の左回転 ＲＯＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ Ｄのデータをｎビット分、左へ回転。   ○     

１２２ 
１６ビットデータ

の右回転（キャ

リー込み） 
ＲＣＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤにＣＹフラグＲ９００９を加えた１７ビットの

エリアをｎビット分、右へ回転。   ○     

１２３ 
１６ビットデータ

の左回転（キャ

リー込み） 
ＲＣＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤにＣＹフラグＲ９００９を加えた１７ビットの

エリアをｎビット分、左へ回転。   ○     

１２５ 
３２ビットデータ

の右回転 ＤＲＯＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ ［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分、右に回転。
  ○     

１２６ 
３２ビットデータ

の左回転 ＤＲＯＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ ［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分、左に回転。
  ○     

１２７ 
３２ビットデータ

の右回転（キャ

リー込み） 
ＤＲＣＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ 

［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分、右にＣＹフ

ラグＲ９００９込みで回転。 
  ○     

１２８ 
３２ビットデータ

の左回転（キャ

リー込み） 
ＤＲＣＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ 

［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分、左にＣＹフ

ラグＲ９００９込みで回転。 
  ○     

ビット操作命令 

１３０ １６ビットデータ

のビットセット ＢＴＳ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤのデータのビットＮｏ．ｎの値を１にする。   ○     

１３１ １６ビットデータ

のビットリセット ＢＴＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤのデータのビットＮｏ．ｎの値を０にする。   ○     

１３２ １６ビットデータ

の反転 ＢＴＩ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤのデータのビットＮｏ．ｎの値を反転。   ○     

１３３ １６ビットデータ

のビットテスト ＢＴＴ （Ｐ） Ｄ，ｎ 
ＤのデータのビットＮｏ．ｎの値をテストし、

結果をＲ９００Ｂに出力   ○     

１３５ 
１６ビットデータ

１の総数カウン

ト 
ＢＣＵ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓのデータについて、ＯＮのビット数をＤに

格納。   ○     

１３６ 
３２ビットデータ

１の総数カウン

ト 
ＤＢＣＵ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

（Ｓ＋１，Ｓ）のデータについて、ＯＮのビット

の数をＤに格納。   ○     
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基本機能命令 

１３７ 補助タイマ 
（１６ビット） ＳＴＭＲ Ｓ，Ｄ 

設定値×０．０１秒後、指定の出力および

Ｒ９００ＤをＯＮ。   ○     

特殊命令 

１３８ 
時、分、秒→

秒データへ

の変換 
ＨＭＳＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

（Ｓ＋１，Ｓ）の時間、分、秒を表すデータ

を秒単位に換算して（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。
  ○     

１３９ 
秒→時、分、

秒データへ

の変換 
ＳＨＭＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

（Ｓ＋１，Ｓ）の秒をあらわすデータを、時

間、分、秒に換算して（Ｄ＋１，Ｄ）に格

納。 
  ○     

１４０ キャリーの 
セット ＳＴＣ （Ｐ）  ＣＹフラグＲ９００９をＯＮにする。   ○     

１４１ キャリーの 
リセット ＣＬＣ （Ｐ）  ＣＹフラグＲ９００９をＯＦＦにする。   ○     

１４２ 
ウォッチドグ 
タイマ 
リフレッシュ 

ＷＤＴ （Ｐ） Ｓ 
演算渋滞ウォッチドグタイマのタイムアウト

時間をプリセット（Ｓ×２．５ｍｓ／Ｓ×０．１

ｍｓ）。 
  ×     

１４３ 
部分Ｉ／Ｏ 
リフレッシュ ＩＯＲＦ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ Ｄ１で指定する番号からＤ２で指定する番

号までのＩ／Ｏについてリフレッシュ。   ○     

１４４ シリアルデ

ータ送受信 ＴＲＮＳ Ｓ，ｎ 

受信完了フラグＲ９０３８をＯＦＦして、受信

を可能にする。 
Ｓを先頭とするｎバイト分のデータレジスタ

をＣＯＭポートから送信。 

  ×     

１４５ データ送信 ＳＥＮＤ （Ｐ） Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｄ，Ｎ 
ＭＥＷＮＥＴリンク局にデータを送信。   ×     

１４６ データ受信 ＲＥＣＶ （Ｐ） Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｎ，Ｄ 
ＭＥＷＮＥＴリンク局からデータを受信。   ×     

１４５ データ送信 ＳＥＮＤ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｄ，Ｎ 
ＭＯＤＢＵＳマスタとして、スレーブ局にデ

ータを送信。   ○     

１４６ データ受信 ＲＥＣＶ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｎ，Ｄ 
ＭＯＤＢＵＳマスタとして、スレーブ局から

データを受信。   ○     

１４５ データ送信 ＳＥＮＤ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｄ，Ｎ 
ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタとして、スレーブ局

にデータを送信。   ○     

１４６ データ受信 ＲＥＣＶ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｎ，Ｄ 
ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタとして、スレーブ局

からデータを受信。   ○     

１４７ プリント 
アウト ＰＲ Ｓ，Ｄ 

Ｓを先頭とするエリアのアスキーコードデ

ータをプリンタ用に変換して、Ｄで指定す

るＷＹエリアに出力。 
  ○     

１４８ 自己診断 
エラーセット ＥＲＲ （Ｐ） 

ｎ（ｎ：Ｋ１０

０～ 
Ｋ２９９） 

自己診断エラーＮｏ．ｎをＤＴ９０００に格納

し、Ｒ９０００をＯＮ、ＥＲＲＯＲ ＬＥＤを点

灯。 
  ○     

１４９ メッセージ 
表示 ＭＳＧ （Ｐ） Ｓ 

Ｓの文字定数を、接続しているプログラミ

ングツールに表示。   ○     
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１５０ データ 
読み出し ＲＥＡＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
高機能ユニットからデータを読み出す。   ○

注１）     

１５１ データ 
書き込み ＷＲＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
高機能ユニットへデータを書き込む。   ○

注１）     

１５２ リモート子局デ

ータ読み出し ＲＭＲＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
リモート子局上の高機能ユニットからデ

ータを読み出す。   ×     

１５３ リモート子局デ

ータ書き込み ＲＭＷＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
リモート子局上の高機能ユニットへデー

タを書き込む。   ×     

１５５ サンプリング ＳＭＰＬ （Ｐ）  トレース時にサンプリングする。   ○     

１５６ サンプリング 
トリガ ＳＴＲＧ （Ｐ）  トレース時に停止指示トリガをかける。   ○     

１５７ 時刻加算 ＣＡＤＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

（Ｓ１＋２，Ｓ１＋１，Ｓ１）の時刻から（Ｓ２

＋１，Ｓ２）の時間が経過したあとの時刻

を、（Ｄ＋２，Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 
  ○     

１５８ 時刻減算 ＣＳＵＢ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

（Ｓ１＋２，Ｓ１＋１，Ｓ１）の時刻に対して

（Ｓ２＋１，Ｓ２）の時間分前の時刻を、

（Ｄ＋２，Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 
  ○     

１５９ シリアルポート

送信 ＭＴＲＮ （Ｐ） 
注３） Ｓ，ｎ，Ｄ 

指定するＣＰＵのＣＯＭポートまたは、 
ＭＣＵのＣＯＭポートを介して、外部機

器にデータを送信します。 
  ○     

１６１ ＭＣＵシリアル

データ受信 ＭＲＣＶ （Ｐ） Ｓ ， Ｄ １ ，

Ｄ２ 

指定するＭＣＵユニットのＣＯＭポートを

介して、外部機器からのデータを受信し

ます。 
  ×     

ＢＩＮ算術演算命令 

１６０ ダブルワードデ

ータの平方根 ＤＳＱＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ √（Ｓ）→（Ｄ）   ○     

注１）シリアルデータボードでのみ使用できます。 
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高速カウンタ・パルス出力制御命令（ＦＰ０／ＦＰ－ｅ用） 

０ 高速カウンタ／ 
パルス出力制御 ＭＶ Ｓ，ＤＴ９０５２ 

（Ｓ）で指定された制御コードに応じた高速

カウンタ／パルス出力の制御を行います。

制御コードは、ＤＴ９０５２に格納されます。

  ×     

Ｓ，ＤＴ９０４４～ （Ｓ＋１，Ｓ）→高速カウンタ／パルス出力

経過値エリア   ×     
１ 

高速カウンタ／ 
パルス出力 
経過値の書き込

み・読み出し 

ＤＭＶ 
ＤＴ９０４４，Ｄ 高速カウンタ／パルス出力経過値エリア→

（Ｄ＋１，Ｄ）   ×     

１６６ 
目標一致ＯＮ命令

（チャンネル指定

付） 
ＨＣ１Ｓ ｎ，Ｓ，Ｙｎ 内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，Ｓ）

の目標値に達すると、出力ＹｎをＯＮ。   ×     

１６７ 
目標一致ＯＦＦ命

令（チャンネル指

定付） 
ＨＣ１Ｒ ｎ，Ｓ，Ｙｎ 内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，Ｓ）

の目標値に達すると、出力ＹｎをＯＦＦ。   ×     

１６８ 

位置決め制御（チ

ャンネル指定付）

（台形制御／原点

復帰） 

ＳＰＤ１ ｎ，Ｓ，Ｙｎ 
Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に従

って、指定した出力（Ｙ０，Ｙ１）から、位置

決め用パルスを出力します。 
  ×     

１６９ 
パルス出力命令

（チャンネル指定

付）（ＪＯＧ運転） 
ＰＬＳ Ｓ，ｎ 

Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に従

って、指定した出力（Ｙ０，Ｙ１）から、パル

ス列を出力します。 
  ×     

１７０ 
ＰＷＭ出力命令

（チャンネル指定

付） 
ＰＷＭ Ｓ，ｎ 

Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に従

って、指定した出力（Ｙ０，Ｙ１）から、ＰＷＭ

出力します。 
  ×     

高速カウンタ・パルス出力制御命令 

０ 高速カウンタ／ 
パルス出力制御 ＭＶ Ｓ，ＤＴ９００５２ （Ｓ）で指定された制御コードに応じた高速

カウンタ／パルス出力を制御。   ○     

ＦＰ： 
Ｓ，ＤＴ９００４４～
ＦＰ－Ｘ： 
Ｓ，ＤＴ９０３００～

（Ｓ＋１，Ｓ）→高速カウンタ／パルス出力
経過値エリア   ○     

１ 

高速カウンタ／ 
パルス出力 
経過値の書き込

み・読み出し 

ＤＭＶ 
ＦＰ： 
ＤＴ９００４４，Ｄ 
ＦＰ－Ｘ： 
ＤＴ９０３００～，Ｄ

高速カウンタ／パルス出力経過値エリア→
（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

１６６ 
目標一致ＯＮ 
（チャンネル指定

付） 
ＨＣ１Ｓ ｎ，Ｓ，Ｄ 内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，Ｓ）

の目標値に達すると、出力ＹｎをＯＮ。   ○     

１６７ 目標一致ＯＦＦ（チ

ャンネル指定付） ＨＣ１Ｒ ｎ，Ｓ，Ｄ 内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，Ｓ）

の目標値に達すると、出力ＹｎをＯＦＦ。   ○     

１７１ 

パルス出力 
（チャンネル指定

付）（台形制御／

原点復帰） 

ＳＰＤＨ Ｓ，ｎ 
Ｓを先頭とするデータテーブルのパラメー

タに従って、指定したチャンネルからパル

スを出力。 
  ○     

１７２ 
パルス出力 
（チャンネル指定

付）（ＪＯＧ運転） 
ＰＬＳＨ Ｓ，ｎ 

Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に従

って、指定した出力から、パルス列を出

力。 
  ○     

１７３ 
ＰＷＭ出力 
（チャンネル指定

付） 
ＰＷＭＨ Ｓ，ｎ Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に従

って、指定した出力から、ＰＷＭ出力。   ○     

１７４ 

パルス出力 
（チャンネル指定

付）（任意データテ

ーブル制御運転） 

ＳＰ０Ｈ Ｓ，ｎ 指定したチャンネルからＳで指定したデー

タテーブルに従ってパルスを出力。   ○     

注１） 経過値エリアは、使用チャンネルにより異なります。 
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１７５ パルス出力 
（直線補間） ＳＰＳＨ Ｓ，ｎ 

指定したデータテーブルに従って目

標位置までの軌跡が直線的になるよ

うにチャンネルからパルスを出力。 
  ○     

１７６ パルス出力 
（円弧補間） ＳＰＣＨ Ｓ，ｎ 

指定したデータテーブルに従って目

標位置までの軌跡が円弧状になるよ

うにチャンネルからパルスを出力。 
  ×     

画面表示命令（ＦＰ－ｅ専用） 

１８０ ＦＰ－ｅ画面表示

登録命令 ＳＣＲ Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｓ４ 

ＦＰ－ｅに表示させる画面を（Ｓ１）～ 
（Ｓ４）で指定する方法で登録します。

  ×     

１８１ ＦＰ－ｅ画面表示

切替命令 ＤＳＰ Ｓ ＦＰ－ｅの画面を（Ｓ）で指定したモード

の画面に切り替えます。   ×     

基本機能命令 

１８２ 時定数処理 ＦＩＬＴＲ Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 指定入力のフィルタ処理をします。   ○     

１８３ 補助タイマ 
（３２ビット） ＤＳＴＭ Ｓ，Ｄ 設定値×０．０１秒後、指定の出力お

よびＲ９００ＤをＯＮ。   ○     

データ転送命令 

１９０ １６ビット３データ

一括転送 ＭＶ３ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

（Ｓ１）→（Ｄ），（Ｓ２）→（Ｄ＋１）， 
（Ｓ３）→（Ｄ＋２）   ○     

１９１ ３２ビット３データ

一括転送 ＤＭＶ３ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）→（Ｄ＋１，Ｄ）， 
（Ｓ２＋１，Ｓ２）→（Ｄ＋３，Ｄ＋２）， 
（Ｓ３＋１，Ｓ３）→（Ｄ＋５，Ｄ＋４） 

  ○     

論理演算命令 

２１５ ３２ビットデータ

の論理積 ＤＡＮＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ
（Ｓ１＋１，Ｓ１）（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

２１６ ３２ビットデータ

の論理和 ＤＯＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ
（Ｓ１＋１，Ｓ１）（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

２１７ 
３２ビットデータ

の排他的論理

和 
ＤＸＯＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

｛（Ｓ１＋１，Ｓ１）（Ｓ２＋１，Ｓ２）｝ 
｛（Ｓ１＋１，Ｓ１）（Ｓ２＋１，Ｓ２）｝ 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

  ○     

２１８ 
３２ビットデータ

の排他的論理

和否定 
ＤＸＮＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

｛（Ｓ１＋１，Ｓ１）（Ｓ２＋１，Ｓ２）｝ 
｛（Ｓ１＋１，Ｓ１）（Ｓ２＋１，Ｓ２）｝ 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

  ○     

２１９ ダブルワード 
結合 ＤＵＮＩ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

｛（Ｓ１，Ｓ１＋１）（Ｓ３，Ｓ３＋１）｝ 
｛（Ｓ２，Ｓ２＋１）（Ｓ３，Ｓ３＋１）｝ 
→（Ｄ，Ｄ＋１） 

  ○     

データ変換命令 

２３０ 時刻データ→秒

変換 ＴＭＳＥＣ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 指定された時刻データを秒データに

変換します。   ○     

２３１ 秒データ→時刻

変換 ＳＥＣＴＭ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 指定された秒データを時刻データに

変換します。   ○     

２３５ 
１６ビットバイナ

リ→グレイコード

変換 
ＧＲＹ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

１０進数を表す１６ビットＢＩＮデータ

（Ｓ）をグレイコードデータに変換し、

（Ｄ）に格納。 
  ○     

２３６ 
３２ビットバイナ

リ→グレイコード

変換 
ＤＧＲＹ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

１０進数を表す３２ビットＢＩＮデータ 
（Ｓ＋１，Ｓ）をグレイコードデータに変

換し、（Ｄ＋１，Ｄ）に格納 
  ○     

２３７ 
１６ビットグレイ

コード→バイナリ

変換 
ＧＢＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ グレイコードデータ（Ｓ）をバイナリデー

タに変換し、（Ｄ）に格納。   ○     
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２３８ 
３２ビットグレイ

コード→バイナリ

変換 
ＤＧＢＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ グレイコードデータ（Ｓ＋１，Ｓ）をバイナリ

データに変換し、（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。   ○     

２４０ ビット行→ 
ビット列変換 ＣＯＬＭ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 

（Ｓ）のビット０～１５の値を（Ｄ）～ 
（Ｄ＋１５）のビットｎに格納。   ○     

２４１ ビット列→ 
ビット行変換 ＬＩＮＥ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 

（Ｓ）～（Ｓ＋１５）のビットｎの値を（Ｄ）のビ

ット０～ビット１５に格納。   ○     

２５０ バイナリ→ 
アスキー変換 ＢＴＯＡ Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
複数のバイナリデータを複数のアスキー

データに変換します。   ○     

２５１ アスキー→ 
バイナリ変換 ＡＴＯＢ Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
複数のアスキーデータを複数のバイナリ

データに変換します。   ○     

２５２ アスキーデータ

チェック ＡＣＨＫ Ｓ１，Ｓ２，

ｎ 
Ｆ２５１（ＡＴＯＢ）命令で取り扱うアスキー

データ列のチェックを行います。   ○     

文字列命令 

２５７ 文字列の比較 ＳＣＭＰ Ｓ１，Ｓ２ 
指定した２つの文字列を比較し、判定結

果を特殊内部リレーに出力します。   ○     

２５８ 文字列の連結 ＳＡＤＤ Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
文字列と文字列を連結します。   ○     

２５９ 
文字列の文字

数 ＬＥＮ Ｓ，Ｄ 文字列に格納されている文字数を求めま

す。   ○     

２６０ 文字列の検索 ＳＳＲＣ Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
指定した文字を文字列より検索します。   ○     

２６１ 文字列（右側）

からの取り出し ＲＩＧＨＴ Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
文字列の右側から指定した文字数分の

文字列を取り出します。   ○     

２６２ 文字列（左側）

からの取り出し ＬＥＦＴ Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
文字列の左側から指定した文字数分の

文字列を取り出します。   ○     

２６３ 文字列から文字

列を取り出す ＭＩＤＲ Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３，Ｄ 
文字列の指定の位置から指定した文字

数分の文字列を取り出します。   ○     

２６４ 文字列へ文字

列を書き込む ＭＩＤＷ Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ，ｎ 
文字列から指定した文字数分の文字を

文字列の指定の位置に書き込みます。   ○     

２６５ 
文字列の置き 
換え 

ＳＲＥＰ Ｓ，Ｄ，ｐ，

ｎ 
文字列の文字を文字列の指定の位置か

ら指定した文字数分に置き換えます。   ○     

整数型データ処理命令 

２７０ 大値 
（１６ビット） ＭＡＸ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのワードデータテー

ブル中で、 大値を検索し、［Ｄ］に格

納。その相対アドレス値を［Ｄ＋１］に格

納。 

  ○     

２７１ 大値 
（３２ビット） ＤＭＡＸ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのダブルワードデー

タテーブル中で、 大値を検索し、［Ｄ］

に格納。相対アドレス値を［Ｄ＋２］に格

納。 

  ○     

２７２ 小値 
（１６ビット） ＭＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのワードデータテー

ブル中で、 小値を検索し、［Ｄ］に格

納。相対アドレス値を［Ｄ＋１］に格納。 
  ○     

２７３ 小値 
（３２ビット） ＤＭＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのダブルワードデー

タテーブル中で、 小値を検索し、［Ｄ］

に格納。相対アドレス値を［Ｄ＋２］に格

納。 

  ○     

２７５ 合計・平均値 
（１６ビット） ＭＥＡＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのワードデータ（符合

付き）の合計値および平均値を［Ｄ］に格

納。 
  ○     
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２７６ 合計・平均値 
（３２ビット） ＤＭＥＡＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのダブルワードデー

タ（符合付き）の合計値および平均値を

［Ｄ］に格納。 
  ○     

２７７ ソート 
（１６ビット） ＳＯＲＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３ 
［Ｓ１］から［Ｓ２］までのワードデータ（符合

付き）を昇順、または降順で並び替え。   ○     

２７８ ソート 
（３２ビット） ＤＳＯＲＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのダブルワードデー

タ（符合付き）を昇順、または降順で並び

替え。 
  ○     

２８２ 
１６ビットデータ

のスケーリング 
（線形化） 

ＳＣＡＬ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

与えたデータテーブルに対しスケーリン

グを行い、入力値Ｘに対する出力値Ｙを

求めます。 
  ○     

２８３ 
３２ビットデータ

のスケーリング 
（線形化） 

ＤＳＣＡＬ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

与えたデータテーブルに対しスケーリン

グを行い、入力値Ｘに対する出力値Ｙを

求めます。 
  ○     

２８４ １６ビットデータ

の傾斜出力 ＲＡＭＰ Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

指定された初期値から目標値まで、指定

時間で線形出力します。   ○     

整数型非線形関数命令 

２８５ 上下限リミット 
制御（ワード） ＬＩＭＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１］＞［Ｓ３］のとき、［Ｓ１］→［Ｄ］ 
［Ｓ２］＜［Ｓ３］のとき、［Ｓ２］→［Ｄ］ 
［Ｓ１］≦［Ｓ３］≦［Ｓ２］のとき、 
［Ｓ３］→［Ｄ」 

  ○     

２８６ 
上下限リミット 
制御 
（ダブルワード） 

ＤＬＩＭＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＞［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］＜［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］≦［Ｓ３，Ｓ３＋１］≦ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１」 

  ○     

２８７ 不感帯制御 
（ワード） ＢＡＮＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１］＞［Ｓ３］のとき、 
［Ｓ３］－［Ｓ１］→［Ｄ］ 
［Ｓ２］＜［Ｓ３］のとき、 
［Ｓ３］－［Ｓ２］→［Ｄ］ 
［Ｓ１］≦［Ｓ３］≦［Ｓ２］のとき、０→［Ｄ」 

  ○     

２８８ 
不感帯制御 
（ダブルワード） ＤＢＡＮＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＞［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］－［Ｓ１，Ｓ１＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］＜［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］－［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］≦［Ｓ３，Ｓ３＋１］≦ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］のとき、０→［Ｄ，Ｄ＋１」 

  ○     

２８９ ゾーン制御 
（ワード） ＺＯＮＥ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ３］＜０のとき、［Ｓ３］＋［Ｓ１］→［Ｄ］ 
［Ｓ３］＝０のとき、０→［Ｄ］ 
［Ｓ３］＞０のとき、［Ｓ３］＋［Ｓ２］→［Ｄ」 

  ○     

２９０ ゾーン制御 
（ダブルワード） ＤＺＯＮＥ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ３，Ｓ３＋１］＜０のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＋［Ｓ１，Ｓ１＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＝０のとき、 
０→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＞０のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＋［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１」 

  ○     
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ＢＣＤ形実数演算命令 

３００ ＢＣＤ形実数 
正弦演算 ＢＳＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＳＩＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ×     

３０１ ＢＣＤ形実数 
余弦演算 ＢＣＯＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＣＯＳ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ×     

３０２ ＢＣＤ形実数 
正接演算 ＢＴＡＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＴＡＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ×     

３０３ ＢＣＤ形実数 
逆正弦演算 ＢＡＳＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＳＩＮ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ×     

３０４ ＢＣＤ形実数 
逆余弦演算 ＢＡＣＯＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＣＯＳ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ×     

３０５ ＢＣＤ形実数 
逆正接演算 ＢＡＴＡＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＴＡＮ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ×     

浮動小数点形実数演算命令 

３０９ 浮動小数点形 
実数データ転送 ＦＭＶ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ＋１，Ｓ）→（Ｄ＋１，Ｄ）   ○     

３１０ 浮動小数点形 
実数データ加算 Ｆ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＋［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

  ○     

３１１ 浮動小数点形 
実数データ減算 Ｆ－ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１，Ｓ１＋１］－［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

  ○     

３１２ 浮動小数点形 
実数データ乗算 Ｆ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１，Ｓ１＋１］×［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

  ○     

３１３ 浮動小数点形 
実数データ除算 Ｆ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１，Ｓ１＋１］÷［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

  ○     

３１４ 浮動小数点形 
実数データ正弦 ＳＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＳＩＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ○     

３１５ 浮動小数点形 
実数データ余弦 ＣＯＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＣＯＳ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ○     

３１６ 浮動小数点形 
実数データ正接 ＴＡＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＴＡＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ○     

３１７ 
浮動小数点形 
実数データ 
逆正弦 

ＡＳＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＳＩＮ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ○     

３１８ 
浮動小数点形 
実数データ 
逆余弦 

ＡＣＯＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＣＯＳ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ○     

３１９ 
浮動小数点形 
実数データ 
逆正接 

ＡＴＡＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＴＡＮ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ○     

３２０ 
浮動小数点形 
実数データ 
自然対数 

ＬＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＬＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ○     

３２１ 浮動小数点形 
実数データ指数 ＥＸＰ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＥＸＰ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ○     

３２２ 浮動小数点形 
実数データ対数 ＬＯＧ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＬＯＧ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］   ○     

３２３ 
浮動小数点形 
実数データ 
べき乗 

ＰＷＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ
［Ｓ１，Ｓ１＋１］［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ、Ｄ＋１］ 

  ○     

３２４ 
浮動小数点形 
実数データ 
平方根 

ＦＳＱＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ √［Ｓ，Ｓ＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］   ○     
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３２５ 
１６ビット整数→ 
浮動小数点形 
実数データ 

ＦＬＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ［Ｓ］（符号付１６ビット整数データ）を、実

数データに変換し［Ｄ］に格納。   ○     

３２６ 
３２ビット整数→

浮動小数点形 
実数データ 

ＤＦＬＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（符号付３２ビット整数データ）

を、実数データに変換し、［Ｄ，Ｄ＋１］に

格納。 
  ○     

３２７ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
１６ビット整数 
超えない 大 

ＩＮＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付１６

ビット整数（超えない 大）に変換し、

［Ｄ］に格納。 
  ○     

３２８ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
３２ビット整数 
超えない 大 

ＤＩＮＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付３２

ビット整数（超えない 大）に変換し、

［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 
  ○     

３２９ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
１６ビット整数 
小数点以下 
切り捨て 

ＦＩＸ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付１６

ビット整数（小数点以下切り捨て）に変換

し、［Ｄ］に格納。 
  ○     

３３０ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
３２ビット整数 
小数点以下 
切り捨て 

ＤＦＩＸ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付３２

ビット整数（小数点以下切り捨て）に変換

し、［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 
  ○     

３３１ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
１６ビット整数 
小数点以下 
四捨五入 

ＲＯＦＦ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付１６

ビット整数（小数点以下四捨五入）に変

換し、［Ｄ］に格納。 
  ○     

３３２ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
３２ビット整数 
小数点以下 
四捨五入 

ＤＲＯＦＦ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付３２

ビット整数（小数点以下四捨五入）に変

換し、［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 
  ○     

３３３ 
浮動小数点形 
実数データ小数

点以下切捨て 
ＦＩＮＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）の小数点以下

を切り捨て、結果を［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。   ○     

３３４ 

浮動小数点形 
実数データ 
小数点以下 
四捨五入 

ＦＲＩＮＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）の小数点第１位

を四捨五入し、結果を［Ｄ，Ｄ＋１］に格

納。 
  ○     

３３５ 
浮動小数点形 
実数データ 
符号交換 

Ｆ＋／－ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を符号変換し、

結果を［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。   ○     

３３６ 
浮動小数点形 
実数データ 
絶対値 

ＦＡＢＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）の絶対値を求

め、結果を［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。   ○     

３３７ 
浮動小数点形 
実数データ 
度→ラディアン 

ＲＡＤ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ＋１，Ｓ］の角度［度］を角度［ラジアン］

（実数データ）に変換し、［Ｄ＋１，Ｄ］に格

納。 
  ○     

３３８ 
浮動小数点形 
実数データ 
ラディアン→度 

ＤＥＧ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ＋１，Ｓ］の角度［ラジアン］（実数デー

タ）を角度［度］に変換し、［Ｄ＋１，Ｄ］に

格納。 
  ○     
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浮動小数点形実数データ処理命令 

３４５ 
浮動小数点形 
実数データ 
実数比較 

ＦＣＭＰ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

  ○     

３４６ 
浮動小数点形 
実数データ 
実数帯域比較 

ＦＷＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ３＋１，Ｓ３） 
→Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
（Ｓ２＋１，Ｓ２）≦（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦ 
（Ｓ３＋１，Ｓ３）→Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

  ○     

３４７ 

浮動小数点形 
実数データ 
上下限リミット 
制御 

ＦＬＩＭＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＞［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ１，Ｓ１＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］＜［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ２，Ｓ２＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］≦［Ｓ３，Ｓ３＋１］≦ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

  ○     

３４８ 
浮動小数点形 
実数データ 
不感帯制御 

ＦＢＡＮＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＞［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ３，Ｓ３＋１］－［Ｓ１，Ｓ１＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］＜［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ３，Ｓ３＋１］－［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］≦［Ｓ３，Ｓ３＋１］≦ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］のとき、 
０．０→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

  ○     

３４９ 
浮動小数点形 
実数データ 
ゾーン制御 

ＦＺＯＮＥ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ３，Ｓ３＋１］＜０．０のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＋［Ｓ１，Ｓ１＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＝０．０のとき、 
０．０→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＞０．０のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＋［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

  ○     

３５０ 
浮動小数点形 
実数データ 

大値 
ＦＭＡＸ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までの実数データテー

ブル中の 大値を［Ｄ＋１，Ｄ］に格納

し、相対アドレス値を、［Ｄ＋２］に格納。

  ×     

３５１ 
浮動小数点形 
実数データ 

小値 
ＦＭＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までの実数データテー

ブル中の 小値を［Ｄ＋１，Ｄ］に格納

し、相対アドレス値を、［Ｄ＋２］に格納。

  ×     

３５２ 
浮動小数点形 
実数データ 
合計・平均値 

ＦＭＥＡＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までの実数データ中の

合計値を［Ｄ＋１，Ｄ］、平均値を［Ｄ＋

３，Ｄ＋２］に格納。 
  ×     

３５３ 
浮動小数点形 
実数データ 
ソート 

ＦＳＯＲＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３ 
［Ｓ１］から［Ｓ２］までの実数データを昇

順、または降順で並び替え。 
  ×     

３５４ 実数データの 
スケーリング ＦＳＣＡＬ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

実数データテーブルによるスケーリング

（線形化）を行い、入力値（Ｘ）に対する

出力（Ｙ）を計算します。 
  ○     
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時系列処理命令 

３５５ ＰＩＤ演算 ＰＩＤ Ｓ 
［Ｓ］～［Ｓ＋２］、［Ｓ＋４］～［Ｓ＋１０］で指

定するモード、パラメータに従ってＰＩＤ演

算を行い、結果を［Ｓ＋３］に格納。 
  ○     

３５６ イージーＰＩＤ ＥＺＰＩＤ 
Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｓ４ 

 

温調器のイメージで簡単に温度制御 
（ＰＩＤ）が出来ます。 

  ○     

比較命令 

３７３ データ変化検出 
（１６ビット） ＤＴＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

［Ｓ］のデータ変化を検出し、ＣＹフラグに

反映する。［Ｄ］は前回値データ保持用エ

リアとして使用。 
  ○     

３７４ データ変化検出 
（３２ビット） ＤＤＴＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

［Ｓ＋１，Ｓ］のデータ変化を検出し、ＣＹ

フラグに反映する。［Ｄ＋１，Ｄ］は前回値

データ保持用エリアとして使用。 
  ○     

インデックスレジスタバンク処理命令 

４１０ 
インデックス 
レジスタ 
バンク設定 

ＳＥＴＢ （Ｐ） ｎ 
インデックスレジスタＩ０～ＩＤのバンクをｎ

に切り替える。 
  ×     

４１１ 
インデックス 
レジスタ 
バンク切り替え 

ＣＨＧＢ （Ｐ） ｎ 
インデックスレジスタＩ０～ＩＤのバンクをｎ

に切り替え、切り替える前のバンクＮｏ．を

記憶する。 
  ×     

４１２ 
インデックス 
レジスタ 
バンク復帰 

ＰＯＰＢ （Ｐ）  
インデックスレジスタＩ０～ＩＤのバンクを、

ＣＨＧＢ命令で切り替える前のバンクに戻

す。 
  ×     

ファイルレジスタバンク処理命令 

４１４ 
ファイル 
レジスタ 
バンク設定 

ＳＢＦＬ （Ｐ） ｎ ファイルレジスタバンクをｎに切り替える。   ×     

４１５ 
ファイル 
レジスタ 
バンク切り替え 

ＣＢＦＬ （Ｐ） ｎ ファイルレジスタバンクをｎに切り替え、切

り替える前のバンクＮｏ．を記憶する。   ×     

４１６ 
ファイル 
レジスタ 
バンク復帰 

ＰＢＦＬ （Ｐ） － ファイルレジスタバンクを、ＣＢＦＬ命令で

切り替える前のバンクの戻す。   ×     
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16.4 エラーコード 
ＥＲＲＯＲ表示について 

ＥＲＲＯＲ表示は機種によりＬＥＤや画面表示などの違いがあります。 

機種 表示 動作状態 

ボードコントローラ ＢＸ ＬＥＤ ＥＲＲＯＲ／ＡＬＡＲＭ 点滅／点灯 

 
「ＥＲＲＯＲ」点灯時のエラー内容の確認 
・コントロールボードの表面にあるＥＲＲＯＲ ＬＥＤが点灯または点滅した場合、 
 「自己診断エラー」または「文法チェックエラー」が発生しています。エラー内容を確認し、処置してください。 
エラーの確認方法  
＜手順＞ 
１．プログラミングツールを使用して、エラーコードを読み出してください。 
   [ステータス表示]を実行すると、エラーコードとその内容が表示されます。 
２．読み出したエラーコードにしたがって、「エラーコード一覧」でエラー内容を確認してください。 
文法チェックエラー 
書き込まれているプログラムに、文法エラーや設定に合わない内容が含まれている場合に、 
トータルチェックで検知されるエラーです。 
ＲＵＮモードに切り替えると、トータルチェックが自動的に実施され、文法エラーによる誤動作を防ぎます。 
文法チェックエラーが検知されると 
・ＥＲＲＯＲが点灯または点滅します。 
・ＲＵＮモードにしても運転が開始されません。 
・リモート操作で、ＲＵＮモードに切り替えることはできません。 
文法チェックエラーの解除 
ＰＲＯＧ．モードにすると、エラー検知状態は解除され、ＥＲＲＯＲは消灯します。 
文法チェックエラーの処置 
ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、プログラミングツールを接続したまま、オンラインでトータルチェック機能を 
実行すると、エラー内容とエラー発生アドレスを読み出すことができます。 
読み出した内容にしたがって、プログラムを見直してください。 
自己診断エラー 
異常が発生したときに、コントロールボードの自己診断機能によって、検出されるエラーです。 
自己診断機能ではメモリ異常検出、入出力異常検出等の監視をおこなっています。 
自己診断エラーが発生すると 
・ＥＲＲＯＲが点灯または点滅します。 
・エラー内容、システムレジスタの設定によっては、コントロールボードの運転が停止する場合があります。 
・エラーコード特殊データレジスタＤＴ９０００（ＤＴ９００００）に格納されます。 
・演算エラーの場合は、エラー発生アドレスがＤＴ９０１７（ＤＴ９００１７）とＤＴ９０１８（ＤＴ９００１８）に 
格納されます。 
自己診断エラーの解除 
[ステータス表示]で、[エラークリア]を実行してください。エラーコード４３以上のエラーが 
クリアできます。 
・イニシャライズスイッチを使って、エラーをクリアすることもできます。ただし、この場合演算用メモリの 
内容もクリアされます。 
・ＰＲＯＧ．モードで電源をいれ直してもエラーをクリアできます。ただし、保持型データ意外の演算メモリ 
の内容はクリアされます。 
・自己診断エラーセット命令（Ｆ１４８）によって、エラーをクリアすることもできます。 
自己診断エラーの処置 
処置方法はエラー内容によって異なります。詳細については、確認したエラーコードにしたがって、 
自己診断エラー一覧表をご参照ください。 

 

ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭ通信エラー 
・ パソコンまたは、その他コンピュータ機器から、ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭを使用してボードコントローラと 
 通信する場合の異常レスポンス時のエラーコードです。 
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16.4.1 文法チェックエラー一覧 

コード 名称 運転 エラー内容と処置方法   

ボ
ー
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
Ｂ
Ｘ 

     

Ｅ１ 文法エラー 
 

停止 文法に誤りのあるシーケンスプログラムが 

書き込まれています。 

▶ ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、誤りを直してく

ださい。 

  ○      

Ｅ２ 
注） 

２重使用（定義） 
エラー 

停止 アウト命令やキープ命令で同じリレーを複数回使

用しています。同じタイマ／カウンタ番号を使用

している場合も発生します。 

▶ ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、リレーは１プログ

ラム中１回のみ出力するようにプログラムし直して

ください。 

または、システムレジスタＮｏ．２０にて２重出力の

許可を選択してください。 

２重出力の許可を選択した場合でも、タイマ／カ

ウンタ命令の２重定義エラーは検知されます。 

  ○      

Ｅ３ ペア不成立エラー 停止 ジャンプ（ＪＰとＬＢＬ）のようにペアで使用する命令

で、一方が欠けているか、位置関係に誤りがある

ために実行できません。 

▶ ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、ペアで使用する

２つの命令を正しい位置に入力してください。 

  ○      

Ｅ４ パラメータミスマッチ

エラー 
停止 システムレジスタの設定に合わない命令語が書き

込まれています。具体的には、タイマ／カウンタ

の範囲設定とプログラムでの番号指定が合致し

ていません。 

▶ ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、システムレジス

タの内容を確認し、設定と命令語を合致させてく

ださい。 

  ○      

Ｅ５ 
注） 

命令位置エラー 停止 実行可能なエリア（主プログラムエリア、副プログ

ラムエリア）が決まっている命令が、そのエリア以

外の位置に書き込まれています（サブルーチンＳ

ＵＢ～ＲＥＴが、ＥＤ命令よりも前にあるなど）。 

▶ ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、所定のエリアに

命令を入力してください。 

  ○      

Ｅ６ コンパイル 
メモリＦＵＬＬ 

停止 全プログラムをコンパイルすることが出来ません

でした。 

▶ ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、プログラムの総

ステップ数を減らしてください。 

ＦＰ１０ＳＨ 

メモリ増設可能な場合は、メモリを増設するとコン

パイル可能になります。 

  ○      

Ｅ７ 応用命令 
組み合わせエラー 

停止 連続実行するように書き込まれた複数の応用命

令のなかに毎スキャン実行型と微分実行型が混

在しています。 

▶ 毎スキャン実行型と微分実行型は、別々にま

とめて、それぞれに実行条件をつけてください。 

  ○      

Ｅ８ 応用命令 
オペランド組み合わ

せエラー 

停止 複数のオペランドで組み合わせが決まっている

命令（種類を同じにする、など）で、その組み合わ

せに誤りがあります。 

▶ 正しい組み合わせでオペランドを登録してくだ

さい。 

  ○      

Ｅ９ プログラム無し 
エラー 

停止 ・プログラムの初期化が行なわれていません。 

・プログラムが破壊されています。 

▶ プログラムを「プログラム消去」してください。 

 ツールソフトをご使用の場合は、プログラムを再

度転送してください。 

        

Ｅ１０ ＲＵＮ中書き換え 
文法エラー 

運転

継続 
ツールソフトの画素Ｉ／Ｏ入力方式で、ＲＵＮ中書

き換えができない命令語（ＥＤ、ＬＢＬ、ＳＵＢ、ＲＥ

Ｔ、ＩＮＴ、ＩＲＥＴ、ＳＳＴＰ、ＳＴＰＥ）を削除、追加ま

たは順序変更しようとしています。ＣＰＵユニット

には何も書き込まれていません。 

        

注）文法に間違いのある書き換えをＲＵＮ中に実行しようとした場合にも、検出されるエラーです。この場合は、 
  コントロールボードには何も書き込まれていません、また、運転は継続されます。 
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16.4.2 自己診断エラー一覧 

コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

  

ボ
ー
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
Ｂ
Ｘ 

     

Ｅ２０ ＣＰＵ異常 停止 ハードウェアの異常が考えられます 

▶ 弊社にご連絡ください。 
        

Ｅ２１ ＲＡＭ異常１ 
Ｅ２２ ＲＡＭ異常２ 
Ｅ２３ ＲＡＭ異常３ 
Ｅ２４ ＲＡＭ異常４ 

        

Ｅ２５ ＲＡＭ異常５ 

停止 内蔵ＲＡＭの不良が考えられます。 

▶ 弊社にご連絡ください。 

        

Ｅ２５ マスタメモリ機種 
不一致 

停止 マスタメモリの機種が不一致です。同じ機種で作

成したマスタメモリを使用してください。   ○      

Ｅ２６ ユーザＲＯＭ異常 停止 マスタメモリボードを装着している場合、マスタメ

モリが壊れている可能性があります。 

▶ マスタメモリボードを取り外してエラーが消える

かご確認ください。エラーが消えた場合は、マス

タメモリの内容が壊れているので、再度マスタメモ

リを書き直してご使用ください。消えない場合は、

弊社にご連絡ください。 

  ○      

Ｅ２７ ユニット装着制限 停止 ボードの装着数が制限を越えています。 

▶ 一旦電源を切り、ユニットの組み合わせが制

限範囲内になっているか確認してください。   ○      

Ｅ２８ システムレジスタ 
異常 

停止 システムレジスタの内容が異常な値になっていま

す。 

▶ システムレジスタの内容を見直してください。 

▶ システムレジスタを初期化して、再設定を 

おこなってください。 

        

Ｅ２９ コンフィグパラメータ

異常 
停止 ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ２用コンフィグレーションエリアに

パラメータ異常を検知しました。 

正常なパラメータを設定してください。 

        

Ｅ３０ 割り込み異常０ 停止 ハードウェアの異常が考えられます。 

▶ 弊社にご連絡ください。 
        

Ｅ３１ 割り込み異常１ 停止 割り込み要求が発生していないのに、割り込みが

発生しました。ハードウェア異常または何らかの

原因による誤動作が考えられます。 

▶ 一旦電源を切り、ノイズ環境をチェック・整備し

てください。 

  ○      

Ｅ３２ 割り込み異常２ 停止 発生した割り込みに対応する割り込みプログラム

がありません。 

▶ ハードウェア異常または何らかの原因による誤

動作が考えられます。 

  ○      
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コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

  

ボ
ー
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
Ｂ
Ｘ 

     

Ｅ３３ マルチＣＰＵ 
機能設定データ 
不一致 
 

ＣＰＵ

２が 
停止 

マルチＣＰＵシステムで使用している時に発生す

るエラーです。 

▶ マルチＣＰＵシステム導入マニュアルのエラー

についてをご参照ください。 

        

Ｅ３４ Ｉ／Ｏステータス異常 停止 異常ボードが装着されています。 

 

▶ スロット番号をＤＴ９０３６で確認し、異常ボード

を正常なボードに交換してください。 

  ○      

Ｅ３５ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
子局セット上の禁止 
ユニット装着エラー 

停止 子局のマザーボード上にリモートＩ／Ｏシステムで

使用できないユニットが装着されています。 

(例：リンクユニット等) 

▶ 装着禁止ユニットを取り除いてください。 

 

       

Ｅ３６ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
リモートＩ／Ｏ使用制

限 

停止 リモートＩ／Ｏシステムでのスロット数または 

Ｉ／Ｏ点数が制限を越えています。 

▶ スロット数およびＩ／Ｏ点数が制限内になるよう

にしてください。 

 

       

Ｅ３７ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
リモートＩ／Ｏマップ重

複エラーまたは範囲

超えエラー 

停止 通常Ｉ／Ｏマップ、リモートＩ／Ｏ（マスタ１～マスタ

４）マップの設定に重複や範囲超えがあります。 

▶ 各Ｉ／Ｏマップを重複しないように、また範囲を

超えないように設定し直してください。 

 

       

Ｅ３８ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
Ｉ／Ｏターミナル 
登録異常 

停止 リモートＩ／Ｏターミナルボード、リモートＩ／Ｏター

ミナルユニット、Ｉ／Ｏリンクユニットに対するＩ／Ｏ

マップ登録に誤りがあります。 

▶ 各子局のＩ／Ｏ占有点数を確認し、正しく設定

し直してください。 

 

       

Ｅ３９ ＩＣカード 
読み出し異常 

停止 ＩＣメモリカードからプログラム読み出し（ディップ

スイッチ設定によるＩＣカード運転、 

またはＦ１４（ＰＧＲＤ）命令によるプログラム入れ

替え）実行する際に、 

・ＩＣメモリカードが装着されていない。 

・プログラムファイルが無い、または破壊されてい

る 

・ＩＣカードアクセス禁止ＤＩＰＳＷ設定がされてい

る。 

・ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＳＰＧが異常である。 

・カードに格納されているプログラム容量が本体

より大きい。 

▶ プログラムファイルが正しく記録されているＩＣ

メモリカードを装着して、再度読み出しを実行し

てください。 
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コード 名称 運転 エラー内容と処置方法   

ボ
ー
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
Ｂ
Ｘ 

     

異常Ｉ／Ｏボード 

▶ 異常が発生した拡張ボードを 

ＤＴ９０００２で確認し，修復してください。 

 

Ｅ４０ Ｉ／Ｏエラー 選択 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示 

 機能内の「Ｉ／Ｏエラー」で確認できます。 

 

 ○      

Ｅ４１ 特殊ユニット暴走 選択 機能ボードに異常が発生しています。 

▶ 異常が発生した機能ボードを 

ＤＴ９０００６で確認してください。 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示 

 機能内の「特殊異常（特殊ユニットエラー）」で 

 確認できます。（異常特殊ユニットダイアログ） 

  

○      

Ｅ４２ Ｉ／Ｏ照合異常 選択 入出力ボード（増設Ｉ／Ｏボード）の接続状態が

電源投入時と異なっています。 

▶ 接続状況が変わった入出力ボードを、ＤＴ９０

０１０、ＤＴ９００１１で確認してください。 

また、増設コネクタの勘合を確認してください。 

システムレジスタＮｏ．２３で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示 

 機能内の「照合異常（Ｉ／Ｏ照合エラー）」で 

 確認できます。 

 

 

○      

Ｅ４３ 演算渋滞ＷＤＴ 
（演算渋滞監視用 
ウォッチドグタイマの

タイムアップ） 

選択 シーケンスプログラムのスキャンにかかる時間 

が規定時間を越えました。 

▶ 規定時間内に演算できるようにプログラムか 

規定時間を再検討してください。 

システムレジスタＮｏ．２４で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 
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コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

  

ボ
ー
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
Ｂ
Ｘ 

     

Ｅ４４ リモート子局接続 
タイムアウト 

選択 システムレジスタＮｏ．３５で設定した、タイム 

アウト時間を経過しても、リモート子局との交信 

が成立しなかった場合に発生します。 

システムレジスタＮｏ．２５で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

        

Ｅ４５ 演算エラー発生 選択 ある応用命令で、演算不可能な状態に 

なりました。演算エラーの原因は、命令によって

異なります。 

システムレジスタＮｏ．２６で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示 

 機能内の「演算エラー」で確認できます。 

  ○      

Ｅ４６ リモートＩ／Ｏ交信 
異常 

選択 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ交信異常 

電源切れや伝送ケーブルの切断などにより交信

できなくなった子局があります。 

        

Ｅ４７ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
子局上Ｉ／Ｏ 
ユニットの 
属性異常 

選択 子局セットに装着しているボードに下記のような 

異常が発生しています。 

［照合異常］ 

ユニットの抜け落ちなど 

［機能ボード暴走］ 

機能ボードの異常 

        

Ｅ４９ 増設電源シーケンス

異常 
運転

停止 
増設Ｉ／Ｏボードの電源がコントロールボードより

後に投入されています。 

コントロールボードと同時か先に電源投入してく

ださい。 

  ○      
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コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

  

ボ
ー
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
Ｂ
Ｘ 

     

Ｅ５０ 電池異常 
（電池外れまたは 
電圧低下） 

運転 
継続 

バックアップ用の電池の電圧が規定よりも 

低下しているか、コントロールボードに電池が 

接続されていません。 

▶ バックアップ用電池を確認して、交換・接続など

の処置を行なってください。 

▶ システムレジスタＮｏ．４にて、この自己診断エラ

ーを報知するかしないかを設定できます。 

  ○      

Ｅ５１ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
終端局設定エラー 

運転 
継続 

リモートＩ／Ｏシステムでの終端局の設定に誤りが

あります。 

▶ 各局の終端局設定スイッチを確認して、 

終端にある２局のみを終端局に設定してください。

        

Ｅ５２ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
リモートＩ／Ｏ 
リフレッシュ 
同期異常 

運転

継続 
▶ ＲＵＮモードのままでイニシャライズしてくださ

い。それでもエラーになる場合は弊社にご連絡 

ください。         

Ｅ５３ マルチＣＰＵ 
Ｉ／Ｏ登録不一致 
（ＣＰＵ２でのみ報知） 

運転 
継続 

マルチＣＰＵシステムで使用している時に発生す

るエラーです。 

▶ マルチＣＰＵシステム導入マニュアルのエラー

についての記述をご覧ください。 

        

Ｅ５４ ＩＣカード電池異常 
(ＩＣカードデータ 
     保証不可) 

運転

継続 
ＩＣメモリカード用の電池の電圧が、規定より非常

に低下しています。 

ＢＡＴＴ．ＬＥＤは点灯しません 

▶ 電池交換の処置を行なってください。 

 （ＩＣメモリカード内に書き込まれている 

  データの保証はできません。） 

        

Ｅ５５ ＩＣカード電池異常 
（ＩＣカードデータ 
      保証可） 

運転

継続 
ＩＣメモリカード用の電池の電圧が、規定よりも 

低下しています。 

ＢＡＴＴ．ＬＥＤは点灯しません 

▶ 電池交換の処置を行なってください。 

 （ＩＣメモリカード内に書き込まれている 

  データは保証はされています。） 

        

Ｅ５６ 未対応ＩＣメモリ 
カードの装着 

運転

継続 
使用できないＩＣメモリカードを装着しています。 

▶ ＩＣメモリカードを確認して、交換などの処置を

行なってください。 

注）使用できないＩＣメモリカードでも、属性情報が

ない、または書き込まれていない場合は検知でき

ませんので、ご注意ください。 

        

Ｅ５７ コンフィグ対象ユニッ

トなし 
 ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ２ 

コンフィグデータで指定されたスロットに 

Ｗ２リンクユニットが装着されていない。 

指定スロットにユニットを装着するか、パラメータを

書き換えてください。 

        

Ｅ１００ 
ｔｏ 
Ｅ１９９ 

停止 
  ○      

Ｅ２００ 
ｔｏ 
Ｅ２９９ 

Ｆ１４８で 
設定している 
自己診断エラー 

運転 
継続 

応用命令Ｆ１４８で任意に設定しているエラーが発

生しています。 

▶ 設定した検知条件にもとづいて、処置してくだ

さい。 

  ○    
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16.4.3 ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭ通信エラーコード一覧 

コード 名称 エラー内容 
！２１ ＮＡＣＫエラー リンク系エラー 

！２２ 
ＷＡＣＫエラー 
（相手先受信バッファオーバー 
 フロー） 

リンク系エラー 

！２３ ユニットＮｏ．重複 リンク系エラー 

！２４ 伝送フォーマットエラー リンク系エラー 

！２５ リンクユニットハードエラー リンク系エラー 

！２６ ユニットＮｏ．設定異常 リンク系エラー 

！２７ ＮＯＴサポートエラー リンク系エラー 

！２８ 無応答エラー（応答待ち） リンク系エラー 

！２９ バッファクローズエラー リンク系エラー 

！３０ タイムアウト(送信不可能状態) リンク系エラー 

！３２ 転送不可エラー 
（自局バッファオーバーフロー） リンク系エラー 

！３３ 通信停止 リンク系エラー 

！３６ 相手先存在せず リンク系エラー 

！３８ その他の通信異常 リンク系エラー 

！４０ ＢＣＣエラー 受信したデータに伝送エラーが発生しました。 

！４１ フォーマットエラー フォーマットに合わないコマンドを受信しました。 

！４２ ＮＯＴサポートエラー サポートしていないコマンドを受信しました。 

！４３ マルチフレーム手順エラー 複数フレーム処理中に、それ以外のコマンドを受信しました。 

！５０ リンク設定エラー 存在しないルートＮｏ．が指定されました。 

送信局指定で、ルートＮｏ．を確認してください。 

！５１ 送信タイムアウトエラー 送信バッファが渋滞のため、他機に送信が不能です。 

！５２ 送信不能エラー 他機への送信処理ができません。（リンクユニットの暴走、など） 

！５３ ビジーエラー 複数フレーム処理中のため、コマンド処理を受けられません。 

または、処理中のコマンドが渋滞しているため、受けられません。 

！６０ パラメータエラー 指定されたパラメータ内容が存在しない、または、使用できません。 

！６１ データエラー 接点、データエリア、データＮｏ．の指定、大きさ指定、範囲、形式指定に 

誤りがあります。 

！６２ 登録オーバーエラー 登録数がオーバーした場合、または、未登録の状態で操作しました。 

！６３ ＰＣモードエラー ＲＵＮモード中で、処理できないコマンドが実行されました。 

！６４ 外部記憶不良エラー 

ユーザＲＯＭ、汎用メモリが存在しないか、もしくはハード不良です。 

ＲＯＭまたはＩＣカードに異常が考えられます。 

・ＲＯＭ転送時、指定した内容が容量を超えている。 

・書き込みエラーが発生した。 

・ＲＯＭ／ＩＣカードが装着されていない。 

・ＲＯＭ／ＩＣカードが規定のものでない。 

・ＲＯＭ／ＩＣカードボードが装着されていない。 

！６５ プロテクトエラー プロテクト（パスワード設定やディップＳＷなど）モードまたはＲＯＭ運転モード 

の時に、プログラムまたはシステムレジスタの書き込み操作が実行されました。 

！６６ アドレスエラー アドレスデータのコード形式に誤りがある、また、超過した場合、不足した場合、 

範囲指定に誤りがありました。 

！６７ プログラムなしエラー 
／データなしエラー 

プログラムエリアにプログラムがないか、メモリ内容が異常のため、読めません。 

または、登録されていないデータを読み出そうとしました。 

！６８ ＲＵＮ中書換え不可エラー ＲＵＮ中書換えが出来ない命令語（ＥＤ，ＳＵＢ，ＲＥＴ，ＩＮＴ，ＩＲＥＴ，ＳＳＴＰ， 

ＳＴＰＥ）を編集しようとしています。ＣＰＵユニットには何も書き込まれません。 

！７０ ＳＩＭオーバーエラー プログラムの書き込み処理で、プログラムエリアを越えました。 

！７１ 排他制御エラー 処理中のコマンドと同時に処理できないコマンドが実行されました。 
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16.5 ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭ通信コマンド 
 ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭコマンド一覧 
コマンド名称 コード 内容説明 
接点エリアリード ＲＣ 

（ＲＣＳ） 
（ＲＣＰ） 
（ＲＣＣ） 

接点のＯＮ／ＯＦＦ状態を読み出す。 
・一点のみ指定する。 
・複数の接点を指定する。 
・ワード単位での範囲を指定する。 

接点エリアライト ＷＣ 
（ＷＣＳ） 
（ＷＣＰ） 
（ＷＣＣ） 

接点をＯＮまたはＯＦＦする。 
・一点のみ指定する。 
・複数の接点を指定する。 
・ワード単位での範囲を指定する。 

データエリアリード ＲＤ データエリアの内容を読み出す。 
データエリアライト ＷＤ データエリアにデータを書き込む。 
タイマ／カウンタ設定値エリアリード ＲＳ タイマ／カウンタ設定値を読み出す。 
タイマ／カウンタ設定値エリアライト ＷＳ タイマ／カウンタ設定値を書き込む。 
タイマ／カウンタ経過値エリアライト ＲＫ タイマ／カウンタ経過値を読み出す。 
タイマ／カウンタ経過値エリアライト ＷＫ タイマ／カウンタ経過値を書き込む。 
モニタ接点登録・登録リセット ＭＣ モニタする接点を登録する。 
モニタデータ登録・登録リセット ＭＤ モニタするデータを登録する。 
モニタ実行 ＭＧ ＭＣやＭＤで登録した接点やデータをモニタする。 
接点エリアのプリセット 
（フィルコマンド） 

ＳＣ 指定した範囲のエリアを１６点分のＯＮ／ＯＦＦ 
パターンでうめる。 

データエリアのプリセット 
（フィルコマンド） 

ＳＤ 
指定した範囲のデータエリアに同じ内容を書き込む。

システムレジスタリード ＲＲ システムレジスタ内容を読み出す。 
システムレジスタライト ＷＲ システムレジスタ内容を設定する。 
ＰＣステータスリード ＲＴ プログラマブルコントローラの仕様、エラー発生時の 

エラーコードなどを読み出す。 
リモートコントロール ＲＭ プログラマブルコントローラの動作モードを 

切り換える。 
アボート（中止） ＡＢ 通信を途中で打ち切る。 
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16.6 ＢＩＮ／ＨＥＸ／ＢＣＤコード対応表 
１０進数 

（Ｄｅｃｉｍａｌ） 
１６進数 

（Ｈｅｘａｄｅｃｉｍａｌ） 
ＢＩＮ２進数 
（Ｂｉｎａｒｙ） 

ＢＣＤ２進化１０進数（４桁） 
（Ｂｉｎａｒｙ Ｃｏｄｅｄ Ｄｅｃｉｍａｌ） 

 
０ 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
 

００００ 
０００１ 
０００２ 
０００３ 
０００４ 
０００５ 
０００６ 
０００７ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００

００００００００
０００００００１
００００００１０
００００００１１
０００００１００
０００００１０１
０００００１１０
０００００１１１

 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００
０００１
００１０
００１１
０１００
０１０１
０１１０
０１１１

 
８ 
９ 

１０ 
１１ 
１２ 
１３ 
１４ 
１５ 

 

０００８ 
０００９ 
０００Ａ 
０００Ｂ 
０００Ｃ 
０００Ｄ 
０００Ｅ 
０００Ｆ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００

００００１０００
００００１００１
００００１０１０
００００１０１１
００００１１００
００００１１０１
００００１１１０
００００１１１１

 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 

１０００
１００１
００００
０００１
００１０
００１１
０１００
０１０１

 
１６ 
１７ 
１８ 
１９ 
２０ 
２１ 
２２ 
２３ 

 

００１０ 
００１１ 
００１２ 
００１３ 
００１４ 
００１５ 
００１６ 
００１７ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００

０００１００００
０００１０００１
０００１００１０
０００１００１１
０００１０１００
０００１０１０１
０００１０１１０
０００１０１１１

 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

０００１ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 

０１１０
０１１１
１０００
１００１
００００
０００１
００１０
００１１

 
２４ 
２５ 
２６ 
２７ 
２８ 
２９ 
３０ 
３１ 

 

００１８ 
００１９ 
００１Ａ 
００１Ｂ 
００１Ｃ 
００１Ｄ 
００１Ｅ 
００１Ｆ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００

０００１１０００
０００１１００１
０００１１０１０
０００１１０１１
０００１１１００
０００１１１０１
０００１１１１０
０００１１１１１

 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１１ 
００１１ 

０１００
０１０１
０１１０
０１１１
１０００
１００１
００００
０００１

 
６３ 

２５５ 
９９９９ 

 

００３Ｆ 
００ＦＦ 
２７０Ｆ 

 
００００００００
００００００００
００１００１１１

００１１１１１１
１１１１１１１１
００００１１１１

 
００００ 
００００ 
１００１ 

００００ 
００１０ 
１００１ 

０１１０ 
０１０１ 
１００１ 

００１１
０１０１
１００１
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16.7 アスキーコード表、ＪＩＳ８コード表 
 アスキーコード表 

 

 ＪＩＳ８コード表 

 

 
 



16.6 ＢＩＮ／ＨＥＸ／ＢＣＤコード対応表 
１０進数 

（Ｄｅｃｉｍａｌ） 
１６進数 

（Ｈｅｘａｄｅｃｉｍａｌ） 
ＢＩＮ２進数 ＢＣＤ２進化１０進数（４桁） 
（Ｂｉｎａｒｙ） （Ｂｉｎａｒｙ Ｃｏｄｅｄ Ｄｅｃｉｍａｌ） 

 
０ 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
 

００００ 
０００１ 
０００２ 
０００３ 
０００４ 
０００５ 
０００６ 
０００７ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００

００００００００
０００００００１
００００００１０
００００００１１
０００００１００
０００００１０１
０００００１１０
０００００１１１

 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００
０００１
００１０
００１１
０１００
０１０１
０１１０
０１１１

 
８ 
９ 

１０ 
１１ 
１２ 
１３ 
１４ 
１５ 

 

０００８ 
０００９ 
０００Ａ 
０００Ｂ 
０００Ｃ 
０００Ｄ 
０００Ｅ 
０００Ｆ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００

００００１０００
００００１００１
００００１０１０
００００１０１１
００００１１００
００００１１０１
００００１１１０
００００１１１１

 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 

１０００
１００１
００００
０００１
００１０
００１１
０１００
０１０１

 
１６ 
１７ 
１８ 
１９ 
２０ 
２１ 
２２ 
２３ 

 

００１０ 
００１１ 
００１２ 
００１３ 
００１４ 
００１５ 
００１６ 
００１７ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００

０００１００００
０００１０００１
０００１００１０
０００１００１１
０００１０１００
０００１０１０１
０００１０１１０
０００１０１１１

 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

０００１ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 

０１１０
０１１１
１０００
１００１
００００
０００１
００１０
００１１

 
２４ 
２５ 
２６ 
２７ 
２８ 
２９ 
３０ 
３１ 

 

００１８ 
００１９ 
００１Ａ 
００１Ｂ 
００１Ｃ 
００１Ｄ 
００１Ｅ 
００１Ｆ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００

０００１１０００
０００１１００１
０００１１０１０
０００１１０１１
０００１１１００
０００１１１０１
０００１１１１０
０００１１１１１

 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１１ 
００１１ 

０１００
０１０１
０１１０
０１１１
１０００
１００１
００００
０００１

 
６３ 

２５５ 
９９９９ 

 

００３Ｆ 
００ＦＦ 
２７０Ｆ 

 
００００００００
００００００００
００１００１１１

００１１１１１１
１１１１１１１１
００００１１１１

 
００００ 
００００ 
１００１ 

００００ 
００１０ 
１００１ 

０１１０ 
０１０１ 
１００１ 

００１１
０１０１
１００１
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16.7 アスキーコード表、ＪＩＳ８コード表 
 アスキーコード表 

 

 ＪＩＳ８コード表 
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改訂履歴 

                                         マニュアル番号は、表紙下に記載されています。 
発行日付 マニュアル番号 改訂内容 

２００７年３月 ＡＲＣＴ1Ｆ436 初版 
２００８年３月 ＡＲＣＴ1Ｆ436‐1 ２版  ・品番変更 

・誤記訂正 
２００８年６月 ＡＲＣＴ1Ｆ436‐２ ３版  ・新商品追加（機能追加） 

        温度入力ボード  ＡＢＸＡＤ２Ｍ 
２００９年３月 ＡＲＣＴ1Ｆ436‐３ ４版  ・新商品追加（機能追加） 

        アナログ出力ボード  ＡＢＸＤＡ０２ 
        リレー出力ボード  ＡＢＸＲＹ０４ 
        リレー出力ボード（高容量タイプ）  ＡＢＸＲＹ０２ 

・誤記訂正 
２０１０年５月 ＡＲＣＴ1Ｆ436‐４ ５版  ・しおり機能追加 

  ・端子配列図詳細追加 
  ・誤記訂正 

２０１０年１１月 ＡＲＣＴ1Ｆ436‐5 ６版  ・社名変更 
・適合 MIL コネクタ変更 

２０１１年３月 ＡＲＣＴ1Ｆ436‐6 ７版  ・新商品追加（通信追加） 
 ＣＯＭ５Ａ通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ａ 
 ＣＯＭ５Ｂ通信ボード ＡＢＸＣＯＭ５Ｂ 
 ＣＯＭ６通信ボード  ＡＢＸＣＯＭ６ 
 ＳＤ０１シリアルデータボード ＡＢＸＳＤ０１ 

 
２０１１年８月 ＡＲＣＴ1Ｆ436‐7 8 版  ・誤記訂正 
２０１３年７月 ＡＲＣＴ1Ｆ436‐8 9 版  ・社名変更 

      ・誤記訂正 
   

 



 

 

保証について 
 

本資料に記載された製品および仕様は、製品の改良などのために予告なしに変更（仕様変更、生産終了を含む）

することがありますので、記載の製品のご使用のご検討やご注文に際しては、本資料に記載された情報が 新の

ものであることを、必要に応じ当社窓口までお問い合わせのうえ、ご確認くださいますようお願いします。 

 

本製品の品質管理には 大限の注力をいたしますが、 

本資料に記載された仕様や環境・条件の範囲を超えて使用される可能性のある場合、または記載のない条件や

環境での使用、あるいは鉄道・航空・医療用などの安全機器や制御システムなど、特に高信頼性が要求される用

途への使用をご検討の場合は、当社窓口へご相談いただき、仕様書の取り交わしをお願いします。 

本資料記載以外の事項での不測の事態の発生を可能な限り防止するために、貴社製品の仕様並びに需要先、

本製品の使用条件、本製品の取り付け部の詳細などについてご相談いただきますようお願いいたします。 

万一、本製品の故障や外部要因による異常が発生しても、システム全体が安全側に働くように、本製品の外部で

二重回路などの安全対策を行ってください。また、本資料記載の保証特性・性能の数値に対し余裕を持たせてご

使用いただきますようお願いいたします。 

ご購入または納入品につきましては、速やかに受入検査を行っていただくとともに、本製品の受入検査前または

検査中の扱いにつきましては、管理保全に十分なご配慮をお願いします。 

 

保証期間 

本製品の保証期間はご購入後あるいはご指定場所への納入後 3 年間とさせていただきます。 

3 年間とは、流通期間の 長 6 ヶ月を含む製造後 42 ヶ月です。 

 

保証範囲 

万一、保証期間中に本製品に当社側の責による故障や瑕疵が明らかになった場合、当社は代替品または必要な

交換部品の提供、または瑕疵部分の交換、修理を無償で行わせていただきます。 

ただし、故障や瑕疵が次の項目に該当する場合は、この保証の対象範囲から除かせていただくものとします。 

1. 貴社側が指示した仕様、規格、取扱い方法などに起因する場合。 

2. ご購入後あるいは納入後に行われた当社側が係わっていない構造、性能、仕様などの改変が原因の場合。

3. ご購入後あるいは契約時に実用化されていた技術では予見することが不可能な現象に起因する場合。 

4. カタログや仕様書に記載されている条件・環境の範囲を逸脱して使用された場合。 

5. 本製品を貴社の機器に組み込んで使用される際、貴社の機器が業界の通念上備えられている機能、構造な

どを持っていれば回避できた損害の場合。 

6. 天災や不可抗力に起因する場合。 

7. 電池やリレーなどの消耗品、ケーブルなどのオプション品。 

 

また、ここでいう保証は、ご購入または納入された本製品単体の保証に限るもので、本製品の故障や瑕疵から 

誘発される損害は除かせていただくものとします。 
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